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本書の見かた
本ページは見本を使って本書の基本的な読みかたを説明しています。
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お知りになりたいことをさがすときは
次のような方法で検索されますと、すばやくさがせます。

■タイトルからさがす
♦総合目次
♦各章のはじめの目次
♦ヘッダー

■取り付け位置、警告灯・表示灯からさがす
♦イラスト目次  → 1-2ページ

■ブザー音からさがす
♦警告ブザーが鳴ったときは  → 1-17ページ

■名称からさがす
♦さくいん  → 9-1ページ

■4WD車特有の記載をさがす
♦ 4WD車を運転するときは  → 2-36ページ
♦タイヤチェーン  → 6-20ページ
♦けん引してもらうときは  → 7-37ページ

■オイルや、交換部品をさがす
♦お車との上手なつきあいかた  → 6-1ページ
♦万一のとき  → 7-1ページ
♦サービスデータ  → 8-1ページ

■よくあるご質問（Q ＆ A）からさがす
♦よくあるご質問（Q ＆ A）  → 1-24ページ



記入される記号・番号は、車検証、IDラ
ベルをご覧ください。

※本書で「オートマチック車」と記載さ
れている場合、「CVT車」を示してい
ます。

IDラベル
エンジンルームに貼付してあります。

80P5000001

ご　愛　車　の　メ　モ

車名および
車両型式

車名：

型式：

車台番号

エンジン型式

車体色記号

機種記号

トランス
ミッション

ナンバープレート
（車両番号）

ご購入年月日 　　　年　　  月　　  日

(1) IDラベル (2) 車両型式
(3) 車台番号 (4) エンジン型式
(5) 車体色記号
(6) 車体色と内装色の組みあわせコード
(7) 機種記号

(2)(1) (3)

(4)

(6)

(5) (7)

ご愛車に関するメモ



この車には、車両の制御や操作などに関
するデータを記録するコンピュータが装
備されており、以下のデータを記録しま
す。

データの種類について

•エンジンの回転数など、エンジンの状
態

•車速、走行距離、平均燃費、平均車
速、走行時間、積算節約燃料、積算ア
イドリングストップ時間など、車両の
状態

•ギヤポジションなど、変速機の状態
•アクセル、ブレーキ、シフトポジショ
ンなど、操作の状態

•各種コンピュータシステムの故障に関
する情報

• SRSエアバッグ作動に関する情報
（イベントデータレコーダー（EDR）
に記録されます。EDR は Event Data
Recorderの略です。）
→　3-43ページ（SRSエアバッグ）

•運転支援装置の作動状況
•前方カメラの画像情報

データの開示について

スズキおよびスズキが委託した第三者
は、コンピュータに記録されたデータを、
車両の故障診断・研究開発・品質の向上
などを目的に取得・利用することがあり
ます。
なお、スズキおよびスズキが委託した第
三者は、次の場合を除き、取得したデー
タを第三者へ開示・提供しません。
•お車の使用者の同意がある場合
•法令、裁判所命令そのほか法的強制力
のある要請に基づく場合

•統計的な処理を行なうなど、使用者や
車両が特定できないように加工した
データを、研究機関などに提供する場合

データの消去について

「データの種類について」に記載されて
いるデータは、お車のメンテナンスや法
令への準拠等に必要なものを除き、スズ
キ販売店またはスズキ代理店で消去でき
ます。
お客様がお車をおゆずりになるときや廃
車されるときなどに、「データの種類に
ついて」に記載されているデータが消去
されていないことにより第三者に漏洩し
たとしてもスズキはその責任を負いかね
ますので、お客様のご判断にてスズキ販
売店またはスズキ代理店にデータの消去
をご依頼ください。

•お車のタイプにより、記録されるデー
タは異なります。

•会話などの音声は記録しません。
•使用条件などにより、データが記録
されない場合があります。

•前方カメラが画像データを記録しな
いように設定できます。スズキ販売
店またはスズキ代理店にお問い合わ
せください。
（ただし、記録しないように設定す
ると、システム作動時のデータは残
らなくなります。）

データの記録について



SRS エアバッグのイベント
データレコーダー（EDR）

EDRとはEvent Data Recorder（イベン
トデータレコーダー）の略です。SRSエ
アバッグが作動するような事故のとき
にデータを記録します。
→　3-43ページ（SRSエアバッグ）

スズキコネクトによるデータ
の取扱いについて

お客様がスズキコネクトをご利用の場
合、サービス提供のためにお客様の車両
位置情報や車両情報を車載通信機内に保
存します。詳細についてはスズキコネク
トの利用規約をご確認ください。
お車をおゆずりになるときや廃車などさ
れるときは、お手数ですがお客様ご自身
でスズキコネクトの解約手続きを行って
ください。解約手続きを行うことで、車
載通信機に保存されているお客様の個
人・プライバシー情報は削除されます。
詳しくはスズキコネクトアプリ取扱説明
書をご参照ください。
•解約手続きをしなかったことによるお
客様の個人・プライバシー情報の漏え
いについては、スズキはその責任を負
いかねます。



■エンジンコントローラのライセンスについて（ラパン）
エンジンコントローラに使用するソフトウェアは、オープンソースソフトウェアを含ん
でいます。
ライセンスは次の通りです。



オープンソースソフトウェアの使用にあたり、以下 2点のソースプログラムの変更を
行っています。
①include/mbedtls/以下のソースファイル
•MISRA C/CERT Cのコーティング規約への対応
•Mbed TLS組み込み時に発生したビルドエラーの是正
•Mbed TLSの設定の変更（使用機能の有効化と未使用機能の無効化）
②library/以下のソースファイル
•MISRA C/CERT Cのコーティング規約への対応
•Mbed TLS組み込み時に発生したビルドエラーの是正
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※1 お子さま用シートをご使用になる前に、必ずお読みください。
※2 前部の作動可能なエアバッグで保護されているシートには、後向き幼児拘束装置

を絶対に使用しないでください。幼児が死亡したり、重傷を負う可能性がありま
す。

72M00150
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1-6

■内装2

80P3002

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

(1) (2) (3) (6)(4) (5) (7)

(8)

(9)

(11)(10) (12) (15)(13) (16) (17)(14)
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クイックガイド/イラスト目次

1-7

（1） ドリンクホルダー（助手席）　 ･････････････････ 　5-12

（2） インパネボックス（助手席）　 ･････････････････ 　5-11

（3） 助手席SRSエアバッグ　 ･････････････････････ 　3-43

（4） エアコン、ヒーター　 ････････････････････････ 　5-21

（5） セレクトレバー　 ･･･････････････････････････ 　4-17

（6） ステアリングオーディオスイッチ　 ･･･････････ 　5-40

（7） 運転席SRSエアバッグ　 ･････････････････････ 　3-43

ホーンスイッチ　 ･･････････････････････････ 　3-126

（8） ドアミラー角度調節スイッチ　 ･･･････････････ 　3-24

ドアミラー格納スイッチ　 ･･･････････････････ 　3-25

（9） パワーウインドースイッチ　 ･････････････････ 　3-19

（10）発炎筒　 ･･･････････････････････････････････ 　7-35

（11）グローブボックス　 ･････････････････････････ 　5-11

（12）ショッピングフック（インパネ）　 ･････････････ 　5-16

（13）センターロアポケット　 ･････････････････････ 　5-10

（14）センターミドルトレー　 ･････････････････････ 　5-10

（15）パーキングブレーキ　 ･･･････････････････････ 　4-15

（16）ボンネットオープナー　 ･･･････････････････････　5-4

（17）フューエルリッドオープナー　 ･････････････････　5-2
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クイックガイド/イラスト目次

1-8

■運転席まわり

80P3003

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

(1) (2) (3) (5)(4)

(7)

(6)

(20) (8) (12)(11) (13)

(17)(16)

(14)

(15) (18) (19)(9) (10)
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クイックガイド/イラスト目次

1-9

（1） 非常点滅表示灯スイッチ　 ･･････････････････ 　3-123
（2） ワイパー／ウォッシャースイッチ　 ･･････････ 　3-124
（3） メーター　 ･････････････････････････････････ 　3-63
（4） エンジンスイッチ　 ･･･････････････････････････　4-2
（5） ライトスイッチ　 ･･････････････････････････ 　3-118

方向指示器スイッチ　 ･･････････････････････ 　3-123
（6） ドリンクホルダー（運転席） 　･････････････････ 　5-12
（7） ドアミラーヒータースイッチ　 ･･････････　3-27、5-34

リヤデフォッガースイッチ　 ･････････････････ 　5-34
（8） USBソケット　 ･････････････････････････････ 　5-17
（9） シートヒータースイッチ（助手席）　 ･･･････････ 　3-30
（10）シートヒータースイッチ（運転席）　 ･･･････････ 　3-30
（11）アクセサリーソケット　 ･････････････････････ 　5-18
（12）チルトステアリング（レバー）　 ･･･････････････ 　3-28
（13）インパネアンダートレー（運転席）　 ･･･････････ 　5-10
（14）車線逸脱抑制OFFスイッチ　 ･････････････････ 　4-74
（15）パーキングセンサーブザーOFF

スイッチ　 ･････････････････････････････････ 　4-86
（16）デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ

　OFFスイッチ　 ･･･････････････････････････ 　4-63
（17）ESP® OFFスイッチ　････････････････････････ 　4-34
（18）アイドリングストップシステム

　OFFスイッチ　 ･･････････････････････････ 　4-127
（19）光軸調整ダイヤル　 ････････････････････････ 　3-122
（20）USB電源ソケット ･･･････････････････････････ 　5-17
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■警告灯・表示灯

80P5001003A

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

(11)

(32)

(17)

(16)

(23)

(22)

(21)

(34)

(15)

(19)

(20)

(25)

(26)
(12)

(8) (14)

(18)

(10)
(9)

(7)

(1)

(5)

(3)
(17)
(24)

(13)

(2)

(28)

(29)

(4)

(27)

(33)

(6)

(31)

(30)
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クイックガイド/イラスト目次
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• 警告灯が点灯または点滅し続けた場合は、車両またはシステムの異常が考え
られます。次の参照先をよくお読みのうえ、スズキ販売店またはスズキ代理
店で点検を受けてください。
→　3-64ページ（警告灯・表示灯の見かた）

• 警告灯・表示灯が点灯または点滅すると、メーター内のマルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表示される場合があります。
→　3-106ページ（マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ）

• ※印の警告灯・表示灯は、エンジンスイッチを  にしたときに初期点灯
するのが正常です。（「水温警告灯／低水温表示灯」の初期点灯は赤色に、「ハ
イビームアシスト警告灯／ハイビームアシスト作動表示灯」の初期点灯は黄
色に点灯します。）点灯しない場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

•「水温警告灯（赤色）／低水温表示灯（青色）」および「ハイビームアシスト
警告灯（黄色）／ハイビームアシスト作動表示灯（緑色）」は点灯する色で
表示を切り替えています。

• アイドリングストップシステム装備車には、特有の点灯条件があります。
→　4-120ページ（アイドリングストップシステム）

※1システムの作動状態により、表示色と点灯・点滅状態が変化します。

警告灯 色 警告灯名

（1） ※ 赤 ブレーキ警告灯

（2） 赤 シートベルト警告灯

（3） ※ 赤 SRSエアバッグ警告灯

（4） 黄 燃料残量警告灯

（5） ※ 黄 ABS警告灯

（6） ※ 赤 水温警告灯

ON
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クイックガイド/イラスト目次

1-12

（7） ※ 黄 エンジン警告灯

（8） ※ 黄 パワーステアリング警告灯

（9） ※ 赤 油圧警告灯

（10） ※ 赤 充電警告灯

（11） ※ 黄 トランスミッション警告灯

（12） ※ 黄 イモビライザー警告灯

（13） 赤 半ドア警告灯

（14） ※ 黄 ハイビームアシスト警告灯

（15） ※ 黄 マスターウォーニング

（16） ※ 黄 コネクテッドシステム警告灯

表示灯 色 表示灯名

（17） 緑 方向指示器表示灯

（18） 青 ヘッドライト上向き（ハイビーム）表示灯

警告灯 色 警告灯名
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クイックガイド/イラスト目次

1-13

（19） ※ 黄 ESP® OFF表示灯

（20） ※ 黄 ESP®作動表示灯

（21） 青 低水温表示灯

（22） ※ 緑 アイドリングストップ表示灯

（23） ※ 黄 アイドリングストップシステムOFF表示灯

（24） 赤 セキュリティアラームインジケーター

（25） ※ 黄 デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF表示灯

（26） ※ 黄 デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ作動表示灯

（27） ※ 黄 後退時ブレーキサポート作動表示灯

（28） ※ 黄 車線逸脱抑制OFF表示灯

（29） ※ 黄
緑 車線逸脱抑制作動表示灯（※1）

（30） 緑 ハイビームアシスト作動表示灯

（31） ※ 黄 パーキングセンサー作動表示灯

表示灯 色 表示灯名
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クイックガイド/イラスト目次

1-14

（32） 緑 ライト点灯表示灯

（33） ※ 緑 自動操舵作動灯

（34） ※ 黄 標識認識OFF表示灯

表示灯 色 表示灯名
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クイックガイド/イラスト目次
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■キー

80P5001005

キー　･････････････････････････････････････････････　3-2

キーレスエントリー　･･･････････････････････････････　3-3

携帯リモコン　･････････････････････････････････････　3-5

ドア　･･･････････････････････････････････････････ 　3-11

キーレスプッシュスタートシステム　･････････････････　4-5

エンジンのかけかた　･･･････････････････････････････　4-8
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■荷室

80P0133

お車のタイプにより、異なる装備も含んでいます。

（1） ラゲッジアンダーボックス　 ･･･････････････････　7-2

（2） タイヤパンク応急修理セット　 ･････････････････　7-3

（3） ジャッキ（別売り）　 ･･･････････････････････････　7-2

（4） ホイールレンチ（別売り）　 ･････････････････････　7-2

（5） ジャッキハンドル（別売り）　 ･･･････････････････　7-2

（6） けん引フック　 ･･･････････････････････････････　7-2

(1)

(2) (3) (2) (6)

(4)

(5)
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クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-17

•※1 は、メーター内の （マスターウォーニング）が点滅するとともに、マルチイン
フォメーションディスプレイに車両状態や対処方法などをお知らせするメッセージが
表示されます。

•※2 は、マルチインフォメーションディスプレイに車両状態や対処方法などをお知ら
せするメッセージが表示されます。
→　3-106ページ（マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ）

•お車のタイプにより、マルチインフォメーションディスプレイにメッセージが表示さ
れたときに、音声でも案内する場合があります。
→　3-93ページ（音声案内機能）

全車共通

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法
いずれかの
ドアまたは
ボンネット
を開けたと
き

•室内ブザー
断続音

2秒間隔で点滅

セキュリティアラームの警報が作動して
います。次のいずれかの操作により警報を
途中で停止できます。
•エンジンスイッチを  にする
•キーレスエントリーまたはリクエスト
スイッチで解錠する
→　3-17ページ（セキュリティアラーム）

エンジン
スイッチを 

 にした
とき

•室内ブザー
長い間隔の
断続音 約8秒間

小刻みに点滅

駐車時にセキュリティアラームの警報が
作動したことを示しています。盗難にあっ
てないか車の中を確認してください。
→　3-17ページ（セキュリティアラーム）

•室内ブザー
単音

※1

ハンドルロックが解除されていません。ハ
ンドルを左または右にまわして負荷がか
からない状態としながら、エンジンスイッ
チの操作をやり直してください。
→　4-3ページ
（ハンドルロック未解除警告）

エンジン
スイッチを
操作したとき

•室内ブザー
単音
(2回)

点灯
※1

携帯リモコンが検知できない、またはリ
モコンの電池が切れています。リモコン
を車内の検知できる位置にするか、リモ
コンをエンジンスイッチに当ててくださ
い。
→　4-5ページ（車内の作動範囲）
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

警告ブザーが鳴ったときは

警告ブザーが鳴ったときは

ON

ON
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エンジンを
始動しよう
としたとき

•室内ブザー
短音
(5回)

点滅
※1

エンジンスイッチを  または 
にしたときは携帯リモコンを検知してい
ましたが、始動時に検知できなくなりま
した。リモコンを車内の検知できる位置
でエンジンスイッチを操作してくださ
い。
→　4-5ページ（車内の作動範囲）
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

•室内ブザー
短音
(1回)

エンジン
スイッチが 

 のとき

•室内ブザー
短音
(1回)

1秒間隔で点滅
※1

キーレスプッシュスタートシステムに異
常が考えられます。スズキ販売店または
スズキ代理店で点検を受けてください。
→　3-75ページ（セキュリティアラーム

インジケーター）
なし

点灯（赤色）
※1

ブレーキ液の不足、またはブレーキシステ
ムに異常が考えられます。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。
→　3-64ページ（ブレーキ警告灯）

•室内ブザー
短音
(1回) 点灯

※2

燃料の残量が少なくなっています。すみや
かに給油してください。
→　3-66ページ（燃料残量警告灯）

いずれかの
ドアを開閉
したとき

•室内ブザー
短音
(5回)

点滅
※1

携帯リモコンが検知できなくなりまし
た。リモコンを車内の検知できる位置に
してください。
→　4-7ページ
（携帯リモコン車外持ち出し警告）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法
ACC ON

ON
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走行中 •室内ブザー
断続音
（約95秒間）

点滅
※1

•運転者がシートベルトを着用していま
せん。安全な場所に停車して、ベルト
を着用してください。

•助手席の乗員がシートベルトを着用して
いません。ベルトを着用してください。

•助手席に荷物などを載せていると、乗員
がいなくても、センサーが重量を検知し
て警告灯が点滅し警告ブザーが鳴る場合
があります。
→　3-37ページ

（シートベルト警告ブザー）
•室内ブザー
短い間隔の
断続音

点灯（赤色）
※1

パーキングブレーキが解除されていませ
ん。安全な場所に停車して、パーキングブ
レーキを解除してください。
→　4-16ページ（パーキングブレーキ解

除忘れ警告ブザー）
•室内ブザー
断続音
および
•音声案内 点灯

※1

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。安全な場所に停車して、完全に閉めて
ください。
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

運転席ドアを
開けたとき

•室内ブザー
連続音

※1

ヘッドライトまたは車幅灯が点灯したま
まです。これらを消してください。
→　3-121ページ
（ライト消し忘れ警告ブザー）

•室内ブザー
断続音 ―

エンジンスイッチが  になっていま
す。 （OFF）にもどしてください。
→　4-12ページ（エンジンスイッチもど

し忘れ警告ブザー）
•室内ブザー
短音
(2回)

―

エンジンスイッチを室内ブザーにもどし
ていずれかのドアを開閉してもハンドル
がロックされていません。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。
→　4-12ページ
（ハンドルロック未作動警告ブザー）

停車中/
後退中

•室内ブザー
長い間隔の
断続音
および
•音声案内 表示

セレクトレバーが  に入っています。
セレクトレバーの位置を確認してくださ
い。
→　4-21 ページ（ （リバース）ポジ

ション警告ブザー）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法

ACC
LOCK

R

R



1

クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-20

セレクトレ
バー操作し
たとき（ブ
レーキを踏
んでいない
とき）

•室内ブザー
連続音

―

セレクトレバーを操作しても、希望するギ
ヤポジションに変速されていません。ブ
レーキを踏みながらセレクトレバーをの
位置にして、もう一度セレクトレバーを操
作してください。
→　4-17 ページ（セレクトレバーの操

作）
エンジン
スイッチを

 
（OFF）に
もどそうと
したとき

•室内ブザー
短音
(1回)

セレクトレバーの故障などによりエンジ
ンスイッチを （OFF）にもどせ
ません。スズキ販売店またはスズキ代理
店で点検を受けてください。
→　4-11ページ
（エンジンスイッチをもどすときは）

リクエスト
スイッチを
押したとき

•車外ブザー
連続音
(約2秒間) ―

エンジンスイッチが  または 
になっています。 （OFF）にもど
してください。
→　3-10ページ（リクエストスイッチ未

作動警告ブザー）

― 携帯リモコンが車内にあります。リモコ
ンを車外に持ち出してください。

点灯
※2

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。完全に閉めてください。

携帯リモコン
のロック
スイッチを
押したとき

•車外ブザー
連続音
(約2秒間)

点灯
※2

いずれかのドアが完全に閉まっていませ
ん。完全に閉めてください。
→　3-3ページ（キーレスエントリー）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法

LOCK
LOCK

ACC ON
LOCK



1

クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-21

走行中 •室内ブザー
短い間隔の
断続音

点滅

ふらつき警報が作動しました。道路状況
を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、車線の中央付近にもどってくださ
い。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機

能）
•室内ブザー
断続音

点灯

車線逸脱警報が作動しました。道路状況
を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、車線の中央付近にもどってくださ
い。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機

能）
メーターディスプレイのセッティング

モードで設定を振動へ変更している場合

はブザーは鳴りません。

→　3-94ページ（セッティングモード）
•室内ブザー
断続音

※2

車線逸脱抑制機能の手放し運転に対する
注意喚起が作動してました。ハンドルを
しっかりと握ってください。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機

能）
•室内ブザー
断続音

点灯

車線逸脱抑制が継続しています。道路状
況を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、車線の中央付近にもどってくださ
い。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機

能）
走行中 •室内ブザー

短い間隔の
断続音
または
•連続音

点滅

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱが作動しています。ブレー
キペダルを強く踏み込んでください。
→　4-54 ページ（デュアルセンサーブ

レーキサポート（DSBS）Ⅱ）
停車中／
徐行中

•室内ブザー
短い間隔の
断続音

誤発進抑制機能が作動しています。すみ
やかにアクセルペダルから足を離してく
ださい。
→　4-64ページ（誤発進抑制機能）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法



1

クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-22

徐行中 •室内ブザー
短い間隔の
断続音

点滅

低速前進時ブレーキサポートが作動して
います。ブレーキペダルを強く踏み込んで
ください。
→　4-86ページ（低速時ブレーキサポー

ト (前進・後退)）
走行中 •室内ブザー

短い間隔の
断続音

点滅

後退時ブレーキサポートが作動していま
す。ブレーキペダルを強く踏み込んでくだ
さい。
→　4-86ページ（低速時ブレーキサポー

ト (前進・後退)）
停車中／
徐行中

•室内ブザー
短い間隔の
断続音

後方誤発進抑制機能が作動しています。
すみやかにアクセルペダルから足を離し
てください。
→　4-92ページ（後方誤発進抑制機能）

徐行中／
停車中／
後退中

•室内ブザー
長い間隔の
断続音
または
•断続音
または
•短い間隔の
断続音
または
•連続音

点滅

パーキングセンサーが車両前方または後
方の障害物を検知しています。車両の周囲
を直接目視やミラーで確認しながら、ゆっ
くりと後退してください。
→　4-86ページ（パーキングセンサー 

ブザーOFFスイッチ）

走行中 •室内ブザー
断続音 ※2

速度超過注意喚起が作動しています。実
際の道路標識を確認して、ルールに従っ
て走行してください。
→　4-81ページ（注意喚起機能）

•室内ブザー
断続音 ※2

車両進入禁止注意喚起が作動していま
す。実際の道路標識を確認して、ルール
に従って走行してください。
→　4-81ページ（注意喚起機能）

•室内ブザー
断続音 ※2

速赤信号注意喚起が作動しています。実
際の信号機を確認して、ルールに従って
走行してください。
→　4-81ページ（注意喚起機能）

停車中 •室内ブザー
短い間隔の
断続音

※2
発進お知らせ機能が作動しています。道
路状況を確認の上、発進してください。
→　4-74ページ（発進お知らせ機能）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法



1

クイックガイド/警告ブザーが鳴ったときは

1-23

上記以外にも警告ブザーが鳴り、エンジンが自動再始動する場合があります。
→　4-120ページ（アイドリングストップシステム）

※3 エンスト状態になると、次の警告灯が点灯します。
・エンジン警告灯、パワーステアリング警告灯、油圧警告灯、充電警告灯
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

アイドリング
ストップシス
テムによる
エンジンの
自動停止中

•室内ブザー
連続音

点滅後、消灯

次のいずれかの状態になったため、エン
ジンが自動で再始動しました。
•エアコンの設定温度と室内の温度の差
が大きくなった

•デフロスタースイッチを押した
•ブレーキ倍力装置の負圧が低下した
•バッテリーの放電が進んだ

•室内ブザー
連続音

―

ボンネットが開いたためエンスト状態
（※2）になりました。次の手順で対処
してください。
①パーキングブレーキをしっかりとかけ、
セレクトレバーを  に入れます。

②ボンネットを完全に閉めます。
③エンジンスイッチを操作して再始動し
ます。

→　4-8ページ（エンジンのかけかた）
•室内ブザー
連続音

いずれか点灯

次のいずれかの操作をしたため、エンジ
ンが自動で再始動しました。
•運転席シートベルトを外す
•運転席ドアを開ける

発進する前に、ドアを閉め、シートベル
トを着用してください。また、車外に出
るときは、事前に次の手順を実施してく
ださい。
①パーキングブレーキをしっかりとかけ、
セレクトレバーを  に入れます。

②長時間停車するときや車から離れると
きは、エンジンスイッチを操作してエン
ジンを停止します。

→　4-11ページ
（エンジンの止めかた）

いつ ブザー音 メーター 原因と対処方法

P

P



1

クイックガイド/よくあるご質問（Q ＆ A）

1-24

お問い合わせの多い、よくあるご質問についてご案内します。

ドアの開閉
Q. キーレスエントリーが作動しない。
A. キーレスエントリーが作動しない状況にあるおそれがあります。
3-3ページ（キーレスエントリー）をお読みください。

A. 携帯リモコンの電池が消耗しているときは、交換してください。
→　6-9ページ（携帯リモコンの電池交換）

Q. ドアを開けたら警報が鳴る。
A. 警報装置（セキュリティアラーム）が作動しています。
次のいずれかの操作で警報を止めてください。
・エンジンスイッチを  にする
・キーレスエントリーまたはリクエストスイッチで解錠する
正しい取扱い方法や設定切替えについては、3-17 ページ（セキュリ
ティアラーム）をお読みください。

窓ガラス
Q. フロントガラスやドアガラス内側のくもりを取りたい。
A. 吹出し口切替えダイヤル（5-23ページ )で、くもりを取る位置に切り替え
てください。（マニュアルエアコン）

A. デフロスタースイッチ（5-33ページ）をご使用ください。（オートエアコン）

Q. バックドアガラス内側のくもりを取りたい。
A. リヤデフォッガースイッチ（5-34ページ）をご使用ください。

タイヤ
Q. パンクした。
A. パンクの状態によっては、タイヤパンク応急修理セットをご使用いただく
ことで、応急修理ができます。
→　7-3ページ（パンク）

よくあるご質問（Q ＆ A）

よくあるご質問（Q ＆ A）

ON



1

クイックガイド/よくあるご質問（Q ＆ A）

1-25

バッテリーあがり
Q. バッテリーがあがり、エンジンが始動できない。
A. 救援車のバッテリーとブースターケーブルを接続して、エンジンを始動し
てください。
→　7-20ページ（鉛バッテリーあがりのときは）

アイドリングストップシステム
Q. アイドリングストップシステムが作動しない。
A. 次の項目をお読みください。

→　4-120ページ（アイドリングストップシステム）

スズキ セーフティ サポート
Q. スズキ セーフティ サポートが作動するとき、しないときを知りたい。
A. 次の項目をお読みください。

→　4-37ページ（スズキ セーフティ サポート）

エンジンオイル
Q. エンジンオイルを交換したい。
A. 次の項目をお読みください。

→　2-39ページ（エンジンオイルを交換するときは）
→　8-1ページ（サービスデータ）



1

クイックガイド/よくあるご質問（Q ＆ A）

1-26

電装品
Q. ヘッドライトまたは制動灯が点灯しなくなった。
A. 電球を点検してください。

→　7-26ページ（電球の点検）
→　7-26ページ（電球を交換するときは）
→　8-4ページ（電球の容量）

Q. 電気装置が使用できなくなった。
A. ヒューズを点検してください。

→　7-22ページ（ヒューズが切れたときは）

Q. 運転席パワーウインドーがオートで全開／全閉しなくなった。
A. パワーウインドーのはさみ込み防止機能の初期設定が必要です。3-22
ページ（初期設定のしかた）をお読みください。



2

必読！ 安全なドライブのために

2-1

2. 必読！
安全なドライブのために
とくに重要な項目ですのでしっかりお読
みください。

出発の前に（お車の確認）･･････････････････････ 2-2
荷物を積むときは･･････････････････････････････ 2-6
お子さまを乗せるときは････････････････････････ 2-7
植込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ･･ 2-13
運転席にすわって･･････････････････････････････ 2-14
エンジンをかけるときは････････････････････････ 2-17
走行するときは････････････････････････････････ 2-20
駐車するときは････････････････････････････････ 2-27
給油するときは････････････････････････････････ 2-30
オートマチック車を運転するときは･･････････････ 2-31
SRSエアバッグ車を運転するときは･･････････････ 2-33
4WD車を運転するときは ･･･････････････････････ 2-36
こんなことにも注意して････････････････････････ 2-36
エコドライブをしましょう･･････････････････････ 2-40

安全運転が第一
お車に装備されているシートベルト、SRSエアバッグ
システム、ABS（アンチロックブレーキシステム）
などの安全装備も、乗員の安全確保には限界がありま
す。法定速度を厳守するとともに、スピードを控えめ
にして安全運転に心がけてください。



2

必読！ 安全なドライブのために

2-2

日常点検を確実に

64L20180

車の走行距離、使用状態から判断した
適切な時期に実施してください。
→　メンテナンスノート（日常点検）

ボンネット内およびエンジン
ルーム内の点検

こんな症状に気づいたときは

80J009

タイヤの空気圧をチェック

•定期的に点検・調整してください。
この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認できます。
→　メンテナンスノート（日常点検）

70K115

車両が損傷しているとき、警告灯や
ブザーで異常が疑われるときは、走
行する前に、スズキ販売店またはス
ズキ代理店に相談し、速やかに点
検、修理を受けてください。そのま
まの状態で走行を続けると、車両火
災や重大な故障につながるおそれが
あります。

車両を長期間使用しなかったとき
は、ボンネット内やエンジンルーム
内に小動物などが持ち込んだ巣や小
枝など（可燃物あるいはファン等の
動作を妨げるもの）がないことを確
認してください。車両火災や重大な
故障につながるおそれがあります。

必読！ 安全なドライブのために

出発の前に（お車の確認）

次のような場合はスズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。
•地面に油や液の漏れたあとが残っ
ている

•ブレーキ液が不足している
•いつもと違うにおい、音、振動が
ある

•ハンドルやブレーキを操作したと
きの感じがいつもと違う

(1)



2

必読！ 安全なドライブのために

2-3

•空気圧が不足したまま走行すると、
タイヤの両端が摩耗する原因となり
ます。また、燃費が悪くなります。

バッテリーについて

この車は、次のバッテリーを搭載して
います。
•鉛バッテリー
車の電源供給に使用されています。

•リチウムイオンバッテリー
車の電装品に電気を供給するために
使用されています。
→　4-13 ページ（マイルドハイブ
リッド）

72M00153

各バッテリーについて、次の「鉛バッ
テリー」および「リチウムイオンバッ
テリー」をお読みいただき、正しい取
扱いをしてください。
•鉛バッテリーおよびリチウムイオン
バッテリーは少しずつ放電します。
バッテリーあがりを防ぐためには、
1か月に一度は連続して30分以上走
行して充電する必要があります。

•空気圧が極端に低いまま走行する
と、タイヤがバースト（破裂）して
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

72J20040

•指定空気圧を守らないと車の性能が
十分に発揮できず、次のようなこと
が起きるおそれがあり、思わぬ事故
につながったり、故障の原因となっ
たりするおそれがあります。
・走行安定性が悪化する
・ブレーキをかけたときの制動距離
が伸びる

・正確なタイヤ回転速度が検出でき
なくなって、次の機能が正常に
作動しなくなる
・車線逸脱抑制(LDP)機能
・ABS
・エマージェンシーストップシ
グナル（ESS）
・ESP®

・デュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ
・誤発進抑制機能
・後退時ブレーキサポート
・後方誤発進抑制機能

•4WD 車では、その性能が十分に発
揮できないばかりでなく、駆動系部
品に悪影響をあたえる

(1) 鉛バッテリー
(2) リチウムイオンバッテリー

(1)

(2)
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2-4

■鉛バッテリー
鉛バッテリーの液面を点検する
液面が上限（1）と下限（2）の中間
（3）より下にあるときは、バッテ
リー補充液を上限（1）まで補充して
ください。バッテリー液が不足する
と、バッテリーの寿命を縮めるおそれ
があります。
→　メンテナンスノート（日常点検）

69TJ052070

•バッテリー液が不足すると、発熱し
て爆発のおそれがあります。

•バッテリー端子を外して再び接続す
るときは、確実に締め付けてくださ
い。ゆるみがあると、火災や故障の
原因となります。

•液面を上限（1）以上に補充すると
バッテリー液がもれたり、ふき出
したりして周辺部品を腐食するお
それがあります。
バッテリー液を補充するときは上
限（1）以上に補充しないでくださ
い。
アイドリングストップシステム装備
車は、高性能な専用の鉛バッテリー
を使用していますので、次のことを
お守りください。守らないとアイド
リングストップシステムが正常に作
動しなくなったり、バッテリーの寿
命が短くなったりするおそれがあり
ます。
•バッテリーを交換するときは、指定
のバッテリーを使用する（指定外の
ものを使用しない）
→　8-2ページ（サービスデータ）

•バッテリー端子から電気製品の電源
をとらない
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2-5

■リチウムイオンバッテリー
マイルドハイブリッド用のバッテリー
で、助手席下にあります。

•リチウムイオンバッテリーは点検不
要です。ただし、バッテリーあがり
を防ぐためには、1 か月に一度は連
続して30分以上走行して充電する必
要があります。

•リチウムイオンバッテリーの交換ま
たは廃棄については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

排気管も点検

80J011

排気管に穴やひび割れがないか、とき
どき点検してください。

リチウムイオンバッテリーの取扱い
を誤ると、火災や感電などを起こし
たり、故障の原因となったりするお
それがあるため、次のことをお守り
ください。
•取り外したり分解したりしない
•水などで濡らさない
•強い衝撃をあたえない
•上に乗ったり、荷物を載せたりし
ない

•バッテリー端子を外したり、端子
から電気製品の電源をとったりし
ない

排気管に漏れがあると、排気ガスが
車内に侵入して一酸化炭素中毒のお
それがあります。異常を感じたとき
は、スズキ販売店またはスズキ代理
店で点検を受けてください。
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2-6

荷物の積みすぎは、車体や走行に悪影
響をおよぼします。

•燃料や薬品が入った容器、スプレー
缶などを車内に持ち込まないでくだ
さい。引火や爆発のおそれがありま
す。

80J021

•インパネの上（※）にものを置かな
いでください。運転視界をさまたげ
たり、発進時や走行中に動いたりし
て、安全運転のさまたげになるおそ
れがあります。また、万一の事故で
助手席SRS エアバッグが正常に作
動しなかったり、助手席SRS エア
バッグがふくらんだときに飛ばされ
たりして、けがのおそれがありま
す。

80J070

荷物を積むときは ※下図のテーブル状の部分を含む
（運転席側の場合、メーター左右
のテーブル状の部分）

80P0255

•セレクトレバーにものをかけた
り、ハンドレスト代わりに使用し
たりしないでください。セレクト
レバーが正常に作動しなくなり故
障の原因や思わぬ事故につながる
おそれがあります。

•車内に荷物を積み重ねないでくださ
い。視界のさまたげになるばかりで
なく、急ブレーキで荷物が飛び出
し、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

80J022

•動物を乗せるときは、動きまわらな
いように注意してください。運転の
さまたげになったり、急ブレーキの
ときなどに思わぬ事故につながった
りするおそれがあります。

インパネ助手席側（代表例）
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2-7

お子さまは後席に乗せる

51K0188

•できるだけ大人が隣にすわり、お子
さまを見守ってください。

•助手席に乗せるとお子さまの不意の
動作が気になったり、お子さまがい
たずらしたりして、運転のさまたげ
になるおそれがあります。

•お子さま用シートは、お子さまの年
齢や体格にあった適切なものを選ん
でください。
→　2-9ページ（お子さま用シートの
使用について）

→　3-50ページ（お子さま用シート
の選択について）

いつもより慎重に安全を確保
し、スピードを控えめに安全
運転を心がけましょう。

お子さまを乗せるときは
•後席のお子さまが走行中にドアを開
けないように、チャイルドプルーフ
をご使用ください。
→　3-16ページ

（チャイルドプルーフ）

•お子さま用シートを必要としないお
子さまをやむをえず助手席に乗せる
ときは、次のことをお守りくださ
い。
・助手席を一番後ろに下げてくださ
い。助手席を前に出していると、
助手席SRS エアバッグが作動し
たときの強い衝撃で重大な傷害
を受けるおそれがあります。

•お子さまがアームレストやシート下
のレール部など車内の可動部に手や
足などを近付けないように注意して
ください。はさまれてけがをするお
それがあります。
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2-8

お子さまもシートベルトを着用

•お子さまをしっかり抱いていても、
衝突のときなどに十分にささえるこ
とができず、お子さまが重大な傷害
を受けるおそれがあります
ひざの上にお子さまを抱かないでく
ださい。

80J081

•シートベルトを装着しないと、急ブ
レーキ時や衝突時に重大な傷害につ
ながるおそれがあります。

•お子さまにも必ずシートベルトを着
用させてください。

•一本のシートベルトを二人以上で
使用すると、急ブレーキ時や衝突
時などにシートベルトが本来の効
果を発揮できず、重大な傷害につ
ながるおそれがあります。
一本のシートベルトを二人以上で
使用しないでください。

•この車のシートベルトは成人サイ
ズの乗員に適するように設計され
ています。シートベルトを正しく
使用しないと、お子さまが重大な
傷害を受けるおそれがあります。
シートベルトが首やあごにかかる
ときや、腰骨にかからないような
お子さまには、チャイルドシート
やジュニアシートをご使用のう
え、後席に乗せてください。

80J082

•ベビーシートを使用しないと、お
子さまが重大な傷害を受けるおそ
れがあります。
首がすわっていないお子さま、ひ
とりすわりのできないお子さまに
は、ベビーシートをご使用のう
え、後席に乗せてください。
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2-9

シートベルトで遊ばせない

80J028

お子さま用シートの使用につ
いて

•ベビーシートなどの後ろ向きお子さ
ま用シートは、助手席で使用するこ
とができません。後席に取り付けて
ください。

•安全のため、チャイルドシートおよ
びジュニアシートも後席に取り付け
てください。

•お子さま用シートは、お子さまの年
齢や体格にあった適切なものを選ん
でください。
→　3-50ページ（お子さま用シート
の選択について）

•助手席サンバイザーの両面には、助
手席SRSエアバッグ装備車にお子さ
ま用シートを取り付ける場合の禁止
事項などを示した警告ラベルが貼ら
れています。お子さま用シートをご
使用の前に、2-35ページの「助手席
SRS エアバッグに関する警告ラベ
ル」を必ずお読みください。

•この車には、次のタイプのお子さま
用シートを取り付けることができま
す。
・シートベルトで固定するタイプの
お子さま用シート
→　3-57ページ（お子さま用シー
トのシートベルトによる固定）

・ISOFIXタイプのお子さま用シート
→　3-59ページ（ISOFIX対応お子
さま用シートの固定）

•お子さま用シートの種類によって
は、この車に正しく取り付けられな
いものがあります。使用する前に、
お子さま用シートに付属の取扱説明
書をよく読み、取り付け方法や取扱
いなどについてご確認ください。

•お子さま用シートを使用していて
も、お子さまの安全の確保には限界
があります。スピードは控えめにし
て、安全運転に心がけてください。

お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。ベルトを身体に巻き
つけるなどして遊んでいるときに、
窒息など重大な傷害を受けるおそれ
があります。万一の場合は、ハサミ
でベルトを切断してください。
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2-10

ドアやウインドーの開閉、
シートの調節は大人が行なう

お子さまの手足や首をはさまないよう
に、大人が開閉や調節を行なってくだ
さい。

•前部の作動可能なエアバッグで保護
されているシートには、後向き幼児
拘束装置を絶対に使用しないでくだ
さい。幼児が死亡したり、重傷を負
う可能性があります。
やむをえず助手席にチャイルドシー
トおよびジュニアシートを取り付け
るときは、助手席を一番後ろに下
げ、前向きに取り付けてください。

80J027

•お子さま用シートが正しく取り付け
られていないと、事故の際お子さま
やその他乗員が重大な傷害を受ける
おそれがあります。お子さま用シー
トは必ず本書とお子さま用シートに
付属の取扱説明書にしたがい、確実
に取り付けてください。

•お子さまの体が正しく固定されてい
ないと、事故の際お子さまが重大な
傷害を受けるおそれがあります。必
ずお子さま用シートに付属の取扱説
明書をよく読んで、正しくご使用く
ださい。

•シートの背もたれを倒すと、お子さ
ま用シートが適切に固定されなかっ
たり、衝突したときなどに体がシー
トベルトの下に滑り込んだりして、
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。お子さま用シートを取り付けた
シートの背もたれを倒さないでくだ
さい。

•後席でお子さま用シートを使用する
ときに、前席がお子さまの足やお子
さま用シートと干渉していると、事
故の際お子さまが重大な傷害を受け
るおそれがあります。干渉しないよ
う前席を調整してください。

•事故などで強い衝撃を受けたお子さ
ま用シートを使用すると、万一のと
きに性能を十分発揮できず、お子さ
まが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。
事故などによりお子さま用シートが
強い衝撃を受けた場合は、外観に異
常がなくても再使用しないでくださ
い。

お子さま用シートは、使用していな
いときでもしっかりとシートに取り
付けるか、荷室に収納してください。
シートから取り外したまま客室内に
放置すると、ブレーキをかけたとき
などに乗員やものに当たるおそれが
あります。
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2-11

80J029

窓から顔や手を出さない

80J030

•ウインドーの開閉操作をするとき、
誤って手足や首などがはさみ込まれ
るおそれがあります。
・運転者はご自身だけでなく他の乗
員にもウインドー開閉操作に注
意を払わせてください。

・お子さまにはウインドースイッチ
を操作させないでください。
・お子さまを乗せているときは常
にウインドーロックスイッチを
ロック位置にしてください。

→　3-20ページ
（ウインドーロックスイッチ）

・車から離れるときは必ずエンジ
ンスイッチを （OFF）に
し、キーを携帯してお子さまと
一緒に離れてください。

・運転席で他席のウインドーを開
閉するときは、開閉操作の前
に、他の乗員やお子さまが、手
や顔を出していないかを必ず確
認し、声かけをしてから操作し
てください。

•窓から手を入れてパワーウインドー
スイッチを操作しないでください。
手や首をはさむおそれがあります。

LOCK

お子さまが手や顔などを出さないよ
うに注意してください。急ブレーキ
で重大な傷害を受けたり、転落した
りするおそれがあります。また、車
外のものなどに当たって重大な傷害
を受けるおそれがあります。
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2-12

車から離れるときは お子さまを荷室に乗せない

車から離れるときは、お子さまだけ
を車内に残さないでください。
•お子さまのいたずらで、車の発進
や火災などの事故を起こすおそれ
があります。

•炎天下の車内は高温になり、お子
さまが熱射病にかかるおそれがあ
ります。エアコンをつけていて
も、車内にお子さまだけを残さな
いでください。

80J032

荷室は人が乗る構造になっていませ
ん。荷室へお子さまを乗せて走行す
ると、急ブレーキなどで重大な傷害
につながるおそれがあります。荷室
へお子さまを乗せないでください。
また、道路上での停車中も、お子さ
まを荷室で遊ばせないでください。

80J031
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2-13

2

80P0341

•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）を使用している方
は、キーレスプッシュスタートシステム装備車の各発信機（下図参照）から約
22 cm 以内の範囲に、植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器
（ICD）が近づかないようにしてください。電波が植込み型心臓ペースメーカー
および植込み型除細動器（ICD）の作動に影響をあたえるおそれがあります。

•植込み型心臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器（ICD）以外の医療用電気
機器を使用している方は、キーレスプッシュスタートシステム装備車の電波が医
療用電気機器の作動に影響をあたえる場合があるため、医療用電気機器製造業者
などへ影響を確認してください。

•詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代理店にお問い合わせください。

(1) 前席ドア車外発信機
(2) 車室内発信機
(3) バックドア車外発信機

植込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

(1)

(1)

(2) (3)
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2-14

ハンドル、シート、ミラーの
調節は走行前に

80J014

正しい運転姿勢

正しい運転姿勢がとれるように、次の
ことに注意してシートを調節してくだ
さい。
•背もたれと腰の間にすきまのないよ
うにシートに深くすわります。

•ペダル類を踏み込んだときに、ひざ
が伸びきらないで余裕があるように
シートを前後に調節します。

•背中を背もたれに軽くつけ、ハンド
ルを握ったときにひじが軽く曲がる
程度に背もたれの角度を調節します。

82K183

•走行中にハンドルやシートの調節、
ルームミラーやドアミラーの調節を
しないでください。ハンドル操作を
誤ったり、前方不注意となったりし
て、思わぬ事故につながるおそれが
あります。
→　3-28ページ

（チルトステアリング）
→　3-28ページ（前席シート）
→　3-23ページ（ルームミラー）
→　3-24ページ（ドアミラー）

•背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。ヘッドレストやシートベル
トが本来の機能を発揮できません。

運転席にすわって

背もたれと背中の間にクッションな
どを入れないでください。正しい運
転姿勢がとれないばかりか、シート
ベルトやヘッドレストの効果が十分
に発揮されないおそれがあります。
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2-15

シートベルトは正しく着用

70K216

•シートを正しい位置に調節し、上体
を起こして奥深くすわります。

•ベルトがねじれないように着用しま
す。

•腰ベルトは、腰のできるだけ低い位
置にかけます。

•肩ベルトは、首と肩先の中央にかけ
ます。

•ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。
→　2-14ページ（正しい運転姿勢）

運転席の足元付近にものを
置かない

64L20030

•エンジンをかける前にシートベルト
を正しく着用してください。
走行中に着用したり調節したりする
と、思わぬ事故を起こすおそれがあ
ります。

•背もたれを必要以上に倒さないでく
ださい。また、洗たくばさみやク
リップなどでベルトをたるませない
でください。シートベルトが本来の
効果を発揮できません。

肩の中央にかけ、
たるみ、ねじれを取る

腰のできるだけ低い位置にかけ、
たるみを取る

シートを調節し、上体を
起こして奥深くすわる

•助手席や後席の同乗者全員にシート
ベルトを着用させてください。

77R20050

空き缶などを足元に放置しないでく
ださい。ペダル操作ができなくなっ
て思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
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2-16

車にあったフロアマットを
適切に使用する

64L20040

ペダル操作のさまたげになって思わ
ぬ事故につながるおそれがあります
ので、次のことをお守りください。
•足元の形にあわないフロアマット
を使わない

•フロアマットを重ねて敷かない
•フロアマットは固定具などで確実
に固定する

72M10201

※運転席および助手席側のフロア
（カーペット下）には、スズキ純
正フロアマットに付属する固定具
を取り付ける穴があります。

•フロアマットを重ねて
敷かないようにしてく
ださい。

スズキ純正フロアマットの例

•詳しくは、取扱説明書
（本書）をお読みくだ
さい。

•フロアの形状に合わないフロアマッ
トは絶対に使用しないでください。

この車専用のスズキ純正フロアマッ
トのご使用をおすすめします。
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2-17

換気が悪いところでエンジン
をかけたままにしない

80J010

窓越しのエンジン始動はしない

71L20040

運転席にすわり、ブレーキペダルを踏
んでからエンジンを始動してください。

•車庫の中など、換気が悪いところで
エンジンをかけたままにすると、一
酸化炭素中毒のおそれがあります。

•エンジンをかけた状態で、バックド
アを開けたままにしないでくださ
い。排気ガスが車内に侵入します。

•車内で排気ガスのにおいがしたとき
は、すべての窓を全開にし、エアコ
ン、ヒーターの内外気切替えを外気導
入に切り替え、ファンを強にして換気
します。換気してもにおいが消えない
ときは、すみやかにスズキ販売店また
はスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

エンジンをかけるときは

窓越しのエンジン始動はしないでく
ださい。思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）
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2-18

リモート操作によるエアコン
操作について（タイプ別装
備）

お車により専用アプリによるスマホか
らのリモート操作でエンジンを始動
し、エアコンを作動させることが可能
です。リモート操作には操作上の注意
事項があります。次の内容をよく読
み、正しい取扱いをしてください。

•車庫・屋内駐車場等では、絶対にエ
ンジン始動を行わないでください。
排ガスが充満し、一酸化炭素中毒に
よる死亡のおそれがあります。

•乗員やお子さま、ペットが車内にい
る状態でリモート操作によるエンジ
ン始動は絶対にしないでください。
パワーウインドーが突然動く状態に
なるほかに、重大事故につながるお
それがあります。

•リモート操作によるエンジン始動は
必ず車両周囲の安全が十分確認でき
る範囲で車外から行ってください。
車内で行うと思わぬ事故につながる
おそれがあります。

•車両にボディカバーを掛けたままエ
ンジン始動を行わないでください。
高温になった排気管や排ガスが原因
で、火災になるおそれがあります。

•リモート操作による電波は、周辺環
境により電波状態が不安定で通信で
きない場合があります。むやみにス
イッチを操作しないでください。ま
た、不意のエンジン始動による思わ
ぬ事故を防ぐため、車両周囲の安全
を十分確認できる範囲でのみご使用
ください。

•急な傾斜地でのエンジン始動操作
は、エンジン始動時の振動で車両が
動き出すおそれがあります。

•排ガスには無色無臭で有害な一酸化
炭素が含まれています。一酸化炭素
を吸い込むと一酸化炭素中毒とな
り、重大な健康障害や最悪の場合死
亡につながるおそれがあるため、以
下のことに注意してください。
・乗員やお子さま、ペットが車内に
いないかどうか確認してくださ
い。

・安全に機能を作動できる環境であ
るかどうか確認してください。
（車庫の中などの閉め切った場
所や立体駐車場などの換気が悪
い場所などでは使用しないでく
ださい）

・リモート操作を使用する前に換気
口やマフラーが塞がれていない
ことを確認してください。

•リモート操作使用時は車両の近くに
燃えやすい物（オイルや枯葉など )
がないか確認できている場合のみご
使用ください。またリモート操作使
用時は車両にボディカバーを掛けな
いようにしてください。高温になっ
た排気管や排ガスが原因で火災にな
るおそれがあります。

•一般公道でリモート操作を使用しな
いでください。道路交通法違反とな
る場合があります。

•お住いの地域によっては条例により
アイドリングを禁止／制限されてい
る場合があるので、ご確認の上ご使
用ください。
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■こんな場合はリモート操作に
よるエアコン操作が正常に作
動しない場合があります

次のようなとき、リモート操作による
エアコン操作が正常に作動しない場合
があります。

•お車の室内温度が非常に高いとき
•リモート操作の専用通信機が通信で
きない環境または状態であるとき

•鉛バッテリーの電圧が低下している
とき

•ドア、ボンネット、バックドアが開
いているとき

•携帯リモコンが車内にあると検知さ
れたとき

•エンジンスイッチが 位置にある状態
または走行中の状態のとき

•ブレーキを踏んでいるとき
•セレクトレバーが の位置以外に入っ
ているとき

•エアコンに異常があるときや故障の
とき

•エンジンスイッチを押したとき
•エンストしたとき

■作動時間・回数の制限につい
て

1回の操作での作動時間は10分間で、2
回までの連続作動が可能です。
車両のエンジンスイッチでエンジンを
再始動する(1分程度) ことで操作回数は
毎回リセットされます。

•安全な作業を行うために以下の点に
ご注意ください。
・点検やメンテナンスのためにスズ
キ販売店またはスズキ代理店、
ガソリンスタンド等に車両を入
庫している間は、リモート操作
を使用しないでください。点検
中やメンテナンス作業中に不意
にエンジンが始動した場合、手
足を押しつぶされたり、挟まれ
たりするおそれがあります。

・車両の点検や整備を行う際は、
バッテリーの 端子を外してくだ
さい。エンジンの点検は、ボン
ネットのフードスイッチを押し
たまま作業しないでください。

•エンジン始動中の思わぬ事故を防止
するため、駐車時は以下の内容を確
認してください。
・ワイパースイッチがOFF になっ
ているか確認してください。

・すべての窓が閉まっており、ドア
が施錠(ドアロック状態)されてい
るか確認してください。

•セレクトレバーが  の位置で、
パーキングブレーキまたは輪止め
（市販品）により車両が動かない状
態になっていることを確認してくだ
さい。

リモート操作によるエアコン操作の
使用は必要最小限とし、周囲や環境
への配慮をお願いします。

P

スズキ純正のリモートエンジンス
ターターとの併用はできません。
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周囲をよく確認してから発進する

80J025

エンジン始動直後の空ぶかし
や急発進、急加速をしない

80J064

エコドライブのため、空ぶかしや急発
進、急加速はしないでください。
→　2-40ページ

（エコドライブをしましょう）
•周囲の安全をしっかりと確認してか
ら発進してください。

•全方位モニター（タイプ別装備）、
バックミラーだけでは周囲の安全が
十分に確認できません。車を前進ま
たは後退させるときは、車から降り
て自分の目で周囲を確認してくださ
い。

走行するときは

エンジン始動直後は暖まっていない
ので、空ぶかしや急発進、急加速を
すると、エンジン故障の原因となり
ます。
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携帯電話やナビゲーションな
どに気を取られないで

80J071

ハンドルの中に手を入れて
スイッチなどを操作しない

80J034

ブレーキペダルに足を乗せた
まま走行しない

アクセルペダルとブレーキペダ
ルの両方が踏み込まれたとき

•運転者は、走行中に自動車電話や携
帯電話などを操作しないでください。
電話の操作に気を取られ、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

•運転者は、走行中にテレビを見た
り、ナビゲーションやオーディオな
どを操作したりしないでください。
前方不注意で思わぬ事故につながる
おそれがあります。

ハンドル操作のさまたげになり、思
わぬ事故の原因となります。

ブレーキ部品が早く摩耗したり、ブ
レーキ装置が過熱したりして、効き
が悪くなるおそれがあります。

走行中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルの両方が踏み込まれたとき
に、ブレーキ効果を優先させるた
め、ブレーキオーバーライドシステ
ムによりエンジン出力が抑制される
場合があります。
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走行中はニュートラルにしない

80J035

長い下り坂ではエンジンブ
レーキを使用する

長い下り坂ではエンジンブレーキ（※）
を併用してください。アクセルペダル
から足を離し、走行速度にあわせて、次
のようにシフトダウンします。

SモードスイッチをONにするか、セレ
クトレバーを  にシフトダウンしま
す。
→　4-17ページ

（セレクトレバーの操作）

※エンジンブレーキとは、走行中にア
クセルペダルから足を離したときに
起こるブレーキ効果のことをいいま
す。エンジンブレーキは低速ギヤほ
どよく効きます。

80J1003

緊急時以外は、走行中にセレクトレ
バーを （ニュートラル）に入れ
ないでください。エンジンブレーキ
がまったく効かないため、思わぬ事
故の原因となります。

N

ブレーキペダルを踏み続けると、ブ
レーキ装置が過熱してブレーキが効
かなくなるおそれがあります。

L
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横風が強いときは

72J20330

トンネルの出口や橋の上、大型トラッ
クが通りすぎるときなどに、横風を受
けて車が横に流されることがありま
す。あわてずハンドルをしっかり握
り、徐々にスピードを落として進路を
立て直してください。

草の生い茂った場所は走行し
ない

76J20150

滑りやすい路面ではゆっくり
走る

80J039

草などが駆動系部品や排気管にから
まると、駆動装置が損傷したり、火
災につながったりするおそれがあり
ます。

濡れた路面や凍結路、積雪路などで
は、急発進、急加速、急ブレーキ、急
ハンドル、急激なエンジンブレーキ
など「急」のつく運転はしないでく
ださい。スリップ事故につながるお
それがあります。
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水たまりを高速で通り抜けない

72J20350

水たまりを走行したあとや洗
車後はブレーキの効きを確認

72J20360

•周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキ
の効きを確かめてください。

•ブレーキの効きが悪いときは、効き
が回復するまで低速で繰り返しブ
レーキペダルを軽く踏み、ブレーキ
装置のしめりを乾かしてください。

冠水した場所は走行しない

やむをえず冠水した道路を走行すると
きは、水深に応じて対応してくださ
い。
•水深が床面より下のとき、低速で慎
重に走行してください。水深がより
深い箇所には侵入しないでくださ
い。

•水深が床面より上のとき、すみやか
に安全な場所に停車し、車外に出て
ください。

冠水状態から急激に増水したときは水
没したときの対応をしてください。
→　7-43ページ（水没したときは）

水たまりや濡れた路面を高速で走行
すると、タイヤと路面の間に水の膜
ができ、タイヤが浮いた状態になる
ことがあります。これをハイドロプ
レーニング現象といい、ハンドルや
ブレーキがまったく効かなくなって
思わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

大雨などで冠水した道路では、次の
ような重大な損傷を与えるおそれが
あるため、走行しないでください。
•エンストする。
•電装品がショートする。
•エンジンやトランスミッションの
損傷等

水深が床面より下のときでも速度が
速くなると車が停止するおそれがあ
ります。
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61M0075

万一、冠水した場所を走行したとき
は、ブレーキの効きを確かめながら安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。ま
た、次の項目などについて点検を受け
てください。
•ブレーキの効き具合
•エンジン、トランスミッション、ト
ランスファー、デファレンシャルな
どのオイル量および質の変化（オイ
ルが白濁している場合は、水が混入
していますのでオイル交換、もしく
は部品交換が必要です）

•プロペラシャフト、ベアリング、
ジョイント部などの潤滑不良

•ドライブベルト、ドライブベルト関
連部品の異物の巻き込み

スタック（立ち往生）したと
きは

•ぬかるみや砂地などで、駆動輪が空
転して脱出できなくなることをス
タックといいます。

•前進と後退を繰り返すときは、駆動
装置などが損傷するおそれがあるた
め、次のことに注意してください。
・セレクトレバーを確実に入れてか
らアクセルペダルを軽く踏んでく
ださい。

・数回行なっても脱出できないとき
は、操作を中止してください。

•タイヤの下に石や木を入れると脱出
しやすくなります。

• ESP®装備車では、トラクションコン
トロールが脱出に適さないときがあ
ります。そのようなときは、ESP®

OFF スイッチを操作してトラクショ
ンコントロールを作動停止の状態に
してください。
→　4-32ページ

（ESP®装備車の取扱い）

•冠水した場所を走行すると、水中
の異物がドライブベルトなどに巻
き込まれエンジンに悪影響を及ぼ
す場合があります。

•水深が床面より上で冠水している
とき、エンジンの始動操作を行な
わないでください。エンジンの始
動操作をするとスターターが故障
する場合があります。

•冠水した場所を走行すると、トラ
ンスミッションなどに悪影響を及
ぼし走行できなくなる場合があり
ます。

•冠水した場所を走行しているとき
アイドリングストップシステムで
エンジンが停止するとエンジンが
損傷する場合があります。アイド
リングストップシステムを停止さ
せて走行してください。
→　4-120ページ（アイドリング

ストップシステム）

脱出しようとする前に、周囲の安全
を十分に確認してください。勢いよ
く発進して事故を起こすおそれがあ
ります。
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80J043

こんなときどうする？

•警告灯が点灯したら？
警告メッセージが表示されたら？
ただちに安全な場所に停車して処置
をしてください。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）
→　3-106 ページ（マルチインフォ
メーションディスプレイのメッ
セージ）

•床下に強い衝撃を受けたら？
ただちに安全な場所に停車し、ブレー
キ液や燃料が漏れていないか、排気
管などに異常がないか点検してくだ
さい。異常が見つかったときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連
絡ください。

•タイヤが突然パンクしたら？
ハンドルをしっかり握り、慎重にブ
レーキをかけて徐々にスピードを落
とし、安全な場所に停車してくださ
い。
→　7-2ページ（パンク）

•ブレーキペダルが重く感じたら？
車には、エンジンの負圧を利用して
ブレーキペダルを踏む力を軽減する
ブレーキ倍力装置がついています。
エンジンの負圧が低下していると、
ブレーキペダルを踏んだときに重く
感じることがありますが、異常では
ありません。そのままペダルを強く
踏んでください。

•ブレーキから金属音（キーキー音）
が聞こえたら？
すみやかにスズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。
ディスクブレーキのパッド（スズキ
純正部品）には、走行中に金属音が
発生することで使用限度（交換時
期）近くまで摩耗したことを警報す
る機能があります。

•ブレーキ操作の感じがいつもと違っ
たら？

タイヤを高速で空転させないでくだ
さい。タイヤが異常に過熱して破損
したり、駆動装置が損傷したりする
おそれがあります。

金属音が発生したまま走行を続けな
いでください。ブレーキが効かなく
なり、事故につながるおそれがあり
ます。

次の様な状況を感じたら、すみやか
にスズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。
•ブレーキの効きが悪い
•ブレーキの効きに左右差がある
•ブレーキペダルの踏込量が大きい
•ブレーキのひきずり感がある
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パーキングブレーキをしっか
りとかけて

■平らな場所に駐車するときは
ブレーキペダルを踏んだまま、
パーキングブレーキをしっかりと
かけます。
→　4-15ページ
（パーキングブレーキの操作）

80P0134

セレクトレバーを  に入れま
す。
→　4-17ページ

（セレクトレバーの操作）
•ブレーキペダルからゆっくりと
足を離し、車が動き出さないこ
とを確認してください。

■坂道に駐車するときは
、 は、平らな場所で駐車するとき

と同じ操作です。

市販品の輪止めや石などでタイヤ
を固定し、車が動き出さないよう
にしてください。

(1) パーキングブレーキペダル

•平らな場所に少しの間駐車するとき
でも、安全のため、セレクトレバー
を  に入れてください。

•寒冷時にパーキングブレーキをかけ
ると、凍結して解除できなくなるお
それがあります。坂道を避け、平ら
な場所に駐車してください。
→　6-19ページ

（パーキングブレーキ）

駐車するときは

1

(1)

2 P

Ｐ

急な坂道には駐車しないでください。
無人で車が動き出すなど、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

1 2

3
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エンジン作動中、冷却ファン
（ラジエーターファン）が突
然、回転することがあります

エンジンルーム内の冷却ファン（ラジ
エーターファン）は、エンジン冷却水
の温度条件により、自動で停止したり
回転したりします。

車を移動するときはエンジン
をかけて

エンジンをかけたまま仮眠し
ない

72J20400エンジン作動中は、冷却ファン（ラ
ジエーターファン）が停止していて
も、自動で回転しはじめることがあ
るため、冷却ファン（ラジエーター
ファン）に近づかないでください。
手や髪、衣類などが巻き込まれる
と、けがのおそれがあります。

坂道を利用して惰性で車を移動しな
いでください。ハンドルをまわすと
きやブレーキペダルを踏むときに強
い力が必要となって、思わぬ事故を
起こすおそれがあります。

•周囲の状況や風向きで排気ガスが車
内に侵入し、一酸化炭素中毒のおそ
れがあります。

•無意識にセレクトレバーを動かした
り、アクセルペダルを踏み込んだり
して、思わぬ事故を起こすおそれが
あります。

•無意識にアクセルペダルを踏み続け
ると、エンジンや排気管が過熱して
火災のおそれがあります。
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燃えやすいものの近くに駐車
しない

80J046

車から離れるときはエンジン
を止めてドアを施錠

80J3093

少しの間でも車から離れるときは、現
金や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

車内にパソコンや携帯電話な
どを放置しない

盗難にあったり、水分や湿気または温
度変化などにより故障したりするおそ
れがあります。

ライターやメガネなどを放置
しない

69RHS175

枯れ草、紙くず、ベニヤ板などの可燃
物の近くに車を止めないでください。
排気管や排気ガスが高温になるため、
火災のおそれがあります。

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。火災や盗難など思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

•炎天下で駐車するときは、車内にラ
イターやスプレー缶、プラスチック
製品（メガネやカード、CDケース
など）や炭酸飲料缶を放置しないで
ください。車内が高温になるため、
ライターやスプレー缶の自然発火や
爆発による火災、メガネやカード、
CDケースなどの変形やひび割れ、
炭酸飲料缶の破裂を起こすおそれが
あります。

•荷物を押し込んだときやシートを動
かしたときに、ガスが噴出して火災
につながるおそれがあります。
操作部が露出しているライターやス
プレー缶をグローブボックスや小物
入れなどに入れたり、床やシートの
すきまに落としたままにしたりしな
いでください。
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2-30

→　5-2ページ（燃料給油口）

火気に気をつけて

80J020

セルフスタンドで給油すると
きは

必ず次のことをお守りください。
•エンジンを止めてください。
•給油中はドアや窓を閉めてくださ
い。

•ガソリンは引火性が高いため、タ
バコなどの火気は厳禁です。

給油するときは

セルフスタンドで給油するときは必
ず次のことをお守りください。
•フューエルキャップを開ける前
に、車体または給油機の金属部分
に手を触れて、身体の静電気（※）
を除去してください。身体に静電
気を帯びていると、放電による火
花で燃料に引火し、やけどのおそ
れがあります。
また、給油中は車内にもどらない
でください。再び帯電するおそれ
があります。

•給油口には、静電気除去を行なっ
た方以外の人を近づけないでくだ
さい。

※空気が乾燥すると、身体に多く
の静電気が帯電します。また、
かさね着をすると、繊維の摩擦
により静電気が発生します。と
くに乾燥する季節は注意してく
ださい。

•フューエルキャップはゆっくりと
ゆるめ、空気が抜ける音が止まっ
たらキャップを開けます。急に開
けると燃料タンク内の圧力が急激
に抜け、燃料が吹き出すおそれが
あります。

•給油口に給油ノズルを止まるとこ
ろまで確実に差し込んでくださ
い。ノズルを確実に差し込まない
と、燃料が吹きこぼれるおそれが
あります。

•給油ノズルのレバーを止まるとこ
ろまで確実に引いてください。
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2-31

無鉛ガソリン以外は使用しない

オートマチック車には特有の操作上の
注意があります。4-17ページの「オー
トマチック車」もあわせてお読みいた
だき、正しい取扱いをしてください。

※本書で「オートマチック車」と記載さ
れている場合、「CVT車」を示してい
ます。

クリープ現象に注意して

エンジンをかけて停車しているとき、
セレクトレバーが   以外に入って
いると、アクセルペダルを踏まなくて
も車がゆっくり動きます。これをク
リープ現象といいます。

•給油ノズルの自動停止（オートス
トップ）機能が作動したら、給油を
終了してください。自動停止後に継
ぎ足し給油をすると、燃料があふれ
出るおそれがあります。

80J1005

※給油機によっては、早期に自動停
止機能が作動して給油できない場
合があります。スタンド従業員の
指示にしたがってください。

•燃料をこぼさないようにしてくださ
い。こぼれた場合は、ただちにやわ
らかい布などでふき取ってくださ
い。火災など思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、そのまま
放置すると、塗装のしみ、変色、ひ
び割れの原因となります。

•給油後は、給油ノズルを確実にもと
の位置にもどし、フューエルキャッ
プをカチッという音が2回以上する
まで閉めてください。キャップが確
実に閉まっていないと、燃料が漏れ
たり、火災が発生したりするおそれ
があります。

•燃料は人体に有害な物質を含んでい
ます。気化した燃料を吸い込まない
でください。

•そのほか、スタンドに掲示されてい
る注意事項をお守りください。

有鉛ガソリンや粗悪ガソリン、その
ほかの燃料（アルコール系、軽油な
ど）を使用すると、エンジンや燃料
配管系などに悪影響をおよぼします。

•セレクトレバーを   以外に入
れているときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。

•エンジン始動直後やエアコン作動時
などは、クリープ現象が強くなるこ
とがあります。とくにしっかりブ
レーキペダルを踏んでください。

オートマチック車を
運転するときは

P N

P N
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2-32

（リバース）ポジション
警告ブザー

エンジン始動状態でセレクトレバーを
 に入れると室内で警告ブザーが鳴

り、セレクトレバーが  に入ってい
ることを運転者に知らせます。

ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エン
ジンをかける前にアクセルペダルとブ
レーキペダルを実際に足で踏んで、位
置を確認してください。

ブレーキペダルは右足で踏む

80P0135

左足では適切なブレーキ操作ができま
せん。ブレーキペダルは右足で踏む習
慣をつけてください。

セレクトレバーを操作すると
きは

•前進と後退を繰り返すときなどは、
セレクトレバーを  に入れたこと
を忘れることがあります。車を後退
させたあとは、すぐに  から 
に入れる習慣をつけてください。

•切り返しなどで前進と後退を繰り返
すときは、完全に停車してからセレ
クトレバーを操作してください。

（リバース）ポジション警告ブ
ザーは、車外の人に車の後退を知ら
せるためのものではありません。

アクセルペダルとブレーキペダルを
踏み間違えると、思わぬ事故につな
がります。

R

R
R

R

(1) パーキングブレーキペダル
(2) ブレーキペダル
(3) アクセルペダル

アクセルペダルを踏んだままでセレ
クトレバーを操作しないでください。
急発進して事故を起こすおそれがあ
ります。

(1) (2)

(3)

R

R N
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セレクトレバーの位置は目で
確認

始動時や降車時は  、前進時は  、
後退時は  に入っていることを目で
確認してください。

車から離れるときは

80P0012

SRS エアバッグシステムの効果を発揮
させるために、3-43 ページの「SRS
エアバッグ」もあわせてお読みいただ
き、正しい取扱いをしてください。

シートベルトは必ず着用

65J106

エンジンをかけたまま車から離れな
いでください。万一、セレクトレバー
が  以外に入っていると、車がひ
とりでに動き出すおそれがありま
す。また、車に乗り込むときに誤っ
てセレクトレバーを動かしたりアク
セルペダルを踏み込んだりして、思
わぬ急発進のおそれがあります。

P D
R

P
SRSエアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありませ
ん。シートベルトと併用すること
で、その効果を発揮するシートベル
トの補助拘束装置です。シートベル
トを装着していないと、急ブレーキ
時や衝突時に重大な傷害につながる
おそれがあります。SRSエアバッグ
システムが装備されている車であっ
ても、シートベルトを必ず着用して
ください。

SRSエアバッグ車を
運転するときは



2

必読！ 安全なドライブのために

2-34

着座姿勢

瞬時にふくらむ運転席・助手席 SRS エ
アバッグにより強い衝撃を受けるおそ
れがあるため、運転者および助手席の
同乗者は、シートに奥深くすわり、背も
たれに背中を軽くつけてください。ま
た、シートを前方に出しすぎないよう
にシートの位置を調節してください。
→　2-14ページ（正しい運転姿勢）

80J014

SRS エアバッグシステムを
正常に機能させるために

66K20540

ハンドルやインパネに、顔や胸など
を近づけたり、足を置いたりしない
でください。SRSエアバッグが作動
したときの強い衝撃で、重大な傷害
を受けるおそれがあります。

•ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色を
ぬる、カバーで覆うなどの改造をし
ないでください。

•エアバッグ収納部およびその周辺に
は、ステッカーを貼ったり色をぬっ
たりしないでください。また、アク
セサリーや芳香剤、ETC 車載器や
ポータブルカーナビなどを取り付け
たり置いたり、傘などを立てかけた
りしないでください。

•フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（スズキ純正用品を除く）
などを取り付けないでください。
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助手席SRS エアバッグに関
する警告ラベル

助手席サンバイザーの両面には、次の
警告ラベルが貼られています。このラ
ベルは、助手席SRS エアバッグが作動
したときにお子さま用シートにあたえ
る影響と、お子さま用シートの取り付
けに関する禁止事項を示しています。
この車の助手席にお子さま用シートを
取り付ける場合は、警告ラベルの説明
および参照先の項目をよくお読みにな
り、適切に取り付けてください。

72M00150

警告ラベルの説明

前部の作動可能なエアバッグで保護
されているシートには、後向き幼児
拘束装置を絶対に使用しないでくだ
さい。幼児が死亡したり、重傷を負
う可能性があります。

シンボルマーク シンボルマークの意味
助手席SRSエアバッグ
装備車の助手席に、後
ろ向きのお子さま用
シートを取り付けて、
お子さまを乗せること
を禁止
助手席SRSエアバッグ
がふくらむと、後ろ向
きお子さま用シートお
よびお子さまに強い衝
撃が加わることを表示
詳しくは、取扱説明書
（本書）を読むことを指
示
→　2-9 ページ（お子
さま用シートの使
用について）

→　3-50 ページ（お
子さま用シートの
選択について）
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4WD車には特有の操作上の注意があり
ます。正しい取扱いをしてください。

路面の状況に注意して走行する

80J042

車検を受けるときの注意

ESP® 装備車をテスターに載せる場合
は、ESP® OFF スイッチを操作して、
次の機能を作動停止（OFF）の状態に
してください。
→　4-34ページ

（ESP® OFFスイッチ）

•トラクションコントロールおよびス
タビリティコントロール

•デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ

•誤発進抑制機能
•後退時ブレーキサポート
•後方誤発進抑制機能

詳細については、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

外装部品に力をかけすぎない

4WD 車は、雪道、急坂路、砂地、
ぬかるみなどのタイヤがスリップし
やすい路面で優れた走行性能を発揮
しますが、万能ではありません。ま
た、オフロード（不整地）、ラリー
専用車ではありません。次のことを
お守りください。
•砂地やぬかるみなど、タイヤが空
転しやすいところでは連続走行し
ないでください。

•ブレーキ性能は2WD車と比べてほ
とんど差がありません。滑りやすい
路面での走行には十分車間距離を
とってください。アクセル、ハンド
ル、ブレーキの操作も、2WD車と
同様に慎重に行なってください。

•渡河走行や水中走行をしないでく
ださい。

4WD車を運転するときは

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF スイッチを操作し
ても、ESP®は作動停止（OFF）しま
せん。

スポイラー、リヤバンパー、サイドス
カートなどに強い力をかけないでく
ださい。破損するおそれがあります。

こんなことにも注意して
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2-37

段差などに注意して

不正改造はしない

64L20170

次のような場合は、バンパーまたは
車両下部が破損するおそれがありま
す。十分注意してください。
•路肩など段差がある場所への乗り
入れ

•わだちやくぼみなどがある道路の
走行

•不正改造をすると、火災や事故につ
ながるおそれがあります。また、取
扱い、性能、耐久性に悪影響をあた
えたり、法令に違反したりするおそ
れがあります。
この車に適さない部品を取り付け
る、あるいは自己流の調整や配線を
するなどの改造をしないでくださ
い。
また、このような改造はスズキ
セーフティ サポートのような先進
安全装備にも影響を与え、正しく作
動しない危険や作動すべきでない場
面での作動をするおそれがあり危険
です。

•無線機、ナビゲーション、オーディ
オ、ETC車載器などの電気製品の取
り付け、取り外しをするときは、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。また、バッテリー端
子から電気製品の電源をとったり、
アース線を直接つなげたりしないで
ください。電子部品のはたらきをさ
またげたり、火災、故障、バッテ
リーあがりなどを起こしたりするお
それがあります。

•ホイール、ホイールナットは指定の
スズキ純正品以外を使用しないでく
ださい。走行中にナットがゆるんで
ホイールが外れるなど、思わぬ事故
につながるおそれがあります。ま
た、燃費や走行安定性が悪化した
り、故障の原因となったりします。

•この車に無線機を搭載する前には、
周波数、最大出力、車へのアンテナ
位置、搭載や使用のための具体的な
条件について、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談することをお
すすめします。無線機が不適切に搭
載された場合や、無線機がこの車に
適さない場合には、車の電子制御系
が正常に作動しなくなるおそれがあ
ります。

•お車の故障診断コネクターへ指定以
外の機器を接続すると、電子部品の
はたらきをさまたげたり、バッテ
リーあがりなどを起こしたりするお
それがあります。お車の故障診断コ
ネクターには、指定の点検整備用の
故障診断装置以外は接続しないでく
ださい。
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2-38

スズキ純正品以外の電装品を
取り付けるリスクについて

部品の取り付け、取り外し、
修理をするときは

アクセサリーの取り付けに気
をつけて

80J069

スズキ純正品以外の電装品を取り付
けることで、他の電装品が正常に作
動しなくなったり、重大な故障また
は個人情報の流出につながるおそれ
があります。
スズキ純正品以外の電装品を取り付
けたことによる故障などの損害につ
いてはスズキはその責任を負いかね
ます。

SRS エアバッグ、 シートベルトプ
リテンショナーは、その機能に影響
をあたえる部品に手を加えると、思
いがけないときに作動したり、必要
なときに正常に作動しなかったりす
ることがあります。
次のような場合は、システムに悪影
響をおよぼします。事前にスズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。
•ハンドルの取り外し、ハンドルま
わりの修理など

•インパネまわり、前席下の修理お
よび電気配線の修理

•オーディオ用品などの取り付け
•ダッシュボード周辺の板金塗装お
よび修理

•前席の交換およびシートまわりの
修理

•センターピラーまわりの修理

窓ガラスにアクセサリーを取り付け
ないでください。アクセサリーや吸
盤が視界をさまたげたり、吸盤がレ
ンズのはたらきをして火災を起こし
たりするおそれがあります。また、
SRSエアバッグが作動したときに、
アクセサリーが飛んでけがのおそれ
があります。
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2-39

飲み物などをこぼしたときは エンジンオイルを交換すると
きは

■定期的に交換する
•標準的な使用方法では、エンジンオイ
ルは10,000 kmごと、または6か月
ごとのどちらか早い方で交換し、エン
ジンオイルフィルターは 10,000
kmごとに交換してください。

•厳しい条件（シビアコンディショ
ン）で使用した場合は、標準的な場
合より早めの交換が必要です。
→　メンテナンスノート

54M3143

■エンジンオイルの規格／粘度
使用するエンジンオイルにより燃費な
どの性能は左右されるため、次の表 1、
表 2 をそれぞれみたすオイルを使用し
てください。オイルは、スズキ純正オイ
ルのご使用をおすすめします。
→　8-1ページ（サービスデータ）

車内に水などをかけたり、飲み物な
どをこぼしたりしないでください。
次のような部品が故障したり、火災
の原因になったりするおそれがあり
ます。万一、飲み物などをこぼした
場合は、すみやかにスズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。
•SRSエアバッグシステム
•ナビゲーションまたはオーディオ
•スイッチ、配線などの電気部品
•セレクトレバー、シートベルト
バックルなどの可動部分

助手席のシートクッションには、
シートベルトリマインダーのセン
サーが内蔵されています。シート
クッションの上にソフトドリンクや
ジュースなどの液体をこぼしたとき
は、すぐにやわらかい布などでふき
取ってください。助手席のシートベ
ルトリマインダーセンサーが損傷す
るおそれがあります。

交換時期を守ってください。劣化し
たオイルや目詰まりしたフィルター
は、エンジン故障や異音の原因とな
ります。交換については、スズキ販
売店またはスズキ代理店へお申し付
けください。
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※1 API規格とは、American  Petroleum
Instituteが定めた規格でエンジンオイ
ルの品質グレードを表しています。

※2 ILSAC 規格とは、International
Lubricant Specification Advi-
sory Committee が定めた自動車
用エンジンオイルの規格で、API
規格をベースに省燃費・耐久性な
どの性能がさらに優れたオイルで
あることを示します。

※3 SAE粘度とは、潤滑油の粘度を
定めた規格です。
左側の数字(Wの付く数字)は低温
時の粘度を意味し、この数字が
小さいほど寒さに強くエンジン
の始動性が良いことを示しま
す。右側の数字は高温時の粘度
を意味し、この数字が大きいほ
ど熱に強く、エンジンの保護性
能に優れています。

→　3-63ページ（ステータスインフォ
メーションランプ）

→　3-92ページ（エコ運転表示機能）

タイヤの空気圧を適正に

•タイヤの空気圧が低いとガソリンを
多く消費します。適正な空気圧にし
てください。

•この車の指定空気圧は、運転席ドア
の開口部に貼付してある「空気圧ラ
ベル」（1）で確認のうえ、調整して
ください。

70K115

不要な荷物は積まない

燃費が悪化したりタイヤが早く摩耗し
たりするなど、車に悪影響があります。

規格 オイル
性能API（※1） ILSAC（※2）

SP 相当 GF-6 相当

SN 相当 ―

SM 相当 ―

SL 相当 ―

規格 全車共通

SAE粘度（※3）
0W-16
0W-20

0W-16は燃費性能に優れたオイルで
す。

表1

高

表2

エコドライブをしましょう

(1)
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暖機運転は適切に

次のような場合は、数十秒から数分程
度の暖機運転を行なってから、走行を
開始してください。
•長期間お車を使用しなかったとき
•寒冷地などで極低温（－10℃以下を
目安）にあるとき

上記以外の場合はエコドライブのた
め、エンジンを始動したらすみやかに
走行を開始してください。

急発進、急加速、急ブレーキ
など「急」のつく運転はしない

80J259

空ぶかしをしない

80J064

燃料を消費するだけで、何の効果もあ
りません。

車速に応じたギヤで走行する

低速ギヤを使って高いエンジン回転で
走行すると燃費が悪くなります。走行
速度に応じた正しいギヤをお使いくだ
さい。

エンジン始動直後は暖まっていない
ので、空ぶかしや急発進、急加速を
すると、エンジン故障の原因となり
ます。

状況によって異なりますが、一般的
に暖機運転によって、5 分間で 160
mL程度の燃料を消費するといわれて
います。
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キーを紛失したり、車内に閉じ込めたり
しないように注意してください。

•エマージェンシーキーはドアの施錠・
解錠に使えますが、エンジンの始動・
停止には使えません。エンジンの始
動・停止には携帯リモコンをご使用く
ださい。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

•携帯リモコン（1）が2個、リモコンに
格納可能なエマージェンシーキー（2）
が2本ついています。
→　3-5ページ（携帯リモコン）

80P5003016

•リモコンに格納されているエマージェ
ンシーキー（2）は、ロック解除レ
バー（4）を  方向に引きながら取
り出します。

63R30020

リモコンキーを航空機内へ持ち込む場
合は、機内で操作ボタンを押さないで
ください。また、バッグなどに入れる
ときは、簡単に操作ボタンが押されな
いように収納してください。操作ボタ
ンが押されると、電波が発信され、航
空機の運航に支障をきたすおそれがあ
ります。
※リモコンキーは、航空機内での使用
が制限される電子機器に該当しま
す。

盗難などを防ぐため、キーを紛失した
ときは、すみやかにスズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。

ドアの開閉

キー

(3) 作動表示灯

•携帯リモコンには、エマージェンシー
キーを格納してください。リモコンの
電池が消耗しているときや故障したと
きなどに、ドアの施錠・解錠ができな
くなるおそれがあります。

•エマージェンシーキーのご購入につ
いては、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

(3) (1)

(2)

(4)

(2)
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キーナンバープレート

キーナンバープレート（2）には、キー
作成時に必要なキーナンバー（1）が打
刻されています。

80J1008

車から約2 m以内の範囲で、携帯リモコ
ンの操作部を押すと、すべてのドアを施
錠・解錠できます。
•施錠したときは、ドアハンドルを引い
て施錠されているか確認してくださ
い。

80P5003006

•お客様以外の方にキーナンバーを知
られないよう、キーナンバープレー
トは車両以外の場所に、大切に保管
してください。万一、キーを紛失し
たときは、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にキーナンバーを伝えてご
相談ください。

•お車をおゆずりになるときは、次に
所有される方のために、キーナン
バープレートをお車のキーとともに
お渡しください。

(1)

(2)

(1) 携帯リモコン
(2) 操作部（ロックスイッチ）
(3) 操作部（アンロックスイッチ）
(4) 作動表示灯

火災や盗難などの事故防止のため、車
から離れるときは、エンジンを止めて
ドアを施錠してください。

携帯リモコンには、精密な電子部品が
組み込まれています。電子部品の故障
を防ぐため、次のことをお守りくださ
い。
•インパネの上などの高温になるよう
な場所に置かない

•落下させるなどして、強い衝撃をあ
たえない

•水洗いをしたり、水中に入れたりし
ない

キーレスエントリー

(1)

(4) (2)

(3)
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アンサーバック機能

キーレスエントリーによるドアの施錠・
解錠を知らせる機能です。

•キーレスエントリーの作動と同時に室
内灯を点灯または点滅させたい場合
は、室内灯スイッチをDOOR位置にし
ます。

•室内灯が約 15 秒間点灯したあとは、
徐々に減光しながら消灯します。
→　5-8ページ（室内灯）

•キーレスプッシュスタートシステム装
備車の場合、車外ブザーも鳴ります。

•お車のタイプにより、解錠したとき次
のものが約15秒間点灯します。
・車幅灯
・尾灯
・インパネのスイッチ照明

•次のようなときは、キーレスエント
リーが作動しません。
・いずれかのドアが開いていると、
施錠できません。（解錠はできま
す）
車外ブザーが“ピー”と約2秒間鳴り
ます。

・エンジンスイッチが  または
 のとき。

•1台の車両で、4個の携帯リモコンま
で登録できます。

•キーレスエントリーの作動距離は、
周囲の影響で変わることがありま
す。また、強い電波などが発生して
いる場所では、キーレスエントリー
が作動しないことがあります。

•少しの間でも車から離れるときは、現
金や貴重品を車内に放置しないでく
ださい。盗難のおそれがあります。

•携帯リモコンでドアの施錠・解錠が
できないときは、エマージェンシー
キーを使って施錠・解錠をしてくだ
さい。

•キーレスエントリーが正しい距離で
作動しないときは、電池の消耗が考
えられます。
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

•携帯リモコンを必要以上に操作する
と、電池の消耗が早まります。

•携帯リモコンのご購入、暗証コードの
登録については、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

ACC
ON

アンサー
バック
機能

初期設定
（工場出荷時） 設定切替え時

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

非常点滅
表示灯 1回点滅 2回点滅

室内灯
（スイッチが
DOOR位置）

約15秒間
点灯 2回点滅 約15秒間

点灯

アンサー
バック
機能

初期設定
（工場出荷時） 設定切替え時

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

ロック
（施錠）

アンロック
（解錠）

車外
ブザー

1回
吹鳴

2回
吹鳴
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タイマーロック機能

盗難防止のため、自動的にドアを施錠す
る機能です。
•キーレスエントリーで解錠したあと、
約 30 秒以内にいずれのドアも開けな
かったときに自動的にドアを施錠しま
す。

•タイマーロック機能が作動すると、セ
キュリティアラームが自動的にセット
されます。
→　3-17ページ

（セキュリティアラーム）
•ハイブリット車は、タイマーロック機
能が作動した場合も、ボンネットが開
いている場合はセキュリティアラーム
がセットされません。
ただし、ボンネットが開いている状態
で、タイマーロック機能が作動した場
合は、ボンネットを閉めてから約 20
秒後にセキュリティアラームがセット
されます。

すべてのドアが閉まっているときに、前
席ドアまたはバックドアにあるリクエス
トスイッチを押すと、所持している携帯
リモコンが車両と電波で通信を開始し、
照合がとれるとドアの施錠・解錠が可能
となります。
また、そのほかに次の機能があります。
•キーレスエントリー
→　3-3ページ（キーレスエントリー）

•エンジンスイッチによる始動および電
源の切替え
→　4-5 ページ（キーレスプッシュス

タートシステム）

•イモビライザー（車両盗難防止装置）
→　4-4ページ

（イモビライザーシステム）

•アンサーバック機能の設定切替え
（カスタマイズ）については、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

•キーレスプッシュスタートシステム
装備車は、リクエストスイッチで施
錠・解錠したときにも、アンサーバッ
ク機能が作動します。また、次の合図
が別々にカスタマイズできます。
・非常点滅表示灯／室内灯による合
図

・車外ブザーによる合図

リクエストスイッチで解錠したときに
も、タイマーロック機能が作動します。

携帯リモコンが発信する電波が、携帯
電話やほかのリモコンなどの無線通信
機器に影響をあたえることがありま
す。必要以上に携帯リモコンやリクエ
ストスイッチ、エンジンスイッチの操
作をしないでください。

携帯リモコン
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携帯リモコン（1）が 2 個、リモコンに
格納可能なエマージェンシーキー（2）
が2本ついています。

80P5003016

•リモコンに格納されているエマージェ
ンシーキー（2）は、ロック解除レ
バー（4）を  方向に引きながら取
り出します。

63R30020

•携帯リモコンは運転者が所持し、管
理してください。車内にリモコンを
置き忘れないでください。

•盗難などを防ぐため、携帯リモコン
を紛失したときは、すみやかにスズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相
談ください。

•携帯リモコンは車両と通信すると
き、外的影響を受けやすい微弱な電
波を使用しています。次のような使
用環境では、正常に作動しないこと
があります。
・近くにテレビ塔や発電所、放送局
など強い電波やノイズを発生する
設備がある

・携帯電話、無線機などの無線通信
機器やノートパソコンなどと一緒
に所持している

・携帯リモコンが金属製のものと接
していたり、覆われたりしている

・近くで他車のキーレスエントリー
が使用されている

・コインパーキングに駐車している
（車両検出用の電波の影響がある
ため）

(3) 作動表示灯

(3) (1)

(2)

リモコンキーは電波法の認証に適合し
ています。次のことをお守りくださ
い。
•日本国内でのみご使用ください。
•携帯リモコンの分解（電池交換時を
除く）や修理、改造をしないでくだ
さい。発火や感電、けがのおそれが
あります。また、法律により処罰さ
れることがあります。

携帯リモコンには、精密な電子部品が組
み込まれています。電子部品の故障を防
ぐため、次のことをお守りください。
•インパネの上などの高温になるよう
な場所に置かない

•落下させるなどして、強い衝撃をあ
たえない

•水洗いをしたり、水中に入れたりし
ない

(4)

(2)
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■携帯リモコン電池消耗警告
携帯リモコンの電池切れが近いと、エン
ジンスイッチを  にしたときに、
メーター内のマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示されま
す。電池交換のうえ、警告をリセットし
てください。
→　3-106ページ（マルチインフォメー

ションディスプレイのメッセージ）
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

•磁気を帯びたキーホルダーなどを付
けない

•テレビやオーディオなど磁気を帯び
た機器の近くに置かない

•電気医療機器（マイクロ波治療器や
低周波治療器など）の近くに置いた
り、身につけたまま治療を受けたり
しない

•携帯リモコンの内部に適合証明マー
クが貼り付けてあります。適合証明
マークの消去、改ざんをしないでく
ださい。法律により処罰されること
があります。

•携帯リモコンには、エマージェン
シーキーを格納してください。リモ
コンの電池が消耗しているときや故
障したときなどに、ドアの施錠・解
錠ができなくなるおそれがありま
す。

•1台の車両で、4個の携帯リモコンま
で登録できます。

•電池の寿命は使用状況によりますが
約2年です。
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

•携帯リモコンは、車両と通信するた
めに常時受信動作をしています。強
い電波を受信し続けたとき、電池を
著しく消耗することがあります。
（テレビやパソコンなどの強い電波
を発信する電化製品の近くに置いた
ときなど）

•携帯リモコンのご購入、暗証コードの
登録については、スズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。

設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、メッセージを表示させなくするこ
ともできます。設定の切替えについて
は、スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。

ON
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リクエストスイッチによる
ドアの施錠・解錠

すべてのドアが閉まっているときに、所
持している携帯リモコンが「リクエスト
スイッチの作動範囲」（3-9 ページ参
照） に入っていると、リクエストスイッ
チを押すごとに、すべてのドアを施錠・
解錠できます。
•施錠したときは、ドアハンドルを引い
て施錠されているか確認してくださ
い。

80P1066

(1) 前席ドアのリクエストスイッチ
(2) バックドアのリクエストスイッチ

(1)

(2)

火災や盗難などの事故防止のため、車
から離れるときは、エンジンを止めド
アを施錠してください。

•次のようなときは、リクエストス
イッチが作動しません。
・いずれかのドアが開いている
・エンジンスイッチが  または

 のとき

•リクエストスイッチでドアの施錠・解
錠をすると、アンサーバック機能やタ
イマーロック機能が作動します。
→　3-4ページ

（アンサーバック機能）
→　3-5ページ

（タイマーロック機能）

•少しの間でも車から離れるときは、
現金や貴重品を車内に放置しないで
ください。盗難などのおそれがあり
ます。

ACC
ON
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リクエストスイッチの作動範
囲（車外）

前席ドアまたはバックドアにあるリクエ
ストスイッチ付近から半球状に周囲約
80 cm以内です。

82K266

•「リクエストスイッチの作動範囲」
で携帯リモコンを所持していても、
次のような状況にあるとリモコンが
検知されず、リクエストスイッチが
作動しない場合があります。
・携帯リモコンの電池が消耗してい
る

・携帯リモコンが強い電波やノイズ
の影響を受けている

・携帯リモコンが金属製のものと接
していたり、覆われたりしている

・携帯リモコンがドアに近づきすぎ
ている

・携帯リモコンが地面の近くや高い
位置にあったり、お尻のポケット
の中などにあったりして、リクエ
ストスイッチから離れている

80 cm

80 cm

80 cm

•車内の次のような場所に携帯リモコ
ンがあると、電波の状況によっては
リモコンが検知されて、リクエスト
スイッチが作動可能になる場合があ
り、携帯リモコンが車内に閉じ込め
られるおそれがあります。
・インパネの上
・床
・荷室
・奥まったところ（収納スペースな
ど）

•リクエストスイッチの作動は、携帯
リモコンが作動範囲にあるドアのみ
となります。例えば、運転席ドアの
作動範囲にリモコンがあると、運転
席ドアにあるリクエストスイッチは
作動しますが、助手席ドアおよび
バックドアにあるリクエストスイッ
チは作動しません。

•車内に予備の携帯リモコンがある
と、そのリモコンが検知され、リク
エストスイッチが正常に作動しなく
なるおそれがあります。
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リクエストスイッチ未作動
警告ブザー

次のようなときは車外ブザーが“ピー”と
約 2秒間鳴って、リクエストスイッチが
未作動であることを警告します。
•エンジンスイッチが または
の状態で携帯リモコンを車外に持ち出
し、すべてのドアを閉め、リクエスト
スイッチを押したとき

•エンジンスイッチを （OFF）に
したあと、次のような状況でリクエス
トスイッチを押したとき
・携帯リモコンを車内に置き忘れてい
る

・いずれかのドアが開いている
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

エンジンスイッチを （OFF）に
して携帯リモコンを車外に持ち出し、す
べてのドアを完全に閉めたことを確認し
てから、再度リクエストスイッチを押し
てください。

携帯リモコン閉じ込み防止機能

「キーを使わない施錠」（3-14 ページ
参照）で、携帯リモコンを閉じ込めてし
まうのを防止する機能です。
•携帯リモコンを車内に置き忘れた状態
で、「キーを使わない施錠」ですべて
のドアを施錠しようとすると、自動的
にすべてのドアが解錠されます。

リクエストスイッチ未作動警告
ブザー／携帯リモコン閉じ込み
防止機能の検知範囲（車内）

「車内の検知範囲」（1）は、インパネ
の上や荷室などを除く車室内です。

81M40230

ACC ON

LOCK

LOCK

•「キーを使わない施錠」をするとき
は、携帯リモコンが手元にあるか確
認してください。リモコンを閉じ込
めてしまうおそれがあります。

•エンジンスイッチが  または
 のときは、携帯リモコンの位置

に関係なく、携帯リモコン閉じ込み
防止機能が作動します。

•鉛バッテリーが完全にあがっている
ときや接続されていないときは、携
帯リモコン閉じ込み防止機能は作動
しません。

ACC
ON

(1)
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•「車内の検知範囲」に携帯リモコン
があっても、次のような状況にある
とリモコンが検知されず、リクエス
トスイッチ未作動警告ブザーや携帯
リモコン閉じ込み防止機能が作動し
ない場合があります。
・携帯リモコンの電池が消耗してい
る

・携帯リモコンが強い電波やノイズ
の影響を受けている

・携帯リモコンが金属製のものと接
していたり、覆われたりしている

・携帯リモコンが奥まったところや
収納スペースなどにある
→　5-10ページ

（インパネ収納スペース）
→　5-12ページ

（ドリンクホルダー）
→　5-14ページ

（そのほかの装備）

・携帯リモコンがメーターパネルの
手前やサンバイザー、床にある

•「車内の検知範囲」に携帯リモコン
がなくても、次のような状況にある
とリモコンが検知され、リクエスト
スイッチ未作動警告ブザーや携帯リ
モコン閉じ込み防止機能が作動する
場合があります。
・車外に携帯リモコンがあっても、
ドアに近づきすぎている

・携帯リモコンがインパネの上や荷
室にある

•ドアを閉めるときは、シートベルト
や荷物などをはさまないようにして
ください。半ドア状態になって、走行
中にドアが開くおそれがあります。

•エンジンをかけた状態で、バックド
アを開けたままにしないでくださ
い。排気ガスが車内に侵入して、一
酸化炭素中毒のおそれがあります。

•火災や盗難などの事故防止のため、
車から離れるときは、エンジンを止
めドアを施錠してください。

•ドアの開閉は、お子さまではなく大
人が行ない、手、足、頭などをはさ
まないように気をつけてください。

•ドアを開けるときは、後ろからの車
に注意してください。とくに風が強
い日は注意してください。

•バックドアを開けるときは、完全に
開けてください。開けかたが不十分
な場合、思わぬときに閉まって、け
がのおそれがあります。

•エンジンがかかっているときは、排
気管の真後ろでバックドアを開閉し
ないでください。やけどなどのおそ
れがあります。

ドア
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キー操作による車外からの
施錠・解錠

→　3-3ページ（キーレスエントリー）
→　3-5ページ（携帯リモコン）

■ 運転席ドア
エマージェンシーキーを差し込んで車の
前方向にまわすと施錠、後ろ方向にまわ
すと解錠できます。

80P5003020

■バックドア
運転席ドアにエマージェンシーキーを差
し込んで車の前方向にまわすと施錠、後
ろ方向にまわすと解錠できます。
•バックドアを開けるときは、解錠後、
ドアハンドル（1）を手前に引きなが
らドアを持ち上げます。

80P5003021

ドアを持って引き下げ、最後は外側から
手で、少し勢いをつけて押し付けます。

80P1068

•少しの間でも車から離れるときは、現
金や貴重品を車内に放置しないでく
ださい。盗難のおそれがあります。

•セキュリティアラームのセット状態
およびドアの開けかたによっては、
警報が作動する場合があります。
→　3-17ページ

（セキュリティアラーム）

施錠

解錠

(1)

施錠

解錠

バックドアを閉めるときは
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80P1069

車内からの施錠・解錠

■前席ドア、後席ドア
ドアを閉めてロックレバー（1）を施錠
側（車の前方向）にすると施錠、解錠側
（車の後ろ方向）にすると解錠できます。

80P0018

■バックドア
故障や鉛バッテリーあがりなどでバック
ドアが解錠できないときは、スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。
緊急を要するときは、次の手順で解錠で
きます。

バックドアをささえているダンパース
テー（2）の損傷や作動不良を防ぐた
め、次のことをお守りください。ス
テーが円滑に動かなくなったり、バッ
クドアを開けたときに、保持できなく
なったりするおそれがあります。
•ステーのロッド部（ドア開閉時に摺
動する棒部分）に傷をつけたり、泥
やビニール片、テープなどの異物を
付着させたりしないでください。

•ステーに手をかけたり、ものをかけ
たりしないでください。

(2)
解錠時、ロックレバーの赤い表示が見
えます。目安としてください。

(1)
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後席の背もたれを倒すなどして、作
業スペースを確保します。
→　3-33 ページ（荷室を広げると

き（後席シート））

バックドアのトリム（1）を外しま
す。
•固定しているクリップ 6 個（2）
は、マイナスドライバー（市販
品）でこじって外します。

80P0257

トリム内側にあるレバー（3）を引
き上げると、解錠します。
•施錠するときは、レバーを押し下
げます。

74P30060

解錠後、ドアハンドル（4）を手前
に引きながらドアを持ち上げます。

80P1070

キーを使わない施錠

レバー操作をするときは、バックドア
の穴周囲のエッジ部分をさわらないで
ください。けがのおそれがあります。

1

2

(2) (1)

3

(3)

•「キーを使わない施錠」をするとき
は、キーが手元にあるか確認してく
ださい。キーを閉じ込めてしまうお
それがあります。

•次のような状況では、「キーを使わ
ない施錠」ができない場合がありま
す。
・携帯リモコンが車内にある
・エンジンスイッチが  または

 のとき
→　3-10ページ
（携帯リモコン閉じ込み防止機能）

4

(4)

ACC
ON
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■前席ドア
ロックレバー（1）を施錠側（車の前方
向）にして、ドアハンドル（2）を引い
たままドアを閉めると施錠できます。

80P0019

■後席ドア
ロックレバー（1）を施錠側（車の前方
向）にして、ドアを閉めると施錠できま
す。

80P0020

キーまたはロックレバー操作
によるパワードアロック

→　3-3ページ（キーレスエントリー）
→　3-5ページ（携帯リモコン）

運転席ドアをエマージェンシーキー
（1）またはロックレバー（2）操作で
施錠・解錠すると、助手席／後席／バッ
クドアも同時に施錠・解錠します。

80P5003022

80P1072

(2) (1)

(1)

施錠

解錠 (1)

(2)
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■ドアロック解除機能
衝突などで SRS エアバッグが作動する
と、自動的にすべてのドアロックを解除
します。

チャイルドプルーフによる
施錠・解錠

車内から後席ドアが開かないようにでき
ます。お子さまなどによるドア誤開放を
防止するために使用してください。
•後席ドアにあるレバー（1）を LOCK
（開かない）の位置にして、ドアを閉め
ます。車内からはドアが開きません。

•外からドアを開けることは可能です。

80P0342

いずれかのドアが開いていると、エ
マージェンシーキーまたは運転席ドア
のロックレバー操作で施錠できない場
合があります。
→　3-10ページ
（携帯リモコン閉じ込み防止機能）

エアバッグが作動したときでも、ドア
ロックモーターの配線やモーター自体
が損傷した場合は、ドアロック解除機
能が作動しません。

万一、車内から開ける場合は、窓から
手を出して外側のドアハンドルをご使
用ください。

LOCKUNLOCK

(1)
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セキュリティアラームは、ボンネットを
閉じた状態にて、ドアをキーレスエント
リーまたはキーレスプッシュスタートシ
ステムのリクエストスイッチで施錠する
と、約20秒後にセットされます。
ただし、ボンネットが開いている状態
で、ドアをキーレスエントリーまたは
キーレスプッシュスタートシステムのリ
クエストスイッチで施錠した場合は、ボ
ンネットを閉めてから約 20 秒後にセ
キュリティアラームがセットされます。
セット状態にて、キーレスエントリー、
リクエストスイッチまたはワンアクショ
ンスイッチ以外のもの（※）で解錠し、
いずれかのドアまたはボンネットを開け
ると、警報が作動して周囲に異常を知ら
せます。

※キーやロックレバーを含む

•警報を誤作動させたときは
→　3-18ページ

（警報の停止のしかた）
セキュリティアラームのセッ
トのしかた

ドアをキーレスエントリーまたはリクエ
ストスイッチで施錠してください。セ
キュリティアラームインジケーター
（1）が小刻みに点滅し、約20秒後にア
ラームがセットされます。
セット中は、セキュリティアラームイン
ジケーターが2秒間隔で点滅します。

80P5003001

セキュリティアラームを改造したり取
り外したりすると、システムが正常に
作動しないおそれがあります。
セキュリティアラームの改造や取り外
しをしないでください

警報装置

セキュリティアラーム
（警報装置） •セキュリティアラームのメンテナン

スは不要です。
•セキュリティアラームは、一定の条
件下で警報を発する機能です。室内
への侵入を防ぐ機能はありません。

•アラームのセット中は、ドアを必ず
キーレスエントリーまたはリクエス
トスイッチで解錠してください。エ
マージェンシーキーを使ってドアを
解錠すると、警報が作動します。

•車を貸すときや、セキュリティアラー
ムを知らない方が運転するときは、作
動についてよく説明ください。誤って
警報を作動させると、周囲への迷惑に
なります。

•アラームをセットしていても、現金
や貴重品を車内に放置しないでくだ
さい。盗難のおそれがあります。

(1)
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セキュリティアラームの解除
のしかた

ドアをキーレスエントリーまたはリクエ
ストスイッチで解錠してください。ア
ラームが解除され、セキュリティアラー
ムインジケーターが消灯します。

警報の停止のしかた

警報を誤作動させたときは、次のいずれ
かの操作により警報を途中で停止できま
す。
•エンジンスイッチを  にする
•キーレスエントリーまたはリクエスト
スイッチで解錠する

駐車時に警報が作動した場合

盗難などにより警報が作動した場合、エ
ンジンスイッチを  にすると、セ
キュリティアラームインジケーターが約
8 秒間小刻みに点滅し、室内ブザーが 4
回鳴ります。盗難にあっていないか車の
中を確認してください。

セキュリティアラームの作動

非常点滅表示灯が約 40 秒間点滅すると
ともに、室内ブザーが約 10 秒間断続的
に鳴ります。室内ブザーが鳴り終える
と、ホーンが約 30 秒間断続的に鳴りま
す。作動中は、セキュリティアラームイ
ンジケーターも点滅します。

•警報の思わぬ作動を防ぐため、車内
に人が残っているときはアラームを
セットしないでください。車内の人
がロックレバーで解錠し、ドアを開
けた場合にも警報が作動します。

•すべてのドアをエマージェンシー
キーまたはロックレバーで施錠する
と、アラームがセットされません。

•タイマーロック機能が作動すると、ア
ラームが自動的にセットされます。
→　3-5ページ

（タイマーロック機能）
※タイマーロック機能が作動した場合
も、ボンネットが開いている場合は
セキュリティアラームがセットされ
ません。

ON

•警報を停止した場合でも、ドアをキー
レスエントリーまたはリクエストス
イッチで施錠すると、約20秒後にア
ラームが再びセット状態となります。

•アラームセット状態または警報作動
状態で鉛バッテリー端子を外すと、警
報が停止します。ただし、再度バッテ
リー端子を接続すると、警報が作動し
ます。

•警報が終了しても、アラームの解除
をせずにいずれかのドアを開ける
と、再び警報が作動します。

ON
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セキュリティアラーム
インジケーター

80P5003130

•ドアをキーレスエントリーまたはリク
エストスイッチで施錠すると、小刻み
に点滅して約 20 秒後にセキュリティ
アラームがセットされます。
セット中は、2秒間隔で点滅します。

•駐車時に警報が作動していると、エン
ジンスイッチを  にしたときに約8
秒間小刻みに点滅します。

•車体の電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のとき
に1秒間隔で点滅します。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けて
ください。

エンジンスイッチが  のときに、パ
ワーウインドースイッチ（1）を操作す
ると、ウインドーの開閉ができます。

80P0026

ON

ON

•ウインドーの開閉操作をするとき、
誤って手足や首などがはさみ込ま
れ、思わぬ事故につながるおそれが
あります。ウインドーを操作すると
きは、次のことに注意してくださ
い。
・運転者はご自身だけでなく他の乗
員にもウインドー開閉操作に注意
を払わせてください。

・お子さまにはウインドースイッチ
を操作させないでください。

・お子さまを乗せているときは常に
ウインドーロックスイッチをロッ
ク位置にしてください。

→　3-20ページ
（ウインドーロックスイッチ）

・車から離れるときは必ずエンジン
スイッチを （OFF）にし、
キーを携帯してお子さまと一緒に
離れてください。

・運転席で他席のウインドーを開閉
するときは、開閉操作の前に、他
の乗員やお子さまが、手や顔を出
していないかを必ず確認し、声か
けをしてから操作してください。

ウインドーの開閉

パワーウインドー
ON

(1)

LOCK
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ウインドーロックスイッチ

運転席ドアにあるウインドーロックス
イッチの  側を押すと、助手席／
後席ウインドーの開閉ができなくなりま
す。
•ロックを解除するときは、ウインドー
ロックスイッチの  側を押します。

80P0027

•窓から手を入れてパワーウインドー
スイッチを操作しないでください。
手や首をはさむおそれがあります。

ウインドーガラスを開閉するときは、
ガラスに触れないでください。巻き込
まれるおそれがあります。

鉛バッテリー保護のため、エンジンが
かかっているときにウインドーを開閉
してください。

•お子さまを乗せているときは、はさ
み込み事故を未然に防ぐため、お子
さま用シートを使用し、ウインドー
ロックスイッチを  位置にし
てください。

•走行中に後席ウインドーだけを開け
ていると、耳を圧迫するような音が
発生する場合があります。これは開
いているウインドー周辺の気圧変動
にともなう現象で、異常ではありま
せん。空のビンなどの口に、横から
息を吹きかけたときに音が鳴る現象
と同じです。
後席ウインドーを開けたままでこの
音を軽減したい場合は、次のような
方法があります。
・前席ウインドーも開ける。
・後席ウインドーの開き具合を変え
る。例えばウインドーが全開なら
半開にする。

ロック

ウインドーロックスイッチが 
位置のときでも、運転席ウインドーは
開閉できます。

ロック

解除

ロック
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運転席での開閉

運転席で各席のウインドーの開閉ができ
ます。
•ウインドースイッチを操作している間
だけ開閉します。スイッチから手を離
すと、ウインドーはその位置で止まり
ます。（運転席ウインドーのオート機
構を除く）

80P0028

■運転席ウインドーのオート機構
運転席ウインドースイッチを強く操作す
ると、オート機構が作動してスイッチか
ら手を離しても自動で全開または全閉し
ます。
途中で止めたいときは、操作した方向と
逆の方向に軽く操作します。

■運転席ウインドーのオフディ
レイタイマー機能

運転席ウインドーは、エンジンスイッチ
を の位置から または
（OFF）にしたあとでも、30 秒以内は開
閉が可能です。

■はさみ込み防止機構
運転席ウインドーには安全装置として、
はさみ込み防止機構があります。
•オート機構を作動させて自動で閉めて
いるときに、異物をはさみ込むなどし
てウインドーに一定以上の負荷がかか
ると、ウインドーの動く方向が反転
し、少し開いて停止します。（過負荷
検知方式）

(1) 運転席ウインドースイッチ
（オート機構付）

(2) 助手席ウインドースイッチ
(3) 右後席ウインドースイッチ
(4) 左後席ウインドースイッチ

(1)
(3)

(2)

(4)

•30 秒以内でも、いずれかのドアを開
けると、運転席ウインドーの開閉が
できません。

•運転席ウインドーの開閉が可能な間
は、運転席ウインドースイッチの
“AUTO”の文字が点灯しています。

はさまれる異物の形状や硬さ、はさま
れかたによっては過負荷検知されず、
はさみ込み防止機構が作動しない場合
があります。重大な傷害を受けるおそ
れがありますので、十分に注意して開
閉操作を行なってください。

ON ACC LOCK
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■はさみ込み防止機構の初期設
定が必要なとき

次のような場合は、運転席ウインドーが
自動で開かなくなるとともに自動で閉め
たときに、はさみ込み防止機構が作動し
なくなってしまいます。
「初期設定のしかた」をお読みになり、
初期設定を行なってください。
→　3-22ページ（初期設定のしかた）

•鉛バッテリーの端子を外したとき
•鉛バッテリーあがりがおきたとき
•鉛バッテリーを交換したとき
•ヒューズを点検・交換したとき
→　7-22ページ

（ヒューズが切れたときは）

■ 初期設定のしかた
はさみ込み防止機構の初期設定は次の手
順で行なってください。

エンジンスイッチを  にしま
す。

運転席ウインドースイッチを押し続
け、ウインドーを完全に開けます。

運転席ウインドースイッチを引き上
げ続け、ウインドーを完全に閉めま
す。

そのままスイッチを2秒以上引き上
げ続けます。

運転席ウインドーが自動開閉できる
ようになったか確認します。

•手順 ～ を何度繰り返しても運転
席ウインドーが自動開閉できない場
合、システムの異常が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点
検を受けてください。

はさみ込み防止機構は、スイッチを引
き上げ続けた状態では作動しません。
また、閉まりきる直前は、はさみ込み
を検知できない領域があります。指な
どをはさまないように気をつけてくだ
さい。

•ウインドーの故障で、はさみ込み防
止機構が作動し、自動で閉めること
ができない場合があります。この場
合、運転席ウインドースイッチを引
き上げ続けると、完全に閉めること
ができます。

•悪路などを走行中にウインドーを自
動で閉めると、衝撃や荷重がウイン
ドーに加わって、はさみ込み防止機
構が作動することがあります。

はさみ込み防止機構は、必ず初期設定
してください。初期設定が完了するま
では、はさみ込み防止機構が作動しま
せん。

運転席ウインドーが自動で開くことも
閉めることもできなくなった場合も、
初期設定を行なってください。

1 ON

2

3

4

5

1 4
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助手席、後席での開閉

自席のウインドーを開閉できます。
•ウインドースイッチを操作している間
だけ開閉します。スイッチから手を離
すと、ウインドーはその位置で止まり
ます。

•お子さまを乗せているときは、運転席
ドアのウインドーロックスイッチを

 位置にしてください｡
→　3-20ページ

（ウインドーロックスイッチ）

80P0029

ミラーの本体を持って角度を調節します。

81M30360

ウインドーロックスイッチが 
位置のときは、助手席／後席ウイン
ドーの開閉ができません。

ロック

ロック

必ず走行前に調節してください。走行
中に調節すると、前方不注意で思わぬ
事故につながるおそれがあります。

各部の調節

ルームミラー
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角度の調節

■ドアミラー角度調節スイッチ
エンジンスイッチが  または 
の位置にあるときに使用できます。

左右切替えスイッチ（1）を、調節
したいミラーの側に押します。

角度調節スイッチ（2）を押して、
上下左右にミラーを動かします。

80P0031

格納

狭い場所で駐車するときなどに、ドアミ
ラーを車の後ろ方向に格納できます。
•電動で格納するときは、次の「ドアミ
ラー格納スイッチ」をお読みください。

80P0142

•上図のドアミラーは代表例です。お車
のタイプにより異なります。

必ず走行前に調節してください。走行
中に調節すると、前方不注意で思わぬ
事故につながるおそれがあります。

調節後は、左右切替えスイッチを中立
の位置へもどしてください。

ドアミラー

ACC ON

1

2

(2)

(1)

•ドアミラーを倒したまま走行しない
でください。後方の確認ができず、
事故を起こすおそれがあります。

•ドアミラーは車体より張り出してい
ます。ドアミラーを車外の人やもの
に当てないように気をつけてくださ
い。

電動格納ドアミラー装備車の場合、
エンジンスイッチが  または

 の位置にあるときは、手でドア
ミラーを動かさないでください。故障
の原因となります。

格納

通常

ACC
ON
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■ドアミラー格納スイッチ
エンジンスイッチが  または 
のときに使用できます。
•格納スイッチを押すごとに、格納と通
常の位置に切り替わります。

80P0032

•格納スイッチが通常の位置で、ドアミ
ラーが車の前方向に倒れていると、エ
ンジンスイッチを  または 
にしたときに、ドアミラーがさらに車
の前方向に倒れてしまいます。ドアミ
ラーをもとの状態にもどすときは、一
度格納操作をしてください。

リモート格納ミラー

ドアミラー格納スイッチが通常の位置に
あるときは、ドアの施錠やエンジンス
イッチの操作と連動して、ドアミラーが
自動的に格納と通常の位置に切り替わり
ます。

•ドアミラーを動かすときは、次のこ
とに注意してください。けがをした
り、ミラーが破損したりする原因と
なります。
・ドアミラーの周囲に人やものがな
いか確認する

・動いているドアミラーに触れない

ACC ON

ACC ON

•格納スイッチでドアミラーを格納し
たときは、手でドアミラーを通常の
位置にもどさないでください。ドア
ミラーの固定が不完全になるため、
走行中の振動や走行風などでドアミ
ラーが動くおそれがあります。
その場合は、スイッチを通常の位置
に押して、確実にドアミラーを固定
してください。

ドアミラーが凍結するような寒冷時
は、手で動かすことが可能かを確認し
てから、格納スイッチの操作を行なっ
てください。凍結したまま操作を繰り
返すと、故障の原因となります。
→　6-17ページ（ドアミラーの凍結）

ドアミラーを手で動かすと、エンジン
スイッチを  または  にした
ときに、ドアミラーが動き出すことが
あります。

ACC ON
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•リクエストスイッチまたはキーレスエ
ントリーでドアを施錠すると、自動的
にドアミラーが格納されます。
→　3-3ページ（キーレスエントリー）
→　3-5ページ（携帯リモコン）

•通常の位置にもどすときは、エンジン
スイッチを  または  にしま
す。

•工場出荷時は、作動する設定になって
います。任意で停止に切り替えてくだ
さい。
→　3-26ページ（リモート格納ミラー

の停止・作動の切替えのしかた）

■ リモート格納ミラーの停止・
作動の切替えのしかた

エンジンスイッチが （OFF）の
位置にある状態で、次の手順で切り替え
てください。

運転席にすわり、すべてのドアが閉
まっているか確認します。
•いずれかのドアが開いていると、
半ドア警告灯が点灯します。
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

ロックレバー（1）を解錠側（車の
後ろ方向）にします。

80P0024

※次の から までの一連の手順は、
15秒以内に完了してください。

ドアミラーが凍結するような寒冷時
は、リモート格納ミラーの機能を停止
してください。凍結したまま動作を繰
り返すと、故障の原因となります。
→　6-17ページ（ドアミラーの凍結）

•ドアをエマージェンシーキーまたは
ロックレバーで施錠すると、ドアミ
ラーが自動的に格納されません。

•ドアミラー格納スイッチが格納の位
置にあるときは、エンジンスイッチ
を  または  にしたとき
に、ドアミラーが自動的に通常の位
置にもどりません。

•タイマーロック機能が作動すると、ド
アミラーが自動的に格納されます。
→　3-5ページ

（タイマーロック機能）

ACC ON

ACC ON

LOCK

1

2

(1)

3 4
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ロックレバー（1）を施錠側（車の
前方向）にし、解錠側（車の後ろ方
向）にもどします。この操作を4往
復行ないます。

80P0033

携帯リモコンの操作部を3回押しま
す。
•操作部はロック／アンロックス
イッチのどちらでも結構です。

•設定切替え中は、操作部を押して
もドアの施解錠は行なわれませ
ん。

80P5003007

前記の手順を行なうと、リモート格納ミ
ラーの設定が次表の順で切り替わりま
す。また、設定確認ブザーの回数によっ
て設定状態が確認できます。

• から までの操作が正しく行なわ
れなかったり、15秒以内にできなかっ
たりしたときは、設定が切り替わらず、
設定確認ブザーが鳴りません。はじめ
からやり直してください。

ドアミラーヒータースイッチ

ドアミラーヒーターは、リヤデフォッ
ガーと連動します。
→　5-34ページ

（リヤデフォッガースイッチ）

(2) 操作部（ロックスイッチ）
(3) 操作部（アンロックスイッチ）

3

(1)

4

(2)

(3)

リモート格納
ミラーの設定状態 設定確認ブザー

停止 1回

作動 1回

3 4

タイプ別装備
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ハンドルの高さ調節

→　2-14 ページ（ハンドル、シート、
ミラーの調節は走行前に）

ハンドルの固定を解除します。
•片手でハンドルをささえながら、
ハンドル下のレバーを押し下げま
す。

ハンドルを上下に動かし、適切な位
置に調節します。

調節後は、ハンドルを固定します。
•その位置でハンドルを押さえたま
ま、レバーをもとの位置まで確実
にもどします。

80P0034

→　5-19ページ（アームレスト）

前後位置の調節

スライドレバーを引き上げたまま、シー
トを前後に動かします。

80P5003002

調節後はハンドルを上下にゆすって、
確実に固定されているか確認してくだ
さい。

チルトステアリング

1

2

3

•シートを調節するときは、手足をは
さんだり、身体に当てたりしないよ
うに気をつけてください。
→　2-14ページ（ハンドル、シート、

ミラーの調節は走行前に）

•シートを調節したあとは、シートを
前後にゆするなどして、確実に固定
されているか確認してください。

シートの調節

前席シート



運転する前に/シートの調節
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背もたれの角度調節

•後方に倒すときは、リクライニングレ
バーを引き上げたまま、背中で軽く押
します。

•前方に起こすときは、背中を少し浮か
せて、リクライニングレバーを引き上
げます。

80P5003003

運転席シートの高さ調節

運転席シート右横のレバーを繰り返し操
作します。
•レバーを引き上げると、シート全体が
高くなるとともに前方に動きます。

•レバーを押し下げると、シート全体が
低くなるとともに後方に動きます。

80P5003005

シートの下にものを置かないでくださ
い。ものがはさまって、次のようなこ
とが起きるおそれがあります。
•シートが固定されない
•助手席下にあるリチウムイオンバッ
テリーを損傷する
→　2-3ページ

（バッテリーについて）

背もたれを必要以上に倒さないでくだ
さい。シートベルトやSRS エアバッ
グシステムが本来の効果を発揮できま
せん。

背もたれから離れてリクライニングレ
バーを操作すると、背もたれが急に起
きあがって前方に倒れることがありま
す。手などを添えて操作してください。
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ヘッドレストの高さ調節と
取り外し・取り付け

■高さの調節
走行前に、ヘッドレスト中央の高さが耳
の位置になるように調節し、しっかりと
固定します。背が高い人は、固定できる
範囲で一番高い位置にしてお使いくださ
い。
•高くするときは、ヘッドレストを手で
持ち上げます。

•低くするときは、ロックボタン（1）
を押したままヘッドレストを押し下げ
ます。

80P0038

■取り外しかた
ロックボタン（1）を押したまま引き抜
きます。

■取り付けかた
ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み、
高さの調節をします。

シートヒータースイッチ

シート内にあるヒーターで座面をあたた
めることができます。
•エンジンスイッチが  のときにス
イッチを押すと、ヒーターが作動し
て、スイッチ内の表示灯（1）が点灯
します。もう一度押すと、ヒーターが
止まります。

•シートがお好みの温度になったら、
ヒーターを止めてください。

80P3004

ヘッドレストを外したまま走行する
と、後方からの衝突時に乗員の頭部の
後傾を抑えることができないだけでな
く、急ブレーキ時や衝突時などに乗員
の頭部への衝撃を緩和することができ
ず、重大な傷害につながるおそれがあ
ります。ヘッドレストを外したまま、
走行しないでください。

(1)

ヘッドレストは、しっかりと固定して
ください。また、ヘッドレストを前後
逆に取り付けないでください。ヘッド
レストが本来の効果を発揮できませ
ん。
ヘッドレストを前後逆に取り付ける
と、ヘッドレストの高さ調節ができま
せん。

(2) 運転席シートヒータースイッチ
(3) 助手席シートヒータースイッチ

ON

(1)(1)

(2)(3)
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•上図のイラストは代表例です。お車の
タイプによりスイッチの数は異なりま
す。

ヘッドレストの操作方法と
取り外し・取り付け

■使用時の位置
使用するときは、ヘッドレストを手で持
ち上げ、しっかりと固定します。

80P0040

80P5003027

•長時間ヒーターを使用すると、低温
やけど（水ぶくれなど）の原因にな
ります。

•毛布や座ぶとんなど、保温性の高い
ものをシートにかけないでくださ
い。過熱の原因となります。

•シートの上に重い荷物を置いたり、
針や釘などをシートに刺したりしな
いでください。

•シートをお手入れするときは、ベン
ジン、ガソリンおよびアルコールな
どの溶剤を含む洗浄液を使用しない
でください。シート表面やヒーター
が損傷する原因となります。
→　6-6ページ（内装のお手入れ）

•水やジュースなどをこぼしたときは、
やわらかい布などでふき取り、十分
に乾かしてからご使用ください。

•鉛バッテリー保護のため、エンジン
がかかっているときに使用してくだ
さい。

ヒーターは自動停止しません。スイッ
チを切らないと、作動し続けます。

ヘッドレストを外した状態または収納
時の位置で、後席に人を乗せないでく
ださい。

後席シート

使用時
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■収納時の位置
収納するときは、ロックボタン（1）を
押したままヘッドレストを一番下まで押
し下げます。

80P0041

■取り外しかた
ロックボタン（1）を押したまま引き抜
きます。

■取り付けかた
ヘッドレストの前後の向きを間違えない
ように、固定される位置まで差し込み、
高さの調節をします。

ヘッドレストを外したまま走行する
と、後方からの衝突時に乗員の頭部の
後傾を抑えることができないだけでな
く、急ブレーキ時や衝突時などに乗員
の頭部への衝撃を緩和することができ
ず、重大な傷害につながるおそれがあ
ります。
ヘッドレストを外したまま、走行しな
いでください。（お子さま用シートの
固定時を除く）

取り外したヘッドレストを、客室内に
放置すると、急ブレーキをかけたとき
などに飛び出し、乗員やものなどに当
たって、思わぬけがや破損のおそれが
あります。
取り外したヘッドレストは、客室内に
放置しないでください。

収納時

(1) •ヘッドレストは、しっかり固定して
ください。また、ヘッドレストを前
後逆に取り付けないでください。
ヘッドレストが本来の効果を発揮で
きません。
ヘッドレストを前後逆に取り付ける
と、ヘッドレストの高さ調節ができ
ません。

•お子さま用シートを取り付けるとき
は、お子さま用シートがヘッドレス
トに当たるのを防ぐため、ヘッドレ
ストを固定できる範囲で一番高い位
置に調節するか取り外してください。
ヘッドレストが当たった状態ではお
子さま用シートが確実に固定されな
いため、衝突のときなどにお子さま
が重大な傷害を受けるおそれがあり
ます。
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荷室を広げるとき（後席シート）

背もたれを前方へ倒すと、荷室が広く使
えます。

■倒しかた

ヘッドレストを一番低い位置へ調節
します。
→　3-31ページ（ヘッドレストの操

作方法と取り外し・取り付け）

タングプレート（1）を、シート横
の長穴に差し込みます。

80P0042

片方の手を背もたれに添え、もう一
方の手で背もたれ上面のロックノブ
（2）を引き上げロックを解除し、
背もたれを前方へ倒します。
•後席のヘッドレストが前席に当た
る場合は、前席を前方へ動かして
ください。

80P0043

•シートベルトをはさみ込み、損傷す
るおそれがあるため、背もたれを起
こすときは、タングプレート（1）
をシート横の長穴に差し込んでくだ
さい。

80P0042

•倒した背もたれの上や荷室に人を乗
せないでください。ブレーキや加
速、衝突のときなどに、投げ出され
てけがのおそれがあります。

シートを動かすときは、手足をはさん
だり、身体に当てたりしないように気
をつけてください。

シートの便利な使いかた

(1)

1

2

(1)

3

(2)



運転する前に/シートの調節

3-34

3

■起こしかた
シートベルトが次の状態にあること
を確認します。
•背もたれ固定用フック（4）の手
前にある（ベルトがフックの後ろ
側にある状態でシートを起こす
と、シートベルトが使用できませ
ん）

•フック（4）にかかっていない
•ベルトにねじれがない

80P0045

80P0046

•ロックノブは一度引き上げると、
ロックが解除されたままとなりま
す。背もたれを一度前に倒し再び起
こすなどして、背もたれが確実に固
定されているか確認してください。

•背もたれ裏のロック部品（3）に指
などを入れないでください。けがの
おそれがあります。

•荷物の固定などに、背もたれ裏のロッ
ク部品や背もたれ固定用フック（4）
を使用しないでください。また、ロッ
ク部品やフックに砂などの異物を付
着させないでください。ロック部品
が損傷したりフックが曲がったりし
て、背もたれが固定できなくなるお
それがあります。

80P0044

(4)

(3)

ベルトがフックにかかっていたり、ね
じれがあったりすると、シートを起こ
したときにシートとフックの間にかみ
込まれて傷つくおそれがあります。

1

(4)

(4)

(4)
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背もたれを起こし、固定される位置
まで車の後ろ方向へ押し付けます。

80P0047

フルフラットシート

前席の背もたれを後方へ倒すと、室内に
連続的な空間が作れます。

背もたれを前後にゆすって、確実に固
定されているか確認してください。
固定が不確実な場合、走行中に突然背
もたれが前に倒れ、思わぬけがのおそ
れがあります。

2

フルフラットにしたシートに、人や荷
物を乗せて走行しないでください。
ブレーキや加速、衝突のときなどに、
投げ出されたり、荷物が身体に当たっ
たりして重大な傷害を受けるおそれが
あります。

•フルフラットにしたシートの上を歩
きまわらないでください。シートか
ら足を踏み外すと、けがのおそれが
あります。

•シートをもとにもどしたときは、クッ
ションや背もたれをゆすって、しっ
かりと固定されているか確認してく
ださい。シート自体の固定が不確実
な場合、走行中に突然シートが動い
たり背もたれが前方へ倒れたりして、
思わぬけがをするおそれがあります。

シートに強い衝撃をあたえないでくだ
さい。シートが損傷することがありま
す。
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■フルフラットにするときは
前席のアームレスト（1）を持ち上
げ収納します。

前席のヘッドレスト（2）を外し、
前席を前方へいっぱいまでスライド
させます。
→　3-30ページ（ヘッドレストの高

さ調節と取り外し・取り付け）

80P1028

前席の背もたれを、後方へいっぱい
まで倒します。

80P1029

後席に当たるまで、前席を後方へス
ライドさせます。

80P1030

もとにもどすとき

「フルフラットにするときは」と逆の手
順で操作します。

1

2

(2)
(1)

3

4
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シートベルトは、シートに身体を固定す
ることで安全を確保するための安全装置
です。
シートベルトは正しく着用するととも
に、同乗者がいる場合は、安全のため必
ず全員に着用させましょう。

お子さまもシートベルトを
着用

→　2-7ページ
（お子さまを乗せるときは）

80J028

妊娠中や疾患のある方は

80J075

シートベルト警告ブザー

前席のシートベルト着用忘れを防止する
ためのブザーです。
•エンジンをかけて走行を開始してか
ら、最初に車速が約 15 km/h 以上に
なったときにシートベルトを着用して
いないと、メーター内のシートベルト
警告灯が点灯から点滅に切り替わると
ともに、シートベルト警告ブザーが断
続的に鳴ります。
→　3-65ページ

（シートベルト警告灯）

お子さまをシートベルトで遊ばせない
でください。ベルトを身体に巻きつけ
るなどして遊んでいるときに、窒息な
ど重大な傷害を受けるおそれがありま
す。万一の場合はハサミでベルトを切
断してください。

シートベルト

シートベルトについて

•妊娠中の方、疾患がある方もシート
ベルトを着用してください。ただし、
衝突のときに局部的に強く圧迫され
るおそれがありますので、医師に相
談して注意事項を確認してください。

•妊娠中の方は、腰ベルトを腹部を避
けて腰部のできるだけ低い位置にか
けます。肩ベルトは、首と肩先の中
央から腹部を避けて胸部にかかるよ
うに着用してください。

腹部を避けて
胸部にかける

腹部を避けて
腰部の低い位
置にかける
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•警告ブザーの作動中は、メーター内の
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

シートベルトの長さ調節

シートベルトは、長さ調節が必要ありま
せん。身体の動きにあわせてベルトが伸
縮し、強い衝撃を受けたときは自動的に
ベルトがロックされて身体を固定しま
す。

■着用のしかた
運転席シートベルトを着用するとき
は、アームレストを収納します。
→　5-19ページ（アームレスト）

後席シートベルトを着用するとき
は、シート横の長穴からタングプ
レートを外してください。
→　3-40 ページ（シートベルトの

取扱いとお手入れ）

タングプレート（1）とシートベル
トをつかみ、ベルトをゆっくりと引
き出します。
ベルトのねじれを取ります。

80J1147

タングプレート（1）をバックル（2）
の差し込み口にまっすぐになるよう
にあわせて、カチッという音がする
までしっかりと差し込みます。

•ベルトを着用すると、警告灯は消灯
します。また、警告ブザーが鳴って
いるときは、ブザーも止まります。

•警告ブザーはベルトを着用しなくて
も、約95 秒間鳴り続けたあとに止まり
ます。ただし、警告灯は点滅から点灯
に切り替わったまま、エンジンスイッ
チを  または （OFF）に
するまで消灯しません。

•助手席に荷物などを載せていると、乗
員がいなくても、センサーが重量を検
知して警告灯が点滅し警告ブザーが鳴
る場合があります。

•助手席にお子さまや小柄な大人が乗車
したり、クッションを使用したりする
と、センサーが感知せず正常に作動し
ない場合があります。

•警告灯は、運転席側・助手席側兼用
です。

ACC LOCK

ベルトがロックされていて引き出せな
いときは、いったんゆるめてから再度
引き出します。それでも引き出せない
場合は、一度ベルトを強く引いてから
ゆるめ、再度ゆっくりと引き出してく
ださい。

シートベルトの着用のしかた

1

2

(1)

ゆっくり引き出す

ねじれのないこ
とを確認する

3
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74P30740

ベルトを引っ張るなどして、タング
プレートがバックルに確実に固定さ
れていることを確認します。

腰ベルトを、腰のできるだけ低い位
置にかけます。

肩ベルトを、首と肩先の中央にかけ
ます。

ベルトがねじれていないことを確認
し、たるみを取り除きます。

■外すときは
バックルのボタン（3）を押します。
シートベルトが自動的に巻きもどされま
すので、ベルトやタングプレートに手を
添え、ゆっくりともどしてください。

80J1328

(1)

(2)

4

5

6

7

ベルトがねじれていると、ベルトを外
したときに巻き取られないことがあり
ます。ベルトにたるみがなく巻きもど
されていることを確認してください。

(3)
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シートベルトを正しく着用する

70K40011

取扱い

後席に人を乗せないときは、タングプ
レート（1）を、シート横の長穴 (2) に差
し込んでください。
後席シートベルトを着用するときは、
シート横の長穴 (2) からタングプレート
（1）を外してください。

80P5003018

誤って隣の席用のバックルを使用する
と、シートベルトが本来の効果を発揮
できません。後席のシートベルトを着
用するときは、必ずご自身の体に近い
バックルを使用してください。

59R20380

シートベルトを正しく着用してくださ
い。正しく着用しないと、急ブレーキ
時や衝突時などに身体が拘束されず、
重大な傷害につながるおそれがあるた
め、次のことに注意してください。
•シートベルトにねじれやたるみがあ
ると、衝撃を受けたときに局部的に
圧迫されるおそれがあります。

•ベルトが腰部でなく腹部にかかって
いると、衝撃を受けたときに内臓が
強く圧迫されるおそれがあります。

•ベルトが肩にしっかりとかかってい
ないと、衝撃を受けたときに前方に
投げ出されるおそれがあります。

•アームレストにベルトがかかってい
ると、シートベルトが本来の効果を
発揮できません。ベルトは、アーム
レストの下を通してください。

シートベルトの
取扱いとお手入れ

(1)

(2)
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お手入れ

お手入れの方法は、布地などと同様で
す。
→　6-6ページ（布地、ビニールレザー、

樹脂部品などの手入れ）

シートベルトプリテンショ
ナーとは

エンジンスイッチが  のときに、次
のような状況になると、肩ベルトを瞬時
に巻き取ります。
•車の前方向から強い衝撃を受けたと
き。運転席・助手席SRSエアバッグシ
ステムと連動しています。
→　3-47ページ
（SRSエアバッグシステムの作動）

80J1018

正常に機能させるために

シートベルトプリテンショナーの機能に
影響をあたえる部品に手を加えないでく
ださい。シートベルトが思いがけないと
きに巻き取られたり、必要なときに正常
に巻き取られなくなったりすることがあ
ります。
→　2-38ページ（部品の取り付け、取り

外し、修理をするときは）

•シートベルトにほつれや擦り傷、切
り傷があるときは、ベルトを交換し
てください。

•バックルが正常に動かないときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

•衝突などでベルトに強い力がかかっ
たときは、外観に異常がなくても、
機能が損なわれていることがありま
す。ベルトを交換してください。

•バックルの内部に異物が入ったり、飲
み物をこぼしたりしたときは、シー
トベルトが正常に機能を発揮しない
おそれがありますので、スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受け
てください。

•ベルトをドアにはさまないでくださ
い。ドアを閉める前に、ベルトがた
るみなく巻きもどされているか確認
してください。

•ベルトを改造したり、取り外したり
しないでください。

漂白剤、溶剤、染料を使用しないでく
ださい。しみ、変色、強度低下の原因
となり、シートベルトが正常に機能を
発揮しないおそれがあります。

作動したプリテンショナーおよびエア
バッグは再使用できません。スズキ販
売店またはスズキ代理店で交換してく
ださい。

シートベルトプリテンショナー
（前席のみ）

ON

拘束効果を
高める
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SRSエアバッグ警告灯

81M30841

メーターパネル内にあります。
•シートベルトプリテンショナー、SRS
エアバッグが作動したとき、または電
子制御システムに異常があると、 エン
ジンスイッチが  のときに点灯し
ます。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

廃棄や廃車

作動していないシートベルトプリテン
ショナーは、決められた手順で作動させ
てから廃棄する必要があります。

事故等でシートベルトが強い力で引かれ
たときに、乗員の胸部への衝撃を緩和す
る機構です。

80J1039

プリテンショナーを廃棄するときや、
装備車を廃車するときは、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

ON
強い衝撃を受けたシートベルトは、
ショルダーアンカー部（1）およびタ
ングプレート部（2）の樹脂が強い摩
擦で溶けてベルトに付着し、ベルトが
滑りにくくなります。このような場合
は、シートベルトが本来の機能を発揮
できず、万一のときに重大な傷害につ
ながるおそれがあります。スズキ販売
店またはスズキ代理店で交換してくだ
さい。

74P30320

シートベルト可変フォース
リミッター（前席のみ）

胸に
加わる力を
緩和する

(1)

(2)
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SRSエアバッグシステムとは

SRS とは Supplemental Restraint
System（サプリメンタル　レストレイ
ント　システム）の略で、補助拘束装置
の意味です。

■運転席・助手席SRSエアバッ
グシステム

エンジンスイッチが  の場合に、車
の前方向から強い衝撃を受け、シートベ
ルトを着用していてもハンドルや助手席
側インパネに顔面が当たるような強い衝
突のときに、運転席・助手席SRS エア
バッグが瞬時にふくらむ構造になってい
ます。
•運転席・助手席SRSエアバッグシステ
ムは、ふくらんだSRS エアバッグが
クッションの役割をして、シートベル
トを着用した運転席・助手席乗員の主
に顔面への衝撃を軽減する効果があり
ます。シートベルトは必ず着用してく
ださい。
→　3-38ページ

（シートベルトの着用のしかた）

80J090

この車は、イベントデータレコーダー
（EDR）システムにより、SRS エア
バッグが作動したときのデータを記
録・蓄積します。
→　データの記録について

SRSエアバッグ

SRSエアバッグ車を
運転するときは

ON

•SRS エアバッグシステムは、シート
ベルトに代わるものではありません。
シートベルトと併用することで、そ
の効果を発揮するシートベルトの補
助拘束装置です。シートベルトを装
着していないと、急ブレーキ時や衝
突時に重大な傷害につながるおそれ
があります。SRSエアバッグシステ
ムが装備されている車であっても、
シートベルトを必ず着用してくださ
い。

•シートベルトを正しく着用しない
と、SRS エアバッグの効果が十分発
揮できず、急ブレーキ時や衝突時に
重大な傷害につながるおそれがあり
ます。シートベルトは正しい姿勢で
正しく着用してください。
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65J106

表示と収納場所

“SRS AIRBAG”の表示がある付近に収納
されています。

■運転席SRSエアバッグ

80P0052

■助手席SRSエアバッグ

80P0053

助手席SRSエアバッグは、助手席に乗
員がいなくても、運転席SRSエアバッ
グと同時にふくらみます。 •エアバッグの収納部分に傷がついて

いたり、ひび割れがあったりする
と、万一のときにエアバッグが正常
に作動できず、重大な傷害を受ける
おそれがあります。
エアバッグの収納部分に傷がついて
いたり、ひび割れがあったりすると
きは、スズキ販売店またはスズキ代
理店で交換してください。

•エアバッグの収納場所を強打したり
衝撃を加えると、エアバッグが正常
に作動しなくなったり、誤ってふく
らんだりして、重大な傷害を受ける
おそれがあります。
エアバッグの収納場所を強打した
り、衝撃を加えたりしないでくださ
い。
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着座姿勢

運転者および助手席の同乗者は、シート
に奥深くすわり、背もたれに背中を軽く
つけてください。また、シートを前方に
出しすぎないようにシートの位置を調節
してください。
とくに助手席の同乗者は、後席の同乗者
のさまたげにならない位置までシートを
後方に移動し、助手席SRSエアバッグか
らできるだけ離れてすわってください。
→　2-14ページ（正しい運転姿勢）

お子さま用シートの取り付け

→　2-9 ページ（お子さま用シートの使
用について）

→　3-50 ページ（お子さま用シートの
選択について）

→　3-57 ページ（お子さま用シートの
シートベルトによる固定）

SRSエアバッグシステムを
正常に機能させるために

SRSエアバッグがふくらむ範囲にものが
あると、ものが飛ばされたり SRS エア
バッグが正常にふくらまなくなったりす
るおそれがあります。

•万一のときにSRS エアバッグが本来
の効果を十分発揮できず、重大な傷
害につながるおそれがあるため、次
のことをお守りください。

SRSエアバッグシステムの
取扱い

・サスペンションを改造しないでく
ださい。車高やサスペンションの
硬さが変わると、SRS エアバッ
グの誤作動の原因となります。

・車両前部にグリルガードなどを装
着するときは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談くださ
い。車両前部を改造すると、SRS
エアバッグが正常に作動しなくな
るおそれがあります。

・無線機などを取り付けるときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご相談ください。無線機の電波
などがSRS エアバッグのコン
ピュータに悪影響をあたえるおそ
れがあります。

・SRS エアバッグが作動しない程
度の事故であっても、事故後はス
ズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。システム
本来の機能が損なわれているおそ
れがあります。

•SRS エアバッグは、その機能に影響
をあたえる部品に手が加えられる
と、必要でないときに作動したり、必
要なときに正常に作動しなくなった
りすることがあります。次のような
場合は、システムに悪影響をおよぼ
しますので、事前にスズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談くださ
い。
・ハンドルの取り外し、ハンドルま
わりの修理など

・インパネまわり、前席下の修理お
よび電気配線の修理

・オーディオ用品などの取り付け
・ダッシュボード周辺の板金塗装お
よび修理

・前席シートの交換およびシートま
わりの修理

•センターピラーまわりの修理
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■運転席SRSエアバッグについて

80J094

■助手席SRSエアバッグについて

•ハンドルにもたれかかるなどして、
SRS エアバッグ収納部に手や顔、胸
などを近づけないでください。SRS
エアバッグが作動したときの強い衝
撃で、重大な傷害を受けるおそれが
あります。

•ハンドルを交換する、ハンドルの
パッド部にステッカーを貼る、色を
ぬる、カバーで覆うなどの改造をし
ないでください。万一のときにSRS
エアバッグが正常にふくらまなくなる
おそれがあります。

•助手席に乗車するときや、お子さま
を乗せるときは、必ず次のことをお
守りください。守らないとSRSエア
バッグが作動したときの強い衝撃
で、重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。
・インパネのSRSエアバッグ収納部
に手足を置いたり、顔や胸などを近
づけたりしないでください。

・お子さまをSRSエアバッグ収納部
の前に立たせたり、ひざの上に抱い
てすわったりしないでください。お
子さまは後席に乗せて、シートベル
トを着用させてください。

80J095

・シートベルトを正しく着用できな
いお子さまは、お子さま用シート
をご使用のうえ、後席に乗せてく
ださい。
→　2-9 ページ（お子さま用シー

トの使用について）
→　3-50ページ（お子さま用シー

トの選択について）

•エアバッグ収納部およびその周辺に
は、ステッカーを貼ったり色をぬっ
たりしないでください。また、アク
セサリーや芳香剤、ETC 車載器や
ポータブルカーナビなどを取り付け
たり置いたり、傘などを立てかけた
りしないでください。

80J096

•フロントガラスやルームミラーにア
クセサリー（スズキ純正用品を除く）
などを取り付けないでください。
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作動したとき

•エアバッグは、高温のガスで瞬時にふ
くらみます。事故の発生状況や乗員の
姿勢によっては、擦過傷、打撲、やけ
どなどを負うことがあります。

•ふくらんだエアバッグは、すぐにしぼ
む構造になっています。

運転席・助手席SRSエアバッグ

■こんなとき作動します
•衝突しても変形や移動をしない構造物
（コンクリートの壁など）に、約 25
km/h以上の速度で正面衝突したとき

80J097

•車両前方左右約 30° 以内の方向から、
上図の正面衝突と同等の強い衝撃を受
けたとき

80J098

•SRS エアバッグ作動直後は構成部品
が熱くなり、やけどのおそれがあり
ます。
SRS エアバッグが作動したあとは、
エアバッグの構成部品に触れないで
ください。

•エアバッグが作動すると大きな音が
して白い煙のようなガスが出ます
が、火災ではありません。また、人
体への影響もありません。
ただし、残留物が目や皮膚などに付
着したときは、できるだけ早く水で
洗い流してください。皮膚の弱い方
などは、まれに皮膚を刺激する場合
があります。

作動したプリテンショナーおよびエア
バッグは再使用できません。スズキ販
売店またはスズキ代理店で交換してく
ださい。

SRSエアバッグシステムの
作動
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■こんなとき作動することが　
あります

車体下部に強い衝撃を受けると、作動す
ることがあります。

•縁石や中央分離帯などに衝突したとき

80J099

•深い穴や溝などに落ちたとき

80J100

•ジャンプして地面にぶつかったり、道
路から落下したりしたとき

80J101

■こんなとき作動しないことが
あります

衝突の相手が変形または移動しやすかっ
たり、自車の衝突部位が変形しやすかっ
たりして強い衝撃が発生しない場合は作
動しません。
また、衝突の角度が車両前方左右約 30°
を超えるとき、多くの場合は作動しませ
ん。

•停車している同程度の重さの車に、
50km/h 程度、もしくはそれ以下の速
度で前面衝突したとき。

80J102

•トラックの荷台の下などへもぐり込ん
だとき

80J103
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•電柱や立木などに衝突したとき

80J104

•車両前方左右約30°を超える角度で、コ
ンクリートの壁やガードレールなどに
衝突したとき

74P1049

•衝突時に変形、移動しないコンクリー
トのような固い壁に正面衝突したとき
であっても衝突速度が約25km/hより
も低いとき

80J106

■こんなときは作動しません
後方、横方向からの衝突、横転などでは
作動しません。衝撃が強いとまれに作動
する場合があります。

•後方からの衝突

80J120

•横方向からの衝突

80J119

•横転や転覆をしたとき

80J110
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メーターパネル内にあります。
• SRSエアバッグ、シートベルトプリテ
ンショナーが作動したとき、または電
子制御システムに異常があると、エン
ジンスイッチが  のときに点灯し
ます。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

作動していないエアバッグを廃棄すると
きは、決められた手順で作動させてから
廃棄する必要があります。

80J112

お子さま用シートは、この項目をよく読
んだうえで、お子さまの年齢や体格に
あった適切なものを選んでください。
• 2-7ページの「お子さまを乗せるとき
は」もよくお読みください。

•この車は、2006年10月1日施行の新
保安基準に適合したISOFIX対応チャイ
ルドシート固定専用金具（ISOFIXアン
カーおよびテザーアンカー）を装備し
ています。
→　3-59ページ（ISOFIX対応お子さ

ま用シートの固定）

エアバッグは正しく取り扱わないと、
思いがけないときにふくらんで、けが
をすることがあります。
エアバッグを廃棄するときや、装備車
を廃車するときは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご相談ください。

SRSエアバッグ警告灯

ON

廃棄と廃車

お子さま用シート

お子さま用シートの選択
について
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UN R44/129 の基準に適合
するお子さま用シートの認証
マークについて

UN R44（※1）およびUN R129
（※1）の基準に適合するお子さま用
シートには、次のような認証マークが表
示されています。

77R30470

•上図の認証マークは代表例です。

※1 UN R44およびUN R129とは、お子
さま用シートに関する国際法規で
す。

※2 お子さま用シート本体の認証マーク
にECEとありますが、内容はUNと
同じです。

※3 上図の「Universal」は、汎用カテ
ゴリーの認可であることを表しま
す。

お子さま用シートの種類

•代表的なお子さま用シートには、次の
ようなものがあります。

後ろ向き、または横向き装着のお子さま
用シートで、首がすわっていないお子さ
ま、ひとりすわりのできないお子さまに
使用します。

64L30810

前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。

64L30820

（1）法規番号（※2）
（2）お子さま用シートのカテゴリー（※3）
（3）対象となるお子さまの体重範囲
（4）対象となるお子さまの身長範囲

および使用可能な体重
（5）装置の仕様
（6）お子さま用シートを認可した国番号
（7）お子さま用シートの認可番号

この車のスズキ純正お子さま用シート
は、UN R44またはUN R129の基準
に適合しています。

(1)

(5)
(6)

(2)

(7)

(3) (4)

ベビーシート

チャイルドシート
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前向き装着のお子さま用シートで、シー
トベルトが首やあごにかかるときや、腰
骨にかからないようなお子さまに使用し
ます。

64L30830

座席位置別のお子さま用シー
ト適合性について

■座席位置別のお子さま用シー
ト適合性

59R20340

ジュニアシート

シート位置
番号 マーク

（※1、※2、※3）

（※3）

（※3）

車両のシートベルトで固定
するタイプのユニバーサル
（汎用）カテゴリーのお子
さま用シートに適していま
す。

ISOFIX お子さま用シートに
適しています

テザーアンカーが装備され
ています。

前部の作動可能なエアバッ
グで保護されているシート
には、ベビーシートなどの
後ろ向きお子さま用シート
を絶対に使用しないでくだ
さい。
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※1　お子さま用シートを取り付けるとき
は、シートは一番後ろに下げてくだ
さい。

※2　やむをえず前向きお子さま用シート
を取り付けるときは、お子さま用
シートと背もたれの間にすきまがで
きないように背もたれの角度を調節
してください。

※3　ヘッドレストとお子さま用シートが
干渉するときは、ヘッドレストをお
子さま用シートに当たらない高さに
調節するか取り外してください。
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■座席位置別のお子さま用シート適合性の詳細情報

※1　お子さま用シートを取り付けるときはシートを一番後ろに下げてください。
※2　やむをえず前向きお子さま用シートを取り付けるときは、お子さま用シートと背

もたれの間にすきまができないように背もたれの角度を調節してください。
※3　ヘッドレストとお子さま用シートが干渉するときは、ヘッドレストをお子さま用

シートに当たらない高さに調節するか取り外してください。
※4　前向きお子さま用シートのみ取り付けができます。

＜上表に記入する文字の説明＞
有 ：お子さま用シートを取り付けることができます。
無 ：お子さま用シートを取り付けることができません。
X ：この治具に対応するISOFIX対応お子さま用シートの取り付けには適していません。

ISOFIX 対応お子さま用シートはいくつかの「治具」および「サイズ等級」に分けられ
ます。上表に示す「治具」の着席位置でお子さま用シートを使用することができます。
「治具」および「サイズ等級」の関係は次のページをお読みください。
お子さま用シートの「サイズ等級」を確認するために、お子さま用シートに付属の取扱
説明書をお読みください。お手持ちのお子さま用シートに「サイズ等級」がない（また
は必要な情報が表の中にない）場合は、お子さま用シートの「車種別適合表」を参照す
るか、製造元または販売店にご相談のうえ、適合性を確認してください。

着席位置

シート位置番号 （※1、※2、
※3）

（※3） （※3）

シートベルトで固定するタイプのユニ
バーサル（汎用）カテゴリーのお子さま
用シートに適する着席位置（有 / 無）

有
（※4） 有 有

i-Sizeお子さま用シートに適する
着席位置（有 / 無） 無 無 無

横向きお子さま用シートに適する
着席位置（治具：L1/L2） 無 X X

後ろ向きお子さま用シートに適する
着席位置（治具：R1/R2X/R2/R3） 無 R1, R2X, 

R2, R3
R1, R2X, 
R2, R3

前向きお子さま用シートに適する
着席位置（治具：F2X/F2/F3） 無 F2X, F2, F3 F2X, F2, F3

ジュニアシートに適する着席位置
（治具：B2/B3） B2, B3 B2, B3 B2, B3
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■ ISOFIXタイプのお子さま用シートの、サイズ等級と治具の関係について
サイズ等級は、お子さま用シートに表示される分類記号です。サイズ等級と治具の関係
は次の一覧表をご覧ください。
お子さま用シートの「サイズ等級」を確認するために、お子さま用シートに付属の取扱
説明書をお読みください。お手持ちのお子さま用シートに「サイズ等級」がない（また
は必要な情報が表の中にない）場合は、お子さま用シートの「車種別適合表」を参照す
るか、製造元または販売店にご相談のうえ、適合性を確認してください。

※キャリコットとは、お子さまを寝かせた姿勢で横向きに取り付けることができるベビー
シートの一つです。
詳しくは、お子さま用シートの製造元または販売店にご相談ください。

質量グループ
（体重） サイズ等級 治具 説明

0
（10kgまで）

F L1 左向き位置用チャイルドシート
（キャリコット※）

G L2 右向き位置用チャイルドシート
（キャリコット※）

E R1 後ろ向き乳児用チャイルドシート

0＋
（13kgまで）

E R1 後ろ向き乳児用チャイルドシート
D R2 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート

－ R2X 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート
(R2とは別形状)

C R3 大型後ろ向き幼児用チャイルドシート

Ⅰ
（9～18kg）

D R2 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート

－ R2X 小型後ろ向き幼児用チャイルドシート
(R2とは別形状)

C R3 大型後ろ向き幼児用チャイルドシート
B F2 低型前向き幼児用チャイルドシート

B1 F2X 低型前向き幼児用チャイルドシート
(F2とは別形状)

A F3 全高前向き幼児用チャイルドシート
Ⅱ

（15～25kg） － － －

Ⅲ
（22～36kg） － － －



運転する前に/お子さま用シート
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3

■ジュニアシートタイプのお子さま用シートの治具について

■推奨お子さま用シート
お子さま用シートには、スズキ純正品をおすすめします。
詳しくは、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

治具 説明
B2 幅が440 mmのジュニアシート
B3 幅が520 mmのジュニアシート

お子さまの体格 取り付け
向き

推奨お子さま用シー
ト

着席位置

100 cm 以下
18 kg 以下 後向き

スズキ純正
 チャイルドシート × 〇 〇76 - 100 cm、

かつ
月齢15ヶ月以上
18 kg 以下

前向き

100 - 150 cm
(15 - 36 kg)
(3歳 - 12歳)

前向き スズキ純正
 ジュニアシート × 〇 〇



運転する前に/お子さま用シート
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3

•お子さま用シートは、お子さまの年齢
や体格にあった適切なものを選んでく
ださい。
→　3-50 ページ（お子さま用シート

の選択について）

• ISOFIXタイプのお子さま用シート（別
売り）を取り付けるときは、3-59ペー
ジの「ISOFIX対応お子さま用シートの
固定」をお読みください。

固定のしかた

この項目では、お子さま用シートを後席
に取り付ける手順を説明しています。助
手席に取り付ける場合は、次のこともあ
わせて確認してください。
•助手席は、一番後ろに下げてくださ
い。

•下図のリクライニングレバー（1）と
カバー（2）の間にシートベルトを通
さないでください。

80P1073

•助手席には、ベビーシートなどの後
ろ向きお子さま用シートを取り付け
ないでください。助手席SRS エア
バッグがふくらむと、お子さま用シー
トの背面に強い衝撃が加わり、生命
に関わる重大な傷害を受けるおそれ
があります。

•やむをえず助手席にチャイルドシー
トおよびジュニアシートを取り付け
るときは、助手席を一番後ろに下
げ、前向きに取り付けてください。

80J027

お子さま用シートの
シートベルトによる固定

お子さま用シートが正しく取り付けら
れていないと、事故の際お子さまやそ
の他乗員が重大な傷害を受けるおそれ
があります。お子さま用シートは必ず
本書とお子さま用シートに付属の取扱
説明書にしたがい、確実に取り付けて
ください。

(1)
(2)



運転する前に/お子さま用シート
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3

ヘッドレスト（1）は、お子さま用
シートに当たらない高さに調節する
か取り外します。
→　3-31ページ（ヘッドレストの操

作方法と取り外し・取り付け）

80P1031

座席が確実に固定されているか確認
します。

後席シートベルトを着用するとき
は、シート横の長穴からタングプ
レートを外してください。
→　3-40 ページ（シートベルトの

取扱いとお手入れ）

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがって、所定の部位にシー
トベルトを通します。

カチッと音がするまで、タングプ
レート（2）をバックル（3）にしっ
かりと差し込みます。

70K40030

•上図のお子さま用シートは代表例で
す。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま用シートが
正しく取り付けられているか確認し
ます。
•正しく取り付けられない場合は、
お子さま用シートを購入された販
売店にご相談ください。

ヘッドレストを調節してもお子さま用
シートに当たる場合は、ヘッドレスト
を取り外してください。ヘッドレスト
に当たった状態ではお子さま用シート
が確実に固定されないため、衝突のと
きなどにお子さまが重大な傷害を受け
るおそれがあります。

1

(1)

2

3

4

お子さま用シートは、確実に固定して
ください。急ブレーキをかけたときや
衝突時に、お子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

5

(2)

(3)

6



運転する前に/お子さま用シート

3-59

3

ISOFIXお子さま用シート固定
対応取付装置

後席には、UN R44またはUN R129（3-
51ページ参照）の基準に適合したISOFIX
（※1）タイプのお子さま用シート（別売
り）を固定するための取付装置が装備さ
れています。
•座面と背もたれのすきまにある金具
が、ISOFIX対応お子さま用シート固定
用アンカー（以下ISOFIXアンカーと略
す）です。

80P0055

•次の図に示すスリット（3）の奥にある
金具が、お子さま用シート固定用テザー
アンカー（4）（以下テザーアンカーと
略す）です。

80P0056

※1 ISOFIXとは、お子さま用シートの固
定装置の大きさや取り付け方法を統
一した国際標準化機構【ISO（※2）】
の規格です。

※2 ISOとは、International Organiza-
tion for Standardizationの略で国際
標準化機構のことです。

•お子さま用シートは、お子さまの年齢
や体格にあった適切なものを選んでく
ださい。
→　3-50ページ（お子さま用シートの
選択について）

• ISOFIXタイプのお子さま用シートは、
シートベルトで固定する必要がありま
せん。

•シートベルトで固定するお子さま用
シートを取り付けるときは、3-57ペー
ジの「お子さま用シートのシートベル
トによる固定」をお読みください。

(1) ISOFIXアンカー (2)タグ

ISOFIX対応お子さま用
シートの固定

(2)(2) (1)

(1)(1)(1)

(3) スリット
(4) テザーアンカー (5) ラベル

テザーアンカーがある付近には、上図
のようなラベル（5）がついていま
す。

(4)

(3)

(5)



運転する前に/お子さま用シート
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■固定のしかた お子さま用シートの ISOFIX アンカー
による固定

ISOFIX アンカー（1）の位置を確
認します。
•座面と背もたれのすきまにありま
す。

80P0055

•お子さま用シートが正しく取り付け
られていないと、事故の際お子さま
やその他乗員が重大な傷害を受ける
おそれがあります。お子さま用シー
トは必ず本書とお子さま用シートに
付属の取扱説明書にしたがい、確実
に取り付けてください。

•シートベルトなどがかみ込むと、お
子さま用シートが正しく固定され
ず、衝突のときなどにお子さまが重
大な傷害を受けるおそれがありま
す。
お子さま用シートを取り付けるとき
は、ISOFIX アンカーやテザーアン
カー周辺に異物やシートベルトなど
がないか確認してください。

•荷物の固定をするときに、ISOFIXア
ンカーやテザーアンカーを使用する
と、アンカーが曲がったり損傷した
りして、お子さま用シートが正しく
固定されず、衝突のときなどにお子
さまが重大な傷害を受けるおそれが
あります。
荷物の固定などに、ISOFIXアンカー
やテザーアンカーを使用しないでく
ださい。

(1) ISOFIXアンカー (2)タグ

ISOFIXアンカーがある付近には、前図
のようなタグ（2）がついています。

1

(2)(2) (1)

(1)(1)(1)



運転する前に/お子さま用シート
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後席のヘッドレストがお子さま用
シートに当たるときは、ヘッドレス
トの高さを調節するか取り外しま
す。
→　3-31ページ（ヘッドレストの操

作方法と 取り外し・取り付け）

80P0040

座席が確実に固定されているか確認
します。

お子さま用シートのコネクター
（3）を ISOFIX アンカー（4）へ差
し込みます。

80P2124

お子さま用シートを前後左右にゆ
すって、確実に取り付けられている
か確認します。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま用シートが
正しく取り付けられているか確認し
ます。
正しく取り付けられない場合は、お
子さま用シートを購入された販売店
にご相談ください。

•ヘッドレストが当たった状態では、
お子さま用シートが確実に固定され
ないため、衝突のときなどにお子さ
まが重大な傷害を受けるおそれがあ
ります。
お子さま用シートを取り付けるとき
は、お子さま用シートがヘッドレス
トに当たるのを防ぐため、ヘッドレ
ストを固定できる範囲で一番高い位
置に調節するか取り外してくださ
い。

•背もたれの無いジュニアシートを取
り付けるときは、ヘッドレストを取
り付けてご使用ください。衝突のと
きなどにお子さまが重大な傷害を受
けるおそれがあります。

2

(3) コネクター (4) ISOFIXアンカー

3

4

(4)

(3)

5

6



運転する前に/お子さま用シート
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お子さま用シートのテザーアンカーに
よる固定

お子さま用シートが ISOFIX アン
カーで確実に取り付けられているか
確認します。
→　3-60ページ（お子さま用シート

の ISOFIX アンカーによる固
定）

テザーベルトを、次のようにしてテ
ザーアンカーへ取り付けます。
•ヘッドレストを取り付けていると
きは、図（代表例）のように持ち
上げたヘッドレストと背もたれの
間をテザーベルト（5）がねじれ
ないように通します。

80P2126

スリット（7）の奥にあるテザーア
ンカー（6）にテザーベルトを取り
付けます。

80P2125

テザーベルトにねじれやたるみが無
く確実に取り付けられているか確認
します。

お子さま用シートに付属の取扱説明
書にしたがい、お子さま用シートが
正しく取り付けられているか確認し
ます。
正しく取り付けられない場合は、お
子さま用シートを購入された販売店
にご相談ください。

1

2

(5)

(5)

(6) テザーアンカー
(7) スリット (8) ラベル

3

(6)

(7)

(8)

4

5



運転する前に/メーター

3-63

3

イラストは代表例です。お車のタイプに
より、このイラストと異なることがあり
ます。

80P5003004A

→　3-82 ページ（マルチインフォメー
ションディスプレイ）

スピードメーター（速度計）

走行速度がkm/hで示されます。

■ ステータスインフォメーション
ランプ

•通常の走行時は、青色に点灯します。
•燃費効率が良い運転をしていると判定
されると、スピードメーターの上部が
青色から緑色に変化します。減速エネ
ルギー回生機能が作動しているときは
白色に点灯します。
→　4-128 ページ（ステータスイン

フォメーションランプ）

メーターの照明

メーターの照明は、ヘッドライトや車幅
灯が点灯している間、点灯します。
→　3-88ページ（明るさ調整のしかた）

(1) スピードメーター（速度計）
(2) マルチインフォメーション
ディスプレイ

メーター

メーターの見かた

(2)

(1)

•車速約 10 km/h 未満の場合、ステー
タスインフォメーションランプの照
明は変化しません。

•アイドリングストップシステム装備
車の場合、エンジンの自動停止中も
緑色に変化します。
→　4-120 ページ（アイドリングス

トップシステム）

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、ステータスインフォメーショ
ンランプの照明を変化させなくする
ことができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

•荷物の積載量が多いと、緑色に変化
しにくくなります。

•システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、緑色に
変化しエンジンがかかると青色に変
化します。

•次のようなときは、ステータスイン
フォメーションランプの照明は緑色
へ変化しません。
・セレクトレバーが  の位置以外
のとき

・SモードスイッチがONのとき

ON

D



運転する前に/メーター
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次に示す警告灯・表示灯のメーター内の位置については、1-10ページをご覧ください。

警告灯

•次のような状況になると、エンジンスイッチが  のときに点灯します。
・ブレーキ液が不足している
・パーキングブレーキをかけている
・ブレーキシステムに異常がある

•システムが正常で、パーキングブレーキを完全に解除しているときは、エンジンス
イッチを  にすると約2秒間点灯したあと消灯します。

•走行中に一時的に点灯しても、そのあと消灯し再点灯しなければ正常です。

（1）ブレーキ警告灯（赤色）
82K170

•次のようなときはただちに安全な場所に停車し、スズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。
・パーキングブレーキを完全に解除しても消灯しないときや、走行中に点灯したと
き。ブレーキの効きが悪くなっていることがあります。ブレーキペダルを強く踏
んで停車してください。

・ブレーキ警告灯とABS警告灯が同時に点灯したままのとき。ブレーキペダルを強
く踏むと車両が不安定になるおそれがあります。ハンドルをしっかり握り、ブ
レーキペダルを慎重に踏んで徐々にスピードを落とし、停車してください。

•パーキングブレーキの解除忘れにご注意ください。パーキングブレーキをかけたま
ま走行すると、ブレーキ装置が過熱して、ブレーキが効かなくなるおそれがありま
す。また、室内ブザーが“ピピピッ、ピピピッ”と鳴り続けます。
→　4-16ページ（パーキングブレーキ解除忘れ警告ブザー）

警告灯・表示灯の見かた

ON

ON



運転する前に/メーター
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運転者または助手席の乗員がシートベルトを着用していないと、エンジンスイッチが
 のときに点灯します。

また、エンジンをかけて走行を開始してから、最初に車速が約 15 km/h 以上になった
ときにシートベルトを着用していない場合、シートベルト警告ブザーが断続的に鳴ると
ともに、警告灯が点灯から点滅に切り替わります。

•シートベルトを着用しても、点灯または点滅したままのときは、システムの異常が考
えられます。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•シートに水や飲み物などをこぼさないように気をつけてください。
→　2-39ページ（飲み物などをこぼしたときは）

（2）シートベルト警告灯
80J221

•シートベルトを着用すると消灯します。また、警告ブザーが鳴っているときは、ブ
ザーも止まります。

•警告ブザーはシートベルトを着用しなくても、約95秒間鳴り続けたあとに止まりま
す。ただし、警告灯は点滅から点灯に切り替わったまま、エンジンスイッチを

 または （OFF）にするまで消灯しません。
•助手席に荷物などを載せていると、乗員がいなくても、センサーが重量を検知して警
告灯が点滅し警告ブザーが鳴る場合があります。

•助手席にお子さまや小柄な大人が乗車したり、クッションを使用したりすると、セ
ンサーが感知せず正常に作動しない場合があります。

ON

ACC LOCK



運転する前に/メーター
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•次のような場合、エンジンスイッチを  にしたときに点灯します。
・SRSエアバッグ、シートベルトプリテンショナーが作動
・SRSエアバッグ、シートベルトプリテンショナーの電子制御システムに異常がある

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約 6秒間点灯した
あと消灯します。

•燃料の残量が少なくなると、エンジンスイッチが  のときに点灯します。すみや
かに給油してください。
・点灯すると、警告ブザーが“ポーン”と1回鳴ります。また、そのまま給油しないで
いると、エンジンスイッチを  にするごとに警告ブザーが鳴ります。

•システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点滅します。スズキ販
売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
→　3-83ページ（燃料計）

（3）SRSエアバッグ警告灯
80J111

次のような場合、ただちに使用を止め、スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡
ください。万一、衝突したときSRS エアバッグまたはシートベルトプリテンショ
ナーが正常に作動せず、重大な傷害を受けるおそれがあります。
•エンジンスイッチを  にしても点灯しない
•エンジンスイッチを  にしたあと、約6秒間たっても消灯しない
•運転中に点灯

（4）燃料残量警告灯
80J225

•坂道やカーブなどではタンク内の燃料が移動するため、早めに点灯することがあり
ます。

•走りかたによって、点灯・消灯が繰り返されることがあります。

ON

ON

ON
ON

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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ABS（アンチロックブレーキシステム）の電子制御システムに異常があると、エンジ
ンスイッチが  のときに点灯します。点灯中はABSが作動しません。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてください。
•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約 2秒間点灯した
あと消灯します。

エンジン回転中に、エンジン冷却水温が高くなったときは赤色に点滅または点灯します。
•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに約 2秒間赤色に点
灯したあと消灯します。（※）

※エンジン冷却水温が低いときは、赤色に点灯したあと青色に点灯します。

•赤色に点滅または点灯したときは、オーバーヒートのおそれがあります。ただちに安
全な場所に停車してください。
→　7-34ページ（オーバーヒートしたときは）

（5）ABS警告灯
80J127

ABS警告灯とブレーキ警告灯が同時に点灯したままのときは、ただちに安全な場所
に停車し、スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。ブレーキペダルを
強く踏むと車両が不安定になるおそれがあります。ハンドルをしっかり握り、ブ
レーキペダルを慎重に踏んで徐々にスピードを落とし、停車してください。

点灯中はABSは作動しませんが、通常のブレーキとして使用することができます。

（6）水温警告灯（赤色）
65P30800

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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•エンジンの電子制御システムに異常があると、エンジン回転中に点灯します。
•エンジンの失火を検知すると、エンジン回転中に点灯または点滅します。
•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに点灯し、エンジンが
かかると消灯します。

•エンジン回転中に点灯・点滅したときは、スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を
受けてください。

電動パワーステアリングシステムに異常があると、エンジン回転中に点灯します。スズ
キ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに点灯し、エンジン
がかかると消灯します。

（7）エンジン警告灯
80J222

点滅したときは、すみやかに停車しエンジンを止めてください。触媒装置が溶損す
るおそれがありますので、次のことに注意してください。
•枯れ草などの燃えやすいものがない安全な場所に停車する
•やむをえず走行する場合はアクセルペダルを大きく踏み込む走行をしないで、低速
で走行する

（8）パワーステアリング警告灯
80J408

電動パワーステアリングシステムに異常があると、電動パワーステアリングシステ
ムの機能が停止し、ハンドル操作が重くなります。通常より大きな力で操作するこ
とは可能ですが、すみやかにスズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

•駐車するときや停車中に、ハンドル操作を繰り返したり、ハンドルをいっぱいにま
わした状態で長く保持したりすると、ハンドル操作が徐々に重くなることがありま
す。これはシステムの過熱防止のための保護機能であり異常ではありません。しば
らくハンドル操作を控えるとシステムの温度が下がり操作力はもとにもどります
が、このようなハンドル操作を繰り返すと故障の原因となります。

•すばやいハンドル操作を行なうと、ハンドル付近から擦れるような音が聞こえるこ
とがありますが、異常ではありません。

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

エンジン回転中に、エンジンの内部を潤滑するエンジンオイルの圧力が低下すると点灯
します。
•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに点灯し、エンジン
がかかると消灯します。

•エンジンオイルの量は、オイルレベルゲージで点検してください。点検方法は、「メ
ンテナンスノート」を参照してください。

•エンジン回転中に点灯したときは、ただちに安全な場所に停車し、エンジンを止めて
スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。

充電系統に異常があると、エンジン回転中に点灯します。
•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに点灯し、エンジン
がかかると消灯します。

•エンジン回転中に点灯したときは、ベルト切れなどが考えられます。ただちに安全な
場所に停車し、バッテリー保護のためエンジンを止めて、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

（9）油圧警告灯
80J223

点灯したまま走行を続けないでください。エンジンが破損するおそれがあります。

（10）充電警告灯
80J226

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに約 2秒間点灯した
あと消灯します。

• CVTのシステムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点灯します。警
告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて安全な場所に停車し、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご連絡ください。なお、警告灯が消灯したあと、再度警告
灯が点灯または点滅した場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

•運転中に、CVTフルードの温度が異常に高くなると点滅します。すみやかに安全な場
所に停車してください。しばらくするとCVTフルードの温度が下がり、警告灯が消灯
します。

•イモビライザーシステムまたはキーレスプッシュスタートシステムの異常が考えられ
ます。鉛バッテリー電圧が正常な状況での操作でこの表示がされたときは、スズキ販
売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•車体の電子制御システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点灯す
ることがあります。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
→　4-4ページ（イモビライザーシステム）

（11）トランスミッション警告灯
80J219

（12）イモビライザー警告灯
80J216

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

いずれかのドアが完全に閉まっていないときに点灯します。
•点灯したままにしていると、走行するごとに警告ブザー（断続音）が鳴ります。

ハイビームアシストのシステムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに黄
色に点灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
•前方カメラのシステムが一時停止のときにその他警告灯と同時に点灯します。同時に
マスターウォーニングが点滅します。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故

障）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約 5秒間点灯した
あと消灯します。

（13）半ドア警告灯
82K274

警告灯が点灯したまま走行しないでください。ドアが完全に閉まっていない半ドア
状態のときは、走行中にドアが開き思わぬ事故につながるおそれがあります。

鉛バッテリー保護のため、次の条件をすべてみたすと、自動的に消灯します。
（バッテリーセーバー機能）
•エンジンスイッチが （OFF）の位置
•点灯したまま15分が経過

（14）ハイビームアシスト警告灯
63R30580

LOCK

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

•前方カメラのシステムが一時停止したとき点滅します。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故

障）

•超音波センサーのシステムが一時停止したとき点滅します。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故

障）

•メーター内のマルチインフォメーションディスプレイにメッセージがあるとき、同時
に点滅する場合があります。
→　3-106ページ（マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約2 秒間点灯した
あと約2秒間点滅してから消灯します。

•スズキ緊急通報のシステムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点灯
します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
→　7-45ページ（スズキ緊急通報 （ヘルプネット®））

•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にすると数秒間点灯したあと消
灯します。

（15）マスターウォーニング
81M10110

（16）コネクテッドシステム警告灯
80P5001004

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

表示灯

•方向指示器／非常点滅表示灯を作動させると点滅します。
•点滅が異常に速くなったときは、方向指示器／非常点滅表示灯の電球切れが考えられ
ます。
→　7-26ページ（電球を交換するときは）

ヘッドライトが上向きのときに点灯します。

ESP® OFFスイッチを長押しすると点灯します。
→　4-35ページ（ESP® OFF表示灯）

•トラクションコントロールまたはスタビリティコントロールが作動すると、小刻みに
点滅します。

• ESP®のシステムに異常があると点灯します。
→　4-32ページ（ESP®装備車の取扱い）

（17）方向指示器表示灯
72M00170

（18）ヘッドライト上向き（ハイビーム）表示灯
80J212

（19）ESP® OFF表示灯
80P0253

（20）ESP®作動表示灯
79K019



運転する前に/メーター
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3

エンジンスイッチが  のときに、エンジン冷却水温が低いと青色に点灯し、エンジ
ンが暖まると消灯します。
•暖機を十分にしても青色に点灯したままのときは、センサーの異常が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

走行中に、エンジンが自動停止する条件（スタンバイ条件）をみたすと点灯します。
→　4-120ページ（アイドリングストップシステム）

•一定の条件による再始動条件を満たすと点滅します。
→　4-126ページ（エンジン自動再始動の条件）

•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに、約 2秒間点灯し
たあと消灯します。

•アイドリングストップシステムOFFスイッチを押すと点灯します。
→　4-127ページ（アイドリングストップシステムOFFスイッチ）

•次のような状況になると点滅します。
・アイドリングストップシステムに異常があるとき
・リチウムイオンバッテリーに異常があるとき
・鉛バッテリーが交換時期であるとき
→　4-120ページ（アイドリングストップシステム）

•アイドリングストップシステムOFF表示灯が点滅したときは、すみやかにスズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを にしたときに、約2秒間点灯した
あと消灯します。

（21）低水温表示灯（青色）
65P30800

（22）アイドリングストップ表示灯
72M00032

（23）アイドリングストップシステムOFF表示灯
80P0254

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

•セキュリティアラームは、ボンネットを閉じた状態にて、ドアをキーレスエントリー
またはキーレスプッシュスタートシステムのリクエストスイッチで施錠すると、約
20秒後にセットされます。

•駐車時に警報が作動していると、エンジンスイッチを  にしたときに約 8秒間小
刻みに点滅します。
→　3-17ページ（セキュリティアラーム）

•車体の電子制御システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに約15秒
間、1秒間隔で点滅します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

（24）セキュリティアラームインジケーター
82K269

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

•セッティングモードでデュアルセンサーブレーキサポートⅡの機能をOFFに設定する
ことで点灯します。
→　3-96ページ（セッティングモードの設定項目一覧）

•前方レーダー、前方カメラまたは超音波センサーのシステムが一時停止のときに点灯
します。
→　4-47ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故

障）

•低速前進時ブレーキサポート作動時にも点滅
→　4-86ページ（低速時ブレーキサポート (前進・後退)）

•超音波センサのシステムが一時停止の時に点灯
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故

障）

•システムが正常な場合は、エンジンスイッチを  にしたときに、数秒間点灯した
あと消灯します。

•次のような電子制御システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点
灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
・デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
→　4-54ページ（デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ）

・誤発進抑制機能
→　4-64ページ（誤発進抑制機能）

・低速前進時ブレーキサポート
→　4-86ページ（低速時ブレーキサポート (前進・後退)）

・後退時ブレーキサポート
→　4-86ページ（低速時ブレーキサポート (前進・後退)）

・後方誤発進抑制機能
→　4-92ページ（後方誤発進抑制機能）

（25）デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS)Ⅱ 
OFF表示灯

72M20303

ON

ON



運転する前に/メーター
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•デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱまたは誤発進抑制機能が作動中に点
滅します。
→　4-54ページ（デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ）
→　4-64ページ（誤発進抑制機能）

•前方カメラのシステムが一時停止のときに点灯します。同時にマスターウォーニング
が点滅します。
→　4-47ページ

（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故障）

•低速前進時ブレーキサポート作動時にも点滅
→　4-86ページ

（低速時ブレーキサポート (前進・後退)）

•超音波センサのシステムが一時停止の時に点灯
→　4-47ページ

（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故障）

•次のような電子制御システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点
灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
・デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
→　4-54ページ（デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ）

・誤発進抑制機能
→　4-64ページ（誤発進抑制機能）

・低速前進時ブレーキサポート
→　4-86ページ

（低速時ブレーキサポート (前進・後退)）

・先行車発進お知らせ機能
→　4-74ページ（先行車発進お知らせ機能）

・標識認識機能
→　4-79ページ（標識認識機能）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約 6秒間点灯した
あと消灯します。

（26）デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
作動表示灯

72M20304

ON

ON



運転する前に/メーター

3-78

3 •後退時ブレーキサポートまたは後方誤発進抑制機能が作動中に点滅します。
→　4-86ページ（後退時ブレーキサポート）
→　4-92ページ（後方誤発進抑制機能）

•超音波センサのシステムが一時停止のときに点灯します。同時にマスターウォーニン
グが点滅します。
超音波センサーが一時停止のとき点灯し、マスターウォーニングも点滅します。
→　4-82ページ（超音波センサー）

•次のような超音波センサーによる電子制御システムに異常があると点灯します。スズ
キ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
・後退時ブレーキサポート
→　4-86ページ（後退時ブレーキサポート）

・後方誤発進抑制機能
→　4-92ページ（後方誤発進抑制機能）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、約 5秒間点灯した
あと消灯します。

•エンジンスイッチを  にしたときの初期点灯が、ほかの表示灯より長いですが
異常ではありません。

•鉛バッテリーの性能が弱っている場合、エンジンスイッチを  にしたときの初
期点灯が、一度消灯したあとに再度約6秒間点灯することがあります。

（27）後退時ブレーキサポート作動表示灯
79R10130

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

•車線逸脱抑制OFFスイッチを長押しすると点灯します。
→　4-74ページ（車線逸脱抑制OFFスイッチ）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、数秒間黄色に点灯
したあと消灯します。車線逸脱抑制機能がOFFの場合、点灯を継続します。

•車線逸脱抑制または車線逸脱警報が作動中に点灯・点滅します。
システムの作動状態により、表示色と点灯・点滅状態が変化します。
・車線逸脱抑制が作動中のときは、緑色に点灯します。
・車線逸脱警報が作動中のときは、黄色に点灯します。
・ふらつき警報が作動中のときは、黄色に点点滅します。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能）

•前方レーダーと前方カメラのシステムが一時停止のときに黄色に点灯します。同時に
マスターウォーニングが点滅します。

•次のような電子制御システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点
灯します。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。
・車線逸脱抑制
→　4-68ページ（車線逸脱抑制）

・車線逸脱警報
→　4-68ページ（車線逸脱警報）

・ふらつき警報
→　4-68ページ（ふらつき警報）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、数秒間黄色に点灯
したあと消灯します。

（28）車線逸脱抑制OFF表示灯
63R31050

（29）車線逸脱抑制作動表示灯
63R31060

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

ハイビームアシストのシステムが作動すると緑色に点灯します。

•パーキングセンサーが作動中に障害物を検知すると点滅します。
→　4-82ページ（パーキングセンサー）

•パーキングセンサーのシステムが一時停止のときに点灯します。
→　4-47ページ（前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故障）

•パーキングセンサーに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点灯しま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、数秒間点灯したあ
と消灯します。

ヘッドライトや車幅灯が点灯している間、点灯します。
→　3-118ページ（ライトスイッチ）

•車線逸脱抑制機能の車線逸脱抑制が作動中に点灯します。
→　4-68ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能）

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、数秒間緑色に点灯
したあと消灯します。

（30）ハイビームアシスト作動表示灯
63R30580

（31）パーキングセンサー作動表示灯
59S010120

（32）ライト点灯表示灯
82K096

（33）自動操舵作動灯
53U04340

ON

ON

ON



運転する前に/メーター
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•システムに異常があると、エンジンスイッチが  のときに点灯します。スズキ販
売店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•システムが正常な場合はエンジンスイッチを  にしたときに、数秒間点灯したあ
と消灯します。

（34）標識認識OFF表示灯
69TJ010190

ON

ON



運転する前に/メーター
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3

80P5003008

•エンジンスイッチを  にすると、
オープニング、挨拶表示、カレン
ダー、電源の状態が画面に表示された
あと、ディスプレイの各位置に次の内
容が表示されます。

・アイドリングストップシステム装備
車はエンジンが自動停止を開始する
と、ディスプレイの（C）部分が専
用表示に切り替わります。エンジン
が再始動すると元の表示画面にもど
ります。
→　3-92ページ

（アイドリングストップ表示）

•エンジンスイッチを （OFF）に
すると、次の内容が表示されたあと、
エンディング画面が表示されます。
・アイドリングストップ時間／節約燃料
・エコスコア
→　3-92ページ（エコ運転表示機能）
→　3-91ページ（エンディング）

(1) トリップノブ
(2) モードノブ
(3) マルチインフォメーション
ディスプレイ

表示位置 表示される内容

（A）
セレクトレバー位置表示／
Sモード表示
→　3-83ページ

（B） 燃料計
→　3-83ページ

（C） インフォメーション
→　3-84ページ

マルチインフォメーション
ディスプレイ

(3) (2)(1)

(A) (C)
(B)

ON

メッセージの種類によっては、エンジ
ンスイッチが  または 
（OFF）のときでも表示される場合が
あります。

LOCK

ACC LOCK
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セレクトレバー位置表示／
Sモード表示

エンジンスイッチ  のときに、ディ
スプレイの（A）部分に表示されます。

■セレクトレバー位置表示

80P0344

セレクトレバーの位置が表示されます。
→　4-17 ページ（セレクトレバーの各

位置のはたらき）

■ Sモード表示

80P5003019

SモードスイッチがONのときに表示され
ます。
→　4-19ページ（Sモードスイッチ）

燃料計

エンジンスイッチが  のとき、ディ
スプレイの（B）部分に燃料残量の目安
が表示されます。
•燃料残量警告灯が点灯したときは、す
みやかに給油してください。また、あ
わせて燃料計の目盛り（一つ）が点滅
したときは、燃料がほとんどないこと
をお知らせしています。
→　3-66ページ（燃料残量警告灯）

80P0161

(4) Sモード表示

エンジンスイッチを  にする、ま
たはセレクトレバー位置を変更したと
きに、表示がすぐに切り替わらないこ
とがありますが、異常ではありませ
ん。

ON

(4)

ON

•給油後は、エンジンスイッチを 
にしてから正しい量を示すまでに、
少し時間がかかります。

•坂道やカーブなどでは、タンク内の
燃料が移動するため、表示が変わる
ことがあります。

• の左にある印は、給油口（フュー
エルリッド）が助手席側の車両後部に
あることを示します。

ON

ON
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インフォメーション

エンジンスイッチが  のときに、ディ
スプレイの（C）部分に表示されます。ま
た、次のように表示が切り替わります。

80P5003009

※1 ⑧照明コントロール表示は、ヘッ
ドライトや車幅灯が点灯している
ときに表示されます。ON

走行距離情報

トリップノブ（1）短押し
モードノブ（2）短押し

サポート情報

①瞬間燃費

②平均燃費

③航続可能距離

④タコメーター

⑤積算アイドリングストップ
　時間

⑥積算アイドリングストップ
　節約燃料

⑦エネルギーフロー表示

⑧照明コントロール表示（※１）

①トリップメーター      ／オドメーター

②トリップメーター      ／オドメーター

A

B

M
T

T M

T

M

M

M

M

M

M

M

M

走行中は、表示の切替え操作をしない
でください。操作に気を取られて、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

•表示は、ノブを離したときに切り替
わります。

•走行距離情報またはサポート情報に
切り替えると、それぞれ前回選択し
た画面が表示されます。ただし、前
回⑧照明コントロール表示が表示さ
れていた場合は①瞬間燃費が表示さ
れます。

•走行中にメーター内のエンジン警告
灯が点灯すると、燃費や航続可能距
離が正しく表示されない場合があり
ます。
→　3-68ページ（エンジン警告灯）

•表示される次の値は目安です。実際
とは異なる場合があります。
①瞬間燃費
②平均燃費
③航続可能距離
⑥積算アイドリングストップ節約燃
料
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■走行距離情報
①、②トリップメーター（区間距離計）
／オドメーター（積算距離計）

80P2021

リセット後の走行距離が km単位で表示
されます。（次にリセットするまで距離
計測は継続されます）
•  および  の2種類の走行距離を同
時に計測できます。

＜使いかたの例＞
：出発時にリセットして、出発後
の距離を計測

：給油時にリセットして、給油後
の距離を計測

•リセットするときは、表示が「0.0」
になるまでトリップノブ（1）を長押
しします。

新車時（またはメーター交換時）からの
走行距離の累計が km単位で表示されま
す。（リセットはできません）

■サポート情報
①瞬間燃費

80P0147

走行中の瞬間燃費が表示されます。

②平均燃費

80P0148

表示をリセットしてからの平均燃費が表
示されます。
•リセットするときは、平均燃費の表示
中にトリップノブ（1）を長押ししま
す。

(5) トリップメーター（区間距離計）
(6) オドメーター（積算距離計）

トリップメーターの最大値は 9999.9
で、そのあと 0.0 にもどります。（距
離計測は継続されます）

(5) (6)

トリップメーター

A B

A

B

オドメーター

•停車中は値が表示されません。
•最大表示値は50です。下り坂などで燃
料カット制御が作動しているときで
も、それ以上の値は表示されません。

•燃費リセット後しばらくは、値が表
示されません。

•鉛バッテリーを外すと、平均燃費の
表示はリセットされます。
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•燃費リセット方法は、セッティング
モードで次の３つから選択できます。
→　3-94
（設定切り替えできる項目）
〔給油〕
給油するごとに自動的にリセットされ
ます。
〔TRIP A〕
トリップメーター のリセットと連動
してリセットされます。
→　3-94
（オドメーター（積算距離計） / ト
リップメーター（区間距離計）画面）
〔非連動〕
平均燃費の表示中にOKスイッチ（2）
を長押しするとリセットされます。

③航続可能距離

80P0149

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離が表示されます。
•航続可能距離は過去の平均燃費をもと
に算出される目安であるため、表示さ
れる距離を実際に走行できるとは限り
ません。

•給油すると表示が更新されます。ただ
し、給油量が少ないと、表示が更新さ
れない場合があります。

④タコメーター

80P2022

1 分間あたりのエンジン回転速度（回転
数）が示されます。

•算出に使用される過去の平均燃費
は、表示される平均燃費とは異なり
ます。

•鉛バッテリーを外すと過去の平均燃
費の記憶が消去されますので、外す
前までとは異なる値が表示される場
合があります。

•エンジンスイッチを  のままにし
て給油すると、正しい値が表示され
ない場合があります。

•次のような場合は値が表示されませ
ん。
・バッテリー接続後しばらくの間
・燃料残量警告灯の点灯中
→　3-66ページ（燃料残量警告灯）

(7) レッドゾーン

•エンジン保護のため、エンジン回転
数のバーグラフがレッドゾーン（※）
に入らないように運転してください。
※エンジンの許容回転を超えている
ことを示す表示範囲

•シフトダウンすると、エンジン回転
が上がります。とくに注意してくだ
さい。

ON

(7)
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⑤積算アイドリングストップ時間

80P0152

表示をリセットしてからのアイドリング
ストップ時間の累計が、時、分、秒単位
で表示されます。
•リセットするときは、積算アイドリン
グストップ時間の表示中にトリップノ
ブ（1）を長押しします。

⑥積算アイドリングストップ節約燃料

80P0153

表示をリセットしてからのアイドリング
ストップによる節約燃料の累計がmL 単
位で表示されます。
•リセットするときは、積算アイドリン
グストップ節約燃料の表示中にトリッ
プノブ（1）を長押しします。

⑦エネルギーフロー表示

80P5003010B

回生機能の作動状況が表示されます。

•積算アイドリングストップ時間の最
大値は99:59:59で、リセットするま
で固定されます。

•鉛バッテリーを外すと、積算アイド
リングストップ時間の表示はリセッ
トされます。

鉛バッテリーを外すと、積算アイドリ
ングストップ節約燃料の表示はリセッ
トされます。

•リチウムイオンバッテリーの充電状
態により、エネルギーフロー表示の
右側にある電池マーク内の目盛りが
増減します。

•エネルギーフロー表示は、実際の車両
動作と場合によっては異なった動作
（表示の遅れなど）が発生することが
あります。

•温度が低いときに表示の遅れが発生
する場合があります。

• • • • • • • • • • • • • • • • • •

回生機能作動中

• • • • • • • • • • • • • • • • • •
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⑧照明コントロール表示

80P0154

•現在設定されているメーターの明るさ
が表示されます。

•ヘッドライトや車幅灯が点灯している
ときのメーターの明るさは、4 段階に
調整できます。

明るさの調整は次の手順で行ないます。

ヘッドライトや車幅灯点灯時にモー
ドノブ（2）を短押しして、「明るさ
調整」表示を選択します。

モードノブを長押しします。明るさ
が1段階ずつ変化します。

80P0155

明るさ調整のしかた

1

2

•「明るさ調整」表示の状態で、モー
ドノブを短押しする、または約4秒間
押さないでいると、瞬間燃費の表示
に切り替わります。

•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態にもどりますので、明るさ
調整をやり直す必要があります。

•オートライトセンサー (8)が車外が暗
いと感知し、ヘッドライトまたは車幅
灯が点灯して、メーターの照明が減光
されたときに、明るさ調整ができま
す。メーターの照明が減光していない
ときは調整できません。

80P2016

•メーカーオプションのオーディオ装
備車は、メーターの明るさを最大に
すると、オーディオの画面が昼画面
（明るい色）になります。

インパネ助手席側

(8)
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オープニング

エンジンスイッチを  にすると、オー
プニングが表示されます。
•マルチインフォメーションディスプレ
イに次の順番で優先された画面が1つ
だけ表示されます。
①誕生日画面
②特定日画面
③オープニング画面

•①誕生日画面、②特定日画面を表示さ
せるには、あらかじめセッティング
モードで日時を設定し、キャラクター
表示設定を「する」に設定します。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

•③オープニング画面はキャラクター表
示設定によって次のうちから選択でき
ます。
・「する」・・・・四季
・「しない」・・・標準

〈誕生日画面の表示例〉

80P0265

• キャラクター表示のキャラクター音声機
能について「タイプ 1」「タイプ 2」
「タイプ3」に切り替えることができま
す。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

• キャラクター表示のキャラクター音量設
定について「大」「中」「小」「 OFF 」
に切り替えることができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

〈特定日画面の表示例〉

ON
表示月日 特定日画面

1月1日～
1月3日

2月3日

2月14日

3月3日

5月5日

7月7日

10月31日

12月24日、
12月25日

12月31日
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〈オープニング画面の表示例〉

※初期設定（工場出荷時）

挨拶表示

オープニング終了後に、挨拶画面が表示
されます。
•各時間帯にエンジンスイッチを  に
したときに一度だけ表示されます。

•挨拶画面を表示させるには、あらかじ
めセッティングモードで日時を設定
し、キャラクター表示設定を「する」
に設定します。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

〈挨拶画面の表示例〉

表示時期 オープニング画面

標
準 通常

四
季
（※）

春
（3～5月）

夏
（6～8月）

秋
（9～11月）

冬
（12～2月）

オープニング画面を変更すると、エン
ディング画面も同時に変更されます。

表示時間帯 挨拶画面

朝
（5：00～8：59）

昼
（9：00～15：59）

夜
（16：00～4：59）

ON
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カレンダー

挨拶表示終了後に、カレンダーが表示さ
れます。
•各時間帯に一度挨拶画面が表示されて
いる場合はオープニング終了後に表示
されます。

•カレンダーを表示させるには、あらか
じめセッティングモードで日時を設定
します。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

〈カレンダー画面の表示例〉

エンディング

エンジンスイッチを （OFF）に
すると、エンディングが表示されます。
表示されるエンディング画面はセッティ
ングモードのキャラクター表示設定に
よって変更できます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

〈エンディング画面の表示例〉

表示例

日時
未設定時
（初期状態）

日時
設定時

•表示できる日時は、お車の工場出荷
時より、およそ30年間です。

•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態にもどりますので、日時
の設定をやり直す必要があります。

キャラクター
表示設定 エンディング画面

する

しない

•オープニング画面を変更するとエン
ディング画面も同時に変更されま
す。

•エンジンスイッチを  (OFF)に
すると、リヤシートリマインダー機
能によって、下記メッセージが表示
さ れ る こ と が あ り ま す。
後席に荷物の置忘れがないか確認く
ださい。
→　4-12ページ（リヤシートリマ

インダー）

LOCK

LOCK
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アイドリングストップ表示

アイドリングストップシステムにより自
動停止すると、オドメーターなどの通常
表示から専用の表示画面へ自動的に切り
替わり、アイドリングストップ中である
ことをお知らせします。
ディスプレイの（C）部分に表示される
画面は、次の順の通りです。また、エン
ジンが再始動すると通常の画面に自動的
に切り替わります。
•アイドリングストップ表示は、非表示
にすることもできます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

80P0384

エコ運転表示機能

エンジンスイッチを （OFF）に
すると、1 回の運転に対するエコ運転の
結果が、次の順番で数秒間ずつ表示され
ます。

①アイドリングストップ時間／節約燃料

80P0285

1 回の運転でのアイドリングストップの
合計時間が時、分、秒単位で表示されま
す。また、節約された燃料がml単位で表
示されます。

②エコスコア

80P0385

1 回の運転で、燃費効率が良いと判定さ
れた割合から、運転内容を採点します。
点数によって動画の図柄も変わります。
•エコドライブの目安としてお使いくだ
さい。
→　2-40ページ

（エコドライブをしましょう）

LOCK
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エコスコアが表示されている間、ステー
タスインフォメーションランプが点灯し
ます。
•照明色は、エコスコアの点数により変
化します。点数が高いほど、より緑色
になります。

→　3-63 ページ（ステータスイン
フォメーションランプ）

音声案内機能

様々な情報を音声にて案内します。
•正しい時期に音声案内させるには、あ
らかじめセッティングモードで日時を
設定します。

•挨拶機能、メロディ機能を使用する場
合は、キャラクター表示設定を「す
る」に設定します。
→　3-94ページ

（セッティングモード）
•お知らせ音声や運転サポート音声の音
量を「大」「中」「小」「 OFF」 に
切り替えることができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

■ 挨拶機能
エンジンスイッチを  にしたとき、各
時間帯に一度だけ「おはよう」、「こんに
ちは」、「こんばんは」と案内します。
また、エンジンスイッチを （OFF）
にするたびに、走行時間によって「SEE
YOU」、「運転お疲れ様でした」と案内し
ます。

■メロディ機能
エンジンスイッチを  にし特定日画
面が表示されたとき、対応するメロディ
が流れます。
→　3-89ページ（オープニング）

•特定日はエンジンスイッチを  に
するたびに流れます。また、誕生日は
対象日に一度だけ流れます。

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、表示させなくすることもでき
ます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

•アイドリングストップシステム装備
車の場合、アイドリングストップに
よる節約燃料またはアイドリングス
トップ時間の累計は、エンジンス
イッチが  のときにディスプレイ
の（C）部分に表示させることができ
ます。
→　3-84ページ

（インフォメーション）

•メーター内のステータスインフォ
メーションランプを緑色または白色
に変化させる走行を心がけると、高得
点を得られます。（100点満点）

ON

ON

LOCK

ON

ON
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セッティングモード

セッティングモードでは、様々な機能の
設定を行なうことができます。
•エンジンスイッチが  のときの停
車中に行なうことができます。

80P5003017

■セッティングモードへの切替
え
停車中に、メーター内のモードノブ
（2）を長押しします。
•マルチインフォメーションディス
プレイ（3）に「カレンダー機能
設定」と表示され、セッティング
モードに切り替わります。

モードノブ（2）を短押しして変更
したい設定項目を選択します。
→　3-96ページ（セッティング

モードの設定項目一覧）

•設定内容を決定するときはトリッ
プノブ（1）を短押しします。

(1) トリップノブ
(2) モードノブ
(3) マルチインフォメーション
ディスプレイ

ON

(3) (2)(1) •現在選択している項目は、次の ※ 印
のように黒字が白字に反転して表示
されます。

80P2011

•鉛バッテリーを外すと記憶が消去さ
れ初期状態にもどりますので、設定
をやり直す必要があります。

1

2

※
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■セッティングモードの終了
モードノブ（2）を短押しして、
「設定を終了する」を表示します。

トリップノブ（1）を短押しして、
セッティングモードを終了します。
•セッティングモードは次のような
操作でも終了できます。
・エンジンスイッチを  ま
たは （OFF）にする

・走行を開始する

■日時の設定
セッティングモードに切り替え、
「カレンダー機能設定」より「日時
を設定する」を表示します。
→　3-94 ページ（セッティング

モードへの切替え）

80P2012

トリップノブ（1）を短押しして、
「年」、「月」、「日」、「時」、
「分」のいずれかを選択します。

モードノブ（2）を短押しして、値
をあわせます。
•モードノブを長押しすると、値が
早送りされます。

日時をあわせたらトリップノブ
（1）を短押しします。 

セッティングモードを終了します。

•日時を設定すると、オープニングで特定
日画面が表示できるようになります。
→　3-89ページ（オープニング）

•次の項目の日付も から と同じ手
順で設定できます。
・誕生日
→　3-96ページ（セッティングモー

ドの設定項目一覧）

1

2

ACC
LOCK

1

図の値は表示例です

2

3

4

5

日時を設定しないと、次の機能が使用
できません。
•誕生日画面の表示
•オープニング画面の表示（標準画面
を除く）

•挨拶機能

•「分」を設定すると、同時に「秒」
がゼロにリセットされます。

•誕生日は「時」、「分」の設定がで
きません。

2 5
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■セッティングモードの設定項目一覧
セッティングモードでは次のような設定切替え（カスタマイズ）ができます。
•お車のタイプにより設定できる項目は異なります。設定できる項目が装備されていな
い場合は表示されません。

80P5003011AA

M
T

DSBS機能を設定する 警報タイミングを設定する

低車速時の支援を設定する
機能ON／機能OFF

警報手段を設定する
振動／ブザー

LDP機能を設定する 低車速時の支援を設定する

警報手段を設定する

ふらつき警報を設定する
機能ON／機能OFFふらつき警報を設定する

警報タイミングを設定する 警報タイミングを設定する
早い／標準

警報タイミングを設定する
早い／標準／遅い

標識認識機能を設定する
機能ON/機能OFF標識認識機能を設定する 標識認識機能設定

T

T

M

M

T

M

TT

M

TT

M

M

TT

MM

※ 3-98ページに続きます
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設定内容
デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱの警報タイミングを早い／標
準／遅いに切り替えることができます。
→　4-62 ページ（デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ の設定

を変更する）

車線逸脱抑制（LDP）機能の低車速時の支援機能のON/OFFを切り替えること
ができます。
→　4-71ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能の設定を変更する）

車線逸脱抑制（LDP）機能の警報手段を振動 /ブザーに切り替えることができ
ます。
→　4-71ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能の設定を変更する）

車線逸脱抑制（LDP）機能の警報タイミングを早い／標準に切り替えることが
できます。
→　4-71ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能の設定を変更する）

車線逸脱抑制（LDP）機能のふらつき警報機能の設定をON/OFFに切り替える
ことができます。
→　4-71ページ（車線逸脱抑制(LDP)機能の設定を変更する）

標識認識機能の設定を切り替えます。
•「機能ON」に設定すると標識認識機能が作動します。
→　4-79ページ（標識認識機能）
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80P5003012AA

その他の告知方法 その他の告知方法
OFF／表示／表示と警告

先行車表示を設定する
機能ON/機能OFF先行車表示を設定する

告知タイミングを設定する

信号機表示を設定する 信号機表示を設定する
機能ON/機能OFF

告知タイミングを設定する
早い/標準/遅い

発進お知らせ機能を
設定する

車外ブザー機能を設定する 車外ブザー機能を設定する
機能ON/機能OFF

制限速度変化時のお知らせ音 制限速度変化時のお知らせ音
機能ON/機能OFF

T

M

T

MM

T

T

T

T

M

T

M

T

M

オートハイビーム機能設定 オートハイビーム機能設定
機能ON／機能OFF

M
M

M

※ 3-96ページからの続き

※ 3-100ページに続きます
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設定内容
標識認識機能の制限速度変化時のお知らせ音を機能ON/機能OFFに切り替える
ことができます。
→　4-79ページ（標識認識機能）

標識認識機能の告知方法をOFF/ オフ / 表示と警告に切り替えることができま
す。
→　4-79ページ（標識認識機能）

設定を決定すると「標識認識機能を設定する」画面にもどります。

発進お知らせ機能の先行車表示設定を機能ON/機能OFFに切り替えることがで
きます。
→　4-74ページ（発進お知らせ機能）

発進お知らせ機能の信号機表示設定を機能ON/機能OFFに切り替えることがで
きます。
→　4-74ページ（発進お知らせ機能）

発進お知らせ機能の告知タイミングを早い／標準／遅いに切り替えることがで
きます。
→　4-74ページ（発進お知らせ機能）

設定を決定すると「発進お知らせ機能を設定する」画面にもどります。

アンサーバック時の車外ブザー機能の設定を機能ON/機能OFFに切り替えるこ
とができます
→　3-4ページ（アンサーバック機能）

ハイビームアシストのオートハイビーム機能設定を機能ON／機能OFFに切り
替えることができます。
→　4-76ページ（ハイビームアシスト）
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80P5003013A

燃費リセットの連動設定
給油/トリップA/非連動燃費リセット方法を設定する

IS空調設定する
燃費優先/標準/快適優先IS空調設定する

日付を設定する 日時設定　2025/01/01
　　　　　　　　05：19

IS表示しますか？
する／しないIS表示を設定する IS表示の設定

時間／節約量表示しますか？
する／しない時間／節約量表示設定

リヤシートリマインダを設定する リヤシートリマインダを設定する
OFF／表示／表示と通知音

T

T

T

M

M

M

M

M

M

M

M

T

T

T

T

※ 3-98ページからの続き

※ 3-102ページに続きます
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設定内容
リヤシートリマインダー設定をOFF/ 表示 / 表示と通知音に切り替えることが
できます。
→　4-12ページ（リヤシートリマインダー）

アイドリングストップ空調設定を切り替えます。（※1）
•「燃費優先」を選択すると、「標準」に対して空調によるアイドリングス
トップ条件が緩和され、エンジン自動停止になりやすく、自動停止時間も長
くなります。（燃料の消費を抑えます。）

•「快適優先」を選択すると、「標準」に対して空調によるアイドリングス
トップ条件が厳しくなり、エンジンが自動停止しにくく、自動停止時間も短
くなります。（快適性が向上します。）

設定を決定すると「IS空調設定する」画面にもどります。
燃費表示のリセット方法の設定を給油/トリップA/非連動に切り替えることが
できます。
→　3-85ページ（サポート情報）

日時を設定します。
→　3-95ページ（日時の設定）

設定を決定すると「カレンダー機能設定」画面にもどります。

アイドリングストップ中に表示される動画の表示／非表示を切り替えます。
•「する」を選択すると、アイドリングストップによる自動停止中に動画が表
示されます。
→　3-92ページ（アイドリングストップ表示）

設定を決定すると「IS表示を設定する」画面にもどります。
アイドリングストップ時間／節約燃料の表示／非表示を切り替えます。
•「する」を選択すると、エンジンスイッチを （OFF）にしたとき、アイドリ
ングストップ時間／節約燃料が表示されます。
→　3-92ページ（エコ運転表示機能）

設定を決定すると「IS表示を設定する」画面にもどります。
※1オートエアコン装備車のみ
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80P5003014A

・ISとはアイドリングストップの略です。

IS警告表示設定

エコスコアを設定する エコスコアを表示しますか？
する／しない

エコ照明を設定する
三色変化／青色固定エコ照明を設定する

カレンダー機能を設定する 誕生日を設定する 誕生日を表示しますか
する／しない

あなたの誕生日は？
05/19

誕生日をリセットする 誕生日をリセットしますか
する／しない

T

T

報知音の音量を設定する 報知音の音量を設定する
大／中／小

非作動理由を表示しますか？
する／しない

M

T

M

M

T

M

TTTT

M

T

M

M

M

T

※ 3-100ページからの続き

※ 3-104ページに続きます
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設定内容
アイドリングストップに関する警告メッセージの表示／非表示を切り替えま
す。
•「する」を選択すると、アイドリングストップに関する警告が発生した場合
に警告メッセージが表示されます。
→　3-107ページ（マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ一

覧）
•「しない」を選択しても警告メッセージが表示される場合があります。
設定を決定すると「IS表示を設定する」画面にもどります。
エコスコアの表示／非表示を切り替えます。
•「する」を選択すると、エンジンスイッチを（OFF）にしたとき、エコスコ
アが表示されます。
→　3-92ページ（エコ運転表示機能）

設定を決定すると「エコスコアを設定する」画面にもどります。
ステータスインフォメーションランプの設定を切り替えます。
→　3-63ページ（ステータスインフォメーションランプ）
→　3-92ページ（エコ運転表示機能）

•「3色変化」を選択すると、お車の状態により、スピードメーター上部が青、
緑、白に変化します。

•「青色固定」を選択すると、スピードメーター上部が青色に点灯します。
設定を決定すると「エコ照明を設定する」画面にもどります。
誕生日表示のする／しないを切り替えます。
•「する」を選択すると誕生日を設定できます。
→　3-95ページ（日時の設定）

•設定した日を迎えるとオープニングで誕生日画面が表示できるようになりま
す。
→　3-89ページ（オープニング）
誕生日の日付のリセットのする／しないを切り替えます。
•「する」を選択すると誕生日を設定できます。
→　3-95ページ（日時の設定）

報知音の音量の設定を大／中／小に切り替えることができます。
→　3-94ページ（セッティングモード）
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80P5003015A

本当にリセットしますか？
する／しない全ての設定をリセットする

設定を終了する

お知らせ音声の音量設定 お知らせ音声の音量設定
大／中／小／OFF

運転サポート音声の音量設定 運転サポート音声の音量設定
大／中／小／OFF

音声案内の音量を設定する

キャラクター表示しますか？
する／しないキャラクター表示設定 キャラクター表示設定

キャラクター音声設定 キャラクター音声を設定する
タイプ1/タイプ2/タイプ3

キャラクター音量設定 キャラクター音量を設定する
大／中／小／OFF

セッティングモードに切り替える前の
画面にもどります。

DSBS機能を設定する

T

M

T

T

M

T

T

T

M

M

T

M

T

M

M

M

M

T

※ 3-102ページからの続き

※ 3-96ページの　　　　　　　　　　　　に戻ります。
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設定内容
音声案内の音量のお知らせ音声の音量設定を大／中／小／OFFに切り替えるこ
とができます。
→　3-93ページ（音声案内機能）

音声案内の音量の運転サポート音声の音量設定を大／中／小／OFFに切り替え
ることができます。
→　3-93ページ（音声案内機能）

キャラクター表示に関係する機能についての設定をします。
.「する」を選択するとオープニングで特定日画面、オープニング画面（四
季）、挨拶画面が表示できるようになります。
→　3-89ページ（オープニング）

キャラクター表示のキャラクター音声機能についてタイプ1/タイプ2/タイプ3
に切り替えることができます。
→　3-89ページ（オープニング）

キャラクター表示のキャラクター音量設定について大／中／小／OFFに切り替
えることができます。
→　3-89ページ（オープニング）

工場出荷時の状態（初期設定）にもどします。
•「する」を選択すると、リセットされ工場出荷時の状態（初期設定）になり
ます。
→　8-7ページ（こんな機能が設定切替え（カスタマイズ）できます）

•「しない」を選択すると、リセットを途中でやめることができます。
設定を決定すると「すべての設定をリセットする」画面にもどります。
セッティングモードを終了します。
→　3-95ページ（セッティングモードの終了）

•トリップノブを短押しすると、セッティングモードを終了します。
•モードノブを短押しすると、最初の「カレンダー機能設定」画面にもどりま
す。

•セッティングモードは次のような操作でも終了できます。
・エンジンスイッチを  または （OFF）にする
・走行を開始する

ACC LOCK



運転する前に/メーター

3-106

3

マルチインフォメーション
ディスプレイのメッセージ

各システムの異常など、お知らせしたい
情報があると、メッセージが表示されま
す。また、メッセージの種類によって
は、同時に室内／車外ブザーが鳴る場合
があります。
•メッセージが表示されたときは、その
指示にしたがってください。詳しく
は、次のページの「マルチインフォ
メーションディスプレイのメッセージ
一覧」をお読みください。また、その
一覧に案内されている参照ページもあ
わせてお読みください。

•表示されるメッセージの種類によって
は、メーター内のマスターウォーニン
グ（1）が同時に点滅する場合があり
ます。

80P0386

(1)

•メッセージの要因が解消されると、
表示が消えます。

•メッセージの表示中に、別のメッ
セージが追加されると、割り込み表
示されます。そのあとは、一定時間
ごとに表示が切り替わります。

•メッセージが表示されているとき
に、メーターの右下にあるモードノ
ブを長押しすると、もとの画面にも
どります。ただし、メッセージの種
類によっては、要因が解消されるま
では、ふたたび表示される場合があ
ります。



運転する前に/メーター

3-107

3

■マルチインフォメーションディスプレイのメッセージ一覧

•エンジンスイッチが  または （OFF）のとき

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）

消灯 なし
いずれかのドアが開いています。ドア
を完全に閉めてください。
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

（※1）

消灯 なし

電源の状態が  のときに、表示
されます。
→　4-6ページ

（電源の切替えのしかた）

消灯 なし

ブレーキペダルを踏んでいます。エン
ジンをかけるときは、エンジンスイッ
チを押してください。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

消灯

•室内ブ
ザー
単音／短
い間隔の
断続音／
連続音
および音
声案内

セレクトレバーが   以外の位
置、またはブレーキペダルを踏まずに
エンジンスイッチを押しています。
メッセージの指示にしたがってくださ
い。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

消灯

•室内ブ
ザー
単音
および音
声案内

次の状況でエンジンスイッチを押して
います。
•セレクトレバー位置が 以外エンジン
をかけるときは、メッセージの指示
にしたがってください。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

点滅 •  室内ブ
ザー
単音

ハンドルロックに異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。
→　4-11 ページ（エンジンスイッチ

をもどすときは）
※1 印のメッセージは、要因が解消されない場合でも、一定時間がすぎると消えます。

ACC LOCK

ACC

P N
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点滅 •  室内ブ
ザー
単音

イモビライザー/ キーレスプッシュス
タートシステムの異常または鉛バッテ
リーの電圧が低いことが考えられま
す。鉛バッテリーの電圧が正常な状態
でもこのメッセージが表示されたとき
はスズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。
→　3-75ページ（セキュリティア

ラームインジケーター）

点滅
•室内ブ
ザー
単音
および音
声案内

携帯リモコンが検知できない、または
リモコンの電池が切れている状態で、
エンジンスイッチ操作をしています。
リモコンを車内の検知できる位置にす
るか、リモコンをエンジンスイッチに
当ててください。
→　4-5ページ（車内の作動範囲）
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

点滅

•室内/車
外ブザー
断続音
そのあと
に

•室内ブ
ザー
単音

エンジンスイッチを  または
 にしたときは携帯リモコンを検

知していたが、始動時に検知できなく
なりました。リモコンを車内の検知で
きる位置で、エンジンスイッチを操作
してください。
→　4-5ページ（車内の作動範囲）
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

点滅
•室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音
および音
声案内

エンジンをかけた状態、またはエンジ
ンスイッチが  または  のと
きに、ドアのいずれかを開閉して、携
帯リモコンが検知外（車外など）にな
りました。リモコンを車内の検知でき
る位置にもどしてください。
→　4-7ページ（携帯リモコン車外持

ち出し警告）

点滅
•室内ブ
ザー
連続音
および音
声案内

ライトや車幅灯が点灯しています。
これらを消してください。
→　3-121ページ

（ライト消し忘れ警告ブザー）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）

ACC
ON

ACC ON



運転する前に/メーター

3-109

3

•エンジンスイッチが  のとき

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）

（停車中は※1）

点滅
（走行中のみ）

•室内ブ
ザー
断続音
および音
声案内

いずれかのドアが開いています。安全
な場所に停車して、ドアを完全に閉め
てください。
→　3-71ページ（半ドア警告灯）

（※1）

消灯 なし

電源の状態が  のときに、表示さ
れます。
→　4-6ページ

（電源の切替えのしかた）

点滅 •室内ブ
ザー
長い間隔
の断続音

走行中に、運転者または助手席の乗員
がシートベルトを着用していません。
安全な場所に停車して、ベルトを着用
してください。
→　3-37ページ

（シートベルト警告ブザー）

点滅 •室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

走行中に、パーキングブレーキが解除
されていません。安全な場所に停車し
て、パーキングブレーキを解除してく
ださい。
→　4-16ページ（パーキングブレー

キ解除忘れ警告ブザー）

（※1）
消灯

•室内ブ
ザー
短音
および音
声案内

燃料の残量が少なくなっています。す
みやかに給油してください。
→　3-66ページ（燃料残量警告灯）

消灯 なし

ブレーキペダルを踏んでいます。エン
ジンをかけるときは、エンジンスイッ
チを押してください。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）
※1 印のメッセージは、要因が解消されない場合でも、一定時間がすぎると消えます。

ON

ON



運転する前に/メーター

3-110

3

消灯

•室内ブ
ザー
短音
および音
声案内

•セレクトレバーが   以外の位置
でブレーキペダルを踏んで、エンジ
ンスイッチを押しています。メッ
セージの指示にしたがってくださ
い。
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）
•セレクトレバーを操作しても、希望
するギヤポジションに変速されてい
ません。ブレーキを踏みながらセレ
クトレバーをP の位置にして、もう
一度セレクトレバーを操作してくだ
さい。
→　4-17ページ

（セレクトレバーの操作）

点滅 •室内ブ
ザー
短音

ハンドルロックに異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。
→　4-11 ページ（エンジンスイッチ

をもどすときは）

点滅
•室内ブ
ザー
短音
および音
声案内

ハンドルロックが解除されていませ
ん。ハンドルを左右にまわしながら、
エンジンスイッチの操作をやり直して
ください。
→　4-3ページ

（ハンドルロック未解除警告）

点滅 •室内ブ
ザー
短音

イモビライザー/ キーレスプッシュス
タートシステムの異常または鉛バッテ
リーの電圧が低いことが考えられま
す。鉛バッテリーの電圧が正常な状態
でもこのメッセージが表示されたとき
はスズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。
→　3-75ページ（セキュリティア

ラームインジケーター）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）

P N



運転する前に/メーター

3-111

3

（※1）

消灯

•室内ブ
ザー
短音
および音
声案内

携帯リモコンの電池切れが近いです。
電池交換のうえ、警告をリセットして
ください。
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

点滅

•室内/車
外ブザー
短い間隔
の断続音
および音
声案内
または
•  室内ブ
ザー
単音
および音
声案内

携帯リモコンが車内にない、またはリ
モコンの電池切れが考えられます。リ
モコンを車内にもどすか、リモコンを
エンジンスイッチに当ててください。
→　4-7ページ（携帯リモコン車外持

ち出し警告）
→　4-8ページ

（エンジンのかけかた）

消灯 なし

ボンネットが開いている、またはエン
ジン始動時ボンネットが完全に閉まっ
ていなかったため、アイドリングス
トップできません。
→　4-123ページ（エンジン自動停止

中はこんなことに気をつけて）
→　4-124ページ（スタンバイ条件）

消灯 なし

バッテリー内部温度が所定温度内にな
い、急な坂道、運転席ドアが開いてい
る、または運転席シートベルトが外れ
ているなどの理由によりアイドリング
ストップできません。
→　4-123ページ（エンジン自動停止

中はこんなことに気をつけて）
→　4-124ページ（スタンバイ条件）

消灯 なし

鉛バッテリーまたはリチウムイオン
バッテリーを充電する必要があるた
め、アイドリングストップできません。
→　4-124ページ（スタンバイ条件）

※1 印のメッセージは、要因が解消されない場合でも、一定時間がすぎると消えます。

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-112

3

消灯 なし

冷却水の温度が所定温度内にないた
め、アイドリングストップできませ
ん。
→　4-124ページ（スタンバイ条件）

消灯 なし

空調の設定温度と車内温度の差が大き
くなった、または冷暖房機能が十分で
なくなったため、アイドリングストッ
プできません。
→　4-124ページ（スタンバイ条件）

消灯 なし

ハンドル操作によりアイドリングス
トップできません。
→　4-125ページ

（エンジン自動停止の条件）

消灯 なし

ブレーキの踏み込みが弱いため、アイ
ドリングストップできません。
→　4-125ページ

（エンジン自動停止の条件）

80P5003104

消灯
•室内ブ
ザー
連続音

空調の設定温度と車内温度の差が大き
くなった、またはデフロスタースイッ
チを押したため、まもなくエンジンが
再始動します。
→　4-126ページ

（エンジン自動再始動の条件）

また、エアコンによるアイドリングス
トップ時間の長さは設定により変更す
ることができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）
バッテリーの放電が進んだ、または時
間経過によりまもなくエンジンが再始
動します。
→　4-126ページ

（エンジン自動再始動の条件）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-113

3

消灯 ※2

ブレーキ倍力装置の負圧低下、車両の
転がり出し、運転席ドアが開いた、ま
たは運転席シートベルトが外されたな
どによりエンジンが再始動しました。
→　4-126ページ

（エンジン自動再始動の条件）

消灯

•室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

ふらつき警報が作動しています。
→　4-68ページ（ふらつき警報）

80P5003112

消灯

•室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

先行車発進お知らせ機能が作動してい
ます。
→　4-74ページ

（発進お知らせ機能）

※2 メッセージが表示される原因によりブザー音は異なります。4-120ページの「ア
イドリングストップシステム」または4-123ページの「エンジン自動停止中はこ
んなことに気をつけて」をお読みください。

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-114

3

80P5003113

点滅 •室内ブ
ザー
単音

デュアルセンサーブレーキサポート Ⅱ
および低速時ブレーキサポート（前
進・後退）は停止中です。
→　4-34ページ

（ESP® OFFスイッチ）

80P5003114

消灯 なし

車速が車線逸脱抑制(LDP)機能の作動
上限車速範囲外のため、車線逸脱抑制
(LDP)機能が作動しません。
→　4-68ページ (車線逸脱抑制(LDP)

機能)

80P5003120

点滅 •室内ブ
ザー
断続音

ハンドルを持っていない、またはハン
ドル操作がありません。ハンドルを
持って操作してください。
→　4-68ページ (車線逸脱抑制(LDP)

機能)

80P5003105

消灯
•室内ブ
ザー
単音

前方レーダーと前方カメラの機能が一
時停止しています。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003106

点滅 •室内ブ
ザー
単音

デュアルセンサーブレーキサポート Ⅱ
の異常が考えられます。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。
→　4-54ページ

（デュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ）

80P5003102

点滅 •室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

衝突被害軽減ブレーキ作動後の車両停
止状態を保持中です。（アクセルペダ
ルが踏まれている場合）
→　4-56ページ
（衝突被害軽減ブレーキ）

80P5003102

誤発進抑制機能が作動しています。
→　4-64ページ

（誤発進抑制機能）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-115

3

80P5003102 点滅 •室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

低速前進時ブレーキサポート作動後の
車両停止状態を保持中です。（アクセ
ルペダルが踏まれている場合）
→　4-86ページ
（低速時ブレーキサポート (前
進・後退)）

80P5003103

低速前進時ブレーキサポート作動後の
車両停止状態を保持中です。（アクセ
ルペダルが踏まれていない場合）
→　4-86ページ
（低速時ブレーキサポート (前
進・後退)）

80P5003103
点滅 •室内ブ

ザー
短い間隔
の断続音

後退時ブレーキサポート作動後の車両
停止状態を保持中です。（アクセルペ
ダルが踏まれていない場合）
→　4-86ページ
（低速時ブレーキサポート (前
進・後退)）

80P5003102

後方誤発進抑制機能が作動していま
す。
→　4-92ページ

（後方誤発進抑制機能）

80P5003107

消灯 なし

前方レーダーのよごれにより、前方
レーダーの機能が一時停止していま
す。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003108

点滅 •室内ブ
ザー
単音

前方レーダー本体が極端に低温・高温
のため、前方レーダーの機能が一時停
止しています。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-116

3

80P5003109

消灯 なし

前方レーダーと車両の向きがずれてい
ることにより、前方レーダーの機能が
一時停止しています。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003115

点滅 •室内ブ
ザー
単音

超音波センサーの機能が一時停止して
います。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003116

点滅 •室内ブ
ザー
単音

超音波センサーの異常が考えられま
す。エンジンを再始動してもメッセー
ジが表示される場合、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご連絡ください。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方

レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003117

点滅 •室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

前方衝突警報が作動しています。
→　4-55ページ

（前方衝突警報）
前方衝突被害軽減ブレーキアシストが
作動しています。
→　4-56ページ

（前方衝突被害軽減ブレーキアシ
スト）

衝突被害軽減ブレーキが作動していま
す。
→　4-56ページ

（衝突被害軽減ブレーキ）

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/メーター

3-117

3

80P5003110 点滅

•室内ブ
ザー
短音

カメラ本体の高温により、前方カメラ
の機能が一時停止しています。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方
レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003111

なし

カメラが視界不良により、前方カメラ
の機能が一時停止しています。
→　4-47 ページ（前方カメラ／前方
レーダー／超音波センサー機能の
一時停止・故障）

80P5003119

点滅 •室内ブ
ザー
短音

超音波センサー機能が一時停止してい
ます。
→　4-82ページ

（パーキングセンサー）

80P5003118

消灯 なし
パーキングセンサーが汚れています。
→　4-82ページ

（パーキングセンサー）

80P5003121

消灯

•室内ブ
ザー
長い間隔
の断続音
または
断続音

超音波センサーが障害物を検知してい
ます。
→　4-82ページ

（パーキングセンサー）

80P5003122

消灯

•室内ブ
ザー
短い間隔
の断続音

80P5003123

消灯
•室内ブ
ザー
連続音

80P5003125

点滅

なし

スズキ緊急通報のシステムに異常が考
えられます。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。
→　7-45ページ（スズキ緊急通報 

（ヘルプネット®））

メッセージ マスター
ウォーニング ブザー音 原因（対処方法）



運転する前に/スイッチの使いかた

3-118

3

ライトの点灯・消灯

ヘッドライトなどを自動で点灯・消灯し
ます。自動で点灯または消灯していると
き手動で消灯または点灯できます。

53U0203220

ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯を
点灯できます。

車幅灯、尾灯、番号灯を点灯します。

AUTO
オートライトシステムによりヘッドライ
ト、車幅灯、尾灯、番号灯を自動で点
灯・消灯します。

OFF
ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯を
パーキングブレーキをかけているとき、
もしくはセレクトレバーの位置が  の
ときに消灯します。ライトスイッチのツ
マミ（1）から手を離すとAUTO の位置
に戻ります。

スイッチの使いかた

ライトスイッチ

(1)

P

•エンジン停止中に長時間点灯させる
と、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。
エンジン停止中は、ライトを長時間
点灯させないでください。

•AUTO 位置のままエンジンスイッチ
を  にしていると、エンジンが
かかっていなくても、車外が暗くな
るとともにライトや車幅灯が点灯す
るため、そのまま長時間点灯させる
と、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。

•ヘッドライトや車幅灯が点灯してい
る間は、メーター内のライト点灯表
示灯が点灯します。
→　3-80ページ

（ライト点灯表示灯）
•ハイビームアシストによりヘッドラ
イトの上向き（ハイビーム）と下向
き（ロービーム）を自動的に切替え
ることができます。
→　4-76ページ

（ハイビームアシスト）
•停車する前にエンジンスイッチを

 または （OFF）にする
と、フェイルセーフ機能が働きヘッ
ドライトや車幅灯が強制点灯し、ラ
イトスイッチでは消灯出来なくなる
場合があります。停車後に一度エン
ジンスイッチをOFFにして、再度ON
にすると消灯できるようになりま
す。

ON

ACC LOCK



運転する前に/スイッチの使いかた

3-119

3

■  の位置
ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯を
点灯できます。
•エンジンスイッチを  から 
または （OFF）にしても点灯
したままです。

•エンジンスイッチが  または 
（OFF）でも点灯します。

■  の位置
車幅灯、尾灯、番号灯を点灯できます。

•エンジンスイッチを  から 
または （OFF）にしても点灯
したままです。
・エンジンスイッチが  または

（OFF）でも点灯します。
•エンジンスイッチが  で、車外の
明るさがヘッドライトなどが自動で点
灯する明るさの場合、
・シフトポジションが  以外かつ
パーキングブレーキが解除中のとき
は、ヘッドライトも点灯します。
上記状態でも、自車が停止している
場合は、ヘッドライトのみ消灯する
ことができます。詳しくは※1 をご
覧ください。

■ AUTOの位置
（オートライトシステム）

オートライトシステムによりヘッドライ
ト、車幅灯、尾灯、番号灯を自動で点灯・
消灯します。
•エンジンスイッチが  のとき、
・車外の明るさに応じてヘッドライ
ト、車幅灯、尾灯、番号灯を自動で
点灯・消灯します。

・ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号
灯が同時に点灯・消灯します。

・薄暗くなったときやトンネルなどで
急に暗くなったときに自動で点灯し
ます。

•自動で点灯しているとき、エンジンス
イッチを  から  または

（OFF）にすると消灯します。

ON ACC
LOCK

ACC
LOCK

ON ACC
LOCK

ACC
LOCK

ON

P

オートライトセンサー（2）の上や周
囲にものを置いたり、ガラスクリー
ナーなどを吹きかけたままにしたりし
ないでください。センサーの感度が低
下し、正常に点灯・消灯しなくなりま
す。

80P0060

ON

ON ACC
LOCK

インパネ助手席側

(2)
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■ OFFの位置
ヘッドライト、車幅灯、尾灯、番号灯を
消灯できます。
ライトスイッチのツマミ（1）から手を
離すとAUTOの位置に戻ります。
•エンジンスイッチが ON で、車外の明
るさがヘッドライトなどが自動で点灯
する明るさの場合、
・シフトポジションが  またはパー
キングブレーキが作動中のとき、ラ
イトスイッチのツマミ（１）をOFF
までまわすと、点灯していたライト
が消灯します。

・シフトポジションを  以外にかつ
パーキングブレーキを解除すると、
消灯させた全てのライトが再び点灯
します。

・シフトポジションが  以外かつ
パーキングブレーキが解除中のとき
でも、自車が停止している場合は、
ヘッドライトのみ消灯することがで
きます。詳しくは※1をご覧くださ
い。

※1 シフトポジションが P 以外かつパー
キングブレーキが解除中のときで
も、自車が停止している場合、ライ
トスイッチのツマミ（1）をOFFの位
置にした後に、AUTO の位置に戻し、
その後すばやく  の位置にすると
ヘッドライトのみ消灯できます。
この操作を行った場合、ごく低速で
走行を続けている間はヘッドライト
の消灯を維持できます。

ライト自動消灯システム

鉛バッテリあがりを防ぐため、次の場合
点灯しているライトは自動で消灯しま
す。
•エンジンスイッチを  または

（OFF）にしたときにヘッドラ
イトまたは車幅灯、尾灯、番号灯が点
灯している場合、運転席ドアを開ける
または約 10 分経過すると、ライトは
自動で消灯します。

•エンジンスイッチが  または
（OFF）のときにヘッドライト

または車幅灯、尾灯、番号灯を点灯し
た場合、約 10 分経過すると、ライト
は自動で消灯します。
ライトが自動消灯したあと、ライトス
イッチのツマミ（1）が  のままで
運転席ドアを開けると自動消灯したラ
イトなどが再点灯します。

自動で消灯したあと再びライトを点灯さ
せる場合は、ライトスイッチのツマミ
（1）をAUTO の位置にしてから、 
または  へ操作してください。
→　3-119ページ（  の位置）
→　3-119ページ（  の位置）
ライト自動消灯システムは、エンジンス
イッチを  にすると停止し、自動ま
たは手動で点灯・消灯します。

P

P

P

ACC
LOCK

ACC
LOCK

ON



運転する前に/スイッチの使いかた

3-121

3

ライト消し忘れ警告ブザー

ヘッドライトや車幅灯の消し忘れを防止
するため、次のようなときに運転席ドア
を開けると、室内ブザーが“ピーーー”と
連続して鳴ります。

•エンジンスイッチを （OFF）
にしたあとに、ヘッドライトや車幅灯
を点灯したとき

ライトおよび車幅灯を消すと、室内ブ
ザーは止まります。

•警告ブザーの作動中は、メーター内の
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

ライトの上向き、下向きの
切替え

ヘッドライトを上向き（ハイビーム）に
切り替えると、遠くまで照らすことがで
きます。
•ロービームが点灯しているときに、レ
バー（3）を車の前方向に押すと上向
きになります。
もとの位置にもどすと、下向きになり
ます。

•ライトスイッチの位置に関係なく、レ
バーを手前に引くと、引いている間、
上向きにライトが点灯します。

•ライトを上向きにすると、メーター内
のヘッドライト上向き（ハイビーム）
表示灯が点灯します。
→　3-73ページ（ヘッドライト上向き
（ハイビーム）表示灯）

53U0203250

LOCK

•対向車や先行車があるときは、ライ
トを下向きにしてください。

•ライトスイッチのツマミを AUTO の
位置にし、ヘッドライトが点灯した
状態でレバーをヘッドライト下向き
の位置にすると、ハイビームアシス
トが作動します。
→　4-76ページ

（ハイビームアシスト）

上向き

下向き

(3)

(3)
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ライトを点灯して光軸調整ダイヤルをま
わすと、ライトの光軸が調整できます。
荷物や同乗者を乗せてライトの光軸が上
向きになると、対向車や先行車の迷惑と
なります。ダイヤルを操作して、光軸を
下向きに調整してください。
•ダイヤル操作は、ライトが下向き
（ロービーム）に点灯しているときに
行なってください。ライトが上向き
（ハイビーム）に点灯している、また
は点灯していないときは、光軸が適切
に調整できているか判断できません。

•ダイヤルの目盛りは 0 ～ 5 まであり、
光軸が11段階（0.5きざみ）に調整で
きます。

•ダイヤルの目盛りを大きくすると、光
軸が下向きになります。

80P0159

•荷物や同乗者の乗せかたによって変わ
りますが、次表の数値を参考に適切な
位置に調整してください。

〈ダイヤル位置の目安〉

光軸調整ダイヤル

条件

ダイヤル位置

ハロゲン
タイプ

LED
タイプ

2WD 4WD 2WD 4WD

運転席のみ乗車 0 0 0 0

運転席および
助手席に乗車 0.5 0.5 0.5 0.5

4名乗車 1.5 1.5 1.5 1.0

4 名乗車で荷
室満載 2.0 1.5 1.5 1.5

運転席のみ乗
車で荷室満載 2.5 2.0 2.0 2.0

走行中はダイヤル操作をしないでくだ
さい。操作に気を取られて、思わぬ事
故につながるおそれがあります。

車検などで基本の光軸を調整するとき
は、ダイヤルを0の位置にしてくださ
い。0以外の位置で基本光軸を調整す
ると、ライトの光軸が基準より上向き
になるなど、安全上問題となるおそれ
があります。

ダイヤルを操作すると、ライトの下向
き（ロービーム）と上向き（ハイビー
ム）の光軸が同時に調整されます。
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エンジンスイッチが  のときに使用
できます。

右折・左折をするとき

左折時：レバー（1）を押し上げます。
右折時：レバーを押し下げます。
•同時に方向指示器とメーター内の方向
指示器表示灯が点滅します。

•ハンドルをもとにもどすと、レバーが
自動的にもどり、方向指示器と表示灯
が消灯します。

53U03290

車線変更をするとき

レバーを車線変更しようとする方向に軽
く押さえます。
•押さえている間だけ、方向指示器と表
示灯が点滅します。

エンジンスイッチの位置に関係なく使用
できます。故障などでやむをえず路上駐
車するときや非常時に使用します。
•スイッチを押すと、すべての方向指示
器とメーター内の方向指示器表示灯が
点滅します。

•もう一度押すと消灯します。

80P0289

•上図のインパネは代表例です。お車の
タイプにより異なります。

•警告ブザーの作動中は、メーター内の
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

•非常点滅表示灯スイッチを解除すると
警報ブザーはとまります。

ハンドルを切る角度が小さいと、レ
バーが自動的にもどらないことがあり
ます。レバーを手でもどしてください。

方向指示器スイッチ
ON

(1) 左折

右折

車線
変更

車線
変更

エンジン停止中に長時間点滅させない
でください。鉛バッテリーあがりの原
因となります。

非常点滅表示灯スイッチ
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エンジンスイッチが  のときに使用
できます。

■ワイパーが作動中に停止した
ときは

積雪などでワイパーに大きな負荷がかか
る状態が続きワイパーモーターの温度が
上がると、ワイパーモーターを保護する
ためにブレーカーが作動してワイパーが
停止します。次の手順で対処してくださ
い。

安全な場所に停車し、エンジンス
イッチを  または 
（OFF）にします。

ワイパースイッチをOFFにします。

ワイパーの作動をさまたげる積雪な
どの障害物を取り除きます。

しばらくしてワイパーモーターの温
度が下がると、ブレーカーが自動復
帰してワイパーの使用が可能となり
ます。
•しばらく待ってもワイパーが使用
できない場合は、別の原因が考え
られます。スズキ販売店またはス
ズキ代理店で点検を受けてくださ
い。

寒冷時は、ガラス面に吹きつけた
ウォッシャー液が凍結して、視界が悪
くなることがあります。ガラス面をデ
フロスターで暖めてから、ウォッシャー
液を噴射してください。
→　5-21ページ（デフロスター）

•ウインドーが乾いているときは、ウ
インドーをウォッシャー液で濡らし
てからワイパーを動かしてください。
空ぶきするとガラス面やワイパーブ
レード（ゴム部）に傷がつくおそれ
があります。

•ワイパーブレードがガラスにはりつ
いているときは、ワイパーを作動さ
せないでください。ブレード部（ゴム
の部分）が傷ついたり、ワイパーが故
障したりするおそれがあります。

•ウォッシャー液が十分に出ないとき
は、ウォッシャースイッチを切って
ください。ウォッシャーポンプが故
障する原因となります。

ワイパー／ウォッシャースイッチ
ON

1
ACC LOCK

2

3

4
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フロントワイパースイッチ

レバー（1）を上下に操作すると、フロン
トワイパーが次表のように作動します。

81P30980

■間欠ワイパーの時間調節のし
かた

のときにリング（2）をまわすと、
作動間隔を調節できます。

81P30990

•上図のスイッチは代表例です。お車の
タイプにより異なります。

フロントウォッシャースイッチ

レバー（1）を手前に引くと、ウォッ
シャー液が噴射されワイパーが数回動き
ます。

81P31000

リヤワイパースイッチ

ツマミ（3）をまわします。

81P31010

MIST レバーを押し上げ
ている間作動

OFF 停止
INT 間欠作動
LO 低速作動
HI 高速作動

(1)
MIST

HI

OFF

LO

INT

タイプ別装備
INT

(2)作動間隔「長」

作動間隔「短」

ON 作動
OFF 停止

(1)

タイプ別装備

(3)
ON

OFF
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リヤウォッシャースイッチ

•図の  方向にツマミ（3）をまわし、
ONの上にある （ウォッシャー）に
あわせるとウォッシャー液が噴射し、
同時にリヤワイパーも連動して動きま
す。
ツマミから手を離すとONにもどりま
す。

•図の  方向にツマミ（3）をまわし、
OFF の下にある （ウォッシャー）
にあわせるとウォッシャー液が噴射し
ます。
ツマミから手を離すとOFFにもどりま
す。

81P31020

エンジンスイッチの位置に関係なく使用
できます。ハンドルのホーンマークがつ
いている部分を押すと、ホーンが鳴りま
す。

70K188

タイプ別装備

(3) (3)

ホーンスイッチ
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80P0162

•エンジンを始動する場合は、4-8ページの「エンジンのかけかた」をお読みください。

※エンジンスイッチ位置の切替えについては、4-5ページの「キーレスプッシュスター
トシステム」をお読みください。

•エンジンスイッチの位置によって、マルチインフォメーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。詳しくは 3-106ページの「マルチインフォメーションディ
スプレイのメッセージ」をご覧ください。

エンジン始動・停止

エンジンスイッチの各位置のはたらき

エンジンスイッチ
の位置（※） エンジンの状態 はたらき

 (OFF) 停止
駐車するときの位置です。エンジンスイッチを

（OFF）にもどして、いずれかのドアを
開閉すると、ハンドルロックがかかります。

停止
エンジンをかけずにドアミラーやオーディオま
たはナビゲーション、アクセサリーソケットな
どの電装品を使用するときの位置です。

停止
エンジンをかけずにパワーウインドーやワイ
パーなどの電装品を使用するときの位置です。
メーターが点灯します。

回転中 すべての電装品が使えます。通常運転中の状態
です。

始動 エンジンを始動するときの位置です。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

LOCK LOCK

ACC

ON

START



運転するときは/エンジン始動・停止
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ハンドルロックが解除できな
いときは

エンジンの始動ができません。ハンドル
を左右に軽く動かしながら、エンジンス
イッチを押してください。

64L40180

■ハンドルロック未解除警告
エンジンスイッチが  のときに、ハ
ンドルロックが未解除の場合、メーター
内のマルチインフォメーションディスプ
レイにメッセージが表示されます。
→　3-106ページ（マルチインフォメー

ションディスプレイのメッセージ）

エンジンを止めているときは、エンジ
ンスイッチを  または  に
したままにしないでください。また、
その状態で長時間ナビゲーション、ま
たはオーディオなどを使用しないでく
ださい。鉛バッテリーあがりの原因と
なります。

•ハンドルロックは通常、エンジンス
イッチを （OFF）から 
または  にしたときに解除されま
す。

•強い電波やノイズの影響を受ける
と、マルチインフォメーションディ
スプレイ内にメッセージが表示さ
れ、電源の切替えやエンジンの始動
ができない場合があります。

ACC ON

LOCK ACC
ON

ON
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イモビライザーシステムは盗難防止のた
め、携帯リモコンが電波で車両と通信す
ることによって、あらかじめ登録された
携帯リモコン以外ではエンジンを始動で
きないようにするシステムです。
•エンジンの始動が可能な場合は、携帯
リモコンを所持してエンジンスイッチ
を  にすると、イモビライザーシ
ステムが解除され、メーター内のイモ
ビライザー警告灯が約2秒間点灯した
あと消灯します。

•エンジンスイッチを （OFF）
にすると、イモビライザーシステムが
作動します。

イモビライザー警告灯

81M40141

メーターパネル内にあります。
•イモビライザーシステムまたはキーレ
スプッシュスタートシステムの異常が
あると、エンジンスイッチが  の
ときに点灯します。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

•点滅または約 5 秒間点灯すると、エン
ジンがかからない場合があります。携
帯リモコンの場所を確認し、エンジン
スイッチを （OFF）にもどし
てから、操作をやり直してください。
→　4-10ページ（ （マスターウォー

ニング）が点滅してエンジンがか
からないときは）

•携帯リモコン車外持ち出し警告が作動
したときにも点滅します。　
→　4-7ページ
（携帯リモコン車外持ち出し警告）

イモビライザーシステムを改造したり
取り外したりすると、システムが正常
に作動しないおそれがあります。イモ
ビライザーシステムの改造や取り外し
をしないでください。

イモビライザーシステムのメンテナン
スは不要です。

イモビライザーシステム

ON

LOCK

点灯または点滅すると、メーター内の
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示される場合があ
ります。
→　3-106 ページ（マルチインフォ
メーションディスプレイのメッ
セージ）

ON

LOCK
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所持している携帯リモコンが、インパネ
の上や荷室などを除く車内の作動範囲に
入っていると、エンジンスイッチによる
始動（4-8 ページ参照）および電源の切
替え（次ページ参照）が可能となります。
また、そのほかに次の機能があります。
•リクエストスイッチによるドアの施
錠・解錠
→　3-5ページ（携帯リモコン）

•キーレスエントリー
→　3-3ページ（キーレスエントリー）

•イモビライザー（車両盗難防止装置）
→　4-4ページ

（イモビライザーシステム）

81M40230

(1) 車内の作動範囲

キーレスプッシュスタート
システム

(1)

•車内の作動範囲に携帯リモコンが
あっても、次のような状況にあるとリ
モコンが検知されず、エンジン始動や
電源切替えができない場合がありま
す。また、携帯リモコン車外持ち出し
警告が作動する場合があります。
・携帯リモコンの電池が消耗してい
る

・携帯リモコンが強い電波やノイズ
の影響を受けている

・携帯リモコンが金属製のものと接
していたり、覆われたりしている

・携帯リモコンが奥まったところや
収納スペースなどにある
→　5-10ページ

（インパネ収納スペース）
→　5-12ページ

（ドリンクホルダー）
→　5-14ページ

（そのほかの装備）

・携帯リモコンがメーターパネルの
手前やサンバイザー、床にある

•車内の作動範囲に携帯リモコンがな
くても、次のような状況にあるとリモ
コンが検知され、エンジン始動や電源
切替えができる場合があります。ま
た、携帯リモコン車外持ち出し警告が
作動しない場合があります。
・車外に携帯リモコンがあっても、
ドアに近づきすぎている

・携帯リモコンがインパネの上や荷
室にある
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電源の切替えのしかた

エンジンをかけずに電装品の使用やメー
ターの確認をしたいときは、次のように
してエンジンスイッチの位置を切り替え
ます。
なお、この切替えのことを「電源の切替
え」といいます。
•電源の切替え時には、メーター内のマ
ルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

携帯リモコンを所持して運転席にす
わります。

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチ（1）を押します。

82K254

•押すごとに次のようにエンジンス
イッチの位置が切り替わります。

70K130

■ （マスターウォーニング）
が点滅して電源が切り替わら
ないときは

携帯リモコンが「車内の作動範囲」（4-
5 ページ参照）で検知されていないこと
が考えられます。運転者は携帯リモコン
を身につけ、操作をやり直してくださ
い。それでも切り替わらないときは、携
帯リモコンの電池切れのおそれがありま
す。次の手順で切り替えてください。

ブレーキペダルを踏まずにエンジン
スイッチ（1）を押します。

メーター内の （マスターウォー
ニング） が点滅している約10秒以内
に、携帯リモコン（2）の先端（ロック
スイッチ側）をエンジンスイッチに
約2秒間当てます。
•  （マスターウォーニング） の点
滅中に、イモビライザー警告灯が
約5秒間点灯します。

80P5004018

1

2

(1)

P

P

ONACCLOCK

•セレクトレバーが  以外に入って
いると、 （OFF）にはもどせ
ません。

•セレクトレバーの故障などで、エン
ジンスイッチを （OFF）にも
どせないことがあります。
→　4-11ページ（エンジンスイッチ

をもどすときは）

P
LOCK

LOCK

1

2

(1)

(2)
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※前記の手順を行なっても切り替わらな
いときは、鉛バッテリーあがりなどの
別の原因が考えられます。スズキ販売
店またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。

携帯リモコン車外持ち出し警告

エンジン回転中やエンジンスイッチを操
作するときに携帯リモコンが検知されな
いと次のもので警告します。
•イモビライザー警告灯
•マスターウォーニング
•室内／車外ブザー
→　1-17ページ

（警告ブザーが鳴ったときは）

•メッセージ
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

80P0388

警告が作動したときは、すみやかに携帯
リモコンを車内にもどしてください。
•警告の作動中は、エンジンの再始動が
できません。また、メーター内のマル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

•イモビライザー警告灯およびマスター
ウォーニングの点滅は、通常、携帯リ
モコンが車内にもどってきてから少し
すると消灯します。消灯しない場合は、
一度エンジンスイッチを （OFF）
にもどしてから再操作してください。

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、携帯リモコン検出範囲外警告
ブザー（室内ブザー）を1回鳴らすこ
とができます。設定の切替えについ
ては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

•携帯リモコンの電池切れが近いと、エ
ンジンスイッチを  にしたとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。
→　3-7ページ

（携帯リモコン電池消耗警告）
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

ON

携帯リモコンは運転者が所持し、管理
してください。

LOCK
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エンジンスイッチ照明

•運転席ドアを開けると点灯します。運
転席ドアを閉めると約 15 秒間点灯
し、徐々に減光しながら消灯します。

•ヘッドライトや車幅灯が点灯している
間、点灯します。ライトを消すと消灯
します。

82K253

2-17 ページの「エンジンをかけるとき
は」もあわせてお読みください。

パーキングブレーキ（1）がしっか
りかかっていることを確認します。

80P0134

セレクトレバーが  に入っている
ことを確認します。

80P0012

鉛バッテリー保護のため、次の条件を
すべてみたすと、自動的に消灯しま
す。（バッテリーセーバー機能）
•ヘッドライトや車幅灯が消灯
•運転席ドアを開けたまま約15分が経
過

•ヘッドライトやエアコンなどのス
イッチを切った方が、エンジンはか
かりやすくなります。

•ハンドルロックが解除できなくて、
エンジンの始動ができない場合があ
ります。
→　4-3 ページ（ハンドルロックが

解除できないときは）

エンジンのかけかた

1

(1)

2 P
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右足でブレーキペダル（2）をしっ
かり踏み続けます。
•アクセルペダル (3) は踏まないで
ください。

80P0135

メーター内のマルチインフォメー
ションディスプレイに「 スター
トスイッチを押して下さい」が表示
されたらエンジンスイッチ（4）を
押します。エンジンがかかったら、
スターターは自動的に停止します。

54M3095

•エンジンがかからなくても、ス
ターターは約 12 秒で自動的に停
止します。この場合は、一度エン
ジンスイッチを （OFF）
にもどし、再度エンジンをかけて
ください。

•システムに異常があると、エンジ
ンスイッチを押しても自動でエン
ジンがかからない場合がありま
す。スターターがまわらない、ま
たはすぐに停止してエンジンがか
からない場合は、次の手順でエン
ジンをかけてください。
a. エンジンスイッチを  の状
態にします。

b.4-8ページの「エンジンのかけ
かた」の手順  ～  を行な
います。

c. エンジンがかかるまでエンジ
ンスイッチを押し続けます。
エンジンがかかったら、すみ
やかにエンジンスイッチから
指を離します。

3

(1) (2)

(3)

4

(4)

LOCK

鉛バッテリーおよびスターター保護の
ため、エンジンがかからないときは、
一度 （OFF）にもどし、30 秒
以上待ってから再びかけてください。
前記の手順を数回繰り返してもエンジ
ンがかからない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご連絡くださ
い。

ON

1 3

LOCK
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■ （マスターウォーニング）
が点滅してエンジンがかから
ないときは

携帯リモコンが「車内の作動範囲」（4-5
ページ参照）で検知されていないことが
考えられます。運転者は携帯リモコンを
身につけ、操作をやり直してください。
それでもエンジンがかからないときは、
携帯リモコンの電池切れのおそれがあり
ます。次の手順を行なってください。

セレクトレバーが  に入っている
ことを再確認し、ブレーキペダルを
しっかり踏み続けます。

メーター内のマルチインフォメー
ションディスプレイに「 スター
トスイッチを押して下さい」が表示
されたらエンジンスイッチ（1）を
押します。

メーター内の （マスターウォー
ニング）が点滅している約 10 秒以
内に、携帯リモコン（2）の先端
（ロックスイッチ側）をエンジンス
イッチに約2秒間当てます。
•  （マスターウォーニング）の
点滅中に、イモビライザー警告灯
が約5秒間点灯します。

80P5004018

※前記の手順を行なってもエンジンがか
からないときは、鉛バッテリーあがり
などの別の原因が考えられます。スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご連絡
ください。

1 P

2

3

(1)

(2)

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、携帯リモコン検出範囲外警告
ブザー（室内ブザー）を1回鳴らすこ
とができます。設定の切替えについ
ては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

•携帯リモコンの電池切れが近いと、
エンジンスイッチを  にしたとき
に、メーター内のマルチインフォ
メーションディスプレイにメッセー
ジが表示されます。
→　3-7ページ

（携帯リモコン電池消耗警告）
→　6-9ページ

（携帯リモコンの電池交換）

ON
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エンジンを止めるときは

•停車中にエンジンを停止できないとき
は、エンジンスイッチを 3連打以上、
または 2秒以上長押ししてください。
この場合、システムの異常が考えられ
ますので、スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

エンジンスイッチをもどすと
きは

セレクトレバーを  に入れ、セレ
クトレバーのボタンから手を離しま
す。
→　4-17ページ

（セレクトレバーの操作）

エンジンスイッチを押して 
（OFF）にもどします。

•エンジンスイッチを （OFF）に
もどして、いずれかのドアを開閉する
と、ハンドルロックがかかります。

•誤操作防止のため、次のようなときは、
エンジンスイッチを （OFF）に
もどせません。
・セレクトレバーの位置が  以外
・セレクトレバーの位置が  に入っ
ていても、セレクトレバーのボタン
を押しているとき
→　4-26ページ（駐車）

緊急時以外は、走行中にエンジンを止
めないでください。
•ブレーキ倍力装置が働かないため、
ブレーキペダルを踏むときに強い力
が必要になります。

•パワーステアリング装置が働かない
ため、ハンドルが重くなります。

•次の機能が作動しません。
・ABS
・エマージェンシーストップシグナ
ル（ESS）

・ESP®

・デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ

・車線逸脱抑制(LDP)機能
・誤発進抑制機能
・後退時ブレーキサポート
・後方誤発進抑制機能
・パーキングセンサー

走行中にエンジンを止めると、オート
マチックトランスミッションが損傷す
るおそれがあります。
緊急時以外は、走行中にエンジンを止
めないでください。

車両の状態 エンジン停止方法

停車中 エンジンスイッチを
押す

走行中
（緊急時）

エンジンスイッチを3
連打以上、または2秒
以上長押しする

エンジンの止めかた

エンジンスイッチをもどすときに、
メーター内のマルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れる場合があります。
→　3-106 ページ（マルチインフォ
メーションディスプレイのメッ
セージ）

1 P

2 LOCK

LOCK

LOCK

P
P
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•セレクトレバーの故障などで、エンジ
ンスイッチを （OFF）にもどせ
ないことがあります。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。なお、点検前には次の作業をし
てください。
・盗難を防ぐため、エマージェンシー
キー操作にてドアを施錠してくださ
い。（リクエストスイッチやキーレ
スエントリーでは施錠できません）

・鉛バッテリーあがりを防ぐため、
バッテリーのマイナス端子を外して
ください。（10 mmスパナなどの市
販工具が必要です）

■エンジンスイッチもどし忘れ
警告ブザー

エンジンスイッチのもどし忘れを防止す
るためのブザーです。
•エンジンスイッチを  、または

 にしたまま運転席ドアを開ける
と、室内ブザー（連続音）が鳴ります。

•セレクトレバーを  に入れ、セレク
トレバーのボタンから手を離します。
エンジンスイッチを操作して 
（OFF）にもどすと、室内ブザーが止
まります。

• （OFF）にもどさないと、リク
エストスイッチや携帯リモコンでドア
が施錠できません。

■ ハンドルロック未作動警告ブザー
故障などで、エンジンスイッチを 
（OFF） にもどして、いずれかのドアを開
閉してもハンドルがロックされない場
合、運転席ドアを開けると、室内ブザー
が“ピッ、ピッ、”と断続的に鳴ります。ス
ズキ販売店またはスズキ代理店で点検を
受けてください。

■リヤシートリマインダー
後席への荷物の置忘れなどをお知らせす
る機能です。
つぎの操作を行ってから、エンジンス
イッチを  （OFF）にすると、マ
ルチインフォメーションディスプレイに
メッセージを表示します。
•後席ドアを開閉した後、約 10 分以内
にエンジンスイッチを  にする

•エンジンスイッチが  のときに、
後席ドアを開閉

メッセージはエンディングと一緒に表示
します。
→　3-91ページ

（エンディング）
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示された後。ドアを開
閉せずに施錠すると、ブザーと非常点滅
表示灯にて再度お知らせします。（ブ
ザー６回／非常点滅3回）

LOCK

ACC
ON

P

LOCK

LOCK

LOCK

•リヤシートリマインダーはドアの開
閉によって、後席への荷物を載せた
可能性を判断します。そのため、お
知らせと実際の荷物の有無とは異な
る場合があります。

•設定の切替え（カスタマイズ）をす
ると、お知らせしないようにもでき
ます。「OFF」、 「表示」、「 表示
と通知音」のいずれかを設定するこ
とができます。
→　3-106ページ（マルチインフォ

メーションディスプレイのメッ
セージ）

LOCK

ON
ON
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この車のマイルドハイブリッドは、モー
ター機能付き発電機（ISG）を用いて、
次の機能を運転操作に合わせて作動させ
ることで静粛性および燃費向上を図った
ものです。
ISG とは、Integrated Starter Generator
（インテグレーテッド　スターター　
ジェネレーター）の略です。

•減速エネルギー回生機能
減速時に集中的にISGで発電を行い、
走行中の発電が不要なときはISGを停
止させることで、エンジンの負荷を低
減して燃費を向上させます。

•モーターアシスト機能
走行時にISGがモーターとしてエンジ
ンをアシストし、エンジンの出力を低
減することで、燃費向上を図ります。

•スターターモーター機能
アイドリングストップシステムによる
エンジンの自動停止から再始動すると
きに、ISGがベルトを介してエンジン
を再始動させます。

エネルギーフローインジケー
ター

ISGが作動しているかどうかを、メーター
内のエネルギーフローインジケーターで
確認できます。
•通常の走行時。ISGは作動していませ
ん。

80P5004019

•通常走行の減速時に、減速エネルギー
回生機能が作動しているとき。バッテ
リーへ充電しています。

80P5004020

•停車中にエンジンが自動停止している
とき。バッテリーへの充電は行わず、
蓄積した電気をオーディオなどの電装
品に使用しています。

80P5004021

•エンジン自動停止時にスターターモー
ター機能が作動したとき。バッテリー
への充電は行われず、蓄積した電気で
ISGを作動させます。

80P5004022A

エンジンスイッチを操作して再始動し
たときは、通常のスターターモーター
が作動するため、ギヤの噛み込み音が
聞こえます。

マイルドハイブリッド

マイルドハイブリッド

図は表示例です

図は表示例です

図は表示例です

図は表示例です
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•ゆるやかな加速時にモーターアシスト
機能が作動しているとき。エンジンを
アシストしています。

80P5004023

次の条件をすべてみたすと、モーターア
シスト機能が作動します。
•加速のために、少しアクセルペダルを
踏み増しした

•セレクトレバーが 、  または 
に入っている

•ブレーキペダルを踏んでいない
•発進後～約 100 km/h、エンジン回転
数が3900 rpm以下で走行中

•次の機能が作動していない
・ABS
・ESP®

•リチウムイオンバッテリーのバッテ
リー表示が 3 目盛り以上で、バッテ
リー内部が所定温度内にある

•エンジンの冷却水が所定温度内にある
• CVTフルードが所定温度内にある
• 鉛バッテリーが十分に充電されていて、
バッテリー内部が所定温度内にある

バッテリー表示（1）の目盛りは、リチ
ウムイオンバッテリーの充電量の目安を
示します。充電状態によって、表示内の
目盛りが増減します。

80P5004026

•急加速などのアクセルペダルをいっ
ぱいまで踏み込んだときはモーター
アシスト機能は作動しません。

•1 回のモーターアシストは最長で 30
秒間です。

図は表示例です

D L Ｍ

エネルギーフローインジケーター表示
は目安です。外気温が低いときなど、
状況によっては表示が遅れたり、実際
とは異なる表示になったりする場合が
あります。

バッテリー表示について

(1)

図は表示例です
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パーキングブレーキは後輪にかかりま
す。駐車するときはパーキングブレーキ
をしっかりとかけてください。

80P5004028

駐車するときは

右足でブレーキペダルを踏みながら、左
足でパーキングブレーキペダルをいっぱ
いまで踏み込みます。

•パーキングブレーキをかけるときは、
確実にブレーキが効くまで一気に踏み
込んでください。

•一気に踏み込まないで途中でペダルか
ら足を離してしまったときは、一度解
除してから、同じ手順で再度踏み込ん
でください。

パーキングブレーキを解除したとき
は、メーター内のブレーキ警告灯が消
灯しているか確認してください。万
一、パーキングブレーキをかけたまま
走行した場合、ブレーキ装置が過熱し
てブレーキが効かなくなるおそれがあ
ります。
→　3-64ページ（ブレーキ警告灯）

パーキングブレーキをかけると、ヒル
ホールドコントロールが作動しませ
ん。
→　4-35ページ

（ヒルホールドコントロール）

パーキングブレーキ

パーキングブレーキの操作

•走行中パーキングブレーキペダルを
踏むと、急ブレーキをかけた状態に
なり、事故を起こすおそれがありま
す。
走行中は、パーキングブレーキペダ
ルを踏まないでください。

•走行中にパーキングブレーキペダル
に足を乗せていると、カーブを曲が
るときなどに足に力がかかり、踏み
込んで急ブレーキをかけた状態にな
り、事故を起こすおそれがありま
す。
走行中はパーキングブレーキペダル
に足を乗せないでください。

•パーキングブレーキの効きを強くし
ようとして、2 度踏みをしないでく
ださい。2 度踏みをすると、ペダル
がもどってパーキングブレーキが解
除されます。

•パーキングブレーキを解除するとき
は、右足でブレーキペダルを踏んで
ください。

•平らな場所に少しの間駐車するとき
でも、安全のため、セレクトレバー
を  に入れてください。

•寒冷時にパーキングブレーキをかけ
ると、凍結して解除できなくなるお
それがあります。坂道を避け、平ら
な場所に駐車してください。
→　6-19ページ

（パーキングブレーキ）

P
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パーキングブレーキをさらに
強く効かせたいときは

右足でブレーキペダルを強く踏んだ
ままにします。

左足でパーキングブレーキペダルを
踏んで解除してから、再度踏み込み
ます。

解除するときは

•右足でブレーキペダルを踏みながら、
左足でパーキングブレーキペダルをカ
チッと音がするまで踏み、ゆっくりと
離します。

•坂道発進するときは、左足でパーキン
グブレーキペダルをカチッと音がする
まで踏んでおき、右足でアクセルペダ
ルを慎重に踏み、車が動き出す感触を
確認しながらパーキングブレーキペダ
ルをゆっくりともどしてください。

パーキングブレーキ解除忘れ
警告ブザー

パーキングブレーキを解除し忘れたまま
走行すると、室内ブザー（断続音）が鳴
り続けます。
•警告ブザーの作動中は、メーター内の
マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージが表示されます。
→　3-106 ページ（マルチインフォ
メーションディスプレイのメッ
セージ）

1

2

警告ブザーが鳴ったときは、ただちに
安全な場所に停車し、パーキングブ
レーキを解除してください。走行中の
解除は、操作に気を取られて思わぬ事
故を起こすおそれがあります。
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※本書で「オートマチック車」と記載されている場合、「CVT車」を示しています。

セレクトレバーの各位置のはたらき

80P0164

•上図のインパネは代表例です。お車のタイプにより異なります。

(1) ボタン

パーキング 駐車するとき、エンジンを始動・停止するときの位置
•駆動輪（前輪）が固定されます。

リバース
車を後退させるときの位置
•室内で警告ブザーが鳴り、運転者にセレクトレバーが  
に入っていることを知らせます。

ニュートラル
エンジンの動力が伝わらない状態の位置
•エンジンを始動できますが、安全のため  位置で始動し
てください。

ドライブ
通常走行の位置
•車の速度とアクセルペダルの踏み込み量により、自動的に
変速され走行できます。

ロー 強力なエンジンブレーキを効かせるときなどの位置
•急な下り坂を走行するときなどに使用します。

オートマチック車

セレクトレバーの操作

(1)

P

R R

N P

D

L
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セレクトレバーの動かしかた

74P40060

ブレーキペダルを踏み、ボ
タンを押したままセレクト
レバーを動かします。

ボタンを押さずにセレクト
レバーを動かします。

ボタンを押したままセレク
トレバーを動かします。

完全に停車させてから、セレクトレ
バーを  に入れてください。車が動
いていると、トランスミッションが故
障する原因となります。なお、トラン
スミッション保護のため、前進車速が
約10 km/h以上のときは変速されま
せん。（ニュートラルのまま）

R

の操作は、セレクトレバーのボタ
ンを押さない習慣をつけてください。
常にボタンを押して操作していると、
間違って   および  へ入れて
しまうおそれがあります。
•運転席および助手席にお乗りの方の
乗車姿勢によっては膝などが当たっ
て、セレクトレバーを動かしてしま
うことがあります。
運転中は正しい姿勢でシートにす
わってください。
→　2-14 ページ（正しい運転姿

勢）
・設定の切替え（カスタマイズ）を
すると、セレクトレバーの位置を
切替えた時に運転サポート音声が
流れるように設定することができ
ます。
→　3-94 ページ（セッティング
モード）

P R L
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■シフトロックシステム
発進するときなどに、セレクトレバーの
誤操作を防ぐシステムです。
•エンジンスイッチが  でブレーキ
ペダルを踏んでいるときだけ、セレク
トレバーを  からほかの位置に動か
せます。

•エンジンスイッチが  または
（OFF）のときは、ブレーキペ

ダルを踏んでいても、セレクトレバー
を  からほかの位置に動かせませ
ん。

•セレクトレバーのボタンを押してか
ら、ブレーキペダルを踏まないでくだ
さい。シフトロックが解除されないこ
とがあります。

•万一、エンジンスイッチを  にし
て、ブレーキペダルを踏んでもセレク
トレバーを  からほかの位置へ動か
せない場合は、次の「シフトロックの
解除のしかた」をお読みいただき、シ
フトロックを解除してください。
この場合は、シフトロックシステムな
どの故障が考えられます。ただちにス
ズキ販売店またはスズキ代理店で点検
を受けてください。

■シフトロックの解除のしかた
シフトロックシステムの故障や鉛バッテ
リーあがりなどで、セレクトレバーを 
からほかの位置へ動かせないときは、次
の手順でシフトロックを解除します。

安全のため、エンジンスイッチを
 にしてパーキングブレーキ

をしっかりとかけ、ブレーキペダル
を踏んだ状態にします。

セレクトレバーパネルにあるシフト
ロック解除ボタンを押しながら、セ
レクトレバーを操作します。

80P0165

Sモードスイッチ

•スイッチを押すごとに、ONとOFF が
切り替わります。

80P0166

セレクトレバー可動部に飲み物などを
こぼしたり、内部に異物が入ったりし
た場合、そのまま使用を続けるとシフ
トロックシステムが正常に機能しなく
なるおそれがありますので、すみやか
にスズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。

発進するときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んだままセレクトレバーを
操作してください。

ON

P

ACC
LOCK

P

ON

P

(1) Sモードスイッチ

P

1
ACC

2

(1)
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• S モードスイッチは、エンジン始動時
にはOFF状態にもどります。

■スイッチがONのとき
坂道や山間路の走行に適しています。
•下り坂ではエンジンブレーキがかかり
ます。

•上り坂や山間路ではエンジン回転数を
高く保ち、エンジン回転の変化が少な
い力強くなめらかな走行ができます。

■スイッチがOFFのとき
通常走行に適しています。
•燃費性能と静粛性の高い走行ができま
す。

■ Sモード表示

80P5004024

SモードスイッチがONのとき、メーター
パネル内のS モード表示（1）が表示さ
れます。

オートマチック車は、クラッチ操作とギ
ヤチェンジから解放されて運転操作が楽
になりますが、オートマチック車特有の
現象や操作上の注意があります。

クリープ現象に注意して

エンジンをかけて停車しているとき、セ
レクトレバーが   以外に入ってい
ると、アクセルペダルを踏まなくても車
がゆっくり動きます。これをクリープ現
象といいます。

(1)

•セレクトレバーを   以外に入れ
ているときは、ブレーキペダルを
しっかり踏んでください。

•エンジン始動直後やエアコン作動時
などは、クリープ現象が強くなるこ
とがあります。とくにしっかりブ
レーキペダルを踏んでください。

オートマチック車の特性

P N

P N
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キックダウン

走行中（低車速時を除く）にアクセルペ
ダルをいっぱいに踏み込むと、自動的に
シフトダウンしてエンジン回転が上昇し
て、力強い加速ができます。これをキッ
クダウンといいます。
•追い越しなどで急加速したいときは、
アクセルペダルをいっぱいに踏み込み
ます。キックダウンして力強い加速が
得られます。

登降坂変速制御

セレクトレバーが  位置で作動する制
御です。
•登坂中と判断するとシフトダウンして
エンジン回転数を高く保ち、少ないア
クセル操作でなめらかな走行ができま
す。

•降坂中と判断するとシフトダウンし、
エンジンブレーキがかかります。

トランスミッション警告灯

81M40161

メーターパネル内にあります。
• CVTのシステムに異常があると、エン
ジンスイッチが  のときに点灯し
ます。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

（リバース）ポジション
警告ブザー

セレクトレバーを  に入れると室内で
警告ブザーが鳴り、セレクトレバーが
 に入っていることを運転者に知らせ

ます。

通常の加速をするときは、アクセルペ
ダルをゆっくり踏み込んでください。
いっぱいに踏み込むと、キックダウン
して思わぬ急加速をするおそれがあり
ます。

D

（リバース）ポジション警告ブザー
は、車外の人に車の後退を知らせるた
めのものではありません。

オートマチック車を運転するとき

ON

R

R

R

R
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ペダルの踏み間違いに注意

ペダルの踏み間違いを防ぐため、エンジ
ンをかける前にアクセルペダルとブレー
キペダルを実際に足で踏んで、位置を確
認してください。

ブレーキペダルは右足で踏む

80P0135

左足では適切なブレーキ操作ができませ
ん。ブレーキペダルは右足で踏む習慣を
つけてください。

セレクトレバーを操作すると
きは

•前進と後退を繰り返すときなどは、セ
レクトレバーを  に入れたことを忘
れることがあります。車を後退させた
あとは、すぐに  から  に入れる
習慣をつけてください。

•切り返しなどで前進と後退を繰り返す
ときは、完全に停車してからセレクト
レバーを操作してください。

セレクトレバーの位置は目で
確認

始動時や降車時は  、前進時は  、
後退時は  に入っていることを目で確
認してください。

アクセルペダルとブレーキペダルを踏
み間違えると、思わぬ事故につながる
おそれがあります。

(1) パーキングブレーキペダル
(2) ブレーキペダル
(3) アクセルペダル

(1) (2)

(3)

アクセルペダルを踏んだままセレクト
レバーを操作しないでください。急発
進して事故を起こすおそれがありま
す。

R

R N

P D
R
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車から離れるときは

80P0012

4-17ページの「セレクトレバーの操作」
もあわせてお読みいただき、正しい取扱
いをしてください。

運転席にすわって

ペダルが確実に踏めて、ハンドル操
作が楽に行なえる位置にシートやハ
ンドルを調節します。
→　3-28ページ（前席シート）
→　3-28ページ

（チルトステアリング）

アクセルペダル（3）とブレーキペ
ダル（2）の位置を右足で確認しま
す。

パーキングブレーキペダル（1）の
位置を左足で確認します。

80P0135

エンジンの始動

エンジンのかけかたの詳細は4-8ページ
の「エンジンのかけかた」をお読みくだ
さい。

エンジンをかけたまま車から離れない
でください。万一、セレクトレバーが
 以外に入っていると、車がひとり

でに動き出すおそれがあります。ま
た、車に乗り込むときに誤ってセレク
トレバーを動かしたりアクセルペダル
を踏み込んだりして、思わぬ急発進の
おそれがあります。

P

オートマチック車の運転のしかた

1

2

3

(1) (2)

(3)
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パーキングブレーキをしっかりとか
けます。

セレクトレバーが  にあるか確認
します。

80P0012

ブレーキペダルを右足で踏みます。

エンジンを始動します。

発進

■通常の発進
ブレーキペダルを右足でしっかり踏
み込みます。

前進時は  、後退時は  にセレ
クトレバーを入れ、レバーの位置を
目で確かめます。

パーキングブレーキを解除し、メー
ター内のブレーキ警告灯の消灯を確
認します。

ブレーキペダルからゆっくりと足を
離し、アクセルペダルをゆっくり慎
重に踏んで発進します。

■急な上り坂での発進
、 は「通常の発進」と同じ操作です。

左足でパーキングブレーキペダルを
カチッと音がするまで踏みます。

ブレーキペダルからゆっくりと右足
を離し、アクセルペダルを慎重に踏
みます。

車が動き出す感触を確認しながら、
パーキングブレーキペダルをもどし
て発進します。

82K202

セレクトレバーが  位置でもエンジ
ンがかかりますが、安全のため  で
エンジンをかけてください。

キーレスプッシュスタートシステム装
備車は、エンジンスイッチを確実に押
せていない場合、エンジンがかかって
いないことがあります。エンジンがか
かっていない状態でセレクトレバーを
 または  に入れても車は動きま

せん。この状態で発進しようとする
と、坂道などで意図しない方向に車が
動き、思わぬ事故につながるおそれが
あります。エンジンを始動するとき
は、エンジンスイッチを確実に押し、
エンジン音や警告灯などで、エンジン
がかかっていることを確認してくださ
い。

1

2 P

N
P

3

4

R D

1
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走行

■通常走行
セレクトレバーを  に入れて発進する
と、走行速度とアクセルペダルの踏み込
み量により、自動的に変速され走行でき
ます。

■急加速走行
追い越しなどをしたいときは、アクセル
ペダルをいっぱいに踏み込みます。
キックダウンして力強い加速が得られま
す。

■上り坂走行
上り坂を  で走行しているときに、ス
ピードを保つためにアクセルペダルを踏
み込んでいくと、キックダウンしてエン
ジンの回転が急に上がることがありま
す。
•坂の勾配に応じて、あらかじめ S モー
ドスイッチをONにしておくと、エン
ジン回転の変化が少ない力強くなめら
かな走行ができます。

■下り坂走行
下り坂を  のままで走行すると、エン
ジンブレーキの効きが弱くてスピードが
出すぎてしまうことがあります。
•坂の勾配に応じて、あらかじめ S モー
ドスイッチをON にしてエンジンブ
レーキを併用します。

•急な下り坂で、強力なエンジンブレー
キが必要なときには  に入れます。

ヒルホールドコントロール装備車の場
合、急な上り坂での発進時に車が後退
することを一定時間防ぐ機能がありま
す。
→　4-35ページ

（ヒルホールドコントロール）

緊急時以外は、走行中にセレクトレ
バーを  に入れないでください。エ
ンジンブレーキがまったく効かないた
め、思いがけない事故の原因となりま
す。

D

N

急な下り坂や長い下り坂では、エンジ
ンブレーキを併用してください。下り
坂でブレーキペダルを踏み続けると、
ブレーキ装置が過熱してブレーキが効
かなくなるおそれがあります。

D

D

L
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一時停止

セレクトレバーは走行位置のままで
停車し、ブレーキペダルをしっかり
踏み込みます。
•急な坂道で一時停止するときは、
必要に応じてパーキングブレーキ
をかけます。

•停車時間が長くなりそうなとき
は、セレクトレバーを  に入れ
ます。

再発進するときに間違えないよう、
セレクトレバーの位置とパーキング
ブレーキの解除を目で確かめます。

駐車

車を完全に止めます。

ブレーキペダルを踏んだまま、パー
キングブレーキをしっかりとかけま
す。

セレクトレバーを  に入れてから
エンジンを止め、ブレーキペダルか
らゆっくりと足を離します。
•セレクトレバーが  位置になっ
ているか目で確かめます。

80P0012

一時停止しているときに、空ぶかしを
しないでください。万一、セレクトレ
バーが   以外に入っていると、
急発進して思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

上り坂などで、アクセル操作で車を停
止させようとすると、トランスミッ
ションフルードが過熱し、故障の原因
となります。
上り坂などで、アクセル操作でバラン
スをとるなどして車を停止させようと
しないでください。

1

N

2

P N

駐車するときは、セレクトレバーを
 に入れてからエンジンを止めてく

ださい。  以外の位置ではシフト
ロックが作動せず、誤操作などで思わ
ぬ事故につながるおそれがあります。

パーキングブレーキをかける前にセレ
クトレバーを  に入れ、エンジンを
止めた場合、エンジンを再始動後にレ
バーを  以外の位置へ操作しようと
すると、レバー操作が重い、あるいは
いつもと違う音やショックが発生する
ことがありますが、異常ではありませ
ん。

1

2

3 P

P

P
P

P

P
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エンジンスイッチを  （OFF）
にもどします。
→　4-11 ページ（エンジンスイッ

チをもどすときは）

後退

■正しい運転姿勢
車を後退させるときは身体をひねった運
転姿勢になり、ペダルが踏みにくくなり
ます。ブレーキペダルやアクセルペダル
が確実に踏める姿勢で運転操作をしてく
ださい。

■前進や後退を繰り返すとき
車庫入れなどで前進や後退を繰り返すと
きは、完全に停車させてから、次の前進
あるいは後退の操作を行なってください。

こんなことにも気をつけて

■車を少し移動させるとき
少しだけ移動するときでも、ブレーキペ
ダルやアクセルペダルが確実に踏める正
しい運転姿勢をとってください。

80J014

■停車するとき

前進と後退を繰り返すときなどは、セ
レクトレバーを  に入れていたこと
を忘れることがあります。車を後退さ
せたあとは、すぐに  から  に入
れる習慣をつけてください。

4 LOCK

R

R N

坂道などで、セレクトレバーを前進の
位置（  、  ）にしたまま惰性で
後退したり、後退の位置（  ）にし
たまま惰性で前進したりしないでくだ
さい。エンストしてブレーキの効きが
悪くなったり、ハンドルが重くなった
りして、思わぬ事故につながるおそれ
があります。また、故障の原因になり
ます。

車が少しでも動いているときにセレク
トレバーを  に入れると、トランス
ミッションが故障する原因となりま
す。
車が少しでも動いているときは、セレ
クトレバーを  に入れないでくださ
い。

D L
R

P

P
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ABS（アンチロックブレーキ
システム）とは

ブレーキをかけたときのタイヤのロック
を自動的に防止することで、走行安定性
や操舵性を確保しようとする装置です。

制動距離について

ABSは制動距離を短くするものではあり
ません。

•常に周囲の状況を確認して、安全運
転に努めてください。ABSによる制
御には限界があります。

•ABS は、タイヤのグリップ限界を超
えたり、ハイドロプレーニング現象
（※）が起こったりした場合は効果
を発揮できません。
※雨天の高速走行などで、タイヤと
路面の間に水膜が発生し、接地力
を失ってしまう現象

ABS

ABS装備車の取扱い

•急ブレーキをかけたときや、滑りや
すい路面でブレーキをかけたときの
制動距離は、ABSがついていない車
と同等です。

•次のようなときは、ABS のついてい
ない車より制動距離が長くなること
があります。スピードを控えめにし
て、車間距離を十分にとってくださ
い。
・凸凹道や石だたみなどの悪路
・じゃり道、新雪路
・道路の継ぎ目などの段差を乗り越
えるとき

・マンホールなど鉄板の上を通過す
るとき

・タイヤチェーンの装着時

•急ブレーキ時には、ポンピングブ
レーキ（※）をせずに、ブレーキペ
ダルを思い切り強く踏み込んでくだ
さい。ポンピングブレーキをする
と、制動距離が長くなります。
※ブレーキペダルを数回に分けて小
刻みに踏むブレーキのかけかた

•路面の状況によりますが、約10 km/h
以下ではABSが作動しません。
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ABS作動時の振動や音

ブレーキペダルを強く踏むと、ブレーキ
ペダル、ハンドル、車体の小刻みな振動
を感じることがあります。これはABSの
作動によるもので、異常ではありませ
ん。ブレーキペダルをそのまま強く踏み
続けてください。

タイヤについて

ABSは、こんな場合にもブ
レーキをかけると作動するこ
とがあります

•滑りやすい路面を走行しているとき

80J1040

80J1041

80J1042

エンジンをかけて発進した直後に、一
時的にモーター音などが聞こえること
があります。これはシステムをチェッ
クしている音で、異常ではありません。

ABSは、各車輪の回転速度をセンサー
で検出しています。タイヤ交換時は、
指定のサイズで、4輪ともサイズ、メー
カー、銘柄、トレッドパターン（溝模
様）が同一のものを装着してください。
また、著しく摩耗状態の異なるタイヤ
を使用しないでください。正確な回転
速度が検出できなくなってABS が正
常に機能しなくなり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。



4

運転するときは/ABS

4-30

• 道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき

80J1043

80J1044

•悪路を走行しているとき

80J1045

80J1046

ABS警告灯

81M40171

メーターパネル内にあります。
• ABSの電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のとき
に点灯します。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

ブレーキアシスト

ブレーキ踏力を補助する装置です。急ブ
レーキをかけたときに、ABSの効果が十
分に発揮されるまでの時間を短縮しま
す。
•しっかりとブレーキペダルを踏まない
と、ブレーキアシストは作動しません。

•ブレーキアシストは、本来のブレーキ
性能を超えた制御をする装置ではあり
ません。

ON
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エマージェンシーストップシグナル（ESS）

ESS とは Emergency Stop Signal（エマージェンシーストップシグナル）の略です。
ESSは次の条件をすべてみたしているときに、非常点滅表示灯を通常よりも速く点滅さ
せることで、後続車へ注意を促す機能です。またその際、メーター内の方向指示器表示
灯もあわせて点滅します。
•ブレーキペダルを勢いよく踏み込んだときの車速が約55 km/h以上のとき
• ABSが作動しているとき、またはABSが作動するような急ブレーキのとき

74P40170

ESSは次の状態になると機能が停止します。
•車速が十分に低下したとき
•ブレーキペダルを離したとき
• ABSの作動が終了したとき
•非常点滅表示灯スイッチの位置を  にしたとき

ESS は走行中の急ブレーキ時に、後続車に注意を促すことで追突を軽減する機能
で、すべての追突を防ぐものではありません。減速や停車するときは不要な急ブ
レーキはさけ、常に安全運転に努めてください。

•ESSの機能を停止させることはできません。
•ESSの機能よりも、非常点滅表示灯スイッチの操作が優先されます。
•次のような路面を走行中に、一瞬しかABSが作動しなかったときは、ESS は作動し
ないことがあります。
・滑りやすい路面を走行しているとき
・道路の継ぎ目などの段差を乗り越えるとき

ON
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ESP®（※）は、ABS、ブレーキアシスト、
トラクションコントロール、スタビリ
ティコントロール（横滑り防止機能）な
どを総合的に制御して、車両の走行安定
性を補助しようとするシステムです。

※ESP®は、Electronic Stability Program
（エレクトロニック スタビリティ プロ
グラム）の略で、Mercedes-Benz
Group AGの登録商標です。

■ ABS（アンチロックブレーキ
システム）

4-28ページをお読みください。

■ブレーキアシスト
ABSのブレーキアシストと同様です。

■トラクションコントロール
滑りやすい路面での発進時や加速時に起
こる駆動輪の過度の空転を、ブレーキ制
御およびエンジン出力制御により防ぎ、
適切な駆動力を確保しようとする補助機
能です。

■スタビリティコントロール
（横滑り防止機能）

急激なハンドル操作をしたり、滑りやす
い路面で旋回したりするときの車の横滑
りなどを抑制することで、車両の走行安
定性を補助しようとする機能です。

ESP®

ESP®装備車の取扱い
常に周囲の状況を確認して、安全運転
に努めてください。ESP®による制御
には限界があります。

•次のことをお守りください。
守らないとESP®が正常に作動しな
くなったり、誤作動につながったり
するおそれがあります。
・タイヤの空気圧を指定空気圧に調
整する
→　8-5ページ（タイヤの空気圧）

・タイヤ交換時は指定のサイズで、
4 輪ともサイズ、銘柄、トレッド
パターン（溝模様）が同一のもの
を装着する

・著しく摩耗状態の異なるタイヤを
使用しない

・サスペンションやブレーキを改造
しない（車高やサスペンションの
硬さ変更など）

・サスペンションやブレーキが著し
く劣化した状態で走行しない

・エンジンを改造しない（マフラー
の改造など）

・LSD（リミテッドスリップデフ）
を装着するなどの改造をしない

•タイヤチェーンやスペアタイヤ（市
販品）を装着したときなどには、
ESP®が正常に作動しない場合があ
ります。
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ESP®作動表示灯

65P40080

メーターパネル内にあります。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

• ESP®の電子制御システムに異常がある
と、エンジンスイッチが  のときに
点灯します。点灯中は次のようになり
ますので、スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。
・次の機能が作動しません。
・トラクションコントロール
・スタビリティコントロール
・スズキ セーフティ サポート
→　4-37 ページ（スズキ セーフ

ティ サポート）

・アイドリングストップシステム
→　4-120 ページ（アイドリング

ストップシステム）

・ヒルホールドコントロールも作動し
ない場合があります。
→　4-35ページ

（ヒルホールドコントロール）

・ABSは作動します。
・ブレーキアシストは、故障状況に
よっては作動しない場合がありま
す。

•次のような状況になると、0.2秒間隔で
小刻みに点滅します。
・発進時や加速時にトラクションコン
トロールが作動している

・急ハンドル時や旋回時にスタビリ
ティコントロールが作動している

•システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

•次のような操作をすると、一時的に
モーター音やカチッという音が聞こ
えることがあります。これはシステ
ムをチェックしている音で異常では
ありません。
・エンジンスイッチを  にしたと
き

・ブレーキペダルを踏んだ状態でエ
ンジンスイッチを  にし、最初
にブレーキペダルから足を離した
とき

・エンジンをかけたとき
・エンジンをかけ、最初の発進時

•エンジン回転が高いときにESP®が作
動すると、エンジン回転の変動や車
体の振動を感じることがあります
が、異常ではありません。

ON

ON

小刻みに点滅したときは、滑りやすい
路面で、車がスタックまたは横滑りし
やすい状態になっています。とくに慎
重に運転してください。

ON

ON
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ESP® OFFスイッチ

•次のようなときは、メーター内のESP®

OFF表示灯が点灯するまでESP® OFF
スイッチを押し続けてください。トラ
クションコントロールおよびスタビリ
ティコントロールが作動しなくなりま
す。
・車検を受けるときなどテスターに載
せる場合。トラクションコントロー
ルおよびスタビリティコントロール
を作動停止の状態にする必要があり
ます。

・スタックからの脱出などの場合。ト
ラクションコントロールが脱出に適
さないときがあります。

•次のような操作をすると、ESP® OFF
表示灯が消灯し、トラクションコント
ロールおよびスタビリティコントロー
ルが作動可能な状態にもどります。
・もう一度ESP® OFFスイッチを押す
・一度エンジンを止め、再始動する

80P0172

•スタックからの脱出などのあとに通常
走行するときは、ESP® OFF スイッチ
を再度押してESP® OFF表示灯を消灯
させ、もとの状態にもどしてくださ
い。トラクションコントロールおよび
スタビリティコントロールは自動復帰
しません。（一度エンジンを止め、再
始動したときを除く）

点灯中はトラクションコントロールお
よびスタビリティコントロールは作動
しませんが、ABSは使用することがで
きます。

•安全のため、ESP® OFFスイッチを操
作しても、ABSおよびブレーキアシス
トは作動停止の状態になりません。

•ESP® を作動停止（OFF）にすると、
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF表示灯および車線逸
脱抑制OFF表示灯が点灯し、デュアル
センサーブレーキサポート（DSBS）
Ⅱ、誤発進抑制機能、車線逸脱抑制
(LDP)機能、先行車発進お知らせ機能、
標識認識機能および後退時ブレーキ
サポートが停止します。
→　4-54ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポート（DSBS）
Ⅱ）

→　4-64ページ（誤発進抑制機能）
→　4-68ページ（車線逸脱抑制）
→　4-68ページ（車線逸脱警報）
→　4-68ページ（ふらつき警報）
→　4-74ページ

（発進お知らせ機能）
→　4-79ページ（標識認識機能）
→　4-92ページ

（後方誤発進抑制機能）
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ESP® OFF表示灯

80P0295

メーターパネル内にあります。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

•エンジンスイッチが  のときに、
ESP® OFF スイッチを長押しすると点
灯します。
・点灯中は、トラクションコントロー
ルおよびスタビリティコントロール
は作動しません。

•システムが正常な場合はエンジンス
イッチを  にしたときに、約2秒間
点灯したあと消灯します。

ヒルホールドコントロールは、急な上り
坂での発進時に、ブレーキペダルからア
クセルペダルへの踏み替えの間に車が後
退することを一時的に（約 2 秒間）防
ぎ、スムーズな発進を補助するシステム
です。
•ヒルホールドコントロールは、坂道で
車を停止させるシステムではありませ
ん。

•本システムに異常があると、メーター
内の次の警告灯が点灯し、ヒルホール
ドコントロールが作動しない場合があ
ります。また、アイドリングストップ
システムが作動しません。スズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受けて
ください。
・ESP®作動表示灯
→　3-73ページ

（ESP®作動表示灯）

74P1124

ON

ON

ヒルホールドコントロール
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■ヒルホールドコントロールの
作動条件

ヒルホールドコントロールは、次の条件
をすべてみたしているときに、ブレーキ
ペダルから足を離すと約2秒間、車が後
退することを防ぎます。
•進行方向が坂の上りである
•セレクトレバーが前進または後退の位
置に入っている

•パーキングブレーキを解除し、アクセ
ルペダルまたはブレーキペダルを踏ん
でいる

アイドリングストップシステム装備車の
場合、前記条件をみたしていなくても、
エンジン自動停止後の再始動時ならヒル
ホールドコントロールが作動します。
→　4-120ページ

（アイドリングストップシステム）

•常に周囲の状況を確認して、必要に
応じてブレーキペダルを操作して安
全運転に努めてください。ヒルホー
ルドコントロールによる制御には限
界があります。

•極端に急な坂道、凍結路、泥道を上
るときや、積載重量によっては、発
進時に車両が後退する場合がありま
す。

•極端に急な坂道、凍結路、泥道を上
るとき、ヒルホールドコントロール
が作動するとタイヤがロックし、車
両がコントロールできない場合があ
ります。

•ブレーキペダルから足を離したら、
すみやかに発進操作を行なってくだ
さい。ブレーキペダルから足を離し
たまま2秒以上たつとヒルホールド
コントロールが解除されるため、勾
配によっては自重で坂道を下り、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。また、エンストしてブレーキペ
ダルを踏むときに強い力が必要に
なったり、ハンドルが重くなったり
して思わぬ事故や故障の原因となる
おそれがあります。

ブレーキペダルの踏み込みが不十分な
場合、ヒルホールドコントロールが作
動せず車両が後退することがありま
す。

上記以外の場合は、ヒルホールドコン
トロールは作動しません。

作動中に以下のような状態になること
がありますが、異常ではありません。
•エンジンルームから音が聞こえる
•ブレーキペダルが硬くなり踏み込め
ないことがある
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スズキ セーフティ サポートは、運転支
援装置によって運転者を補助し、安全で
快適なドライブを支援します。

■ スズキ セーフティ サポートについ
て

スズキ セーフティ サポートは運転者
の安全運転を前提としたシステムであ
り、事故被害や運転負荷の軽減に寄与
することを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

■ 安全にお使いいただくために
•システムを過信しないでください。
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、安全運転を心がけてく
ださい。本システムはあらゆる状況
で動作するものではなく、支援には
限界があります。システムに頼った
り、安全を委ねる運転をしたりする
と思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

•お客様ご自身で作動テストを行わな
いでください。対象や状況によって
はシステムが正常に作動せず、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

•走行操作に関して注意が必要な場合
や、システムに異常が発生したとき
には、警告メッセージ・警告ブザー
で注意をうながします。ディスプレ
イに警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従っ
てください。

スズキ セーフティ サポート

スズキ セーフティ サポート
•外部の騒音やオーディオの音などに
より、警報ブザーが聞きとりにくい
場合があります。また、路面状況な
どにより、システムの作動を感じに
くい場合があります。

■ システムを OFF にする必要がある
とき

次のときは、システムを OFF にして
ください。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそれ
があります。
•過積載やパンクで車両が傾いている
とき

•けん引するとき
•トラック／船舶／列車などに積載す
るとき

•車両をリフトで上げ、タイヤを空転
させるとき

•点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

•オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

•洗車機を使用するとき
•センサーやセンサー周辺への衝撃な
どによりセンサーの向きがずれてい
るとき、変形しているとき

•センサーやライトをさえぎるような
装備品を装着しているとき

•応急用タイヤ・タイヤパンク応急修
理キット・タイヤチェーンなどを装
着しているとき

•タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

•メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

•事故や故障などにより走行不安定な
とき
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運転支援装置

スズキ セーフティ サポートの各機能
•デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
→　4-54ページ

•誤発進抑制機能
→　4-64ページ

•車線逸脱抑制(LDP)機能
→　4-68ページ
・車線逸脱警報
→　4-68ページ

・車線逸脱抑制
→　4-68ページ

・ふらつき警報
→　4-68ページ

•発進お知らせ機能
→　4-74ページ

•ハイビームアシスト
→　4-76ページ

•標識認識機能
→　4-79ページ

•パーキングセンサー
→　4-82ページ

•低速時ブレーキサポート(前進・後退)
→　4-86ページ

•後方誤発進抑制機能
→　4-92ページ

•全方位モニター（タイプ別装備）
→　4-95ページ

次の項目もあわせてお読みください。
→　2-36ページ

（車検を受けるときの注意）
→　7-37ページ

（けん引してもらうときは）
→　4-39ページ（前方カメラ（DSBS 

Ⅱ）／前方レーダー（DSBS Ⅱ）
／超音波センサー）

→　4-63ページ（デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）ⅡOFFス
イッチ）

→　4-74ページ（車線逸脱抑制OFFス
イッチ）

→　4-86ページ
（パーキングセンサー ブザーOFF
スイッチ）

システムによる前方車両や障害物、区
画線、道路標識の検知は視野範囲内に
限られています。また、視野範囲に対
象物が入ってから制御、警報の対象と
なるまでには数秒間かかります。
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前方カメラ（DSBS Ⅱ）／前
方レーダー（DSBS Ⅱ）／超
音波センサー

複数のセンサーにより、システムの作動
に必要な情報を認識します。

周囲の状況を検出するセンサー
フロント

80P5004001A

(1) 前方カメラ
(2) 前方レーダー
(3) 超音波センサー

リヤ

80P5004002

(3) 超音波センサー

■ 正確なタイヤ回転速度が検出でき
ない場合

タイヤの空気圧が指定空気圧になって
いない等、正確なタイヤ回転速度が検
出できないと、下記機能が正常に作動
しないことがあり、思わぬ事故につな
がったり、故障の原因となったりする
おそれがあります。
タイヤの空気圧を指定空気圧に調整で
きない等、正確なタイヤ回転速度が検
出できないときは、デュアルセンサー
ブレーキサポートⅡ をOFFにしてくだ
さい。
→　4-62 ページ（デュアルセンサー
ブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
の設定を変更する）

•デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ

•誤発進抑制機能
•車線逸脱抑制(LDP)機能
・車線逸脱警報
・車線逸脱抑制
・ふらつき警報

•低速時ブレーキサポート
(前進・後退)

•後方誤発進抑制機能

(2)

(3) (3)

(1)

(3)

(2)

(3)
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■ 前方カメラの故障や誤作動を防ぐ
ために

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、前方カメラが正常に作
動せず、思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
•フロントワイパー本体やブレードを
交換するときは、指定のものを使用
する（詳しくは、スズキ販売店また
はスズキ代理店にお問い合わせくだ
さい）

•前方カメラの視界を遮ったりする可
能性のあるものを置かないでくださ
い

•フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく
・フロントウインドウガラス外側に
汚れ／油膜／水滴／雪などが付着
した場合は、取り除いてくださ
い。

・フロントウインドウガラスにガラ
スコーティング剤を使用していて
も、前方カメラ前部に水滴などが
付着した場合は、ワイパーでふき
取ってください。

・フロントウインドウガラス内側の
前方カメラ取り付け部が汚れた場
合は、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

•フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

80P5004003

(1) 約 15 cm
(2) 約 35 cm

•前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

•フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要で
す。詳しくはスズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

•前方カメラに液体をかけない
•前方カメラに強い光を照射しない

(2)

(1)
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•前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。

•前方カメラに強い衝撃を加えない
•前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

•前方カメラを分解しない
•インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

•ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはスズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。

•ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

•ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない

■ フロントウインドウガラスの前方
カメラ取り付け部について

フロントウインドウガラスがくもる可
能性があるとシステムが判断した場
合、ヒーターにより前方カメラ周辺の
フロントウインドウガラスのくもり取
りが自動的に作動します。お手入れな
どで前方カメラ周辺にふれるときは、
十分にフロントウインドウガラスが冷
めてからにしてください。やけどをす
るおそれがあります。

■ 前方レーダーの故障や誤作動を防
ぐために

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、前方レーダーが正常に
作動せず、思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
•前方レーダーとレーダー専用カバー
／フロントグリルは常にきれいにし
ておく
前方レーダー前面やレーダー専用カバー
／フロントグリル前後面に汚れ・水滴・
雪・ビニール袋（透明、半透明、有色、
金属コーティング品）などが付着した場
合は、取り除いてください。
お手入れをする際は、前方レーダーや
レーダー専用カバー／フロントグリル
を傷付けないよう、やわらかい布を
使ってください。

80P5004004A

(1) 前方レーダー
(2) レーダー専用カバー
(3) レーダー専用フロントグリル

80P5004029A

(1)
(2)

(1)
(3)
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•前方レーダーやレーダー専用カバー
／フロントグリル周辺にアクセサ
リーを付けたり、ステッカー（透明
なものを含む）などを貼ったりしな
い。

•前方レーダー周辺への衝撃を避ける
前方レーダー／フロントグリル／フ
ロントバンパーに衝撃を受けた際
は、必ずスズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

•前方レーダーを分解しない
•前方レーダーやレーダー専用カバー
／フロントグリルを改造、塗装した
りしない。純正部品以外に交換しな
い。

•次のようなときは、前方レーダーの
再調整が必要です。詳しくはスズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。
・前方レーダーを交換したとき
・フロントバンパー／フロントグリ
ルを交換したとき

■ 超音波センサーの故障や誤作動を
防ぐために

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと超音波センサーが正常に
作動せず、思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。
•超音波センサーの表面は常にきれい
にしておく

•超音波センサー表面に汚れ／水滴／
雪／ビニール袋などが付着した場合
は、取り除いてください。お手入れ
をする際は、超音波センサーを傷付
けないよう、やわらかい布を使って
ください。

•超音波センサー周辺にアクセサリー
を付けたり、ステッカー（透明なも
のを含む）などを貼ったりしない。
前方の超音波センサーには純正フィ
ルムが貼り付けています。剥がした
り、貼り直したりしないでくださ
い。

•超音波センサー周辺への衝撃を避け
る
超音波センサー／フロントグリル／
フロントバンパー／リヤバンパーに
衝撃を受けた際は、必ずスズキ販売
店またはスズキ代理店で点検を受け
てください。

•超音波センサーの取り付け位置や向
きを変更したり、取り外したりしな
い

•超音波センサーを分解しない
•超音波センサーや超音波センサー専
用カバーを改造、塗装したりしな
い。純正部品以外に交換しない。

•高圧洗浄機を使うときは、超音波セ
ンサーに直接ノズルを向けないでく
ださい。
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•スチームを使用した洗浄機を使うと
きは、超音波センサーにスチームを
近づけすぎないようにする。

•次のようなときは、超音波センサー
の取り付け角度測定／初期化が必要
です。詳しくはスズキ販売店または
スズキ代理店にご相談ください。
・超音波センサーを脱着や交換した
とき

・フロントバンパー／フロントグリ
ル／リヤバンパーを交換したとき

■ 前方カメラおよび前方レーダーが
正しく作動しないおそれがあると
き

•車両の高さや傾きが変わるような改
造をしているとき

•フロントウインドウガラスが汚れて
いるときや、くもっているとき、ひ
び割れや破損があるとき

•前方カメラおよび前方レーダーが極
端に低温または高温になっていると
き

•センサー前面に泥、雨滴、雪、虫、
ゴミなどが付着したとき

•霧／雪／砂嵐／激しい雨などの悪天
候のとき

•前方に水／雪／土ぼこりなどの巻き
上げや水蒸気・煙があるとき

•夜間やトンネル内など暗い場所で
ヘッドランプを点灯していないとき

•ヘッドランプのレンズが汚れて照射
が弱いとき

•ヘッドランプの光軸がずれていると
き

•ヘッドランプが故障しているとき
•対向車のヘッドランプ光／太陽光／
反射光などが前方カメラに入射して
いるとき

•急激な明るさの変化があるとき
•テレビ塔／放送局／発電所／レー
ダー搭載車両など、強い電波やノイ
ズが発生する場所の近くを走行する
とき

•ワイパーブレードがセンサーの視界
をさえぎっているとき
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•周囲に次のようなレーダーの電波を
反射するものがあるとき
・トンネル
・トラス橋
・砂利道
・轍のある雪道
・壁
・大型トラック
・マンホール
・ガードレール
・鉄板

•周囲に段差や突起物があるとき
•超小型モビリティなどのように対象
車両の全幅が狭いとき

•空荷のトラックなど対象車両の前
端・後端面積が小さいとき

•低床トレーラーなど対象車両の前
端・後端が低い位置にあるとき

69TJ050440

•対象車両の最低地上高が極端に高い
とき

69TJ050450

•対象車両の荷台から荷物がはみ出し
ているとき

例

例

•対象車両の一部が布で覆われている
など金属の露出が少ない車両のとき

•トラクター・サイドカーなど対象車
両が特殊な形状のとき

•対象車両との車間距離が極端に短く
なったとき

•対象車両の位置がずれている場合
•対象車両に雪や泥などが大量に付着
している場合

•次のような道路を走行しているとき
・急なカーブや曲がりくねった道
・急な上り坂や下り坂など、路面勾
配が変化する道

・左右に傾きのある道
・路面に深いわだちがある道
・整備されていない荒れた道
・起伏や段差が多い道路

•ハンドル操作が不安定な場合
•車線内での自車の位置が一定でない
場合

•本システム部品もしくはブレーキ等
の関連部品が極度に冷えている・過
熱している・ぬれているなど

•ホイールアライメントがずれている
とき

•凍結路・積雪路・砂利道などのすべ
りやすい路面を走行するとき

•カーブの形状とは異なる経路で走行
するとき

•カーブに対して進入速度が過度に高
いとき

•駐車場や車庫、カーエレベータなど
に出入りするとき

•駐車場内を走行するとき
•生い茂った草・垂れ下がった枝・垂
れ幕など自車に覆い被さるような障
害物がある場所を走行するとき

•風が強いとき
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■ 車線を検知できないおそれがある
とき

•車線の幅が極端に狭い、または広い
とき

•車線変更をした直後、または交差点
を通過した直後

•工事によって規制された車線、また
は仮設の車線を走行しているとき

•周囲に車線もしくは類似の構造物、
模様、影があるとき

•同一車線上に複数の白線があるとき
•車線が明瞭でないとき、濡れた路面
を走行しているとき

•車線が縁石等の上に引かれていると
き

•コンクリート路のような照り返しな
どで明るい路面を走行しているとき

■ システムの一部もしくは全てが作
動しないとき

•本システムもしくはブレーキ、ステ
アリング等関連システムの異常検出
時

•ESP® 等の安全システムが作動時
•ESP® 等の安全システムが OFF のと
き

■ ブレーキの作動音や踏み応えの変
化について

•ブレーキが作動したときにブレーキ
の作動音が聞こえたり、ブレーキペ
ダルの踏み応えがかわったりするこ
とがありますが異常ではありませ
ん。

•システムの制御によるブレーキ作動
中はブレーキペダルがお客様の想定
よりも固く感じられたり、ブレーキ
ペダルが沈みこんだりすることがあ
ります。どちらの場合もブレーキの
踏み増しは可能です。必要に応じて
ブレーキを踏み増ししてください。

■ 超音波センサーが正しく作動しな
いおそれがあるとき

•超音波センサーに水滴・氷・雪・泥
などが付着したとき

•超音波センサーの一部が凍結したと
き

•炎天下や寒冷時
•周辺の気温が急激に変化したとき
•凹凸路・坂道・砂利道・草むら走行
時

•他車のホーン、オートバイのエンジ
ン音、大型車のエアブレーキ音、ブ
レーキ音、車両感知器、他車の超音
波センサーなどの超音波を発生する
ものがあるとき

•洗車場、自動車整備場、工事現場な
どの超音波が発生する環境が周囲に
あるとき

•大雨や水しぶきがかかったとき
•超音波センサーに障害物が近づきす
ぎたとき

•超音波を反射しにくい歩行者
•地面に対して垂直でないもの、車両
進行方向に対して直角ではないも
の、凹凸なもの、波打っているもの
が検知範囲にあるとき

•風が強いとき
•霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき
•作動対象物と車両のあいだに検知で
きない対象物があるとき

•作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

•衝突などで、超音波センサーの方向
がずれたとき

•超音波センサー付近にけん引フッ
ク・バンパープロテクター・バン
パートリム・サイクルキャリア、除
雪装置（スノーブラウ)などを取り付
けたとき
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•事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

•タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

•狭い道路を走行するとき
•垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった
枝、遮断機に向かって走行するとき

•地面にわだちや穴がある場合
•排水溝などの金属のフタ (グレーチン
グ)走行時

•急な登坂路や降坂路を走行するとき
•冠水している道路で超音波センサー
に水がかぶったとき

•背の高い縁石や直角の縁石に向かっ
て進んだとき

•立体駐車場や工事現場などで柱 (H 形
鋼など)の付近を走行するとき

■ サスペンションの取扱いについて
車高や車の傾きが変化すると、セン
サーが作動対象物を正しく検知できな
くなり、システムが正しく作動しなく
なるおそれがあり危険です。サスペン
ションの改造はしないでください。
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■前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー機能の一時停止・故障
次の表のようになったとき、システムが一時停止または故障しています。システムの故
障・不調の原因によっては、点灯パターンが異なる場合があります。

前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー
システム一時停止 故障

デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ（DSBS Ⅱ） 作動表示灯

点灯 点灯

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ OFF表示灯

点灯 点灯

後退時ブレーキサポート作動表示灯

点灯 点灯

車線逸脱抑制作動表示灯

点灯 点灯

ハイビームアシスト警告灯

点灯 点灯

標識認識OFF表示灯

点灯 点灯

パーキングセンサー作動表示灯

点灯 点灯

マスターウォーニング

点滅 点滅

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ システム一時停止中表示

DSBSⅡシステム
一時機能停止中

表示
非表示
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以下のような場合にも表示することがあります。
•街灯のない暗い道路を走行しているとき
•勾配の変化がきつい坂を走行しているとき
•ガレージの中で停車しようとしているとき
•単色の壁に前向きにゆっくり接近しているとき
•シャッターや横縞の壁に前向きにゆっくり接近しているとき

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ システム要点検表示 非表示

DSBSⅡ
システム要点検

表示

ソナーシステム一時機能停止表示
ソナーシステム
一時機能停止中

表示
非表示

ソナーシステム要点検表示 非表示
ソナーシステム
要点検
表示

パーキングセンサー掃除表示 パーキングセンサーを
掃除してください

表示

非表示

パーキングセンサーシステム要点検
表示 非表示 パーキングセンサー

システム要点検
表示

前方カメラ／前方レーダー／超音波センサー
システム一時停止 故障
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•DSBS Ⅱシステム一時停止または故障のときは次の機能が停止します。
・デュアルセンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
・誤発進抑制機能
・車線逸脱抑制(LDP)機能
・車線逸脱警報
・車線逸脱抑制
・ふらつき警報

・発進お知らせ機能
・ハイビームアシスト
・標識認識機能

•超音波センサーシステム一時停止または故障のときは下記の機能が停止します。
・低速時ブレーキサポート(前進・後退)
・後方誤発進抑制機能
・パーキングセンサー
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超音波センサーの一時停止
次のようなときセンサーが一時停止しま
す。
状況が改善されれば、センサーの一時停
止は解除されます。
•超音波センサー部に泥、雪、氷などの
異物が付着しているとき

•バッテリーの電圧が一時的に異常に
なったとき

超音波センサーの故障
故障したときは、エンジンスイッチを

（OFF）にするまでシステムが停
止します。
安全な場所に停車して、エンジンスイッ
チを （OFF）にし、エンジンを
止めてください。再度、エンジンを始動
したとき、「ソナーシステム要点検」、
「パーキングセンサーシステム要点検」
が非表示になることを確認します。
•エンジンを再始動しても「ソナーシス
テム要点検」、「パーキングセンサー
システム要点検」が表示されている、
またはパーキングセンサー作動表示灯
が点灯し、故障が考えられる場合、超
音波センサーの故障が考えられます。
スズキ販売店またはスズキ代理店にご
相談ください。

超音波センサーが異物を検知したとき
超音波センサーが泥、雪、氷などのセン
サーに付着した異物を検知すると以下の
表のようにマルチインフォメーション
ディスプレイに表示されます。付着した
異物を取り除けば正常に復帰します。異
物を検知している間は超音波センサーは
一時停止しています。
異物が付着していないのに表示される場
合は、センサーの異常の可能性がありま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

「ソナーシステム要点検」、「パーキ
ングセンサーシステム要点検」が表示
される、またはパーキングセンサ作動
表示灯が点灯し、故障が考えられる場
合、システムが停止しますが、通常の
走行には支障ありません。

LOCK

LOCK

マルチインフォメーションディスプレ
イ

80P5003118

「パーキングセン
サーを掃除して
下さい」

※異物を検知して
いるセンサー側が
表示されます

※
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システム一時停止
次のようなときスズキ セーフティ サポートのシステムが一時停止します。
状況が改善されれば、システムの一時停止は解除されます。

表示される内容 原因 対処方法

80P5003105

次の状態のため、システムの
機能が一時停止しています。
•スズキ セーフティ サポート
に関連するシステムが一時
停止した

•鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

原因が解消するまで、周囲に
十分注意して走行してくださ
い。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談
ください。

80P5003110

システム本体が低温または高
温になったことで、システム
の機能が一時停止していま
す。

•原因が解消するまで、周囲
に十分注意して走行してく
ださい。

•表示がしばらく経過しても
消えない場合は、スズキ販
売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

•炎天下での駐車時など、前
方カメラが高温のときは、
エアコンでカメラ周辺の温
度を下げてください。

•極寒での駐車時など、前方
カメラが低温のときは、エ
アコンでカメラ周辺の温度
を上げてください。
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80P5003111

前方カメラの視界不良によ
り、システムの機能が一時停
止しています。以下の原因が
考えられます。
•大雨、吹雪、霧などの悪天
候

•前方カメラの前部のフロン
トウインドウガラスに汚
れ、付着物がある

•前方カメラの前部のフロン
トウインドウガラスにくも
りが発生している

次の対処法に従ってください。
•ワイパー機能を使って、フ
ロントウインドウガラスの
汚れや付着物を取り除く。
→　3-124ページ
（ワイパー／ウォッ
シャースイッチ）

•エアコン機能を使って、フ
ロントウインドウガラスの
くもりを取り除く
→　5-33ページ
（デフロスタースイッ
チ）

•ボンネットを閉じる、また
はステッカーを剥がすな
ど、カメラの視界を遮らな
いようにする。

80P5003107

前方レーダーの不良により、
システムの機能が一時停止し
ています。以下の原因が考え
られます。
•前方レーダー周辺の汚れ、
油膜、雨滴などが付着して
いる

•やわらかい布などで前方
レーダー周辺の汚れ、油
膜、雨滴などをふき取って
ください。

80P5003108

前方レーダーが低温または高
温になったことで、システム
の機能が一時停止していま
す。

原因が解消するまで、周囲に
十分注意して走行してくださ
い。
•表示がしばらく経過しても
消えない場合は、スズキ販
売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

80P5003109

前方レーダーの角度不良によ
り、システムの機能が一時停
止しています。

•表示がしばらく経過しても
消えない場合は、スズキ販
売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。

•前方レーダーおよびレー
ダー専用カバー／フロント
グリルに付着物がないか確
認し、あった場合には取り
除いてください。

表示される内容 原因 対処方法
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80P5003115

次の状態のため、システムの
機能が一時停止しています。
•低速時ブレーキサポート(前
進・後退)、誤発進抑制機
能、後方誤発進抑制機能に
関連するシステムが一時停
止した

•鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

原因が解消するまで、周囲に
十分注意して走行してくださ
い。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談
ください。

80P5003118

次の状態のため、システムの
機能が一時停止しています。
•パーキングセンサーに関連
するシステムが一時停止し
た

•鉛バッテリーの電圧が一時
的に異常になった

•超音波センサーに泥、雪、
氷などが付着した

柔らかい布などで超音波セン
サーの泥、雪、氷などをふき
取ってください。
原因が解消するまで、周囲に
十分注意して走行してくださ
い。
表示がしばらく経過しても消
えない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談
ください。

表示される内容 原因 対処方法
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デュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ

進路上の作動対象をセンサーで検出し、
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たときに、警報により運転者に回避操作
をうながします。また、衝突の可能性が
さらに高まったと判断したときは、自動
的にブレーキを作動させることで、衝突
回避を支援、あるいは衝突被害の軽減に
寄与します。
必要に応じて、デュアルセンサーブレー
キサポートⅡの ON／OFF や、警報タイ
ミングを切りかえることができます。
→　4-63 ページ（デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）ⅡOFFス
イッチ）

→　4-62 ページ（デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）Ⅱ の設定
を変更する）

■ 安全にお使いいただくために
•安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。デュアル
センサーブレーキサポート Ⅱを日常
のブレーキ操作のかわりには絶対に
使用しないでください。本システム
はあらゆる状況で衝突を回避または
衝突の被害を軽減するものではあり
ません。システムに頼ったり、安全
を委ねる運転をしたりすると思わぬ
事故につながり、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

•デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱは衝突回避を支援、あるいは衝突被
害の軽減に寄与することを目的とし
ていますが、その効果はさまざまな
条件によりかわります。そのため、常
に同じ性能を発揮できるものではあ
りません。次の項目をお読みいただ
き、システムを過信せず安全運転に
努めてください。
→　4-37ページ
（安全にお使いいただくために）

■ デュアルセンサーブレーキサポー
トⅡを OFF にするとき
→　4-37ページ（システムを OFF
にする必要があるとき）



運転するときは/スズキ セーフティ サポート

4-55

4

■システムの作動対象
システムは次のものを作動対象として検
出しています。（機能によって、作動対
象が異なります）
•車両
•自転車※
•歩行者
•自動二輪車※
※人が乗車している場合のみを作動対象
としています。

■機能一覧
■前方衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たとき、ブザー音が断続的に鳴り、メー
ター内のデュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ（DSBS Ⅱ） 作動表示灯（1）
が点灯し、回避操作をうながします。

80P5003026

アクセルが強く踏み込まれているとシス
テムが判断した場合は、メーター内の
デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ） 作動表示灯（1）が点灯し
ます。

80P5003026

(1)

(1)
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■前方衝突被害軽減ブレーキア
シスト

衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たとき、運転者のブレーキ操作で不足し
ているブレーキ力を増強します。

■衝突被害軽減ブレーキ
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たときは、ブレーキが自動でかかり、衝
突回避を支援、あるいは衝突被害の低減
に寄与します。

■交差点衝突回避支援（右左
折）

次のような状況において衝突の可能性が
高いとシステムが判断したとき、前方衝
突警報および衝突被害軽減ブレーキによ
る支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援でき
ない場合があります。
•交差点で右折して対向車の進路を横切
るとき

69TJ050540

•右左折中に、対向方向からの横断歩行
者や、自転車を検出したとき

69TJ050550
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■交差点衝突回避支援（出合頭
車両）

交差点など、側方から接近する車両との
衝突の可能性が高いとシステムが判断し
たとき、前方衝突警報および衝突被害軽
減ブレーキによる支援を行います。

交差点の形状によっては正しく支援でき
ない場合があります。

69TJ050560

■ 衝突被害軽減ブレーキについて
•衝突被害軽減ブレーキが作動したと
きは、強いブレーキがかかります。

•衝突被害軽減ブレーキは停車状態を
保持する機能ではありません。衝突
被害軽減ブレーキの作動により車両
が停止したときは、停止状態を維持
するためなど必要に応じて速やかに
運転者自らブレーキをかけてくださ
い。

•衝突被害軽減ブレーキ作動後のブレー
キ保持は、次のような状況では作動し
ません。状況に応じて速やかに運転者
自らブレーキをかけてください。
・アクセルが踏まれている（システ
ムが発進の意図があると判断して
ブレーキ保持を解除します）

・交差点衝突回避支援機能で停止し
ている（交差点衝突回避支援機能
では停止後のブレーキ保持は行わ
ないため）

・急な坂道で停止している（システ
ムがブレーキ保持を維持できない
と判断した場合）

•衝突被害軽減ブレーキは運転者の操
作状態によっては作動しません。運
転者がアクセルペダルを強く踏んで
いたり、ハンドルを操作したりして
いると、運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、衝突被害軽減ブレーキ
が作動しない、または作動が解除さ
れる場合があります。

•ブレーキペダルを踏んでいるとき
は、運転者の回避操作とシステムが
判断し、衝突被害軽減ブレーキの作
動開始タイミングが遅れる場合があ
ります。
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■ デュアルセンサーブレーキサポートⅡ各機能の作動条件
デュアルセンサーブレーキサポートⅡが ON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高
いとシステムが判断したときに作動します。
ただし、次のときシステムは作動しません。
•シフトポジションが R のとき
• ESP® OFF 表示灯が点灯しているとき（前方衝突警報機能は作動します）

各機能の作動速度、作動解除は次のとおりです。

•前方衝突警報

衝突警報が作動中にハンドルを大きく操作するか、すばやく操作すると、衝突警
報が解除される場合があります。

•前方衝突被害軽減ブレーキアシスト

作動対象 自車速度 相対速度
先行車両、静止車両 約 5 ～ 180 km/h 約 5 ～ 180 km/h
対向車両 約 30 ～ 180 km/h 約 80 ～ 220 km/h
自転車 約 5 ～ 80 km/h 約 5 ～ 80 km/h
歩行者 約 5 ～ 80 km/h 約 5 ～ 80 km/h
先行自動二輪車、静止自動二輪車 約 5 ～ 180 km/h 約 5 ～ 80 km/h

作動対象 自車速度 相対速度
先行車両、静止車両 約 30 ～ 180 km/h 約 10 ～ 180 km/h
自転車 約 30 ～ 80 km/h 約 30 ～ 80 km/h
歩行者 約 30 ～ 80 km/h 約 30 ～ 80 km/h
先行自動二輪車、静止自動二輪車 約 30 ～ 180 km/h 約 10 ～ 80 km/h



運転するときは/スズキ セーフティ サポート

4-59

4

•衝突被害軽減ブレーキ

衝突被害軽減ブレーキ作動中に次の操作をすると、衝突被害軽減ブレーキの作動
が解除される場合があります。
・アクセルペダルを強く踏み込む
・ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する

•交差点衝突回避支援（右左折）
方向指示器が点滅していないときは、対向車に対する交差点右左折支援が作動し
ません。

•交差点衝突回避支援(出合頭車両)

作動対象 自車速度 相対速度
先行車両、静止車両 約 5 ～ 180 km/h 約 5 ～ 180 km/h
対向車両 約 30 ～ 180 km/h 約 80 ～ 220 km/h
自転車 約 5 ～ 80 km/h 約 5 ～ 80 km/h
歩行者 約 5 ～ 80 km/h 約 5 ～ 80 km/h
先行自動二輪車、静止自動二輪車 約 5 ～ 180 km/h 約 5 ～ 80 km/h

作動対象 自車速度 対向車速度 相対速度
対向車両 約 5 ～ 40 km/h 約 5 ～ 75 km/h 約 10 ～ 115 km/h
歩行者 約 5 ～ 30 km/h ― 約 5 ～ 40 km/h
自転車 約 5 ～ 30 km/h ― 約 5 ～ 50 km/h
対向自動二輪車 約 5 ～ 40 km/h 約 5 ～ 75 km/h 約 10 ～ 115 km/h

作動対象 自車速度 相手車速度 相対速度

車両（側面） 約 5～60km/h •自車速度以下
•約 40km/h 以下 約 5～60km/h
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■ 作動対象の検出
大きさ・輪郭・動きなどから検出しま
す。周囲の明るさや、作動対象の動
き・姿勢・角度などによっては、作動
対象を検出できず、システムが正常に
作動しないおそれがあります。図は作
動対象として検出する対象のイメージ
です。

69TJ050580

■ 衝突の可能性が高くなくてもシス
テムが作動するおそれがあるとき

•例えば次のような状況では、システ
ムが衝突の可能性が高いと判断し、
作動するおそれがあります。
・作動対象などのすぐそばを通過す
るとき

・車線を変更して作動対象などを追
いこすとき

・作動対象などに急接近したとき
・道路脇の作動対象や物体（ガード
レール・電柱・木・壁など）など
に近付いたとき

・カーブ入り口の道路脇に作動対象
や物体などが存在するとき

69TJ050590

・自車の前方に作動対象との区別が
つきにくい模様・ペイントがある
とき

・車線変更や右左折している作動対
象などを追い抜くとき

69TJ050600

・右左折待ちの作動対象などとすれ
違うとき

69TJ050610

・作動対象などが自車進路内に入る
手前で停止したとき

・道路上方に物体（道路標識や看板
など）がある場所を走行するとき

69TJ050620
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・ETC ゲートや駐車場のゲートなど
の開閉バーに接近したとき

・右左折中に、対向車/対向二輪車/
横断歩行者/横断自転車が自車の前
方を通過したとき

・右左折中に、対向車/対向二輪車/
横断歩行者/横断自転車の手前を通
過しようとしたとき

・右左折中に、対向車/対向二輪車/
横断歩行者/横断自転車が自車進路
に入る手前で停止したとき

・交差点内で右折中、対向車が右折
しているとき、または左折してい
るとき

69TJ050630

・対向車の進路に接近するようにハ
ンドルを操作したとき

・道路上方/下方を移動するものがあ
るとき

72U00252

■ システムが正常に作動しないおそ
れがあるとき

•例えば次のような状況では、前方セ
ンサーが作動対象を検出できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれが
あります。
・自車に向かって作動対象が近付い
てくるとき

・自車や作動対象がふらついている
とき

・作動対象が急な動きをしたとき(急
ハンドル・急加速・急減速など）

・作動対象に急接近したとき
・作動対象が壁やフェンス・ガード
レール・マンホール・路面の鉄
板、他の車両などのそばにいると
き

・上方に構造物がある場所の下に作
動対象がいるとき

・作動対象の一部が他のもので隠れ
ているとき（大きな荷物や傘、ま
たはガードレールなど）

・作動対象が複数重なっているとき
・作動対象が太陽光などの強い光を
反射しているとき

・作動対象の色合いが白系統で、極
端に明るく見えるとき

・作動対象の色合いや明るさが背景
に溶け込んでいるとき

・作動対象が割り込んできたり、飛
び出してきたりしたとき

・斜めを向いている前方車両に近付
いたとき

・子供用自転車、大きい荷物を載せ
た自転車、2 人以上乗車している
自転車、または特殊な形状の自転
車（チャイルドシート装着車・タ
ンデム自転車など）
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■デュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ の設定を
変更する

•デュアルセンサーブレーキサポート Ⅱ
の設定はセッティングモードから変更
することができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）
エンジンスイッチが ON になるとシス
テムは ON になります。

・歩行者・自転車の大きさが約 1m
以下、または約 2m 以上のとき

・歩行者・自転車の全身の輪郭があ
いまいなとき（レインコート・ロ
ングスカートを着用している場合
など）

・歩行者が前かがみになっている、
またはしゃがんでいるとき

・歩行者・自転車の移動速度が速い
とき

・歩行者がベビーカー・車いす・自
転車などを押しているとき

・周 囲 が 薄 暗 い（朝 方・夕 方 な
ど）、または周囲が暗い（夜間や
トンネル内など） など、作動対象
が背景に溶け込んでいるとき

・エンジンを始動したあと、走行を
開始してしばらくのあいだ

・右左折中および右左折後の数秒間
・カーブ走行中およびカーブを曲が
りきってからの数秒間

・右折中に、対向車が自車の走行す
る車線よりも 3 つ以上離れた車線
を走行しているとき

・右折中に、自車の向きが対向車線
に対する正対方向から大きく外れ
ているとき

69TJ050640

・右左折中に、横断歩行者が自車と
同じ方向から直進して近づいてく
るとき

69TJ050650

・交差点で出会い頭に大型トラック/
けん引トレーラーなど全長の長い
車両が接近してくるとき
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デュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ OFF ス
イッチ

デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ、誤発進抑制機能、低速時
ブレーキサポート(前進・後退)、および
後方誤発進抑制機能を停止できます。
•機能を停止させるときは完全に停車さ
せてから、メーター内のデュアルセン
サーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
OFF 表示灯（2）が点灯するまでデュ
アルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF スイッチ（1）を長
押しします。

•機能を復帰させるときは、もう一度
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチを長押しし
てデュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF表示灯を消灯させま
す。

•走行中はデュアルセンサーブレーキサ
ポート（DSBS）Ⅱ OFFスイッチを押
して機能を停止できません。

•手動でエンジンを停止するたびに機能
は復帰し、デュアルセンサーブレーキ
サポート（DSBS）Ⅱ OFF表示灯は消
灯します。

•デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFF スイッチを押し、作
動状態が切替わるたびに、室内のブ
ザーが"ピッ"と鳴ります。

80P3011

•次のような状況では、デュアルセン
サーブレーキサポート（DSBS）Ⅱお
よび誤発進抑制機能が予期せず作動す
るおそれがあるため、事前にデュアル
センサーブレーキサポート（DSBS）
Ⅱ OFFスイッチを操作して作動停止の
状態にしてください。
・車検などでテスターに載せるとき
・車をリフトで上げて、タイヤを空転
させるとき

・けん引されるとき
・キャリアカーなどに積載するとき
・サーキット場などでスポーツ走行す
るとき

・ビニールカーテンや垂れ下がった枝
があるとき

・生い茂った草むらなどを走行すると
き

・洗車機を使用するとき
・スペアタイヤ（市販品）やタイヤ
チェーンを装着したとき

・パンクを応急修理したとき
・事故にあったときや、故障などで走
行が不安定なとき

・衝突被害軽減ブレーキ機能が何回も
予期せず作動したとき

・タイヤの空気圧が適正でないとき
・タイヤが著しく摩耗しているとき
・指定サイズ以外のタイヤやホイール
を装着したとき

・サスペンションを改造したとき
・前方カメラの視界をさまたげるよう
なものを取り付けたとき

・ヘッドライトの汚れなどで、前方を
正しく照射できないとき

・ヘッドライトの光軸がずれていると
き

・ヘッドライトを改造したとき
・重い荷物を積んで、車両が傾いてい
るとき

(2)

(1)
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誤発進抑制機能

低速走行時にアクセルペダルが強く踏み
込まれ、衝突の可能性があるとシステム
が判断したときや、停車または低速走行
時に、車体端から前方約3 m以内に壁な
どの障害物を検知しアクセルペダルが強
く踏み込まれた場合に、エンジン出力を
抑制することで加速を抑制します。抑制
されていたエンジン出力は、機能が解除
されると徐々に戻ります。

作動時には、ブザー音が断続的に鳴り、
デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBS Ⅱ）作動表示灯が点滅し、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージを表示します。
•マルチインフォメーションディスプレ
イにメッセージを表示
→　3-77 ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポートⅡ （DSBSⅡ )
作動表示灯）

必要に応じて、誤発進抑制機能の機能を
ON/OFFすることができます。
→　4-63 ページ（デュアルセンサー
ブレーキサポート（DSBS）ⅡOFFス
イッチ）

•誤発進抑制機能は、運転者による安
全運転をサポートし、衝突時の被害
を軽減することを目的としています
が、その検知・制御性能には限界が
ありますので、周囲の状況によって
は作動しない可能性があります。誤
発進抑制機能にたよった運転はせ
ず、常に安全運転に努めてくださ
い。

•お客様自身で誤発進抑制機能の作動
確認を行なわないでください。周囲
の状況によっては誤発進抑制機能が
作動せず、思わぬ事故につながるお
それがあります。

•誤発進抑制機能は停車状態を保つも
のではありません。急な上り坂など
を上がっている場合に機能が作動す
ると、自重により坂道を下り、思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。

•運転者がハンドルを操作している
と、回避操作とシステムが判断し、
誤発進抑制機能が作動しない、また
は作動が解除される場合がありま
す。
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■誤発進抑制機能の作動条件
誤発進抑制機能が ON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステムが判断
したときに作動します。

•前方カメラ・前方レーダーによる作動速度、作動解除は次のとおりです。

•超音波センサーによる作動速度、作動解除は次のとおりです。

機能の作動中に次の動作をすると、作動が解除されます。
•アクセルペダルを離す
•ハンドルを大きく操作する、またはすばやく操作する (前方カメラ・前方レーダー)

前方カメラ・前方レーダー、または超音波センサーのどちらかが機能を一時停止、もし
くは故障した場合には、正常なセンサーの作動条件で誤発進抑制機能が作動します。

作動対象 自車速度 相対速度
先行車両、静止車両 約 0 ～ 15 km/h 約 0 ～ 15 km/h
自転車 約 0 ～ 15 km/h 約 0 ～ 15 km/h
歩行者 約 0 ～ 15 km/h 約 0 ～ 15 km/h

自車速 約 0～10 km/h以下

■ こんな場合は作動しません
次のようなとき、誤発進抑制機能は作動しません。
•エンジン停止中のとき
•エンジンスイッチを にした直後の数秒間
•バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ
•セレクトレバーの位置が以下のとき
・前方カメラ・前方レーダー：セレクトレバーの位置が  のとき
・超音波センサー：セレクトレバーの位置が    のとき

•デュアルセンサーブレーキサポートⅡ を停止させているとき
•方向指示器が作動しているとき
•非常点滅表示灯が作動しているとき (超音波センサー)
•急な坂道のとき
•障害物を検知できないとき
•異常検出時には、前方カメラ・前方レーダー、または超音波センサーのどちら
か、もしくは両方が作動しません

ON

R
P R N
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■こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、誤発進抑制機能が正常
に作動しない場合があります。

超音波センサーが正常に作動しないとき
→　4-45 ページ（超音波センサーが正

しく作動しないおそれがあるとき）

•ハンドル操作をしているとき
•標識などの背が高く上部が張り出して
いる障害物

•縁石などの背が低い障害物
•地面が傾斜している場所を走行中のと
き

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•洗車場、自動車整備場、工事現場など
の超音波が発生する環境が周囲にある
とき

•壁などの障害物の一部しか超音波セン
サーの検知範囲内に入っていないとき

69TJ052150

■こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、超音波センサーが衝突
の可能性のある障害物と判断して誤発進
抑制機能が作動する場合があります。
•路面の勾配が急に変化するような場所
を走行するとき

69TJ052160

•進行方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

•垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

•縁石などの背が低い障害物
•生い茂った草むらなどの悪路を走行す
るとき

79R40420

•サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

•幅の狭い場所に進入するとき
•前方障害物のすぐ近くに停車するとき
•シャシダイナモメーターやフリーロー
ラーなどを使用するとき

•重い荷物を積んで、車両前方が著しく
傾いているとき

例

例

例
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•船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両前方が著しく傾いている
とき

•超音波センサー部に泥、雪、氷などの
異物が付着しているとき（異物を取り
除いてください）

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•車両前方に障害物がある状態で、起伏
や段差などを乗り越えるとき

•路面に段差、縁石、突起物などがある
とき

•側溝のグレーチングなどの金属製のフ
タの上や砂利道を走行するとき

■踏切内などで作動した場合は
誤発進抑制機能が遮断機を障害物と判断
して、踏切内に閉じ込められた場合
は、次の操作を行ない、機能を解除させ
て、踏切内からすみやかに脱出してくだ
さい。
•いったんアクセルペダルを離し、再度
アクセルペダルを踏み込む

•デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBSⅡ） OFF スイッチを長押しし
て、誤発進抑制機能をOFFにする
→　4-63 ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
OFFスイッチ）

遮断機が下がる直前に無理に踏切内に
侵入しないでください。踏切内で誤発
進抑制機能や後方誤発進抑制機能、
デュアルセンサーブレーキサポート
Ⅱ、低速時ブレーキサポート(前進・後
退 ) が作動して、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
→　7-36 ページ（踏切内で動けなく
なったときは）
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車線逸脱抑制(LDP)機能

■基本機能
車線または走路※ からの逸脱の可能性を
警告するとともに、車線または走路※ か
らの逸脱を避けるためのハンドル操作の
一部を支援します。
車線または走路※ を前方カメラや前方
レーダーで認識します。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■車線逸脱警報
車両が車線または走路※ から逸脱する可
能性がある場合にディスプレイの表示お
よび、警報ブザーまたはハンドルの振動
により注意をうながします。

81M40550

道路状況を確認の上、ハンドルを慎重に
操作して、車線または走路※ 内の中央付
近にもどってください。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■車線逸脱抑制
車両が車線または走路※ から逸脱する可
能性がある場合に、逸脱を避けるために
必要なハンドル操作の一部を支援しま
す。

52R0024

ハンドル操作をしなかったり、ハンドル
をしっかり握っていない状態での運転が
続いたりしたときは、一定時間ディスプ
レイの表示と警報ブザーで注意喚起が行
われます。
※アスファルトと草・土などの境界や、
縁石、ガードレールなどの構造体

■ふらつき警報
車両がふらついて走行しているときに、
ディスプレイの表示および警報ブザーに
より休憩をうながします。

80P5004027

例

例

例
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■ 車線逸脱抑制をお使いになる前に
•車線逸脱抑制を過信しないでくださ
い。
車線逸脱抑制は自動で運転する装置
でも前方への注意を軽減する装置で
もないため、運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、ハンドル
操作で進路を修正し、安全運転を心
がけてください。また、長時間の運
転などによる疲労時は適切に休憩を
とってください。

•適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

■ 各機能の作動条件
•車線逸脱警報／抑制
次の条件をすべて満たしたときに作
動します。
・車速が約 50km/h 以上のとき
車線の周囲に車両、自動二輪車、
自転車、歩行者を検知した場合は
約 40km/h 以上のときに作動する
ことがあります。
対象が縁石、ガードレールなどの
構造体の場合は約 35km/h 以上の
ときに作動します。(セッティング
モードで低速支援を作動にしたと
き）

・システムが車線または走路※ を認
識しているとき（車線または走路
※ が片側しかないとき、認識して
いる方向のみ作動します）

・車線の幅が約 3m 以上のとき
・方向指示レバーを操作していない
とき

・急カーブを走行していないとき
・一定以上の加減速がないとき
・車線変更に相当する程度の操舵力
でハンドルを操作していないとき
※アスファルトと草・土などの境界
や、縁石、ガードレールなどの構
造体

•ふらつき警報
次の条件をすべて満たしたとき作動
します。
・車速が約 50km/h 以上のとき
・車線の幅が約 3m 以上のとき
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■ 機能の一時解除
作動条件が満たされなくなった場合、
一時的に機能が解除されますが、ふた
たび作動条件が満たされると、自動的
に復帰します。
→　4-69ページ

（各機能の作動条件）

■ 車線逸脱警報／抑制の作動につい
て

•車速や路面の状況、逸脱の程度など
により、車線逸脱抑制 (LDP) 機能の
作動を感じなかったり、車線逸脱抑
制 (LDP) 機能が作動しなかったりす
ることがあります。

•セッティングモードで振動を選択し
ていても状況によって警報ブザーが
吹鳴する場合があります。

•走路※ がはっきり見えない場合、ま
たは直線的でない場合は走路逸脱に
対する警報、抑制が作動しない場合
があります。

•意図的に歩行者や駐車車両を避けた
と判断した場合に警報、抑制が作動
しない場合があります。

•車線逸脱抑制 (LDP) 機能によるハン
ドル操舵支援は、運転者のハンドル
操作によって修正することができま
す。
※アスファルトと草・土などの境界
や、縁石、ガードレールなどの構
造体

■ 手放し運転に対する注意喚起につ
いて

次の状況では、ハンドル操作をうなが
すメッセージとアイコンのディスプレ
イの表示、および警報ブザーにより注
意喚起を行います。システムを使用す
る際は注意喚起にかかわらず、常にハ
ンドルをしっかりと握ってください。

80P5003120

•車線逸脱抑制(LDP)機能によるハン
ドル操舵支援中にハンドル操作をし
なかったり、ハンドルをしっかり
握っていない状態だとシステムが判
断したとき
ハンドル操舵支援の回数が増えるご
とに、警報ブザーの継続時間が長く
なります。ハンドルを操作したとシ
ステムが判断しても一定時間警報ブ
ザーが鳴り続けます。
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■車線逸脱抑制 (LDP) 機能の設
定を変更する

•車線逸脱抑制機能の設定はセッティン
グモードから変更することができま
す。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

■ ふらつき警報について
車両がふらついて走行しているとき、
ディスプレイの表示と警報ブザーで休
憩をうながします。

69TJ040640

車両の状態や路面状況によってはふら
つき警報が行われない場合がありま
す。

■ 車線逸脱抑制を使用してはいけな
い状況

次の状況では、システムを OFF にし
てください。思わぬ事故につながるお
それがあり危険です。
•システムを OFF にする必要がある
とき
→　4-37ページ（システムを OFF
にする必要があるとき）

■ 機能が正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。
•アスファルトと草・土などの境界
や、縁石、ガードレールなどの構造
体が不明瞭または直線的でないとき

•横風を受けているときなど、周辺車
両の走行によって発生する風の影響
を受けているとき

•車線を検知できないおそれがあると
き
→　4-45 ページ（車線を検知でき
ないおそれがあるとき）

•センサーが正しく作動しないおそれ
があるとき
→　4-43 ページ（前方カメラおよ
び前方レーダーが正しく作動しない
おそれがあるとき）

•システムの一部もしくは全てが作動
しないとき
→　4-45 ページ（システムの一部
もしくは全てが作動しないとき）
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•一度エンジンを止め、再始動しても
作動可能な状態にもどりません。エ
ンジンスイッチを （OFF）
にする前の作動状態を維持します。

LOCK
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■ディスプレイ表示とシステムの作動状況
車線逸脱抑制機能によるハンドル操舵支援、または車線逸脱警報の作動状態をディスプ
レイ表示で示します。

OFF表示灯 表示灯 車線表示 自動操舵作動灯 状態

黄色(点灯)

消灯 消灯 消灯 システムが非作動

消灯 消灯 消灯 システムが車線を認
識していない

消灯 消灯 消灯 システムが車線を認
識している

消灯

黄色(点滅) 逸脱側が点滅
消灯

点滅している側の車
線に対して車線逸脱
警報機能が作動中

消灯

緑色(点灯) 逸脱側が点滅 緑色

点滅している側の車
線に対して車線逸脱
抑制機能が作動中

消灯

黄色(点滅) 逸脱側が点滅 緑色

点滅している側の車
線に対して車線逸脱
警報機能／抑制機能
が作動中

消灯

黄色(点灯)

消灯 消灯
システムが一時停止
または異常を検知し
ている
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車線逸脱抑制OFFスイッチ

車線逸脱抑制、車線逸脱警報およびふら
つき警報を停止できます。
•機能を停止させるときは、メーター内の
車線逸脱抑制OFF表示灯（2）が点灯す
るまで車線逸脱抑制OFF スイッチ（1）
を長押しします。

•機能を復帰させるときは、もう一度車線
逸脱抑制OFF スイッチを押して車線逸
脱抑制OFF表示灯を消灯させます。

•車線逸脱抑制OFF スイッチを押すたび
に、室内ブザーが鳴り、作動が切り替
わったことをお知らせします。

80P3012

発進お知らせ機能

発進お知らせ機能は、先行車の発進また
は信号が青にかわった後、自車が停止し
続けた場合、告知音とマルチインフォ
メーションディスプレイの表示でお知ら
せする機能です。

■先行車発進お知らせ機能
先行車に続いて停止中、先行車が発進し
ても停止し続けた場合にお知らせしま
す。

69TJ052020

(1) 先行車
(2) 自車

■信号切替りお知らせ機能
信号機の前で停車中、信号が青（方向指
示器と同一方向の青矢印信号も含む）に
かわっても停止し続けた場合にお知らせ
します。

69TJ052030

(1) 青信号
(2) 自車

(2)

(1)

2m以上

(2)

(1)

(2) (1)
2秒以上
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■発進お知らせ機能の設定を
変更する

•発進お知らせ機能の設定はセッティン
グモードから変更することができま
す。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

■ 作動条件
•次のいずれかの条件を満たしたとき
に作動します。
・シフトポジションが P・R 以外で
ブレーキペダルを踏んで、停止し
ている、またはシフトポジション
が N で停止しているとき

■ 発進お知らせ機能が作動しないお
それがある状況

例えば次のような状況では、前方カメ
ラと前方レーダーが対象を検出でき
ず、システムが正常に作動しない場合
があります。
•先行車がオートバイ・自転車などの
とき

•車両や樹木、看板などにより信号を
正しく認識できないとき

•右左折や車線変更などのために、ハ
ンドルを大きくまわしたとき

•複数の異なる信号機を認識した場合
•先行車の付近に歩行者がいるとき
•その他の状況
→　4-43 ページ（前方カメラおよ
び前方レーダーが正しく作動しない
おそれがあるとき）
→　4-45 ページ（システムの一部
もしくは全てが作動しないとき）

■ 先行車が発進していなくても告知
する場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が
発進したと判断し、システムが作動す
る場合があります。
•先行車がいない状態での停止時に、
交差点の先にいる車両や自車の正面
を横切る車両などを先行車として認
識したとき

•自車と先行車とのあいだに、ほかの
車両が割り込んだり通過したりした
とき

•その他の状況
→　4-43 ページ（前方カメラおよ
び前方レーダーが正しく作動しない
おそれがあるとき）
→　4-45 ページ（システムの一部
もしくは全てが作動しないとき）

■ 信号機が青にかわっていなくても
告知する場合があるとき

例えば次のような状況では、信号が青
にかわったと判断し、システムが作動
する場合があります。
•道路標識や、看板などの信号機では
ないものを信号機と認識した場合

•歩行者用/自転車用の信号機の形状が
自動車用の信号機と似ている場合

•その他の状況
→　4-43 ページ（前方カメラおよ
び前方レーダーが正しく作動しない
おそれがあるとき）
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ハイビームアシスト

ハイビームアシストは、フロントウイン
ドウガラス上部に設置された前方カメラ
により前方車両のライトや街路灯などの
明るさを判定し、自動的にハイビームと
ロービームを切りかえます。

•作動イメージ

■ 安全にお使いいただくために
ハイビームアシストを過信しないでく
ださい。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、安全運転を心が
け、必要に応じて手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

■ ハイビームアシストの誤作動を防
ぐために

システムをOFF にする必要があると
き
→　4-37ページ（システムを OFF 
にする必要があるとき）

①先行車や対向車がいないとき
ヘッドライトがハイビームになりま
す。メーター内のハイビームアシスト
作動表示灯とヘッドライト上向き（ハ
イビーム）表示灯が点灯します。

67T00180

メーター表示

青色緑色

上向き例

②先行車や対向車がいるとき
ヘッドライトがロービーム（下向き）
になります。
メーター内のハイビームアシスト作動
表示灯のみ点灯します。

67T00181

③先行車や対向車がいなくなったとき
再びヘッドライトが自動でハイビーム
になります。メーター内のハイビーム
アシスト作動表示灯とヘッドライト上
向き（ハイビーム）表示灯が点灯しま
す。

67T00180

下向き

メーター表示

緑色

例

メーター表示

青色緑色

上向き例
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■ハイビームアシストを使う
には

•エンジンスイッチが  のときにラ
イトスイッチのツマミをAUTOの位置
に回し、ヘッドライトが点灯した状態
でレバーをヘッドライト下向きの位置
（中間位置：手前に引いて自動で戻っ
た位置）のときに、ハイビームアシス
トが作動して、メーター内のハイビー
ムアシスト作動表示灯（緑色）が点灯
します。
→　3-118ページ（ライトスイッチ）

80P5004025A

レバーを手前に引いて離す、またはライ
トスイッチおよびレバーを上記の位置以
外にすると、システムがOFF になり、
メーター内のハイビームアシスト作動表
示灯（緑色）が消灯します。

ON

緑色

メーター表示

下向き
（中間位置）

■ ハイビームとロービームの自動切
りかえ条件

•次の条件をすべて満たすと、ハイ
ビームを点灯します。
・車速が約30 km/h 以上
・車両前方が暗い
・前方にランプを点灯した車両がい
ない

・前方の道路沿いの街路灯などの光
が少ない

•次の条件のいずれかのときはロー
ビームが点灯します。
・車速が約25 km/h 以下
・車両前方が明るい
・前方車両がランプを点灯している
・前方の道路沿いの街路灯などの光
が多い

■ 前方カメラの検知について
•次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合が
あります。
・車両が割り込んできたとき
・他車が前方を横切ったとき
・連続するカーブや中央分離帯、街
路樹などで前方車両が見え隠れす
るとき

・前方車両が離れた車線から接近し
てきたとき

・前方車両が遠方を走行していると
き

・前方車両が無灯火のとき
・前方車両のランプ類の照度が低い
とき

・前方車両が自車のヘッドランプな
どの強い光を反射しているとき

・センサーが正しく作動しないおそ
れがあるとき
→　4-43ページ（前方カメラお
よび前方レーダーが正しく作
動しないおそれがあるとき）
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■ハイビームアシストの設定
を変更する

•ハイビームアシストの設定はセッティ
ングモードから変更することができま
す。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

•街路灯や信号・広告などの照明、ま
たは標識・看板・反射板（リフレク
ター）などの反射物によりハイビー
ムがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があ
ります。

•次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変
化する場合があります。
・前方車両のランプの明るさ
・前方車両の動きや向き
・前方車両との車間距離
・前方車両のランプが片側のみ点灯
しているとき

・前方車両がバイクのとき
・道路の状態（勾配やカーブ、路面
状況など）

・乗車人数や荷物の量

•ハイビームとロービームが運転者の
感覚に合わず切りかわる場合があり
ます。

•自転車などの軽車両は検知しない場
合があります。

•次の状況では、周囲の明るさが正確
に検知されず、ハイビームが歩行者
や前方車両などの迷惑になる場合
や、ロービームが継続する場合があ
ります。このような場合は、手動で
ハイビームとロービームを切りかえ
てください。
・周囲にヘッドランプや尾灯などに
似た光があるとき

・前方車両のランプが無灯火のとき
や、ランプに汚れや変色があった
り光軸がずれているとき

・ハイビームとロービームを頻繁に
切りかえているとき

・ハイビームの点灯が不適切と思わ
れるとき、またはほかの運転者・
付近の歩行者の迷惑になると思わ
れるとき

・システムをOFF にする必要がある
とき
→　4-37ページ（システムを 
OFF にする必要があるとき）

・センサーが正しく作動しないおそ
れがあるとき
→　4-43ページ（前方カメラおよ
び前方レーダーが正しく作動
しないおそれがあるとき）
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■手動制御に切りかえるには
ハイビームへの切りかえ
レバーをヘッドライト上向きの位置にし
ます。

80P5004030

ハイビームアシストにもどすには、再度
レバーをもとの位置にもどします。

ロービームへの切りかえ
レバーを手前に引いて離す、またはライ
トスイッチのツマミをAUTOの位置以外
に操作するとハイビームアシストがOFF
になり、メーター内のハイビームアシス
ト作動表示灯（緑色）が消灯します。

80P5004031

ハイビームアシストにもどすには、再度
レバーを手前に引いて離す、またはライ
トスイッチのツマミをAUTOの位置に回
します。

標識認識機能

前方カメラが走行中に認識した特定の標
識や信号を、マルチインフォメーション
ディスプレイに表示し、運転者へお知ら
せします。メーター表示

上向き

メーター表示

消灯

手前方向

■ 安全にお使いいただくために
•安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

•標識認識機能は、道路標識などの情
報を知らせることで運転者を支援し
ますが、支援の範囲には限りがあり
ます。運転者は常に道路標識などに
従い、ご自身で適切な運転操作をし
てください。

■ 標識認識機能を使用してはいけな
い状況

•システムを OFF にする必要がある
とき
→　4-37ページ（システムを OFF
にする必要があるとき）
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■表示機能
前方カメラが走行中に認識した道路標識
を、マルチインフォメーションディスプ
レイに表示します。
•複数の道路標識を表示できます。
マルチインフォメーションディスプレ
イの表示状態によっては、標識の表示
数が制限される場合があります。

■ 表示機能の作動条件
•次の条件を満たしたとき、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに道
路標識を表示します。
・システムが道路標識を認識してい
るとき

•周囲の状況や車両の状態などによ
り、道路標識の表示が遅れる場合が
あります。

•最大3つまでマルチインフォメーショ
ンディスプレイに道路標識を表示し
ます。

•次の状況になると、道路標識の表示
は消えます。
・最高速度標識またははみ出し通行
禁止標識または転回禁止標識が表
示されたあと、一定の距離を走行
したとき

・方向指示器を点滅させて、右折ま
たは左折したとき

・セレクトレバーの位置が R のとき
・規制区間の終わりを示す補助標識
を認識したとき

•最高速度標識が表示された状態でエ
ンジンスイッチを OFF したとき、再
度エンジンを始動させると、前回と
同じ標識が表示されます。

■ 表示機能が正常に作動しないおそ
れのある状況

次のような状況では、システムが正常
に標識を認識できず、正しい標識の表
示がされない場合があります。
•標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がり
があるとき

•電光標識のコントラストが低いとき
•標識の全体または一部が、木・電柱
などで隠れているとき

•前方カメラが標識を認識する時間が
短いとき

•運転の状況（曲がる・車線変更等）
が誤って判断されたとき

•標識が高速道路の分岐した直後、ま
たは合流直前の隣の車線にあるとき

•先行車の後部分にステッカーが貼っ
てあるとき

•システムが対応している標識と類似
した標識が認識されたとき

•側道の速度標識が前方カメラの認識
範囲内に入ったとき

•ロータリー（環状交差路）を走行し
ているとき

•トラックなどの車両を対象にした標
識を認識したとき

•その他の状況
→　4-43 ページ（前方カメラおよび
前方レーダーが正しく作動しない
おそれがあるとき）

→　4-45 ページ（システムの一部も
しくは全てが作動しないとき）
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■注意喚起機能
次の状況では、マルチインフォメーショ
ンディスプレイ内に道路標識が強調表示
されたり、ブザーが吹鳴します。
•速度超過注意喚起：自車の車速がディ
スプレイに表示されている最高速度よ
り一定の速度を超過したとき

•車両進入禁止注意喚起：進入禁止の標
識を認識し、自車が進入禁止区域に進
入したとシステムが判定したとき

•赤信号注意喚起：赤信号を認識してい
る場合に、信号を見落として交差点に
進入する可能性があるとシステムが判
定したとき

■ 注意喚起機能の作動条件
•速度超過注意喚起に対する作動条件
次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
・最高速度標識を表示しているとき
・ディスプレイに表示されている最
高速度より一定の速度を超過した
とき

•車両進入禁止注意喚起に対する作動
条件
次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
・進入禁止標識を 2 つ以上認識して
いるとき

・進入禁止標識の間を通過するとき
•赤信号注意喚起に対する作動条件
次の条件をすべて満たしたとき作動し
ます。
・システムが信号機や路面ペイント
を認識しているとき

・車速が約 20～70km/h のとき
・一定以上の減速がないとき
・方向指示レバーを操作していない
とき

・一定以上のハンドル操作をしてい
ないとき

・先行車がいないとき

■ 注意喚起機能が正常に作動しない
おそれのある状況

•表示機能の項目に加えて、次のよう
な状況では注意喚起対象があっても
システムが作動しないおそれがあり
ます。
・信号機が点滅信号のとき
・信号機の庇で発光部の一部が隠れ
ているとき

・ルーバー信号機で発光部が見えづ
らいとき

・停止線などの路面ペイントが先行
車などで隠れているとき

・停止線などの路面ペイントがかす
れているとき

・信号機が矢印信号のとき
・停止線に対し信号機が遠くにある
とき

・交差点間の距離が近いとき
•表示機能の項目に加えて、次のよう
な状況では注意喚起対象がないのに
システムが作動するおそれがありま
す。
・標識や信号機が多数あるとき
・標識が通常とは異なる大きさのと
き

・自車が走行するレーンではない側
道や分岐地点などの標識や信号機
を認識したとき

・作動対象の標識、信号機や路面ペ
イントとは区別がつきにくい模
様・光源・ペイントがあるとき

・信号機の灯色が黄色のとき
・信号機が矢印信号のとき
・予告信号があるとき
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■ディスプレイ表示および告
知される道路標識などの種
類

•次の種類の道路標識・信号を表示しま
す。
ただし、規定外の道路標識、新しく導
入された道路標識は表示されない場合
があります。

■標識認識機能の設定を変更
する

•標識認識機能の設定はセッティング
モードから変更することができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

パーキングセンサー

バンパーに装着された超音波センサーに
より、車両前方および後方の障害物を検
知します。

80P5004009A

80P5004010

マルチインフォ
メーションディ
スプレイの表示

表示内容

80P5004032

最高速度

80P5004033

はみ出し通行禁止

80P5004034

車両進入禁止

80P5004035

転回禁止

80P5004036

一時停止

80P5004037

赤信号！

（1）超音波センサー
（フロント中央センサー）

（2）超音波センサー
（フロントコーナーセンサー）

（3）超音波センサー
（リヤ中央センサー）

(2)(1)(2)

(3)(4) (4)
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メーターのセレクトレバー表示が  、
 、 または で停車中や徐行中に壁

などの障害物を検知すると、室内前方の
ブザーが障害物までの距離に応じて鳴り
ます。
全方位モニターには、センサーの検知情
報が画面に表示されます。

53U05840

検知した障害物までの距離により、マル
チインフォメーションディスプレイ表示
が以下のように切替わり、パーキングセ
ンサー作動表示灯も点滅します。
→　3-80ページ
（パーキングセンサー作動表示灯）

（4）超音波センサー
（リヤコーナーセンサー）

表示色 距離（目安） ブザー音

緑
（点滅）

前方：
60～100 cm
（中央のみ）
後方：

60～150 cm
（中央のみ）

長い間隔の断続音

黄
（点滅） 45～60 cm 断続音

赤
（点滅） 35～45 cm 短い間隔の断続

音
赤

（点灯） 35 cm以内 連続音

R
N D L

全方位モニター用カメラ装備車

距離（目安） ブザー音
前方：60～100 cm
（中央のみ）

後方：60～150 cm
（中央のみ）

長い間隔の断続音

45～60 cm 断続音
35～45 cm 短い間隔の断続音
35 cm以内 連続音

距離（目安） マルチインフォメーション
ディスプレイ表示

前方：
60～100 cm
（中央のみ）
後方：

60～150 cm
（中央のみ）

80P5003121

45～60 cm

35～45 cm
80P5003122

35 cm以内
80P5003123

全方位モニター用カメラ非装備車
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■検知範囲の目安

69TJ051780

•センサーの直近や真下は検知できませ
ん。

•超音波センサー（コーナー）の検知距
離は、約60 cm以内です。

•超音波センサー（中央）の検知距離は、
前方が約60～100 cm、後方が約60～
150 cm以内です。

•パーキングセンサーは運転者の注意義
務を軽減するものではありません。運
転の補助としてご使用ください。

•パーキングセンサーの検知範囲、作動
速度には限界があります。周囲の安全
は必ず直接目視やミラーで確認しなが
ら、ゆっくりと運転してください。
パーキングセンサーだけを頼りに運転
すると、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

•表内のブザー音以外が鳴ったとき
は、パーキングセンサーの故障が考
えられます。スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

•前方の超音波センサーには純正フィ
ルムを貼り付けています。剥がした
り、貼りなおしたりしないでくださ
い。

•次のようなときは、パーキングセン
サーの故障が考えられます。スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。
・パーキングセンサーブザーOFF ス
イッチの表示灯が点灯しないとき
→　4-86 ページ（パーキングセン

サー ブザーOFFスイッチ）

•障害物を検知してから表示されるま
でには、多少時間がかかります。

•いくつかの障害物を同時に検知した
場合は、距離の近い障害物を優先し
て室内ブザーが鳴ります。

•いつも障害物を検知してブザーが
鳴っている場所でも、状況によりブ
ザーが鳴らない場合があります。

•パーキングセンサーが作動中に障害
物を検知すると、パーキングセン
サー作動表示灯が点滅します。
→　3-80ページ
（パーキングセンサー作動表示灯）
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■こんな場合は作動しません
次のようなとき、パーキングセンサーは
作動しません。
•エンジンスイッチを  にした直後
の数秒間

• セレクトレバーの位置が  のとき
•障害物を検知できないとき
•セレクトレバーの位置と、メーターのセ
レクトレバー位置表示が一致していない
とき、または  表示のとき

•パーキングセンサーが一時停止または
故障しているとき
→　4-50ページ

（超音波センサーの一時停止）
→　4-50ページ

（超音波センサーの故障）

■ こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、パーキングセンサーが
正常に作動しない場合があります。

超音波センサーが正常に作動しないとき
→　4-45 ページ（超音波センサーが正

しく作動しないおそれがあるとき）
•地面が傾斜している場所に駐車してい
るとき

■こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、パーキングセンサーが
作動する場合があります。
•路面の勾配が急に変化するような場所
を走行するとき

79R40410

•垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

•縁石などの背が低い障害物
•サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

•幅の狭い場所に進入するとき
•シャシダイナモメーターやフリーロー
ラーなどを使用するとき

•重い荷物を積んで、車両が著しく傾い
ているとき

•船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両が著しく傾いているとき

•パーキングセンサー部に泥、雪、氷な
どの異物が付着しているとき（異物を
取り除いてください）

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•路面に段差、縁石、突起物などがある
とき

•側溝のグレーチングなどの金属製のフ
タの上や砂利道を走行するとき

ON

P

－

例
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パ ー キ ン グ セ ン サ ー
ブザーOFFスイッチ

障害物を検知してパーキングセンサーブ
ザーが吹鳴しているときにスイッチを押
すと、ブザーの吹鳴を一時停止すること
ができます。
パーキングセンサーブザーOFF スイッチ
表示灯（1）は、パーキングセンサーブ
ザーを一時停止しているときに消灯しま
す。

80P1022

•上図は代表例です。お車のタイプによ
り異なります。

• .パーキングセンサーブザーは下記のい
ずれかの条件を満たすと、停止してい
たブザーが鳴るようになります。
・再度パーキングセンサーブザーOFF
スイッチを押したとき

・後退時にセレクトレバーの位置を
 以外から  にしたとき

・前進時にセレクトレバーの位置を
、 、  以外から 、 、
にしたとき

低速時ブレーキサポート
(前進・後退)

低速時ブレーキサポート ( 前進・後退 )
は、徐行(車速約10km/h以下)で走行中
に進路上の作動対象を超音波センサーで
検出し、衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに、警報により運転者に
回避操作をうながすとともに、自動的に
ブレーキを作動させることで、衝突被害
の軽減に寄与します。

必要に応じて、低速時ブレーキサポート
(前進・後退)の機能をON/OFFすること
ができます。
→　4-63 ページ（デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）ⅡOFFス
イッチ）

低速前進時ブレーキサポート
低速前進時ブレーキサポートは、セレク
トレバーが 、  以外で徐行（車速
約 10 km/h 以下）し走行中、超音波セ
ンサーにより車両前方の壁などの障害物
との衝突を回避きないと判断したとき
に、自動で強いブレーキをかけて衝突の
回避または、衝突時の被害軽減を図る機
能です。

後退時ブレーキサポート
後退時ブレーキサポートは、セレクトレ
バーが  で徐行（車速約 10 km/h 以
下）し走行中、超音波センサーにより車
両後方の壁などの障害物との衝突を回避
きないと判断したときに、自動で強いブ
レーキをかけて衝突の回避または、衝突
時の被害軽減を図る機能です。

•周囲の状況によっては、パーキング
センサーブザー停止中に障害物を検
知したとき再度ブザーが作動するこ
とがあります

(1)

R R

N D L N D
L

P R

R
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■作動イメージ
低速前進時ブレーキサポート

53U05820

•低速前進時ブレーキサポート／後退
時ブレーキサポートの検知・制御性
能には限界がありますので、周囲の
状況によっては作動しない可能性が
あります。低速前進時ブレーキサ
ポート／後退時ブレーキサポートに
たよった運転はせず、常に安全運転
に努めてください。

•お客様自身で低速前進時ブレーキサ
ポート／後退時ブレーキサポートの
作動確認を行わないでください。周
囲の状況によっては低速前進時ブ
レーキサポート／後退時ブレーキサ
ポートが作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

•低速前進時ブレーキサポート／後退
時ブレーキサポート機能作動時は、
強いブレーキがかかります。運転前
に全ての乗員が適切にシートベルト
を着用していることを確認してくだ
さい。

•低速前進時ブレーキサポート／後退
時ブレーキサポート作動中に、障害
物がパーキングセンサーの検知範囲外
に移動したり、運転者が回避行動
（ステアリングの操作）を行ったと
きには、途中で低速前進時ブレーキ
サポート／後退時ブレーキサポート
の作動が解除されることがありま
す。

•低速前進時ブレーキサポート作動中
にセレクトレバーを  、  に操作
すると、低速前進時ブレーキサポー
ト作動が停止します。

•後退時ブレーキサポート作動中にセ
レクトレバーを  以外に操作する
と、後退時ブレーキサポート作動が
停止します。

P R

R

① 障害物へ接近（車間距離短縮）
（約10 km/h以下）

② 距離短縮（衝突を回避できないと判断）

③ 衝突を回避または被害を軽減

(※1)
長い間隔の断続音

(※2)
断続音

(※2)
断続音
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後退時ブレーキサポート

53U05830

※1 パーキングセンサーのブザー
速度によっては、パーキングセンサー
が作動する（ブザーが鳴る）前に、低
速前進時ブレーキサポート／後退時ブ
レーキサポートが作動する場合があり
ます。

※2 衝突被害軽減ブレーキによる車両停止
後、衝突被害軽減ブレーキが解除される
までの間、低速前進時ブレーキサポート
／後退時ブレーキサポートのブザー音は
継続されます。

■こんな場合は作動しません
次のようなとき、低速前進時ブレーキサ
ポート／後退時ブレーキサポートは作動
しません。
•エンジン停止中のとき（アイドリング
ストップシステムによるエンジンの自
動停止中を除く）

•エンジンスイッチを にした直後
の数秒間

• セレクトレバーの位置が以下のとき、低
速前進時ブレーキサポートは作動しませ
ん。
・    のとき

• セレクトレバーの位置が以下のとき、後
退時ブレーキサポートは作動しません。
・      のとき

•次の操作をして、デュアルセンサーブ
レーキサポート Ⅱを停止させていると
き
・デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチ
→　4-63ページ（デュアルセン

サーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチ）

・ESP® OFFスイッチ
→　4-34ページ

（ESP® OFFスイッチ）

•障害物を検知できないとき
•超音波センサーが一時停止または故障
しているとき
→　4-50ページ

（超音波センサーの一時停止）
→　4-50ページ

（超音波センサーの故障）
• ESP® が作動しているとき

① 障害物へ接近（車間距離短縮）
（約10 km/h以下）

② 距離短縮（衝突を回避できないと判断）

③ 衝突を回避または被害を軽減

(※1)
長い間隔の断続音

(※2)
断続音

(※2)
断続音

ON

P R

P N D L
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■こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、低速前進時ブレーキサ
ポート／後退時ブレーキサポートが正常
に作動しない場合があります。
•センサー部に泥、雪、氷などの異物が
付着しているとき（異物を取り除いて
ください）

•大雨、濃霧、吹雪などの悪天候時

69TJ052090

•車両の排気ガスや水、雪の巻上げ、水
蒸気、砂、煙などで後方の視界が悪い
とき

•センサーをステッカー、アクセサリー
などで覆ったとき

•けん引フック、字光式ナンバープレー
ト、フォグランプ、コーナーポール、
または無線機アンテナなどの市販の電
装品を装着したとき

•サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

•衝突などにより超音波センサーの取り
付け方向がずれているとき

•タイヤチェーンまたは指定サイズ以外
のタイヤを装着したとき

•段差を乗り越えるなどで車両が傾いて
いるとき

•炎天下や寒冷時にセンサー付近が熱い
ときや冷たいとき

•湿度が極端に高いまたは低いとき

•凸凹道、坂道、じゃり道、草むらを走
行中のとき

•車が大きく傾いたとき

79R40420

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•洗車場、自動車整備場、工事現場など
の超音波が発生する環境が周囲にある
とき

•超音波センサーに障害物が近づきすぎ
たとき

•障害物に対して斜めに向かったとき
（反射波がもどってこない）

例

例
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•車両に対して壁などの障害物が垂直の
位置にないとき

69TJ052100

•地面に対して垂直でない壁、凸凹な
壁、波状のような連続模様のある壁や
シャッター

•壁から飛び出している柱やパイプなど
の配管

•人、スポンジ状のもの、雪壁などの音
波を吸収しやすいもの

79R40470

•歩行者、自転車、動物などの動いてい
るもの

•突然進行方向に出てきた障害物

•次のような障害物はパーキングセン
サーが検知できない場合があります。
・標識や街灯などポール状の障害物
・ガードレールなど高さの低い障害物
・小さい障害物またはチェーンやロー
・プなどの細い障害物
・細い網目状のフェンス

•水たまり走行後や洗車後などでブレー
キが濡れて効きが悪くなっているとき

•ブレーキペダルを踏んでいたり、ハン
ドル操作をしていたりするとき

•地面が傾斜している場所を走行中のと
き

•進行方向に複数の障害物が重なってあ
るとき

•壁などの障害物の一部しか超音波セン
サーの検知範囲内に入っていないとき

69TJ052120

例

例

例例
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■こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、超音波センサーが衝突
の可能性のある障害物と判断して低速前
進時ブレーキサポート／後退時ブレーキ
サポートが作動する場合があります。
•路面の勾配が急に変化するような場所
を走行するとき

69TJ052130

•進行方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

•垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

•縁石などの背が低い障害物
•生い茂った草むらなどの悪路を走行す
るとき

79R40420

•サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

•幅の狭い場所に進入するとき
•障害物のすぐ近くに停車するとき
•シャシダイナモメーターやフリーロー
ラーなどを使用するとき

•重い荷物を積んで、車両後方が著しく
傾いているとき

•船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両が著しく傾いているとき

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•車両進行方向に障害物がある状態で、
起伏や段差などを乗り越えるとき

•路面に段差、縁石、車止め、突起物な
どがあるとき

•側溝のグレーチングなどの金属製のフ
タの上や砂利道を走行するとき

•セレクトレバーが  で車両を押す場
合

例

例

N
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後方誤発進抑制機能

後方誤発進抑制機能は停車または徐行
（車速約10 km/h以下）で後退中に、車
体後端から後方約3 m以内に壁などの障
害物を検知すると、アクセルペダルの急
激で強い踏み込みによるエンジン出力の
上昇を自動的に最大約５秒間抑制するこ
とで衝突時の被害軽減を図る機能です。
抑制されていたエンジン出力は、機能が
解除されると徐々に戻ります。
作動中は、次の方法でお知らせします。

•メーター内の後退時ブレーキサポート
作動表示灯が点滅
→　3-78 ページ（後退時ブレーキサ

ポート作動表示灯）

•室内ブザーが“ ピピピピピ” と断続的に
鳴る

後退時ブレーキサポート作動表示灯の点
滅は、機能が解除されてから約 3秒後に
消灯します。

67T00190

必要に応じて、後方誤発進抑制機能の機
能をON/OFFすることができます。
→　4-63 ページ（デュアルセンサーブ

レーキサポート（DSBS）ⅡOFFス
イッチ）

例

ピピピピピ

•後方誤発進抑制機能は、運転者によ
る安全運転をサポートし、衝突時の
被害を軽減することを目的としてい
ますが、その検知・制御性能には限
界がありますので、周囲の状況に
よっては作動しない可能性がありま
す。後方誤発進抑制機能にたよった
運転はせず、常に安全運転に努めて
ください。

•お客様自身で後方誤発進抑制機能の
作動確認を行なわないでください。
周囲の状況によっては後方誤発進抑
制機能が作動せず、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

•後方誤発進抑制機能は停車状態を保
つものではありません。急な上り坂
などを後退で上がっている場合に機
能が作動すると、自重により坂道を
下り、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

•後輪を輪止めや縁石などに接触させ
ておくと、より衝突を回避しやすく
なります。

•後方誤発進抑制機能作動中にセレク
トレバーを  以外に操作すると、
後方誤発進抑制機能は停止します。

R
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■こんな場合は作動しません
次のようなとき、後方誤発進抑制機能は
作動しません。
•エンジン停止中のとき（アイドリング
ストップシステムによるエンジンの自
動停止中を除く）

•エンジンスイッチを にした直後
の、後退時ブレーキサポート作動表示
灯が初期点灯しているとき
→　3-78 ページ（後退時ブレーキサ

ポート作動表示灯）

•セレクトレバーの位置が    
のとき

•次のスイッチを操作して、デュアルセ
ンサーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
を停止させているとき
・デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチ
→　4-54ページ（デュアルセン

サーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ）

・ESP® OFFスイッチ
→　4-34ページ
（ESP® OFFスイッチ）

•急な坂道のとき
•後方の障害物を検知できないとき
•センサーが一時停止または故障してい
るとき
→　4-47ページ（前方カメラ／前方
レーダー／超音波センサー機能の一時
停止・故障）

■ こんな場合は正常に作動しな
いことがあります

次のようなとき、後方誤発進抑制機能が
正常に作動しない場合があります。

超音波センサーが正常に作動しないとき
→　4-45 ページ（超音波センサーが正
しく作動しないおそれがあるとき）

•水たまり走行後や洗車後などでブレー
キが濡れて効きが悪くなっているとき

•ハンドル操作をしているとき
•標識などの背が高く上部が張り出して
いる障害物

•縁石などの背が低い障害物
•地面が傾斜している場所を走行中のと
き

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•洗車場、自動車整備場、工事現場など
の超音波が発生する環境が周囲にある
とき

•壁などの障害物の一部しかセンサーの
検知範囲内に入っていないとき

67T00188

ON

P N D L

例
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■こんな場合にも作動すること
があります

次のようなとき、センサーが衝突の可能
性のある障害物と判断して後方誤発進抑
制機能が作動する場合があります。
•路面の勾配が急に変化するような場所
を走行するとき

67T00189

•進行方向に駐車場のバーや遮断機、看
板などがあるとき

•垂れ幕、コンビニエンスストアなどに
設置してあるのぼりや街路樹などがあ
るとき

•縁石などの背が低い障害物
•生い茂った草むらなどの悪路を走行す
るとき

67T00186

•サスペンションの改造などで車両姿勢
やバンパーの高さを変更したとき

•幅の狭い場所に進入するとき
•後方障害物のすぐ近くに停車するとき
•シャシダイナモメーターやフリーロー
ラーなどを使用するとき

•重い荷物を積んで、車両後方が著しく
傾いているとき

•船舶またはキャリアカーなどへ積載す
る際に、車両後方が著しく傾いている
とき

•センサー部に泥、雪、氷などの異物が
付着しているとき（異物を取り除いて
ください）

•他車のホーン、オートバイのエンジン
音、大型車のエアブレーキ音、ブレー
キ音、車両感知器、他車の超音波セン
サーなどの超音波を発生するものがあ
るとき

•車両後方に障害物がある状態で、起伏
や段差などを乗り越えるとき

•路面に段差、縁石、突起物などがある
とき

•側溝のグレーチングなどの金属製のフ
タの上や砂利道を走行するとき

■踏切内などで作動した場合は
後方誤発進抑制機能が遮断機を障害物と
判断して、踏切内に閉じ込められた場合
は、次のいずれかの操作を行ない、機能
を解除または停止させて、踏切内からす
みやかに脱出してください。
•いったんアクセルペダルを離し、再度
アクセルペダルを踏み込む

•デュアルセンサーブレーキサポートⅡ
（DSBSⅡ） OFF スイッチを長押しし
て、誤発進抑制機能をOFFにする
→　4-63ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
OFFスイッチ）

例

例

遮断機が下がる直前に無理に踏切内に
侵入しないでください。踏切内で後退
時ブレーキサポートや後方誤発進抑制
機能が作動して、思わぬ事故につなが
るおそれがあります。
→　7-36 ページ（踏切内で動けなく

なったときは）
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全方位モニター

全方位モニターはフロントカメラ、サイドカメラ（左右）およびバックカメラを使用し
て、車両周辺の映像をナビゲーションの画面に表示する機能です。駐車時や狭い道での
すれ違い、左右の見通しが悪い場所からの発進時などに運転者を補助します。
•ナビゲーションは全方位モニターに対応したスズキ純正ナビゲーションをお使いくだ
さい。

•カメラスイッチ、ホーム画面スイッチの位置およびナビゲーション本体の機能や操作
方法については、お使いのナビゲーションのマニュアルをお読みください。

■カメラの位置

80P5004015

(1) バックカメラ (2) フロントカメラ (3) サイドカメラ（左右ドアミラー下部）

全方位モニター用カメラ装備車

(3)(2)(1)
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•全方位モニターは、運転者の注意義務を軽減するものではありません。運転の補助
としてご使用ください。

•画面に表示される範囲には限界があり、人や障害物が映らないことがあります。後
方および周囲の安全は、直接目視やミラーで確認しながら、ゆっくりと運転してく
ださい。画面だけを見て運転すると、思わぬ事故につながるおそれがあります。

•カメラは精密機械ですので、強い衝撃をあたえたり、分解や改造をしたりしないで
ください。また、カメラに付着して固まった泥や凍り付いた雪などをお湯をかけた
り、棒などでついたりして落とさないでください。破損して火災や故障の原因とな
ります。

•ドアミラーが格納された状態、および前席ドア、バックドアが確実に閉まっていな
い状態で全方位モニターを使用しないでください。周囲の映像が正しく映し出され
ず、思わぬ事故につながるおそれがあります。
→　3-24ページ（格納）

エンジン停止中に長時間使用すると、鉛バッテリーあがりの原因となります。
エンジン停止中は、全方位モニターを長時間使用しないでください。

•車幅目安線は実際の車幅より広く表示されます。運転するときは必ず周囲の安全を
直接確認しながら運転してください。
→　4-105ページ（画面の見かた）
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■使いかた
3Dビュー
車両周辺の映像を車外または車内からの視点で表示します。

エンジンスイッチを  にします。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

ナビゲーションのオープニング画面終了後、３Ｄビューが画面に映し出されま
す。

画面上の映像切替えボタン（１）をタッチすると、視点画面が切替わります。一
時停止/再生（２）をタッチすると、３Ｄビューの回転を一時停止します。もう一
度タッチすると再び回転します。

80P3039

•セレクトレバーが  のときにカメラスイッチを押すと、３Ｄビューを表示できま
す。

•３Ｄビューの表示画面は、設定で変更が可能です。
→　4-112ページ（設定の変更）

•起動画面表示中でもカメラスイッチを押すと、３Ｄビューが画面に映し出されます。
•エンジンスイッチが  のときは、３Ｄビューは表示されません。

1 ON

2

3

パターン①（初期状態）

車両周囲の映像を車外からの
視点で表示します。

車両周囲の映像を車内からの
視点で表示します。

パターン②

(1)

(2) (2)

(1)

P

ACC
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前方を確認するときは

エンジンスイッチを  にします。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

セレクトレバーを  、  または  に入れます。
→　4-17ページ（セレクトレバーの操作）

カメラスイッチを押します。
「トップ映像＋前方映像」（初期状態）が画面に映し出されます。

映像切替えボタン（1）をタッチするたびに、次のように画面が切替わります。

80P3040

1 ON

2 N D L

3

4

トップ映像 ＋ 前方映像（初期状態）

車両周囲および前方の映像を
表示します。

前方ワイド映像

車両前方の映像を広範囲に
表示します。

車両助手席側下方、および前方の映像を表示します。

サイド映像 ＋ 前方映像

(1) (1)

(1)
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•カメラスイッチを押すと、下記のように切り替わります。
・ナビゲーション画面　→　トップ映像＋前方映像（初期状態）　→　前方ワイド映
像　→　サイド映像+前方映像　→　ナビ画面
任意の画面を選択していた場合は、下記のように切り替わります。

・例：前方ワイド映像を選択している場合
前方ワイド映像　→　サイド映像+前方映像　→　トップ映像＋前方映像　→　ナ
ビ画面

•カメラスイッチを押す以外にも次のようなときに、もとの表示画面に戻ります。
・カメラスイッチを押してから3分経過したとき
・ナビゲーションの操作を行なったとき
・車速が約10 km/h以上になったとき

•車速が約 10 km/h 以上のときにカメラスイッチを押すと、左側画面にサイド映像の
み表示させることができます。約10 km/h以下となると前方映像が表示されます。

•フロントソナー自動表示機能が ON のときに、フロントの超音波センサーが障害物
を検知すると自動で前方の映像を表示します。
→　4-113ページ（全方位モニター／左右確認サポート設定）

•カメラ映像の画質調整および初期表示の画面設定は、セレクトレバーを  に入れ
ると変更ができます。
→　4-112ページ（設定の変更）

•エンジンスイッチが  のときは、カメラ映像は表示されません。

P

ACC
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後方を確認するときは

エンジンスイッチを  にします。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

セレクトレバーを  に入れます。
→　4-17ページ（セレクトレバーの操作）
•自動的に、「トップ映像＋後方映像」（初期状態）が画面に映し出されます。
映像切替えボタン（1）をタッチするたびに、次のように画面が切替わります。

67T00234

• カメラスイッチを押すと、下記のように切り替わります。
・トップ映像＋後方映像(初期状態)　→　後方ワイド映像　→　サイド映像+後方映
像　→　トップ映像＋後方映像(以降繰り返し)

• セレクトレバーを  以外にすると、  に入れる直前に表示されていた画面にもどります。
（フロント映像自動表示機能をONにしている場合は、前方カメラの映像へ切り替わります）
→　4-113ページ（全方位モニター／左右確認サポート設定）

1 ON

2 R

3

トップ映像 ＋ 後方映像（初期状態）

車両周囲および後方の映像を
表示します。

後方ワイド映像

車両後方の映像を広範囲に
表示します。

車両助手席側下方、および
後方の映像を表示します。

サイド映像 ＋ 後方映像

(1)(1)

(1)

R R
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画面のエラー表示について
カメラのシステムに異常がある場合は、画面に次のように表示されます。
→　4-117ページ（故障かなと思ったら）
スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。

67T00236

•カメラ後方の映像は、どの画面表示よりも優先して映し出されます。ただし、ナビ
ゲーション本体の起動中は映し出されません。

•カメラ映像の画質調整および初期表示の画面設定は、セレクトレバーを  に入れ
ると変更ができます。
→　4-112ページ（設定の変更）

•エンジンスイッチが  のときは、カメラ映像は表示されません。

(1) カメラシステムエラーマーク

P

ACC

(1)
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■左右確認サポート機能
駐車場での停車中または微低速走行時に、全方位カメラの検知範囲内を人や車両などが外側
から中央方向へ移動すると、スピーカーから通知音が鳴るとともに、検知した方向の左右確
認サポート表示（1）が点灯して、安全確認および回避行動（ブレーキ操作など）の必要性
を運転者にお知らせする機能です。
後退時には、室内ブザーおよび左右確認サポート表示とともに、パーキングセンサーの
検知情報（2）も表示されます
→　4-82ページ（パーキングセンサー）

67T00237

(3) 検知した車両

左右確認サポート機能は、すべての移動物を検知できるわけではありません。周囲
の安全を直接確認してください。

左右確認サポート機能は、設定で変更が可能です。
→　4-112ページ（設定の変更）

(1)

(2)

(3)

(2)
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作動しない例

79R50540A

こんな場合は正常に作動しません
・人や車両などが自車の正面または真後ろから近づいてくるとき（※1 ）
・人や車両などが動いていないとき（※2 ）
・人や車両などが画面中央から外側へ移動しているとき（※3 ）
・自車が停車中または微低速走行時以外のとき
・人や車両などが自車から遠い距離にあるとき
・カメラに映し出されていない移動物
・検知した対象物が、太陽の強い反射光やヘッドライトの強い光などと重なったとき
・画面に表示されるカメラ映像の中で、明るい場所と暗い場所の差が大きいとき

1
2

3 3

4

5
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こんな場合は正常に作動しないことが
あります
・自車と平行に人や車両などが近づい
てくるとき（※4）

・ボールなどの小さいもののとき

67T00192

・自転車などの移動物が速い速度で横
切るとき

・カメラのレンズが、クモの巣や泥な
どがついて汚れているとき

・カメラのレンズがくもったとき
・降雪、雨、霧などで視界が悪いとき

67T00193

・太陽やヘッドライトの光が、カメラ
のレンズに直接当たったとき

・夜間に街灯などの照明がないところ
で、横切る人や車両などを検知しづ
らいとき

67T00194

・車両の色や横切る人の服装が背景と
同系色のとき

・自車が駐車しようとしている位置よ
りも高いところを人や車両などが移
動しているとき

67T00195

・バックドアが開いているとき
・カメラ本体、およびその周辺部に強
い衝撃や力が加わり、搭載位置がず
れたとき

・路面の勾配により、検知範囲がずれ
たとき

こんな場合にも作動することがありま
す
・自車と平行に人や車両などが遠ざ
かっていくとき（※5 ）

・コンビニエンスストアなどに設置し
てあるのぼりや街路樹が風でゆれて
いるとき

・波状のような連続模様のある壁や
シャッター、柵、白線、側溝のグ
レーチングなどの金属製のフタがあ
るとき

・点滅する看板、他車や自車の方向指
示器や後退灯などが近くにあるとき

・カメラのレンズ上を水滴や白煙など
が流れたとき

・雨上がりなどで路面が濡れて光って
いるときや水たまりがあるとき

・木や建物などの影で明るさが変化し
たとき

・車が大きく傾いたとき
・カメラ本体、およびその周辺部に強
い衝撃や力が加わり、搭載位置がず
れたとき

・路面の勾配により、検知範囲がずれ
たとき

例

例

例

例
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■画面の見かた
画面には周囲の映像とともに、次のようなガイド線やボタンなどが表示されます。
ガイド線は運転操作の目安として使用できます。

67T20012

•上図のイラストは代表例です。お車のタイプにより異なります。
*：後退時のみ表示されます

番号 表示 内容

（1） 自車の位置を示します。

（2）

車両の前方が表示され、左右確認サポート機能が作動してい
ることを緑色で示します。

車両の後方が表示され、左右確認サポート機能が作動してい
ることを示します。

左右確認サポート機能が停止していることを示します。

トップ映像 前方・後方映像 サイド映像

(8) (11)(7)

(10)

(7)(11)

(11)

(3)(2)

(5)

(5)

(1)
(7)

(7)

(5)*

(5)

(9)

(5)

(6) (6)
(5)* (5)*

(4)* (4)*

例
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(2)

車速が上昇し、左右確認サポート機能が非作動となっている
ことを示します。

左右確認サポート機能に異常があることを示します。
スズキ販売店またはスズキ代理店にご連絡ください。

(3)

トップ映像+前方映像が映っていることを示しています。

トップ映像+後方映像が映っていることを示しています。

前方ワイド映像が映っていることを示しています。

後方ワイド映像が映っていることを示しています。

サイド映像+前方映像が映っていることを示しています。

サイド映像+後方映像が映っていることを示しています。

（4） 後退中に前方左右の壁や障害物などを検知すると表示されま
す。

番号 表示 内容
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※ハンドルが中立（まっすぐ）の状態になるとトップ映像、前方／後方映像の進路目安
線は非表示になります。前進時は進行方向内側の進路目安線が非表示になります。

•ガイド線は路面に対して表示されているため、自車の周囲にある駐車車両などの障害
物との距離を正確に表示するものではありません。また、トップ映像は平らな路面を
基準に画像処理して表示しているため、路面より高い位置にある障害物（他車のバン
パーなど）の位置を正確に表示するものではありません。

•画面上に表示される台形状の距離・車幅ガイド線は目安であり、実際の距離間隔・車
幅間隔とは異なる場合があります。

•サスペンションを改造したり、指定サイズ以外のタイヤに交換するとガイド線とトッ
プ映像が正しく表示されないことがあります。

番号 表示色 名称 内容

（5）

緑
または
黄
または
赤

パーキング
センサー検知表示

徐行中に壁や障害物などを検知すると表示さ
れます。
→　4-82ページ（パーキングセンサー）

（6） 黄 左右確認サポート
表示

カメラの検知範囲内を人や車両などが外側か
ら中央方向へ移動すると表示されます。

（7） 緑 進路目安線 ハンドル操作と連動して、前進／後退時の予
想進路を目安として示します（※）。

（8） 赤

距離目安線

バンパー前端／後端の中央部から約 0.5 ｍ前
方／後方の位置を目安として示します。

（9） 黄 バンパー前端／後端の中央部から約1 ｍ前方
／後方の位置を目安として示します。

（10） 水色 バンパー前端／後端の中央部から約2 ｍ前方
／後方の位置を目安として示します。

（11） 紫

車幅目安線
（縦線）

車幅（ドアミラーの張り出し分を含む）の少
し外側の位置を目安として示します。

車幅目安線
（横線） 車両最前端の位置を目安として示します。
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•トップ映像は、ドアミラー、車両前方、車両後方に装着されているカメラからの映
像を組み合わせ処理した擬似的な映像のため、次のように表示されることがありま
す。
・立体物が倒れているように表示される
・路面より高い位置にある立体物が実際より遠くに見える、もしくは見えない
・立体物が映像の継ぎ目で消える、または位置がずれる

•前方映像または後方映像に表示されている立体物がトップ映像には表示されないこ
とがあります。

•トップ映像上で路上の線は映像の継ぎ目でずれたり、曲がって見えたりすることが
あります。ずれは車両から遠ざかるにつれて大きくなります。

•カメラの位置がずれると、映像やガイド線がずれることがあります。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•雪道や滑りやすい路面では、進路目安線と実際の進路が異なる場合があります。
•トップ映像に表示される車両アイコンはコンピューターグラフィックによる画像を
表示しているため、実際の車両とは色や形状、大きさなどが異なります。このた
め、路面・障害物との位置関係は実際の位置とは異なります。

•トップ映像は照度条件により、カメラごとの映像の明るさにばらつきが出る場合が
あります。

•映像の切替わり後は、映像の表示が遅れることがあります。全方位モニターが完全
に表示されるまでは、映像が一時的にゆがむことがあります。

•全方位モニターのカメラは特殊なレンズを使用しています。そのため、画像上の距
離と実際の距離が異なって見えたり、対象物が変形して表示されたりすることがあ
ります。車両から離れるほど、その傾向は強くなります。

•ワイド映像は広い範囲を映すため、画像は大きくゆがんで表示されます。また、距
離も実際とは異なる見え方をします。

ナビゲーションの起動時やタッチパネルの異常時は、ボタンが操作ができません。
しばらく待つか、カメラスイッチを押してもとの表示画面に戻り、再度カメラス
イッチを押して画面を表示させて操作してください。
それでも操作できない場合は、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
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■映像と実際の路面との誤差
乗員人数、積載量、路面の勾配や状況な
どにより、画面のガイド線の示す位置、
距離は変わります。運転するときは必ず
周囲の安全を直接確認してください。

進行方向に上り坂がある場合
実際の距離より手前に、距離目安線が見
えます。

80P0238

進行方向に下り坂がある場合
実際の距離より後ろに、距離目安線が見
えます。

80P0239

(1) 赤色 距離目安線（約0.5 m）の示す地点
(2) 黄色 距離目安線（約1.0 m）の示す地点
(3) 水色 距離目安線（約2.0 m）の示す地点

後方映像（代表例）

(1) (2) (3)

約0.5 m

約1.0 m

約2.0 m

(1) 赤色 距離目安線（約0.5 m）の示す地点
(2) 黄色 距離目安線（約1.0 m）の示す地点
(3) 水色 距離目安線（約2.0 m）の示す地点

後方映像（代表例）

(1) (3)(2)

約0.5 m

約1.0 m

約2.0 m
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立体物が近くにあるとき
立体物が近くにある場合、実際の距離と
異なって表示されることがあります。

次の図の進路目安線（1）は、表示され
ているトラックの車体に触れていません
が、トラックの車体が実際の進路上に張
り出している場合、ぶつかることがあり
ます。

81M50590

次の図のトップ映像（2）では、自車と
トラックの車体間に、わずかな距離があ
るように見えますが、実際の距離は表示
されているよりも短く、トラックの車体
にぶつかることがあります。

67T00029

例1

(1)

例2

(2)
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■画面に映る範囲
•次の図の範囲がナビ画面に映し出され
ます。ただし、前後バンパー付近やバ
ンパー下にあるものは映りません。

•カメラより上の部分は映し出されませ
ん。標識などの背が高く上部が張り出
している障害物は、画面上では上部ま
で確認できません。

•カメラの映像の距離感覚は、実際の距
離とは異なります。

•画面に映し出される範囲に駐車車両な
どの障害物があると、実際の距離と異
なって画面に表示されることがありま
す。

•後方の映像は、ルームミラーやドアミ
ラーで見る場合と同じように、左右が
反転して映し出されます。

•フロントカメラおよびバックカメラは
車両中心よりずれた位置に取り付けら
れているため、前方映像および後方映
像は多少中心よりずれて映し出されま
す。

全方位モニターの視野範囲イメージ

•バンパー下側または地上面の部分は表
示されないことがあります。

67T00201

•トップ映像ではカメラの映し出す範囲
の境目付近にあるもの、路面より高さ
のあるものは表示されないことがあり
ます。

80P5004016

特定の領域は、カメラに映し出されな
い死角となります。
必ず目視で安全を確認してください。

•カメラの映像は、実際の色味とは多少
異なることがあります。

•移動物が映像に映っているときは、移
動物の残像がでることがあります。

•次のような場合は、カメラの映像が
見づらくなることがありますが、故
障ではありません。
・夜間や雨の日、および暗い場所
・炎天下や寒冷時にカメラ付近が熱
いときや冷たいとき、または雨天
などで湿度が高いとき（カメラレ
ンズがくもる場合があります）

・直接カメラに強い光が入るとき
（映像に白い縦線などが入る場合
があります）

・蛍光灯などの照明の下（映像にち
らつきが出る場合があります）

・外気温が低いとき（画面が暗くな
る場合があります）

・エンジンをかけたまま長時間停車
しているとき（映像にノイズが出
る場合があります）

・カメラのレンズが汚れていると
き、または雪、水滴がついている
とき
→　4-117 ページ（カメラの映像

の映りが悪い）
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■設定の変更
映像の画質調整や、全方位モニターおよび左右確認サポートの設定を変更することがで
きます。

カメラ映像の画質調整および初期表示の画面設定は、セレクトレバーを  に入れる
と変更ができます。

画質調整
設定の変更は、次の手順で行ないます。

パーキングブレーキをしっかりとかけます。

エンジンスイッチを  にします。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

ナビゲーションのオープニング画面終了後、ナビ画面表示中にカメラスイッチを
押します。

3Dビュー画面が映し出され、画質調整ボタン（1）をタッチします。

80P3041

安全な場所で設定の変更をしないと、思わぬ事故につながるおそれがあります。
設定の変更をするときは、周囲に駐車車両などの障害物のないような安全な場所で
行なってください。

エンジンをかけないで長時間設定を行なうと鉛バッテリーあがりの原因となります。
設定の変更はエンジンをかけた状態で行なってください。

P

1

2 ON

3

4

(1)
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明るさ、コントラストなどの調整ができます。お好みの画質に調整してくださ
い。

全方位モニター／左右確認サポート設定
設定の変更は、次の手順で行ないます。

パーキングブレーキをしっかりとかけます。

エンジンスイッチを  にします。
→　4-8ページ（エンジンのかけかた）

ナビゲーションのオープニング画面終了後、ナビ画面表示中にカメラスイッチを
押します。

3Dビュー画面が映し出されたら、設定ボタン（2）をタッチします。

80P3042

•設定した明るさの数値は、ライトの点灯／消灯で変わります。
•詳細については、ナビゲーションに付属の取扱説明書をお読みください。

5
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2 ON

3

4

(2)
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“全方位モニター設定”(3)をタッチすると、全方位モニターの設定ができます。
お好みに応じて設定を変更してください。
  または  へタッチすると、ページが切替わります。

53U05600

•上図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

5

図は代表例です

(3)
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ガイド線の表示
ガイド線を“ガイド線非表示”、
“舵角連動ガイド線”、“固定ガイド線”
から設定できます。

カメラ起動後の前進画面

前方を確認するための映像を
“トップ映像+前方映像（初期状態）”、
“前方ワイド映像”、“サイド映像+前方映像”
から選択できます。

カメラ起動後の後退画面

後方を確認するための映像を
“トップ映像+後方映像（初期状態）”、
“後方ワイド映像”、“サイド映像+後方映像”
から選択できます。

オープニング表示 起動時に自動表示される3Dビューの表示／非表
示を設定できます。

フロント映像自動表示 フロント映像自動表示の設定をON／OFFできます。
フロントソナー自動表示 フロントソナー自動表示の設定をON／OFFできます。
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“ 左右確認サポート設定 ”(4) をタッチすると、左右確認サポートの設定ができま
す。
お好みに応じて設定を変更してください。

80P3044

•上図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

左右確認サポート 左右確認サポート機能のON／OFFを設定できま
す。

検知レベル 左右確認サポート機能の検知レベルを設定できます。

通知音 左右確認サポート機能の通知音（スピーカー）のON／
OFFを設定できます。

6

図は代表例です
(4)
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■カメラの取扱い
ワックスをかけるときは、カメラに付着
しないよう気をつけてください。
→　4-117ページ（カメラの映像の映り

が悪い）

■ 故障かなと思ったら
画面にカメラシステムエラーマークが
表示されたら
ナビゲーション画面に マークが表示
された場合は、カメラシステムに異常が
発生しています。
•表示が消えない場合は、スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

カメラの映像の映りが悪い
•カメラのレンズが汚れていると、映像
が見づらくなる場合があります。レン
ズに水滴、雪、泥などの汚れが付着し
ているときは水洗いし、やわらかい布
でふき取ってください。汚れがひどい
ときや、レンズにワックスなどが付着
したときは、中性洗剤を使ってくださ
い。
→　6-5 ページ（全方位モニター用カ

メラ（タイプ別装備）の手入れ）

•太陽の強い反射光や後続車のヘッドラ
イトの強い光が直接カメラに当たる
と、映像に白い縦線などが入り映像が
見づらくなる場合がありますが、異常
ではありません。

•高圧洗浄機を使うとき
→　6-4ページ（高圧洗浄機を使う

ときは）
•カメラは精密機械ですので、強い衝
撃をあたえないでください。また、
カメラに付着して固まった泥や凍り
付いた雪などは、棒などで突くなど
して落とさないでください。破損し
て火災や故障の原因となります。

•カメラやその周辺をぶつけたとき
は、画面の映像が正しく表示されな
いことがあります。スズキ販売店ま
たはスズキ代理店で点検を受けてく
ださい。

•カメラを交換したときは調整が必要
です。スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

•カメラの作動をさまたげるものを、
カメラ部分およびカメラ周辺に取り
付けないでください。字光式ナン
バープレートを装着した場合、全方
位モニターの映像が一部遮られる可
能性があります。

全方位モニターのカメラのお手入れに
ついて
→　6-5ページ（全方位モニター用カ

メラ（タイプ別装備）の手入
れ）
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画像やガイド線がずれている
次のような場合には、画像やガイド線が
ずれることがありますが、異常ではあり
ません。
•乗車人数や荷物などの影響で車両が傾
いている

•タイヤチェーンの装着やタイヤ空気圧
の変化などにより、車高が変化してい
る

•路面が傾斜しているところで使用して
いる

•前席ドア、バックドアが開いている
上記以外の場合は、カメラの位置がずれ
ている可能性があります。スズキ販売店
またはスズキ代理店で点検を受けてくだ
さい。

ハンドルが直線状態だが進路目安線が
曲がっている
カメラシステムなどの異常が考えられま
す。スズキ販売店またはスズキ代理店で
点検を受けてください。
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本製品のライセンスについて

全方位モニターに組み込まれたソフトウェアには、オープンソースソフトウェアが含ま
れています。
ライセンスは次の通りです

79R40530
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4-120

アイドリングストップシステムは、信号
待ちなどの一時的な停車時および停車前
の減速時に、自動的にエンジンを停止・
再始動させるシステムです。排出ガスの
低減、燃費向上、エンジン騒音低下に役
立ちます。
•本システムは一定の条件のもとで、一
時的にエンジンを停止させるもので
す。長時間停車するときや車から離れ
るときは、パーキングブレーキをしっ
かりとかけ、エンジンスイッチを操作
してエンジンを停止してください。
→　4-11ページ

（エンジンを止めるときは）

•一定の条件をみたすと停車前の減速時
（約 10 km/h 以下）に自動停止しま
す。ただし、システムの機能確認が終
了するまでは、減速時に自動停止しま
せん。

•アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止中に車から離
れると、車が動き出し思わぬ事故に
つながるおそれがあります。
アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止中は、車外に
出ないでください。

•エンジンが再始動しない状態で車を
動かすと、ハンドルをまわすときや
ブレーキペダルを踏むときに強い力
が必要となって、思わぬ事故を起こ
すおそれがあります。
アイドリングストップシステムによ
るエンジンの自動停止後、自動で再
始動しない場合は、エンジンスイッ
チを操作してエンジンを始動してく
ださい。

アイドリングストップシステム

アイドリングストップ
システム アイドリングストップシステムは、高

性能な専用の鉛バッテリーを使用して
いますので、次のことをお守りくださ
い。守らないと本システムが正常に作
動しなくなったり、バッテリーの寿命
が短くなったりするおそれがありま
す。
•バッテリーを交換するときは、指定
のバッテリーを使用する（指定外の
ものを使用しない）
→　8-1ページ（サービスデータ）

•バッテリー端子から電気製品の電源
をとらない

ブレーキペダルを踏んでいても運転席
シートベルトを外す、または運転席ド
アを開くとエンジンが再始動し、アイ
ドリングストップシステムによるエン
ジン自動停止中であったことをお知ら
せします。

72M2042
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エンジンの自動停止・再始動
のしかた

走行中に、エンジンが自動停止可能
な状態（スタンバイ条件）になると、
メーター内のアイドリングストップ
表示灯（緑色）が点灯します。
→　3-74ページ
（アイドリングストップ表示灯）

→　4-124ページ
（スタンバイ条件）

80P0071

セレクトレバーが  のままブレー
キペダルを踏んで減速すると、停車
前（約 10 km/h 以下）にエンジン
が自動停止します。このとき、アイ
ドリングストップ表示灯（緑色）は
点灯したままです。
•アイドリングストップ表示灯（緑
色）が点灯した状態でブレーキペ
ダルを踏んで減速しても、エンジ
ン自動停止の条件をすべてみたさ
ないと、エンジンが自動停止しま
せん。
→　4-125ページ

（エンジン自動停止の条件）

•自動停止中に安全確保のため、室
内ブザーが鳴ってエンスト状態に
させたり、エンジンを再始動させ
たりする場合があります。
→　4-123ページ（エンジン自動

停止中はこんなことに気をつ
けて）

80P0072

1

2 D

•ブレーキペダルを踏まずに、エンジ
ンブレーキなどを使用して減速して
も、エンジンは自動停止しません。

•停車前（約10 km/h以下）にエンジン
が自動停止しない場合でも、停車時に
エンジンが自動停止する場合があり
ます。

•自動停止中でもナビゲーション、ま
たはオーディオなどの電装品は使用
できますが、エアコンは送風に切り
替わります。

•オートエアコン装備車の場合、冷暖
房性能を長持ちさせるため、自動停
止中の風量（自動制御時のみ）に制
限がかかります。
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停車の前後に関わらず、ブレーキペ
ダルから足を離すとエンジンが再始
動し、アイドリングストップ表示灯
（緑色）が消灯します。
•ブレーキペダルを踏んでいても、
エンジン自動再始動の条件をみた
すと自動的に再始動します。
→　4-126ページ
（エンジン自動再始動の条件）

•エンジン再始動時にブレーキ踏力
を一時的に保持することで車両の
クリープ力による飛び出しや上り
坂での車両の後退を防ぎます。
→　4-35ページ
（ヒルホールドコントロール）

80P0073

エンジン自動再始動後しばらく走行
して、エンジンが自動停止可能な状
態（スタンバイ条件）になると、ア
イドリングストップ表示灯（緑色）
が点灯します。

•エンジン自動再始動のとき、ヒル
ホールドコントロールが作動しま
す。
→　4-35ページ

（ヒルホールドコントロール）

•オーディオの音量が大きいと、エン
ジンの再始動時に音が途切れること
がありますが異常ではありません。

3 4
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エンジン自動停止中はこんなことに気をつけて

自動停止中は、次表の操作は行なわないでください。思わぬ事故につながるおそれ
があります。

操作／車両の状態 対処方法
ボンネットを開ける

•室内ブザーが連続的に鳴ります。
•エンジン自動停止状態からエンスト状態
になります。

•アイドリングストップ表示灯（緑色）は
消灯します。

エンジンを再始動するときは、次の手順
で対処してください。
①パーキングブレーキをしっかりとか
け、セレクトレバーを  に入れます。

②ボンネットを完全に閉めます。
③エンジンスイッチを操作して再始動し
ます。

→　4-8ページ（エンジンのかけかた）
運転席シートベルトを外す、または運転
席ドアを開ける

•室内ブザーが連続的に鳴ります。（約5
秒間）

•エンジンが自動で再始動します。
•アイドリングストップ表示灯（緑色）は
約5秒間点滅したあと消灯します。

発進する前に、ドアを閉め、シートベル
トを着用してください。また、車外に出
るときは、事前に次の手順を実施してく
ださい。
①パーキングブレーキをしっかりとか
け、セレクトレバーを  に入れます。

②長時間停車するときや車から離れると
きは、エンジンスイッチを操作してエ
ンジンを停止します。

→　4-11ページ
（エンジンを止めるときは）

メーターパネル内の次の警告灯は、エンジンの自動停止中は点灯しませんが、エン
スト状態になると点灯します。
•エンジン警告灯
•パワーステアリング警告灯
•油圧警告灯
•充電警告灯
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

P

P
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アイドリングストップシステムの作動条件

■スタンバイ条件
次の条件をすべてみたすと、走行中にアイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯し、
エンジンの自動停止が可能な状態になります。

※1 7-20 ページの「鉛バッテリーあがりのときは」に記載されている手順にてエンジ
ンを始動した場合は、スタンバイ条件が成立しません。

※2 車を長期間使用しなかったときや、エンジン停止中にナビゲーション、またはオー
ディオなどの電装品を長時間使用したときなど、バッテリーが放電している状況で
は、スタンバイ状態になるまでに時間がかかることがあります。

エンジン始動時
(※1) •ボンネットが完全に閉まっている状態でエンジンを始動する

走行時

•アイドリングストップシステムが停止状態（OFF）になってい
ない
→　4-127ページ

（アイドリングストップシステムOFFスイッチ）

•バッテリーが十分に充電されていて、バッテリー内部が所定温
度内にある（※2）

•冷却水が所定温度内にある
•CVTフルードが所定温度内にある
•運転席シートベルトを着用している
•運転席ドアが完全に閉まっている
•ボンネットが完全に閉まっている（※3）
•セレクトレバーの位置が  または  である（※4）
•Sモードスイッチが停止状態（OFF）になっている
→　4-19ページ（Sモードスイッチ）

•アイドリングストップシステム以外の電子制御システムから、
エンジン停止を禁止する信号が出ていない（※5）

＜オートエアコン装備車＞
•エアコンの吹出し口温度が、冷房時は十分に冷えている、また
は暖房時は十分に暖まっている

•デフロスタースイッチが停止状態（OFF）になっている
→　5-27ページ（オートエアコン）

D N
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※3 エンジンスイッチを  にしたあとボンネットの開閉をすると、エンジンは自動
停止しません。

※4 セレクトレバーの位置が  でもスタンバイ状態になりますが、このときは停車前
の減速時（約10 km/h以下）ではなく、停車時にエンジンが自動停止します。

※5 アイドリングストップ表示灯（緑色）の点灯後に、エンジン停止を禁止する信号が出
ることがあります。この場合、停車時にアイドリングストップ表示灯（緑色）が消灯
し、エンジンは自動停止しません。また、アイドリングストップシステムに影響をあ
たえる警告灯や表示灯のいずれかが点灯したときは、エンジンは自動停止しません。

■エンジン自動停止の条件
アイドリングストップ表示灯（緑色）が点灯中に次の条件をすべてみたすと、停車前の
減速時または停車時にエンジンが自動停止します。

※ブレーキペダルの踏みかたが弱い、または強いと、自動停止しない場合があります。

停車前の減速時

•ブレーキペダルを適切に踏んでいる（※）
•車速約10 km/h以下に減速している
•ハンドル操作をしていない
•アクセルペダルを踏んでいない
•急な坂道を走行していない
•急減速をしていない
•ABSやESP®が作動していない
•ブレーキ倍力装置の負圧が正常である

停車時

•ブレーキペダルを適切に踏んでいる（※）
•ハンドル操作をしていない
•アクセルペダルを踏んでいない
•急な坂道で停車していない
•停車前に急減速をしていない
•ABSやESP®が作動していない
•ブレーキ倍力装置の負圧が正常である

ON

N
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■エンジン自動再始動の条件
自動停止中に次のいずれかの操作をすると、または車両がいずれかの状態になると、エ
ンジンが自動で再始動し、アイドリングストップ表示灯（緑色）が消灯します。

共通

•ブレーキペダルから足を離す（※1）
•ハンドル操作をする（※2）
•アクセルペダルを踏む
•アイドリングストップシステムを停止状態（OFF）にする
→　4-127ページ

（アイドリングストップシステムOFFスイッチ）

•セレクトレバーを   または  に入れる
•Sモードスイッチを作動状態（ON）にする
→　4-19ページ（Sモードスイッチ）

•下り坂などで車速が約2 km/h以上増加したとき
•バッテリーの放電が進んだとき（※3）
•本システムに関わる異常を検出したとき（※4）
•ブレーキ倍力装置の負圧が低下したとき（※3）

＜オートエアコン装備車＞
•自動停止後、エアコンの吹出し口温度が大きく変化し、冷暖房
性能が十分でなくなったとき（※3）

•温度調節スイッチを冷房時はCOOL 側、暖房時はHOT 側に大き
く操作したとき（※3）

•デフロスタースイッチを作動状態（ON）にしたとき（※3）
→　5-27ページ（オートエアコン）

減速時
（約10 km/h以下）

•ボンネットを開けたとき
•セレクトレバーを  に入れたとき
•道路の勾配が急変したとき

停車時

•セレクトレバーを  に入れたあと  にもどす
•運転席シートベルトを外したとき（※3）
•運転席ドアを開けたとき（※3）
•坂道などで車両が動き出したとき
•自動停止してから、しばらく経過したとき（3分程度）（※3）

P R L

N

N D
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※1 ブレーキペダルの踏み込みが弱い
と、自動再始動する場合がありま
す。この場合、再びブレーキペダ
ルを踏み込むと自動停止し、アイ
ドリングストップ表示灯（緑色）
が再点灯することがあります。

※2 ハンドル操作時の自動再始動条件
は、操作量ではなく操舵力となり
ます。このため、自動再始動する
ときのハンドル操作量は、路面状
況や乗車人数によって変化する場
合があります。

※3 アイドリングストップ表示灯（緑
色）が点滅したあと消灯します。

アイドリングストップシステ
ムOFFスイッチ

アイドリングストップシステムを停止状
態（OFF）にできます。
•システムを停止状態にするときは、
メーターパネル内のアイドリングス
トップシステムOFF 表示灯（2）が点
灯するまで、アイドリングストップシ
ステムOFF スイッチ（1）を押しま
す。

•システムを作動可能な状態にもどすと
きは、表示灯が消灯するまでスイッチ
（1）を押します。

•手動でエンジンを停止するたびに、シ
ステムは作動可能な状態にもどり、ア
イドリングストップシステムOFF表示
灯は消灯します。

80P0297

エンジンの自動停止中にアイドリング
ストップシステムOFFスイッチ（1）
を押すとエンジンが自動再始動し、ア
イドリングストップシステムOFF表示
灯（2）が点灯します。

(2)

(1)
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•メーターパネル内のアイドリングス
トップシステムOFF 表示灯（黄色）
は、アイドリングストップシステムが
停止していることをお知らせします。

•次のような場合、エンジンスイッチを 
 にしたときにアイドリングス

トップシステムOFF表示灯が点滅しま
す。（マイルドハイブリッド、アイド
リングストップシステムは正しく作動
しません。）
点滅した場合は、すみやかにスズキ販
売店またはスズキ代理店で点検を受け
てください。
・エネチャージ、マイルドハイブリッ
ド、アイドリングストップシステ
ム、リチウムイオンバッテリーに異
常がある場合

・アイドリングストップシステムに関
わるエンジン部品または鉛バッテ
リーが交換時期の場合

→　3-74 ページ（アイドリングス
トップシステムOFF表示灯）

80P0298

■ステータスインフォメーション
ランプ

減速エネルギー回生機能が作動している
ときは、スピードメーターの上部が白色
に点灯します。

80P0176

ON

アイドリングストップによるエンジン
自動停止中に点滅すると、エンスト状
態になる場合があります。
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エコクール
（蓄冷エバポレーター）

エアコンを使用して走行しているとき、
エアコンユニット内の蓄冷材に冷気を蓄
えます。蓄えられた冷気は、アイドリン
グストップによるエンジン自動停止中に
車内に送風されるため、エアコンが作動
していない状態でも車内温度の上昇を抑
えます。

オートエアコン装備車の場合、車内温度
の上昇が抑えられることでエンジン自動
停止の時間が長くなり、燃費の向上につ
ながります。

アイドリングストップ空調設定

アイドリングストップシステムによるエ
ンジン自動停止中の空調設定を「燃費優
先」、「標準」、「快適優先」から選択でき
ます。
→　3-94ページ（セッティングモード）

•「燃費優先」を選択すると、「標準」に
対して空調によるアイドリングストッ
プ条件が緩和され、エンジン自動停止
になりやすく、自動停止時間も長くな
ります。（燃料の消費を抑えます。）

•「快適優先」を選択すると、「標準」に
対して空調によるアイドリングストッ
プ条件が厳しくなり、エンジンが自動
停止しにくく、自動停止時間も短くな
ります。（快適性が向上します。）

•セレクトレバーが  のときは点灯
しません。

•設定の切替え（カスタマイズ）をする
と、スピードメーター上部の照明を変
化させなくすることができます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

走行を開始して間もないときや渋滞中
は、冷気が十分に蓄えられない場合が
あります。また、外気温やエアコンの
設定状態によっては、効果に差があり
ます。

N
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5. 装備の取扱い
●主な装備
燃料給油口･････････････････････････････････ 5-2
ボンネット･････････････････････････････････ 5-3
サンバイザー･･･････････････････････････････ 5-6
室内灯･････････････････････････････････････ 5-8
インパネ収納スペース･･･････････････････････ 5-10
ドリンクホルダー･･･････････････････････････ 5-12
そのほかの装備･････････････････････････････ 5-14

●エアコン、ヒーター
エアコンの吹出し口･････････････････････････ 5-21
マニュアルエアコン･････････････････････････ 5-22
オートエアコン･････････････････････････････ 5-27
リヤデフォッガースイッチ･･･････････････････ 5-34
エアコンの上手な使いかた･･･････････････････ 5-35

●オーディオ
アンテナ･･･････････････････････････････････ 5-38
オーディオ機能について･････････････････････ 5-39
ステアリングオーディオスイッチ･････････････ 5-40
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2-30 ページの「給油するときは」もあ
わせてお読みください。

フューエルリッド

助手席側の車両後方にあります。
•開けるときは、運転席足元のフューエ
ルリッドオープナー（1）を引き上げ
ます。

•閉めるときは、フューエルリッドを手
で押し付けます。

74P50160

フューエルキャップ

•開けるときは、ゆっくり反時計方向に
まわします。

•閉めるときは、カチッという音が2 回
以上するまで時計方向にまわします。

80P0075

必ず次のことをお守りください。
•エンジンを止めてください。
•給油中はドアや窓を閉めてください。
•ガソリンは引火性が高いため、タバ
コなどの火気は厳禁です。

主な装備

燃料給油口

(1)

(2) フューエルキャップ
(3) フューエルリッド

•フューエルキャップはゆっくりとゆ
るめ、空気の抜ける音が止まったら
キャップを開けます。急に開けると
燃料タンク内の圧力が急激に抜け、
燃料が吹き出すおそれがあります。

•燃料をこぼさないようにしてくださ
い。こぼれた場合は、ただちにやわ
らかい布などでふき取ってくださ
い。火災など思わぬ事故につながる
おそれがあります。また、そのまま
放置すると、塗装のしみ、変色、ひ
び割れの原因となります。

•給油後は、フューエルキャップをカ
チッという音が2 回以上するまで閉
めてください。キャップが確実に閉
まっていないと、燃料が漏れたり、
火災が発生したりするおそれがあり
ます。

•指定のスズキ純正フューエルキャッ
プ以外は使用しないでください。燃
料漏れのおそれがあります。

(3)(3)(3)

(2)
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キャップホルダー

フューエルリッド（3）の裏側にあります。
•給油中は、外したキャップが車体に当
たらないように、ひもの部分をかけて
ください。

80P0355

(4) キャップホルダー

(3)

(4)

•ボンネットは重いため、お子さまが
開閉するとけがのおそれがありま
す。
お子さまにはボンネットを開閉させ
ないでください。

•エンジンルーム内は高温になるた
め、やけどのおそれがあります。
ボンネットを開けているときは、お
子さまを近づけないでください。

•工具や布などをエンジンルーム内に
置き忘れると、故障の原因となった
り、エンジンルーム内は高温になる
ため車両火災につながったりするお
それがあります。
点検や清掃に使用した工具や布など
は、エンジンルーム内に置き忘れな
いでください。

動いているドライブベルトや冷却ファ
ン（ラジエーターファン）に近づく
と、手や髪、衣類などが巻き込まれ、
けがのおそれがあります。
エンジン回転中は、ドライブベルトや
冷却ファン（ラジエーターファン）に
近づかないでください。

ボンネット
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開けかた

運転席足元のボンネットオープナー
（1）を引くと、ボンネットの先端
が少し浮き上がります。

80P1002

浮き上がったボンネットのすきまか
らロックレバー（2）の位置を確認
し、すきまから手を入れ、ロックレ
バーを左側へ押し付けながら、ボン
ネットを持ち上げます。

80P5005001

ボンネットを固定します。
•車体側にあるステー（3）をホル
ダー（4）から外し、ボンネット
側の固定穴（5）に差し込みます。

80P5005002

エンジン回転中や停止直後は、ロック
レバーが熱くなっていることがあり、
やけどのおそれがあります。
エンジン回転中や停止直後にボンネッ
トを開けるときは、ロックレバーを操
作する前に確認してください。

1

(1)

2

(2)

ワイパーアームを起こした状態でボン
ネットを開けると、ワイパーアームや
ボンネットが傷つくおそれがありま
す。ワイパーアームを起こした状態
で、ボンネットを開けないでくださ
い。

•エンジン回転中や停止直後は、ステー
が熱くなっていることがあり、やけ
どのおそれがあります。エンジン回
転中や停止直後にステーを使用する
ときは、ステーを持つ前に確認して
ください。

•ステーが外れると、ボンネットに身
体がはさまれけがをするおそれがあ
ります。ステーは固定穴に確実に差
し込んでください。

•ボンネットが風にあおられて、ステー
が外れるとボンネットに身体がはさ
まれけがをするおそれがあります。ボ
ンネットを開けるとき、とくに風の
強い日は注意してください。

3

(3)

(5)

(4)

※
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閉めかた

ボンネットを片手でささえながら、
ステーを外してもとのホルダーに固
定します。

ボンネットを閉めます。
•ボンネットを20 cmぐらいの高さ
までゆっくりと下げて、手を離し
ます。

80P5005003

ステーをホルダーから外すときは、※
部を持ってください。

ボンネットが完全に閉まっていない
と、走行中に開いて思わぬ事故につな
がるおそれがあります。
ボンネットが完全に閉まっていること
を確認してください。

1

2

ボンネットを閉めるとき、手などをは
さむとけがをするおそれがあります。
また、強く押さえると、ボンネットが
へこむおそれがあります。
ボンネットを閉めるときは、手などを
はさまないように気をつけてくださ
い。
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日差しがまぶしいときに使用します。横
からの日差しがまぶしいときは、フック
から外して横にまわします。

チケットホルダー

サンバイザーの裏側にあります。有料道
路の通行券などがはさめます。

72M2058

バニティーミラー

ミラーカバーを開けた場所にあります。

70K178

(1) フック
(2) ミラーカバー
(3) チケットホルダー

炎天下で駐車すると、車内が高温にな
るためカードの変形やひび割れを起こ
すおそれがあります。
炎天下で駐車するときは、チケットホ
ルダーなどにプラスチック素材のカー
ドを放置しないでください。
→　2-29 ページ（ライターやメガネ

などを放置しない）

サンバイザー

助手席側はタイプ別装備

(1) (2)

(3)

(4) バニティーミラー

•走行中にバニティーミラーを使用す
ると、前方不注意で思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。走行中は
バニティーミラーを使用しないでく
ださい。

•SRS エアバッグの収納場所に近づい
た状態でSRS エアバッグが作動した
とき、強い衝撃で重大な傷害を受け
るおそれがあります。バニティーミ
ラーを使用するときは、SRS エア
バッグの収納場所に近づいたり、寄
りかかったりしないでください。

助手席側はタイプ別装備

(4)
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■照明付バニティーミラー

照明（5）は、ミラーカバーを開けてい
る間、点灯します。

70K095

(4) バニティーミラー

エンジン停止中に、ミラーカバーを開
けたまま放置しないでください。照明
が点灯したままとなり、鉛バッテリー
あがりの原因となります。

タイプ別装備

(4)

(5)
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80J274

室内灯

エンジン停止中に長時間点灯させないでください。鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。

•鉛バッテリー保護のため、次の条件をすべてみたすと、室内灯が自動的に消灯しま
す。（バッテリーセーバー機能）
・エンジンスイッチが  (OFF)の位置
・室内灯スイッチがDOOR位置、またはON位置
・点灯したまま15分が経過

•室内灯スイッチがDOOR位置のときに、キーレスエントリーまたはリクエストスイッ
チを作動させると、室内灯が点灯または点滅します。
→　3-4ページ（アンサーバック機能）

LOCK
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スイッチの位置 点灯・消灯のしかた

ドアの開閉に関係なく点灯します。

 

いずれかのドアを開けると点灯します。
•すべてのドアを閉めると約15秒間点灯し、徐々に減光しながら消
灯します。

•すべてのドアを閉じているときでも、エンジンスイッチを  か
ら  (OFF)の位置にすると、約15秒間点灯し、徐々に減光し
ながら消灯します。

また、点灯中であっても次のような操作をすると、徐々に減光しな
がら消灯します。
•エンジンスイッチを または  の位置にする
•エマージェンシーキーまたは運転席ドアのロックレバーによる施
錠

•キーレスエントリーまたはリクエストスイッチによる施錠

 ドアの開閉に関係なく消灯します。

ON

DOOR

ON
LOCK

ACC ON

OFF
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手回り品や小物などの収納にご使用ください。

80P3017

※携帯リモコンをこの場所に置いた場合、検知できないことがあります。

•上図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

(1) インパネボックス（助手席）（※）
(2) グローブボックス
(3) センターミドルトレー
(4) センターロアポケット
(5) インパネアンダートレー（運転席）

•ブレーキペダルやアクセルペダルにものがはさまると確実なペダル操作ができなく
なり、事故を起こすおそれがあります。
ふたがない収納スペースの場合、走行中に転がり落ちるようなものを入れないでく
ださい。

インパネ収納スペース

(1)

(2) (3) (4) (5)
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ふた付収納スペースの取扱い

•下図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

■グローブボックス

80P0356

•レバー（1）を手前に引いてふたを開
けます。

•閉めるときは“カチッ”と音がするまで
確実に閉めます。

■インパネボックス（助手席）

80P0083

•インパネボックスの下部を手前に引い
て引き出します。

•ものを出し入れするとき以外は、押し
込んで格納します。

ふた付収納スペースの場合、ふたを開けたまま走行しないでください。加速やブ
レーキ、衝突のときなどに、身体がふたに当たったり、収容したものが飛び出して
身体に当たったりするおそれがあります。

携帯リモコンをいずれかのインパネ収納スペースに置いた場合、検知できないこと
があります。

(1)
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80P0304

•上図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

80P0085

(1) 助手席ドリンクホルダー
(2) 運転席ドリンクホルダー

ドリンクホルダー

(1) (2)

(3) 後席用ペットボトルホルダー

後席ドア

(3)
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格納式ドリンクホルダーの取扱い

80P0086

•手前に引き出して使用します。
•使用後は、押し込んで格納します。

•飲み物には、ふたを閉めるなどしてこぼさないように注意してください。熱い飲み
物がこぼれると、やけどのおそれがあります。また、飲み物が次のような部品にか
かると、火災や故障の原因になったり、SRSエアバッグシステムが正常に作動しな
くなったりするおそれがあります。
・ナビゲーション、またはオーディオやスイッチまたは配線などの電気部品
・フロア下の配線、電気部品やセレクトレバーなどの可動部

•運転席／助手席ドリンクホルダーに、缶ジュースやカップ以外のもの（※）を置か
ないでください。さらに、鋭利なものや硬いもの、割れやすいものを置かないでく
ださい。走行中に落ちてけがをしたり、運転のさまたげになったりするおそれがあ
ります。
※運転席ドリンクホルダーには、500mlを超えるサイズの紙パックを置かないでく
ださい。倒れたり、中身がこぼれたりするおそれがあります。

•運転席ドリンクホルダーには、背の高い飲料容器を置かないでください。視界の妨
げとなって事故につながるおそれがあります。

携帯リモコンをドリンクホルダーや、ペットボトルホルダーに置いた場合、検知で
きないことがあります。

助手席ドリンクホルダー

格納式ドリンクホルダーに手をかけたり、足を乗せたりすると、ドリンクホルダー
が破損して、けがのおそれがあります。格納式ドリンクホルダーには手をかけた
り、足を乗せたりしないでください。
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※携帯リモコンをこの場所に置いた場合、検知できないことがあります。

•上図は代表例です。お車のタイプにより異なります。

そのほかの装備

(1)
(※)

(3)

(※)
(1) (7)

(※)
(2)

(8) (9)

(8)(6)

(5)
(10)
(※)

(4) 
(12) (11)
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ドアポケット

手回り品や小物などの収納にご使用くだ
さい。

80P0306

80P0307

アームレストボックス

•開けるときは、ボタン（1）を押した
まま、ふたを持ち上げます。

•ものを出し入れするとき以外は、ふた
を閉めてください。

80P0089

(1) ドアポケット

前席

(1)(1)(1)

後席

(1)(1)(1)

ボックスの中に重いものを入れたり、
ふたを開けたままにしたりしないでく
ださい。アームレストを収納したり、
運転席の背もたれを後方に倒したりし
たときに、中のものが飛び出すおそれ
があります。また、ふた破損の原因と
なります。

タイプ別装備

(1)
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ショッピングフック

買い物袋などをひっかけるときにご使用
ください。

80P1075

•フック (1) を使用するときはフックの
下部を押しながら回転させます。

•使用後は、反転させてフックを格納し
ます。

80P0197

•フック (2) を使用するときはフック上
部に指をかけて引き出します。

•使用後は元にもどします。

フックにかけるものは、2 kg 以下と
してください。フックが破損するおそ
れがあります。

インパネ

(1)

フックにかけた荷物が振れたとき、運
転操作のさまたげにならないことを、
走行前に確認してください。

•フックにかけるものは、4 kg 以下と
してください。フックが破損するお
それがあります。

•フックにかける荷物によっては、次
のようなことが起きるおそれがあり
ます。
・荷物が振れて、シート表皮を傷つ
ける

・シートレールの油脂類が荷物に付
着する

助手席

(2)
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USBソケット

ふた（1）を開けると、接続ケーブル
（市販品）を使用して、お使いのナビ
ゲーションにUSB機器、スマートフォン
などが接続できます。
•機能については、お使いのナビゲー
ションに付属の取扱説明書をお読みく
ださい。

80P3020

USB電源ソケット

エンジンスイッチが  または 
のときに、接続ケーブル（市販品）を使
用して、お使いのスマートフォンなどの
モバイル端末が充電できます。
使用できるUSB 端子の規格は、下記のと
おりです。
USB電源ソケット(Type-C、PD対応)
45W×2ポート (60W MAX)

80P5005010

使わないときは、ふたを閉めてくださ
い。ソケット内に異物が入ると、故障
やショートの原因となります。

タイプ別装備

(1)

ACC ON

•USB 端子に異物を入れないでくださ
い。機器や端子が破損するおそれが
あります。

•水滴やジュースなどの飲み物をかけ
ないでください。故障する原因にな
ります。

エンジン停止中に長時間充電をしない
でください。鉛バッテリーあがりの原
因となります。

• USB電源ソケットは充電専用です。
•一部の機器では、充電中に充電が途
切れることがありますが、異常では
ありません。

•車両状態によっては、一時的に充電
を停止することがあります。（例：
炎天下に駐車した後など車室内温度
が高い場合、エンジン始動時）
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アクセサリーソケット

エンジンスイッチが  または 
のときに、電気製品の電源として使用で
きます。使用できる電気製品の規定容量
は12 V10 A（120 W）以下です。
•使用するときは、ふた（1）を開けま
す。

80P0309

フットレスト

左足のささえとして使用します。

80P0094

使わないときは、ふたを閉めてくださ
い。ソケット内に異物が入ると、故障
やショートの原因となります。

ACC ON

(1)

•規定容量を超える電気製品を使用す
ると、ヒューズが切れることがあり
ます。

•エンジン停止中に長時間使用する
と、鉛バッテリーあがりの原因とな
ります。また、エンジンがかかって
いてもアイドリング状態で長時間使
用すると、バッテリーがあがること
があります。

•エンジンスイッチ  （OFF）の
状態で、オーディオまたはナビゲー
ション機器本体の電源が切れなかっ
たり、キーレスエントリーが作動し
なかったりする場合は、アクセサリー
ソケットに接続された機器が影響し
ている可能性があります。アクセサ
リーソケットから機器を取り外して、
状況が改善されるか確認してくださ
い。改善されない場合は、スズキ販売
店またはスズキ代理店にご連絡くだ
さい。

LOCK
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アームレスト（ひじ掛け）

手前に倒して使用します。
•使用後は、持ち上げて収納します。

80P0095

•上図は代表例です。お車のタイプによ
り異なります。

可倒式アシストグリップ

アシストグリップ（1）を手前に倒して
使用します。

80P0096

シートバックポケット

雑誌や手荷物などの収納にご使用くださ
い。

80P5005006

シートベルトは、アームレストの下を
通してください。アームレストにベル
トがかかっていると、シートベルトが
本来の効果を発揮できません。

70K40011

アームレストに腰をかけたり、荷物を
乗せたりしないでください。アームレ
ストが破損するおそれがあります。

(1) シートバックポケット

鋭利なものや、重たいものを収納する
と、シート表皮を破損するおそれがあ
ります。
シートバックには、鋭利なものや、重
たいものを収納しないでください。

(1)

タイプ別装備

(1)
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シートバックアッパーポケッ
ト

80P5005007

ラゲッジアンダーボックス

荷室のフロアボード下にあります。
•手回り品や小物などの収納にご使用く
ださい。
→　7-2ページ

（フロアボードの外しかた）

80P5005005

•上図のラゲッジアンダーボックスは代
表例です。お車のタイプにより異なり
ます。

(1) シートバックアッパーポケット

鋭利なものや、重たいものを収納する
と、シート表皮を破損するおそれがあ
ります。
シートバックには、鋭利なものや、重
たいものを収納しないでください。

タイプ別装備

(1)

(1) ラゲッジアンダーボックス

(1)
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80P0310

•サイド吹出し口（2）および中央吹出し口（3）は、ノブ（6）を左右に、またはルー
バー（7）を上下に動かすと、風の向きが調節できます。

•サイド吹出し口（2）は、ダイヤル（8）を上下にまわすと開閉できます。

80P0201

(1) デフロスター (4) 足元吹出し口
(2) サイド吹出し口 (5) 後席足元吹出し口（リヤヒーターダクト）

（タイプ別装備）(3) 中央吹出し口

エアコン、ヒーター

エアコンの吹出し口

(5)

(4)

(5)

(1)

(4)

(2)

(2)

(3)
(3)

(6)(6)(6) (8)(8)(8)(7)(7)(7)

開

閉
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74P50360

※リヤデフォッガースイッチについては、5-34ページをお読みください。

エアコンやヒーターからの温風に長時間さらされると、低温やけどのおそれがあり
ます。とくに、お子さま、お年寄り、皮膚の弱い方が乗車される場合や、同乗者が
仮眠される場合には、足元の吹出し口からの温風に長時間さらされないように注意
してください。

(1) 吹出し口切替えダイヤル (4) ファン（風量）調節ダイヤル
(2) 内外気切替えレバー (5) エアコンスイッチ
(3) 温度調節ダイヤル

マニュアルエアコン
タイプ別装備

0
1 2 3

4

(3)(4)(1)

(5) ( )

(2)
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各ダイヤル、スイッチ、レバーの使いかた

■吹出し口切替えダイヤル
使用目的にあわせて、吹き出し口切替えダイヤルを左右にまわして切り替えます。

※後席足元吹出し口（リヤヒーターダクト）はタイプ別装備です。

目
的 上半身に送風したいとき 上半身、足元に送風したいとき

ダ
イ
ヤ
ル

吹
出
し
口

80P0357 80P0358

目
的 足元に送風したいとき 足元への送風と窓ガラスのくもりを

取りたいとき

ダ
イ
ヤ
ル

吹
出
し
口

80P0359

サイド吹出し口をドアガラス（運転席・
助手席）のドアミラーに向けて風が直接
当たるように調整してください。

80P0360

サイド吹出し口をドアガラス（運転席・
助手席）のドアミラーに向けて風が直接
当たるように調整してください。
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目
的 窓ガラスのくもりを取りたいとき

ダ
イ
ヤ
ル

吹
出
し
口

80P5005008

サイド吹出し口をドアガラス（運転席・助手席）のドアミラーに向けて風が直
接当たるように調整してください。

このマークは、窓ガラスのくもりを取るためのアドバイスです。
吹出し口切替えダイヤルを  または  にして内外気切替えレバーを
外気導入にすると、効果的にくもりを取ることができます。



装備の取扱い/エアコン、ヒーター

5-25

5

■内外気切替えレバー
内外気切替えレバーを左に操作すると、
内気循環になります。右に操作すると、
外気導入になります。

■温度調節ダイヤル
温度調節ダイヤルを時計方向にまわす
と、温度が高くなります。反時計方向に
まわすと、温度が低くなります。

吹出し口切替えダイヤルの位置が  の
ときに、温度調節ダイヤルを中間の位置
に操作すると、頭寒足熱暖房になります。
•足元に温かい風が吹き出し、上半身に
は比較的低い温度の風を吹き出します。

•エアコンを作動させると、さらに温度
差のある効果的な頭寒足熱暖房ができ
ます。

■ファン（風量）調節ダイヤル
ファン（風量）調節ダイヤルをまわす
と、風量が調節できます。

位　置 状　態
外気を導入しています。
•通常はこの位置でお使
いください。

内気を循環しています。
•トンネル内や渋滞時など
外気が汚れているとき
や、早く冷暖房したいと
きにお使いください。

•長時間、内気循環にするとガラスが
くもりやすくなります。

•エアコンシステムへの不快な臭いの
吸着・発生を抑えるために、長時間
駐車するときは「外気導入」にして
おくことをおすすめします。

（外気導入）

（内気循環）

ダイヤル位置

風量 停止 弱←→強

長時間の停車や渋滞では、鉛バッテ
リー保護のため風量を弱くしてくださ
い。

頭寒足熱暖房

0 1 2 3 4
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■エアコンスイッチ
エンジンをかけ、ファン（風量）調節ダ
イヤルを停止の位置から時計方向にまわ
し、エアコンスイッチを押します。除湿
された風が吹き出すとともに、スイッチ
内の表示灯が点灯します。
止めるときは、スイッチをもう一度押し
ます。

暖房しているときにエアコンスイッチを
入れると、除湿された温風が吹き出し
て、ここち良い暖房になります。

■アイドリングストップ中
エンジン自動停止中は送風に切り替わ
り、エコクールで蓄えた冷気を車内に送
ります。
→　4-129ページ（エコクール）

•装置保護のため、エアコンの冷却器
を通る空気の温度が0℃近くまで下が
ると、エアコンが切れます。このた
め、外気温が0℃近くまで下がってい
るときに外気導入にすると、エアコ
ンが作動しません。

•エアコンスイッチを入れると、しば
らくの間白い霧が吹き出すことがあ
ります。これはしめった空気が急に
冷やされて発生するもので、異常で
はありません。

除湿暖房

•走行を開始して間もないときや渋滞
中は、冷気が十分に蓄えられない場
合があります。また、外気温やエア
コンの設定状態によっては、効果に
差があります。

•エンジン自動停止により、冷暖房性能
が十分でなくなった場合は、アイドリ
ングストップシステムOFF スイッチ
を押して、アイドリングストップシス
テムを停止状態にしてください。（エ
ンジンが自動再始動し、冷暖房性能が
復帰します。）
→　4-127 ページ（アイドリングス

トップシステムOFFスイッチ）

•エンジン自動停止中にフロントガラ
ス、運転席・助手席ドアガラスがく
もったときは、アイドリングストップ
システムOFFスイッチを押して、アイ
ドリングストップシステムを停止状
態にし、吹出し口切替えダイヤルをく
もりをとる位置にしてください。
→　4-127 ページ（アイドリングス

トップシステムOFFスイッチ）
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80P0314

※リヤデフォッガースイッチについては、5-34ページをお読みください。

(1) モード（吹出し口）切替えスイッチ (6) エアコンスイッチ
(2) 内外気切替えスイッチ (7) 外気温表示スイッチ
(3) オートスイッチ (8) デフロスタースイッチ
(4) 温度調節スイッチ (9) OFFスイッチ
(5) ファン（風量）調節スイッチ

オートエアコン
タイプ別装備

(4)

(3)

(1)

(5)

(2)

( )

(6)

(9)

(7)(8)
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オートエアコンの使いかた

■通常の使いかた（自動で使う
とき）

オートスイッチ（3）を押して温度調節
スイッチ（4）で希望の温度を設定する
と、各機能が自動制御されます。ただ
し、デフロスター位置へは自動で切り替
わりません。
→　5-31ページ（オートスイッチ）

エンジンをかけ、オートスイッチ
（3）を押します。ディスプレイに次
のように表示（代表例）されます。

74P50380

•冷房や除湿をしないときは、エア
コンスイッチ（6）を押してエア
コンを止めてください。エンジン
への負荷が軽減され、燃費の向上
につながります。ただし、エアコ
ンを止めると、室内温度を外気温
度以下にはできません。

•フロントガラス、運転席・助手席
ドアガラスがくもったときは、デ
フロスタースイッチを押すか、
モード（吹出し口）切替えスイッ
チを押して 「デフロスター ／ 足
元」位置へ切り替え、サイド吹き
出し口をドアガラス（運転席・助
手席）のドアミラーに向けて風が
直接当たるように調整してくださ
い。
→　5-30ページ

（モード切替えスイッチ）
→　5-33ページ

（デフロスタースイッチ）

温度調節スイッチ（4）を操作して
希望温度を設定します。設定温度は
LO、18℃～32℃、HIの間で、0.5
℃間隔で設定できます。
• 25℃を基準に希望の温度を設定
してください。ただし、外気温に
よっては、希望の設定温度になら
ないことがあります。

作動を停止するときは、OFFスイッ
チ（9）を押します。(10)風量 (13)設定温度

(11)AUTO表示 (14)吹出し口
(12)A/C表示

1

(12)(11)

(13) (14) (10)

2

3
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■手動で使うとき
好みにあわせてスイッチを操作してくだ
さい。
• AUTO 作動中でも、操作したスイッチ
の機能が優先され、操作したスイッチ
以外は自動制御されます。

•すべての作動を AUTO にもどすとき
は、オートスイッチ（3）を押します。

•止めるときは、OFFスイッチ（9）を押
します。

■アイドリングストップ中
エンジン自動停止中は送風に切り替わ
り、風量が調整され、エコクールで蓄え
た冷気を車内に送ります。
→　4-129ページ（エコクール）

•設定を切り替えることで、アイドリン
グストップ中の空調を変更できます。
→　3-94ページ

（セッティングモード）

•エンジンを停止しても設定温度を記
憶しています。

•AUTO作動中に、ファン（風量）調節
スイッチ（5）、モード（吹出し口）切
替えスイッチ（1）のいずれかを操作
すると、操作したスイッチの機能が優
先されてAUTO表示が消えます。ただ
し、操作したスイッチ以外は自動制御
となります。

•AUTO作動中にデフロスタースイッチ
（8）を押すと、AUTO表示が消えて風
量が増加し、外気導入となってエアコ
ンが作動します。ただし外気温が低い
と、エアコンが作動しないこともあり
ます。

•外気温が低くエンジンが冷えている
ときや、外気温が高いときは、冷風
や熱風が吹き出すのを防ぐため、し
ばらくの間、風が少量しか吹き出さ
ないことがあります。

•エンジンスイッチが  のときに、
ディスプレイの AUTO表示が点滅し
たときは、システムの異常が考えら
れます。スズキ販売店またはスズキ
代理店で点検を受けてください。

ON

•走行を開始して間もないときや渋滞
中は、冷気が十分に蓄えられない場
合があります。また、外気温やエア
コンの設定状態によっては、効果に
差があります。

•エンジン自動停止により、冷暖房性能
が十分でなくなった場合は、アイドリ
ングストップシステムOFF スイッチ
を押して、アイドリングストップシス
テムを停止状態にしてください。（エ
ンジンが自動再始動し、冷暖房性能が
復帰します。）
→　4-127 ページ（アイドリングス

トップシステムOFFスイッチ）

•エンジン自動停止中にフロントガラ
ス、運転席・助手席ドアガラスがく
もったときは、デフロスタースイッチ
を押してください。（デフロスタース
イッチを押すとエンジンが自動再始
動し、デフロスターが作動します。）
→　4-120 ページ（アイドリングス

トップシステム）
→　5-33ページ

（デフロスタースイッチ）
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各スイッチの使いかた

■モード（吹出し口）切替えスイッチ
モード（吹出し口）切替えスイッチを押すごとに吹出し口が切り替わり、ディスプレイ
の表示も切り替わります。

※後席足元吹出し口（リヤヒーターダクト）はタイプ別装備です。

目
的 上半身に送風したいとき 上半身、足元に送風したいとき

表
示

吹
出
し
口

80P0357 80P0358

目
的 足元に送風したいとき 足元への送風と窓ガラスのくもりを

取りたいとき

表
示

吹
出
し
口

80P0359

サイド吹出し口をドアガラス（運転席・
助手席）のドアミラーに向けて風が直接
当たるように調整してください。

80P0360

サイド吹出し口をドアガラス（運転席・
助手席）のドアミラーに向けて風が直接
当たるように調整してください。
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■内外気切替えスイッチ
内外気切替えスイッチを押すごとに、内
気循環と外気導入が交互に切り替わりま
す。内気循環のときに、スイッチ内の表
示灯が点灯します。

■オートスイッチ
オートスイッチを押すと、ディスプレイ
に AUTO が表示され、次の機能が自動
制御されます。
•吹出し風量の調節
•吹出し口の切替え
•内気循環／外気導入の切替え

手動で内気循環を選択しているときは、
オートスイッチを押しても内気循環はそ
のままで自動制御されません。内気循環
／外気導入の切替えを自動制御にもどす
には、次のようにします。

内外気切替えスイッチ（2）、また
はデフロスタースイッチ（8）を押
して外気導入に切り替えます。

オートスイッチを押します。

AUTO 作動中、吹出し口切替え表示が
のときに、頭寒足熱暖房になります。

•足元に温かい風が吹き出し、上半身に
は比較的低い温度の風が吹き出しま
す。

•エアコンを作動させると、さらに温度
差のある効果的な頭寒足熱暖房ができ
ます。

■温度調節スイッチ
温度調節スイッチを操作すると、LO、
18℃～32℃、HIの間で設定温度を変更
できます。設定温度はディスプレイに表
示されます。
•温度を高くするときは▲、低くすると
きは▼を押します。

•連続調節するときは、長押しします。
• 18 ℃のときにスイッチの▼を押すと、
ディスプレイに LO が表示され、最大
冷房になります。また、32℃のときに
スイッチの▲を押すと、ディスプレイ
に HI が表示され、最大暖房になりま
す。

表示 状態

（外気導入）

外気を導入しています。
•通常はこの位置でお使い
ください。

（内気循環）

内気を循環しています。
•トンネル内や渋滞時など
外気が汚れているとき
や、早く冷暖房したいと
きにお使いください。

•長時間、内気循環にするとガラスが
くもりやすくなります。

•外気と内気の温度差により、外気導
入、内気循環のどちらかに固定され
る場合があります。必要に応じて、
内外気切替えスイッチを押して切り
替えてください。

•スイッチ内の表示灯はファンやエア
コンの作動の有無に関係なく、内気
循環のときに点灯します。

•エアコンシステムへの不快な臭いの
吸着・発生を抑えるために、長時間
駐車するときは「外気導入」にして
おくことをおすすめします。

内気循環／外気導入の自動制御

1

2

頭寒足熱暖房
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■ファン（風量）調節スイッチ
ファン（風量）調節スイッチを押すと、
風量が調節できます。風量はディスプレ
イに表示されます。
•風量を大きくするときは▲、風量を小
さくするときは▼を押します。

•連続調節するときは、長押しします。
•ファンを停止するときは、OFF スイッ
チ（9）を押します。

■エアコンスイッチ
ファン作動中に使用できます。
•エアコンスイッチを押すごとに、エア
コン（冷房・除湿機能）の作動と停止
が交互に切り替わり、ディスプレイの
表示も切り替わります。

暖房しているときにエアコンスイッチを
入れると、除湿された温風が吹き出し
て、ここち良い暖房になります。

■外気温表示スイッチ
外気温表示スイッチを押すと、ディスプ
レイに約 5秒間、外気温度が表示されま
す。
表示中にもう一度押すと、表示が消えま
す。
•外気温が氷点下近くになると、フリー
ズマーク（雪の結晶マーク）が点灯し
ます。路面が凍結しているおそれがあ
りますので、とくに慎重に運転してく
ださい。
→　6-18ページ

（雪道を走行するとき）

64P0296

LO または HI が表示されているとき
は、急に風量が最大となったり、急に
吹出し温度が変化したりする場合があ
りますが、異常ではありません。

除湿暖房

•装置保護のため、エアコンの冷却器
を通る空気の温度が0℃近くまで下が
ると、エアコンが切れます。このた
め、外気温度が0℃近くまで下がって
いるとき外気導入にすると、エアコ
ンが作動しません。

•エアコンスイッチを入れると、しば
らくの間白い霧が吹き出すことがあ
ります。これはしめった空気が急に
冷やされて発生するもので、異常で
はありません。

(15)フリーズマーク

(15)

図の値は表示例です
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■デフロスタースイッチ
デフロスタースイッチを押すと、自動的
にエアコンが作動し、吹出し口が切り替
わります。同時にスイッチ内の表示灯が
点灯し、ディスプレイの表示も切り替わ
ります。
もう一度押すと、デフロスタースイッチ
を押す前の制御にもどります。（オート
制御の場合、吹出し口や内外気、風量の
状態が変わることがあります）
•内気循環になっているときは、外気導
入に切り替わります。

•風量が自動的に増加します。ファン
（風量）調節スイッチを操作して、好
みの風量にも調節できます。

•エアコンが必要ないときは、エアコン
スイッチを押して停止してください。

■ OFFスイッチ
OFFスイッチを押すと、ファンが停止し
てエアコンも止まります。

フリーズマークの点灯は目安です。気
象状況によっては、フリーズマークが
点灯しなくても路面が凍結している場
合があります。注意して走行してくだ
さい。

•外気温はセンサー取り付け部の温度
を表示していますので、実際の外気
温と異なる場合があります。

•次の場合は、正しい外気温が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅
くなったりすることがありますが、
故障ではありません。
・停車時または低速走行時
・外気温が急激に変化したとき（車
庫、トンネルの出入口付近など）

•フリーズマークは、外気温を表示し
ていないときにも点灯します。

目
的 窓ガラスのくもりを取りたいとき

表
示

吹
出
し
口

80P5005009

サイド吹出し口をドアガラス（運
転席・助手席）のドアミラーに向
けて風が直接当たるように調整し
てください。

•内気循環に切り替えると、くもりが
取れにくくなります。

•設定温度を低くすると、窓ガラスの
外側に露がつくことがあります。

•設定温度を高くすると、早くくもり
が取れます。

•外気温が低いときは、エアコンが作
動しないこともあります。

•スイッチ内の表示灯は吹出し口がデ
フロスター位置にあると、ファンや
エアコンを停止させた状態でも点灯
します。
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ナノイー X

「ナノイー」（※）とは、空気中の水分
から生みだされる微粒子です。お肌と同
じ弱酸性で、人に優しいイオンです。快
適な室内を保つのに役立ちます。

※「nanoe」、「ナノイー」および「nanoe」
マークは、パナソニック株式会社の商
標です。

•「ナノイー」は、運転席側のサイド吹
出し口の奥に設置されています。

•ファンの作動と連動して、運転席側の
サイド吹出し口から「ナノイー」が放
出されます。

•「ナノイー X」作動時は、微量のオゾ
ンが発生し、かすかに臭うことがあり
ますが、森林など、自然界に存在する
程度の量なので、人体に影響はありま
せん。

•「ナノイー X」の作動中、かすかに作
動音が聞こえることがありますが、故
障ではありません。

•「ナノイー X」が作動するまでに多少
時間がかかることがあります。

•作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

エンジン回転中、またはアイドリングス
トップシステムによるエンジンの自動停
止中に使用でき、バックドアガラスの内
側のくもりを取ります。
ドアミラーヒーター装備車では、同時に
ドアミラーも暖められ、ミラーについた
くもりを取ります。
→　4-120ページ

（アイドリングストップシステム）
→　3-27ページ

（ドアミラーヒータースイッチ）

•スイッチを押すとバックドアガラスが
暖められて、スイッチ内の表示灯
（1）が点灯します。
もう一度押すとスイッチが切れます。

•約 15 分連続で使用すると、自動的に
スイッチが切れます。

•使用中にエンジンスイッチを ま
たは （OFF）にすると、エン
ジンを再始動しても自動的にスイッチ
は入りません。

80P0316

「ナノイー」の装置は高電圧の部品を
含むため、分解・修理はしないでくだ
さい。修理が必要な場合は、スズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。

車内の環境（温度・湿度）・風量・風
向きによっては「ナノイー」の効果が
十分に得られない場合があります。

タイプ別装備

リヤデフォッガースイッチ

ACC
LOCK

マニュアルエアコン装備車

(1)

(1)
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80P0317

温度感知装置

オートエアコンは、日射センサー（1）、
室温センサー（2）、外気温センサーなど
によって周囲の状況を感知し、自動制御
しています。

80P0110

64P50240

•鉛バッテリー保護のため、くもりが
取れたらすみやかにスイッチを切っ
てください。また、雪を溶かした
り、雨水を乾燥させたりする目的で
使用しないでください。

•バックドアガラスの室内側をふくと
きは、熱線や端子を傷つけないよう
に、水を含ませたやわらかい布で熱
線に沿ってふいてください。

エンジン停止中はスイッチが入りませ
ん。（アイドリングストップシステム
装備車のエンジンの自動停止中を除
く）

オートエアコン装備車

(1)

(1)

日射センサーの上や周囲にものを置い
たり、ガラスクリーナーなどを吹きか
けたままにしたりしないでください。
また、室温センサーにシールなどを
貼って、ふさがないでください。セン
サー感度が低下し、正常に自動制御さ
れなくなります。

エアコンの上手な使いかた

オートエアコン装備車

インパネ運転席側

(1)

(2)
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エアコンガスを充填するときは

エアコンガスは、必ず冷媒HFO-1234yf
（R-1234yf）を使用してください。
•エアコンガスを充填するときは、スズ
キ販売店またはスズキ代理店にご相談
ください。

•冷房性能が低下してきたと感じた場合
は、スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

長期間使用しないときは

月に1回程度はエアコンを作動させ、エ
アコン装置の各部にエアコンガスを循環
させてください。エアコンガスには各部
の潤滑に必要なオイルが含まれています
ので油ぎれを防ぐことにより性能を維持
します。

炎天下に駐車したときは

長時間、炎天下に駐車すると、室内が高
温になります。ドアや窓を開けて室内を
換気しながら、冷房をしてください。

エアフィルターを清掃、交換
するときは

エアコンを快適に使用するために、エア
フィルターを取り付けています。エア
フィルターは定期的に清掃、交換してく
ださい。

地域 清掃時期
の目安

交換時期
の目安

寒冷地、粉じ
んの多い地域

5,000 km
ごと、また
は6か月ごと

車検ごと

上記以外の
地域

10,000 km
ごと、または
12か月ごと

車検ごと

•エアフィルターを清掃または交換の
際は、車内部品を破損するおそれがあ
りますので、スズキ販売店またはスズ
キ代理店での清掃／交換（有料）をお
すすめします。

•新しいエアフィルターはスズキ販売
店またはスズキ代理店でご購入くだ
さい。



装備の取扱い/エアコン、ヒーター

5-37

5

■エアフィルターの取り外し
グローブボックスの側面を矢印の方
向に押し込み、取り外します。

80P0209

ホルダー（1）を外し、エアフィル
ター（2）を取り出します。

80P0226

■エアフィルターの取り付け
エアフィルターは、取り付け方向
マーク（1）の矢印を上向きにして
挿入します。

ホルダー右側のつめ（2）をケース
側にひっかけてから取り付けます。

80P0227

1

2

(1)

(1)
(2)

1

2

(1)

(2)



装備の取扱い/オーディオ

5-38

5

ルーフアンテナ

車両後部の中央にあります。

■アンテナの調節
アンテナの位置は 2段階（①、②）に調
節できます。
•調節は手でアンテナを動かして行ない
ます。

•ラジオまたはテレビを視聴するとき
は、アンテナを②の位置に固定してく
ださい。
アンテナが①の位置に倒れていると、
ラジオやテレビの受信が正常にできな
いことがあります。

80P0210

■アンテナの脱着
•取り外すときはアンテナ（1）を反時
計方向にまわします。

•再び取り付けるときは手でアンテナを
ベース部（2）にねじ込み、しっかり
と取り付けてください。

50M0160

アンテナで受信できるラジオやテレビ
の電波は使用環境により変わるため、
ビルの谷間などでは良好な受信状態を
保てないことがあります。

オーディオ

アンテナ

前

車庫の天井などにアンテナが当たると
きは、手でアンテナを①の位置に倒し
てください。

次のようなときには、アンテナを取り
外してください。アンテナを損傷する
おそれがあります。
•自動洗車機にかけるとき
•ボディカバーをかけるとき
•降雪時に長時間駐車するとき

(2)

(1)



装備の取扱い/オーディオ

5-39

5

ガラスアンテナ

フロントガラス左右上部に内蔵されてい
ます。

安全運転のさまたげにならな
い音量でお聞きください

•音楽などを聞いているときに、車内ま
たは車の近くで携帯電話を使用する
と、スピーカーからノイズ（雑音）が
聞こえることがあります。これは故障
ではありません。

•ナビゲーションまたはオーディオが不
法電波の影響を受けると、正常に作動
しないことがあります。

•ナビゲーションまたはオーディオの機
能については、付属の取扱説明書をお
読みください。

•アンテナ線部に次のようなものを貼
り付けないでください。受信感度が
低下したり、ノイズ（雑音）が入っ
たりするおそれがあります。
・金属が含まれるウインドーフィル
ム

・そのほかの金属物（スズキ純正用
品を除く）

•フロントガラスの室内側をふくとき
は、アンテナ線を傷つけないよう
に、水を含ませたやわらかい布でア
ンテナ線に沿ってふいてください。

タイプ別装備

走行中はナビゲーション、またはオー
ディオを操作しないでください。操作
に気を取られて、思わぬ事故を起こす
おそれがあります。

エンジンを停止したまま長時間ナビ
ゲーション、またはオーディオを使う
と、鉛バッテリーあがりの原因となり
ます。

オーディオ機能について



装備の取扱い/オーディオ

5-40

5

エンジンスイッチが  または 
のときに、手元でナビゲーションまたは
オーディオの操作ができます。
•ナビゲーションまたはオーディオは、
ステアリングオーディオスイッチに対
応したスズキ純正ナビゲーションまた
はスズキ純正オーディオをお使いくだ
さい。

•お使いのナビゲーションまたはオー
ディオによってはステアリングオー
ディオスイッチの機能が実際の機能と
異なることがあります。付属の取扱説
明書をお読みください。

80P0362

音量調節スイッチ（1）

音量が調節できます。
•大きくするときは＋側を押します
•小さくするときは－側を押します
•連続調節するときは、＋または－側を
長押しします

ハンズフリー／音声認識
スイッチ（2）

次の機能の操作ができます。

■ハンズフリー機能
ハンズフリー機能がある機器で使用でき
ます。機能を使用するにはお使いの機器
にあわせた設定が必要となります。付属
の取扱説明書をお読みください。

■音声認識機能
音声認識機能がある機器で使用できま
す。
機能を使用するにはお使いの機器にあわ
せた設定が必要となります。お使いのナ
ビゲーションまたはオーディオに付属の
取扱説明書をお読みください。

モードスイッチ（3）

スイッチを押すたびに、順番にオーディ
オ（ラジオやCD など）のモードを切り
替えます。
•ご使用のナビゲーションまたはオー
ディオによっては、機器本体の電源が
切れているときにスイッチを押すと、
電源を入れることもできます。

選局（選曲）スイッチ（4）

スイッチを押すたびに、使用中のモード
にあわせて、放送局の選局や再生する曲
の選曲などができます。

(1) 音量調節スイッチ
(2) ハンズフリー／音声認識スイッチ
(3) モードスイッチ
(4) 選局（選曲）スイッチ

ステアリング
オーディオスイッチ

タイプ別装備

ACC ON

(1)

(2)

(4)

(3)
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6

お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-2

塗装面を美しく保つために

お車をいつまでも美しく保つためには、
日頃のお手入れが大切です。
•駐車、車の保管は風通しの良い車庫や
屋根のある場所をおすすめします。

•次のようなときはサビや塗装の変色な
どの原因となります。すみやかに洗車
をしてください。
・海岸地帯や凍結防止剤を散布した道
を走行したとき。とくに車体の下ま
わり、足まわりを洗車してください。

・鳥のふん、虫の死がい、樹液、鉄
粉、ばい煙、コールタールなどが付
着したり、酸性雨に濡れたりしたと
き。

・ほこりや泥でひどく汚れたとき。

•ワックスがけは月に 1 回程度、または
水のはじきが悪くなったら行なってく
ださい。ワックスがけのしかたは、
ワックス（別売り）の容器に書かれて
いる取扱説明にしたがってください。

80J302

•飛び石の傷や、ひっかき傷などはサビ
の原因となります。見つけたら早めに
補修してください。

洗車のときのご注意

ワックスがけのときに塗装されていな
い樹脂部品にワックスを使わないでく
ださい。ワックスが付着すると白く
なったりムラになったりするおそれが
あります。

お手入れ

外装のお手入れ

塗装面の傷を補修するときは、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。不適切な塗料を使用すると、
塗装がはがれる原因となります。

•車体の下まわりや足まわりを洗うと
きは、けがをしないように気をつけ
てください。

•洗車したあとはブレーキの効きが悪
くなることがあります。
→　2-24ページ（水たまりを走行し

たあとや洗車後はブレーキの効
きを確認）

•エンジンルームに水などをかけない
でください。エンジンの始動不良や
電気部品が故障する原因となりま
す。
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-3

手洗い洗車をするときは

十分に水をかけながら、スポンジや
セーム皮のようなやわらかいものを
使って汚れを洗い落とします。

汚れがひどいところは中性洗剤を
使って洗い、さらに真水で洗って洗
剤を落とします。

やわらかい布で水をよくふき取り、
水滴のあとが残らないようにしま
す。

80J303

自動洗車機を使うときは•洗車やワックスがけをするとき、車
体に寄りかかったり強い力で押した
りしないでください。
車体が変形するおそれがあります。

84S09240

1

2

3

•ドアミラーを格納し、アンテナを収
納または取り外してください。洗車
機にひっかかり、ドアミラーやアン
テナを損傷するおそれがあります。

•ルーフエンドスポイラー装備車は、
自動洗車機での洗車を避けてくださ
い。洗車機にひっかかり、スポイ
ラーを損傷するおそれがあります。

•自動洗車機によっては、ブラシで傷
がついて塗装面の光沢が失われた
り、塗装の劣化が早まったりするこ
とがあります。

•シフト P または停車状態でない洗車
機(ベルトコンベア式など)で実施す
る際は、デュアルセンサーブレーキ
サポートⅡ（DSBSⅡ）OFF スイッ
チを操作して、低速時ブレーキサ
ポート（前進・後退）を停止させて
ください。
予期せず、低速時ブレーキサポート
（前進・後退）が作動し事故につな
がる恐れがあります。
→　4-63ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
OFFスイッチ）
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-4

高圧洗浄機を使うときは

洗車ノズルを車体から十分に離してくだ
さい。

•カメラ周辺部に高圧洗浄機のノズル
を向けると、カメラに水が入るなど
して、火災や故障、結露などの原因
となります。全方位モニター用カメ
ラおよびバックアイカメラ装備車
は、カメラ周辺部にノズルを向けな
いでください。

•洗車ノズルを車体に近づけすぎる
と、水圧により車体や部品の変形や
損傷の原因となります。
洗車ノズルを車体に近づけすぎた
り、バンパーなどの開口部に向けた
りしないでください。

•洗車ノズルをドアガラスやドアまわ
りなどに向けると、車内に水が入る
おそれがあります。
洗車ノズルをドアガラスやドアまわ
りなどの開閉部分に向けないでくだ
さい。

•洗車時に高圧洗浄機で超音波セン
サー表面に直接水を当てないでくだ
さい。
高い水圧により衝撃が加わり、装置
が正常に作動しなくなる恐れがあり
ます。
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-5

フロントガラスの手入れ

油膜などが付着してワイパーのふき残し
が出たときは、ガラスクリーナー（別売
り）で汚れを取ってください。

アルミホイール（タイプ別装
備）の手入れ

6-3 ページの「手洗い洗車をするとき
は」をお読みください。

全方位モニター用カメラ（タ
イプ別装備）の手入れ

•レンズ部分は水洗いし、やわらかい布
でふき取ってください。汚れがひどい
ときは中性洗剤をご使用ください。

•ワックスをかけるときは、カメラに付
着しないよう気をつけてください。
→　4-117ページ（カメラの映像の映

りが悪い）

フロントワイパーは運転席側から順に
起こし、助手席側から順にもどしてく
ださい。助手席側を先に起こす、また
は運転席側を先にもどすと、ワイパー
同士が当たって傷つきの原因となりま
す。

•酸性、アルカリ性の洗剤、石油系溶
剤を含むクリーナーを使用しないで
ください。塗装のしみ、変色、ひび
割れ、およびセンターキャップの損
傷の原因となります。

•硬いブラシや砂入り石けんを使用し
ないでください。傷つきの原因とな
ります。

•高圧洗浄機を使うときは、カメラ周
辺部にノズルを向けないでくださ
い。カメラに水が入るなどして、火
災や故障、結露などの原因となりま
す。

•カメラは精密機械ですので、強い衝
撃をあたえないでください。また、
カメラに付着して固まった泥や凍り
付いた雪などは、棒などで突くなど
して落とさないでください。破損し
て火災や故障の原因となります。

•カメラをふくときは、アルコール、ベ
ンジン、シンナーなどを使用しない
でください。レンズが損傷する原因
となります。

•カメラのレンズは傷がつきにくいよ
うハードコート仕様になっています
が、傷つきには十分気をつけてくだ
さい。洗車ブラシなどは使用しない
でください。カメラの映像が見づら
くなる場合があります。
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6-6

•砂、ほこりなどは掃除機などで吸い取
るか、水またはぬるま湯を固くしぼっ
たやわらかい布でふき取ってくださ
い。そのまま放置すると、傷つきの原
因となります。

•液体芳香剤やジュースなど液体類が付
着したときは、すみやかにティッシュ
ペーパーややわらかい布でふき取って
ください。こぼしたままにしておくと、
しみ、変色、ひび割れの原因となります。

布地、ビニールレザー、樹脂
部品などの手入れ

中性洗剤の水溶液をやわらかい布に
軽く含ませ、汚れをふき取ります。

真水を含ませたやわらかい布で、
残った洗剤分をふき取ります。

残った水分をふき取り、風通しの良
い日陰で乾燥させます。

•ナビゲーション、またはオーディオ
やスイッチ類、フロア下の配線や電
気部品などに水がかかると、火災や
故障につながったり、SRS エアバッ
グシステムが正常に作動しなくなっ
たりするおそれがあります。
内装のお手入れの際は、車内に水な
どをかけないでください。
車内に水をかけたり飲み物をこぼし
たりした場合は、すみやかにスズキ
販売店またはスズキ代理店で点検を
受けてください。

•助手席下にはリチウムイオンバッテ
リーがあります。バッテリーを水な
どで濡らすと、火災や感電などを起
こしたり、故障の原因となったりす
るおそれがあります。
バッテリーを水などで濡らさないで
ください。

内装のお手入れ
•しみ、変色、変形、強度低下などの
原因となるため、次のような成分が
含まれているケミカル用品は使用し
ないでください。
・ベンジン、ガソリン、シンナー、
ステッカーはがし剤などの溶剤

・酸性、アルカリ性の洗剤
・漂白剤や染料

•電装品やスイッチにシリコンが付着
すると、故障の原因となるおそれが
あります。
エアコン、オーディオまたはナビ
ゲーションなどの電装品や各種ス
イッチおよびこれら周辺の清掃には
シリコンを含むケミカル用品を使用
しないでください。

•車内へ革製品・毛皮・ビニールなど
を長時間放置すると、内装の変色や
変質の原因となります。
色物の革製品・毛皮・ビニールなど
は、車内へ長時間放置しないでくだ
さい。

液体芳香剤はこぼさないように容器を
固定するか、固形タイプのもののご使
用をおすすめします。

1

2

3
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6-7

本革の手入れ

ウール用中性洗剤を次の比率でうす
めたものをやわらかい布に軽く含ま
せ、汚れをふき取ります。
ウール用中性洗剤：水＝1：20

真水を含ませたやわらかい布を固くし
ぼり、残った洗剤分をふき取ります。

乾いたやわらかい布で乾ぶきし、風
通しの良い日陰で乾燥させます。

80P5006001

フロントガラスの室内側の手
入れ

フロントガラスの内側を清掃するとき
は、前方カメラのレンズ部にほこりやガ
ラスクリーナーなどが付着しないように
保護してください。

バックドアガラスの室内側の
手入れ

熱線や端子を傷つけないように、水を含
ませたやわらかい布で熱線に沿ってふい
てください。

洗剤のふき残しがあると、本革部分を
傷めるおそれがあります。

（1）本革部分

化粧液やハンドクリームなどに含まれ
るオレイン酸は変色、しみの原因とな
ります。万一、ハンドクリームなどが
ハンドルの本革部分に付着した際は、
すみやかにティッシュペーパーや、や
わらかい布でふき取り、前記手順でお
手入れをしてください。

タイプ別装備

1

2

3

(1)

•外観品質を長く保つため、年に2回程
度は定期的にお手入れをしてくださ
い。

•水が付着したときは、すみやかに
ティッシュペーパーややわらかい布
でふき取ってください。ぬれたまま
にしておくと、硬くなって縮むこと
があります。

•炎天下に駐車するときは、日よけな
どを使用してください。直射日光に
長時間さらすと、色あせや縮みの原
因となります。

•天然素材のため、シボ（皮革表面肌
の凹凸）の不均一や、皮革本来の傷
などがあっても、皮革としての物性
に影響はありません。

アンテナ線を傷つけないように、水を
含ませたやわらかい布でアンテナ線に
沿ってふいてください。
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-8

タイヤのローテーション

タイヤのかたよった摩耗を防止して寿命
をのばすために、約5,000 km走行ごと
に行なってください。（次の図参照）
•車載ジャッキ（別売り）でタイヤの
ローテーションを行なうときは、応急
用スペアタイヤ（市販品）などを使用
して1輪ずつ交換します。
→　7-13ページ（ジャッキアップ）

•タイヤパンク応急修理セット装備車に
は、応急用スペアタイヤが装備されて
いないため、スズキ販売店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

80J305

•上図のタイヤは代表例です。

タイヤ交換するときは

•タイヤの指定サイズと指定空気圧は、
お車のタイプにより異なります。運転
席ドアの開口部に貼付してある「空気
圧ラベル」で確認してください。

•走行中にハンドルや車体に振動が出る
場合は、タイヤのバランスを点検して
ください。

•取り付ける前にタイヤの摩耗状態を点
検してください。ウェアインジケー
ター（溝の深さが 1.6mm 浅い部分）
が現れて溝の一部が消えていたら、ほ
かのタイヤと交換してください。

回転方向指定のあるタイヤをローテー
ションするときは、回転方向を逆にし
ないでください。走行に悪影響をおよ
ぼすおそれがあります。

タイヤの交換

前 前

回転方向指定の
ないタイヤ

回転方向指定の
あるタイヤ

回転方向指定のあるタイヤは、側面に
図のような “ROTATION” の文字と、
回転方向を示す矢印が刻印されていま
す。

72M00185

ROTATION
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-9

82K135

指定のサイズで、4輪ともサイズ、銘
柄、トレッドパターン（溝模様）が同
一のタイヤを装着してください。ま
た、摩耗状態が著しく異なるタイヤを
使用しないでください。燃費や走行安
定性が悪化するだけでなく、思わぬ事
故につながるおそれがあります。ま
た、故障の原因となります。（冬用タ
イヤも同様です）
•正確なタイヤ回転速度が検出できな
くなって、次の機能が正常に作動し
ない場合があります。
・車線逸脱抑制(LDP)機能
・ABS
・エマージェンシーストップシグナ
ル（ESS）

・ESP®

・デュアルセンサーブレーキサポー
ト（DSBS）Ⅱ

・誤発進抑制機能
・後退時ブレーキサポート
・後方誤発進抑制機能

•4WD車では、その性能が十分に発
揮できないばかりでなく、駆動系部
品に悪影響をあたえるおそれがあり
ます。

ウェアインジケーター
（摩耗限度表示）

ウェアインジ
ケーター位置
を示すマーク

電池が小さいため、お子さまが誤って
飲み込むと、のどなどに詰まらせて重
大な傷害を受けたり、最悪の場合死亡
につながる可能性があります。電池お
よび取り外した部品は、お子さまが
誤って飲み込まないよう注意してくだ
さい。

•故障を防ぐため、次のことをお守り
ください。
・濡れた手で電池交換をしない
・電池以外の端子や電子部品に触れ
ない

・端子を曲げない
・油や異物を付着させない

•お客様ご自身で電池を交換される場
合は、静電気により携帯リモコンが
破損するおそれがあるため、金属部
分に触れて身体や衣類の静電気を除
去してください。

•電池交換の際、携帯リモコンを破損
するおそれがありますので、スズキ
販売店またはスズキ代理店での交換
（有料）をおすすめします。

•電池は、製造年をお確かめのうえス
ズキ販売店や家電量販店・ホームセ
ンターなどでご購入ください。

携帯リモコンの電池交換
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-10

携帯リモコンからエマージェンシー
キーを取り出します。

携帯リモコンのケースを分割しま
す。
•携帯リモコンの側面にある溝 (1)
部分に力を加えながら、ケースを
上下に分割します。

73S020020

•上図の携帯リモコンは代表例です。お
車のタイプにより異なります。
電池を交換します。
•古い電池を取り出します。電池は、
＋極を上にして取り付けます。

83S09320

ケースを組み付けます。
•ケースのあわせ部分のすきまが均
等になるように確実にはめ込みま
す。

携帯リモコンが正常に作動するか確
認します。

■携帯リモコン電池消耗警告の
リセットのしかた

電池交換前に携帯リモコン電池消耗警告
が表示されていた場合は、電池交換後に
次の操作を行なって警告をリセットして
ください。
•キーレスエントリーによるドアの施
錠・解錠を2回以上繰り返す
→　3-3ページ

（キーレスエントリー）
→　3-7ページ

（携帯リモコン電池消耗警告）

使用電池 リチウム電池CR2032

1

2

(1)

3

CR2032

ケースの組み付けはあわせ部分のすき
まが均等になるように、確実にはめ込
んでください。すきまから水などが進
入することにより、携帯リモコンが正
常に動作しなくなるおそれがありま
す。

所持している予備の携帯リモコンの電
池が正常な場合、予備の携帯リモコン
で上記の操作を行なっても警告をリ
セットできます。

4

5
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-11

フロントワイパー

運転席側、助手席側の順にワイパー
アームを起こします。

74P1018

ツメを押しながらワイパーブレード
をワイパーアームから外します。

52R60070

ブレードラバーのストッパー（1）
がツメ（2）から外れるまで引っ張
り出し、そのままブレードから引き
抜きます。ブレードラバーからリ
テーナー（3）を引き抜きます。

77R60230

•ワイパーブレード、ブレードラバー
はスズキ純正品の使用をおすすめし
ます。スズキ純正品以外のものを使
用すると適切に取り付けできないお
それがあります。

•ワイパーブレードラバーは傷んでい
ると、拭き取りがきれいにできな
かったり、ガラスに傷がついたりす
るおそれがあります。定期的にワイ
パーブレードラバーを点検し、傷ん
でいる場合は交換してください。

•ワイパーブレード、ブレードラバー
を交換するときはワイパーアームお
よびワイパーブレードがガラスに当
たらないようにしてください。ガラ
スに当たるとガラスが破損したり傷
がついたりするおそれがあります。

ワイパーブレードラバーの
交換

1

運転席側→助手席側

(1) ストッパー (2) ツメ
(3) リテーナー

2

3

(1)
(3)

(2)
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-12

新品のブレードラバーにリテーナー
を取り付けます。

84S09020

•リテーナーは、反りの向きを次の
図のように合わせて取り付けてく
ださい。

79R60060

ブレードラバーをワイパーブレード
に差し込みます。ブレードラバーを
取付けるときは、ストッパーのない
方からワイパーブレードに差し込み
ます。

63R60180

ブレードラバーを差し込んだあと
は、ワイパーブレードのツメをス
トッパーに押し込んでブレードラ
バーを確実に固定します。

63R60190

ワイパーアームにワイパーブレード
を取り外したときと逆の手順で取り
付けます。ワイパーブレードがワイ
パーアームに確実に固定されている
ことを確認してください。

4

5

ブレードラバーは、ストッパー（1）
のある側が運転席側になるように取り
付けてください。ワイパーの作動中に
ブレードラバーがずれるおそれがあり
ます。

80P5006002

(1) ストッパー (2) ツメ

(1)

6

(1)

(2)

7
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お車との上手なつきあいかた/お手入れ

6-13

助手席側、運転席側の順にワイパー
アームをもどします。

リヤワイパー

ワイパーアームを起こします。起こ
したあと、ワイパーブレードを回転
させてワイパーブレードをワイパー
アームから外します。

80P1049

ワイパーラバーの先端を引っ張りワ
イパーブレードのストッパー（1）
から外し取り外します。取り外した
ブレードラバーからリテーナー
（2）を取り外します。

52R60120

新品のブレードラバーにリテーナー
を取り付けます。

63R60220

•リテーナーは、反りの向きを次の
図のように合わせて取り付けてく
ださい。

63R60230

(1) ストッパー (2) リテーナー

8

1

2

(1)
(2)

3
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-14

ブレードラバーをワイパーブレード
に差し込みます。ブレードラバーの
両端がワイパーブレードの両端のス
トッパー(1) 内に収まるように確実
に取り付けます。

63R60240

ワイパーアームにワイパーブレード
を取り外したときと逆の手順で取り
付けます。ワイパーブレードがワイ
パーアームに確実に固定されている
ことを確認してください。そのあ
と、ワイパーアームをもどします。

ウインドーウォッシャー液

凍結を防ぐため、外気温に応じた割合で
配合してください。

〈スズキエクスターウインドーウォッ
シャー液の場合〉

4

(1)

5

使用地域・季節 薄める割合 凍結温度
通　常 原液1に水3 約－5℃

温暖地の冬期 原液1に水2 約－9℃
寒冷地の冬期 原液1に水1 約－15℃
極寒冷地の冬期 原液のまま 約－40℃

ウインドーウォッシャー液にはアル
コール成分が含まれているため、エン
ジンなどにかかると出火のおそれがあ
ります。
エンジンが熱いときやエンジンがか
かっているときは、ウインドーウォッ
シャー液を補充しないでください。

ウインドーウォッシャー液の取扱いに
関する注意は、容器に記載してありま
すのでよくお読みください。

寒冷時の取扱い

冬期に入る前の準備
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-15

鉛バッテリー

鉛バッテリーの液量や比重を点検してく
ださい。寒くなるとバッテリーの性能が
下がり、弱っているバッテリーではエン
ジンがかかりにくくなります。
→　2-4ページ

（鉛バッテリーの液面を点検する）

冷却水

エンジン内部の腐食および凍結防止のた
め、指定の冷却水をお使いください。
→　8-1ページ（サービスデータ）
→　メンテナンスノート（日常点検）

スノーブレード（別売り）

スノーブレード（降雪地用ワイパーブレー
ド）は、金属部分をゴムで覆って雪の付着
を少なくするものです。標準装備のワイ
パーブレードでは、降雪時に雪が付着し、
ふき取りにくくなることがありますので、
必要に応じて交換してください。

•液が空のまま使用すると、ポンプが
破損するおそれがあります。

•キャップにある穴がつまると、噴射
不良を起こすおそれがあります。液
の出かたが悪い場合は、この穴も点
検してください。

•ウインドーウォッシャー液の代わり
に石鹸水などを入れないでくださ
い。塗装がしみになるおそれがあり
ます。

•水だけの補充はしないでください。
冬期に凍って、ウインドーウォッ
シャー液が出なくなるおそれがあり
ます。

スズキエクスターウインドーウォッ
シャー液は、薄める割合で凍結温度が
異なります。車の使用地域の最低気温
にあわせて、次の表を参考に薄めてく
ださい。
→　6-14ページ

（ウインドーウォッシャー液）
薄める割合は、使用するウインドー
ウォッシャー液により異なります。ウ
インドーウォッシャー液の容器に表示
してある凍結温度を参考にしてくださ
い。

冷却水の濃度点検および交換は、スズ
キ販売店またはスズキ代理店へお申し
付けください。

高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりふき取りにくくなることがあり
ます。その場合には、車のスピードを
落としてください。

•雪の降らない時季は、通常のワイ
パーブレードのご使用をおすすめし
ます。

•スノーブレードはスズキ純正品の使
用をおすすめします。スズキ純正品以
外のものを使用すると適切に機能し
ないおそれがあります。
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-16

冬用タイヤ、タイヤチェーン、
輪止め

雪道や凍結路を走行するために必要です。

82K139

屋根に積もった雪

出発の前に取り除いてください。走行時
に落下して、視界をさまたげるおそれが
あります。
•スズキ セーフティ サポート装備車の
場合、フロントガラスに雪や霜などが
付着していると、デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）Ⅱが正常に
作動しない場合があります。
→　4-39 ページ（前方カメラ（DSBS

Ⅱ）／前方レーダー（DSBS Ⅱ）／
超音波センサー）

80J308

ワイパーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように水分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にワイパーを作動させると、ブレード
部（ゴムの部分）が傷ついたり、ワイパー
が故障したりするおそれがあります。

65P60060

(1) 冬用タイヤ（市販品）
(2) タイヤチェーン（別売り）
(3) 輪止め（市販品）

(1)

(3)

(2)

出発の前に
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-17

ガラス面の雪や霜

プラスチックの板（1）を使うと、ガラ
スを傷つけずに落とせます。
•スズキ セーフティ サポート装備車の
場合、フロントガラスに雪や霜などが
付着していると、デュアルセンサーブ
レーキサポート（DSBS）Ⅱが正常に
作動しない場合があります。
→　4-39 ページ（前方カメラ（DSBS

Ⅱ）／前方レーダー（DSBS Ⅱ）／
超音波センサー）

82K261

ドアミラーの凍結

ぬるま湯をかけて氷を溶かします。溶か
したあとは、再び凍結しないように水分
をふき取ってください。凍結したまま無
理にドアミラーを動かそうとすると、故
障するおそれがあります。

65P60070

ドアの凍結

ぬるま湯をドアキーの穴を避けてかけま
す。ドアが開いたあとは水分をふき取っ
てください。凍結したまま無理に開けよ
うとすると、ドアまわりのゴムがはがれ
たり、破損したりするおそれがあります。

65P60080

(1)

•ドアミラー格納スイッチの場合、ミ
ラーを手で動かすことが可能かを確
認してから、スイッチ操作を行なっ
てください。凍結したまま操作を繰
り返すと、故障の原因となります。
→　3-25ページ

（ドアミラー格納スイッチ）

•リモート格納ミラーの場合、ドアミ
ラーが凍結するような寒冷時は、リ
モート格納ミラーの機能を停止して
ください。凍結したまま動作を繰り
返すと、故障の原因となります。
→　3-25ページ

（リモート格納ミラー）
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-18

靴に付着した雪

乗車するときによく落としてください。
そのまま乗車すると、ペダル操作時に
滑ったり、車内の湿気が多くなってガラ
スがくもりやすくなったりします。

80J312

雪道や凍結路はゆっくり走行

80J039

ブレーキの効き具合を確認

ブレーキ装置に付着した雪や氷が凍結し
て、ブレーキの効きが悪くなることがあ
ります。
•周囲の安全を確かめてから低速でブ
レーキペダルを数回踏み、ブレーキの
効きを確かめてください。

•ブレーキの効きが悪いときは、効きが
回復するまで低速で繰り返しブレーキ
ペダルを軽く踏み、ブレーキ装置のし
めりを乾かしてください。

スピードを控えめにし、急発進、急加
速、急ブレーキ、急ハンドル、急激な
エンジンブレーキなど「急」のつく運
転はしないでください。雪道や凍結路
は路面が滑りやすく、スリップ事故を
起こすおそれがあります。

雪道を走行するとき
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-19

冬用タイヤ、タイヤチェーン
を装着

雪道や凍結路では、冬用タイヤまたはタ
イヤチェーンを装着してください。
•走行する地区の条例などにしたがって
装着してください。
→　6-8ページ

（タイヤ交換するときは）
→　6-20ページ
（タイヤチェーンを装着するとき）

フェンダー裏側に付着した雪
を取り除く

雪道を走行すると、フェンダーの裏側に
雪が付着してタイヤと接触し、ハンドル
の切れが悪くなることがあります。
•ときどき車を止めてフェンダーの裏側
を点検してください。雪の塊が付着し
ているときは、周囲の部品を傷つけな
いように雪を取り除いてください。

80J313

パーキングブレーキ

パーキングブレーキが凍結すると解除で
きなくなります。
•長時間駐車するときは、セレクトレ
バーを  に入れ、パーキングブレー
キをかけずに輪止め（市販品）をして
ください。

凍結防止剤が散布してある道
を走行したあとは

すみやかに凍結防止剤を洗い落としてく
ださい。とくに車体の下まわり、足まわ
りを念入りに洗ってください。放置する
とサビの原因となります。
凍結を防ぐため、洗車後はドアまわりな
どの水分をふき取ってください。
•ドアキーの穴を避けて洗車してくださ
い。キー穴が凍結すると、ドアが解錠
できなくなります。

•ドアまわりのゴム部品の水分は、とく
によくふき取ってください。凍結する
と、ドアが開かなくなります。

80J314

駐車するとき

P
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-20

屋外に駐車するときは

フロントガラスに雪や霜が付着している
と、デュアルセンサーブレーキサポート
II (DSBS II) が正常に動作しない場合があ
ります。

80J315

排気管のまわりが雪で覆われ
たときは

80J316

タイヤチェーン

この車に適合したスズキ純正品を装着し
てください。適合するタイヤチェーンに
ついては、スズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。

•軒下や樹木の下には駐車しないでく
ださい。積雪や落雪で車の屋根がへ
こむことがあります。

•ルーフアンテナの場合、降雪時に長
時間駐車するときは、アンテナを取
り外してください。
→　5-38ページ（アンテナの脱着）

•駐車するときはワイパーアームを立
ててください。雪の重みでワイパー
アームが変形したり、ブレード部
（ゴムの部分）がガラスに凍結した
りすることがあります。

•フロントワイパーは運転席側から順
に起こし、助手席側から順にもどし
てください。助手席側を先に起こ
す、または運転席側を先にもどす
と、ワイパー同士が当たって傷つき
の原因となります。

排気管のまわりが雪で覆われたままエ
ンジンを回転させないでください。
排気ガスが車内に侵入し、一酸化炭素
中毒のおそれがあります。

•適合品以外を装着しないでくださ
い。ブレーキ配管や車体を損傷する
おそれがあります。

•走行中にいつもと違う音がするとき
は、ただちに停車して点検してくだ
さい。タイヤチェーンが切れたり、
一部が外れたりして車体に当たる
と、ブレーキ配管や車体を損傷する
おそれがあります。

タイヤチェーンを装着するとき
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お車との上手なつきあいかた/寒冷時の取扱い

6-21

タイヤチェーンを装着する前
に

■タイヤチェーンは前輪に装着
この車は前輪が駆動輪、または前輪が駆
動輪ベースの 4WD です。後輪には装着
しないでください。

■ジャッキアップに適した安全
な場所で装着

7-12 ページの「タイヤ交換の準備」の
、  をお読みください。

■フルホイールキャップ（タイ
プ別装備）を外してから装着

フルホイールキャップの傷つき防止のた
め、キャップを外してからタイヤチェー
ンを装着します。キャップの外しかたは
7-12ページをお読みください。

タイヤチェーンの装着

タイヤチェーンに付属の取扱説明書をよ
くお読みください。

•タイヤチェーンを装着して走行すると
きは、安全およびタイヤチェーン保護
のためスピードを控えめ（30 km/h
以下）にし、急発進、急加速、急ブレー
キ、急ハンドル、急激なエンジンブ
レーキなど「急」のつく運転をしたり、
突起や穴を乗り越えたりしないでくだ
さい。

•タイヤチェーンを装着すると、タイ
ヤ回転速度が検出できなくなって、
次の機能が正常に作動しない場合が
あります。
・ABS
・エマージェンシーストップシグナ
ル（ESS）

・ESP®

・デュアルセンサーブレーキサポー
ト（DSBS）Ⅱ

・誤発進抑制機能
・後退時ブレーキサポート
・後方誤発進抑制機能

タイヤチェーンを装着したまま、雪の
ない舗装路を走行しないでください。
路面が損傷したり、タイヤチェーンの
摩耗が早まったりします。また、4WD
車の場合、駆動装置に無理な力がかか
り、故障の原因となります。 アルミホイール装備車の場合、タイヤ

チェーンでホイールに傷がつくおそれ
があります。

1 2
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万一のとき/パンク

7-2

荷室のフロアボード（1）下のラゲッジ
アンダーボックス（2）に収納されてい
ます。

80P0363

•上図のラゲッジアンダーボックスは代
表例です。お車のタイプにより異なり
ます。

•使用後は、所定の位置に収納してくだ
さい。

•ジャッキは、完全に縮めてから収納し
てください。

フロアボードの外しかた

フロアボード（1）を固定しているクリッ
プ2個（8）を外します。
•クリップは、とっ手（9）を引き起こ
してからそのまま引き抜きます。

80P0320

■もとにもどすときは
車体側の穴へ、フロアボードの穴をあわ
せてから、クリップを差し込みます。
•クリップのとっ手（9）を倒し、中央
部をカチッと音がするまで押し込みま
す。

80P0321

(1) フロアボード
(2) ラゲッジアンダーボックス
(3) タイヤパンク応急修理セット
(4) ジャッキ（別売り）
(5) ホイールレンチ（別売り）
(6) ジャッキハンドル（別売り）
(7) けん引フック

パンク

工具、ジャッキ、タイヤパンク
応急修理セットの収納場所

工具、ジャッキは別売り

(1) (2)

(3) (4) (3)(7)

(5)

(6)

クリップを荷物の固定などに使用しな
いでください。破損のおそれがありま
す。

(9)

(8)
(1)

(9)
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万一のとき/パンク

7-3

お車にはスペアタイヤが搭載されていま
せん。タイヤパンク応急修理セットをお
使いください。

•このセットは、標準タイヤがパンクし
たときに応急的に使用するものです。
パンクしたタイヤはすみやかにスズキ
サービス工場で修理または交換してく
ださい。

•応急修理セットはAタイプとBタイプの
2種類があります。一部の部品で外観が
異なりますが、使用方法は同じです。

Aタイプ

65P70030

※速度制限シールは、修理剤ボトルの底
面に貼付されています。

Bタイプ

84S08180

(1) エアコンプレッサー
(2) 修理剤ボトル（タイヤ1本分）
(3) 注入ホース
(4) 延長ホース（修理剤抜き取り用）
(5) 注入ホースの栓
(6) コア回し
(7) バルブコア（予備）
(8) 速度制限シール（※）
(9) セット付属の取扱説明書

パンクしたときは

タイヤパンク応急修理セット

(1)

(4)(3) (5)

(6) (7)

(8) (9)

(2)

(1) エアコンプレッサー
(2) 修理剤ボトル（タイヤ1本分）
(3) 注入ホース
(4) 注入ホースの栓
(5) コア回し
(6) バルブコア（予備）
(7) 速度制限シール
(8) セット付属の取扱説明書

•応急修理剤は、飲用すると健康に害
があります。もし誤って飲用したと
きは、できるだけたくさんの水を飲
み、ただちに医師の診察を受けてく
ださい。

•応急修理剤が目や皮膚に付着したと
きは、できるだけ早く水で洗い流し
てください。異常を感じたときは、
医師の診察を受けてください。

•保管するときは、お子さまが誤って
手を触れないように所定の位置に収
納してください。

(1)

(4)(3) (5)

(6)

(7) (8)

(2)
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万一のとき/パンク

7-4

応急修理セットの点検

定期的に点検してください。
•応急修理剤ボトルに表示されている有
効期限の確認
・期限が切れる前に、新品と交換して
ください。

•アクセサリーソケット電源の確認
•エアコンプレッサー作動の確認
・エンジンスイッチを  にし、
エアコンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに差し込んで
行ないます。

応急修理の可否判断

■次のようなとき、タイヤの応
急修理ができます

タイヤ接地部に刺さった釘やネジなどに
よる軽度のパンクは、タイヤパンク応急
修理セットで応急修理できます。

■次のような場合は、タイヤの
応急修理ができません

スズキ代理店やJAFなどのロードサービ
ス事業者にご連絡ください。（別冊の「ス
ズキ4輪車サービスネットワーク」参照）

•応急修理剤の有効期限（1）が切れてい
る（有効期限はボトルのラベルに記載）

50M0120

•タイヤの接地面に長さ4 mm以上の切
り傷や刺し傷（2）がある

53U020113

•エアコンプレッサーは、自動車タイ
ヤ専用です。そのほかの目的で使用
しないでください。

•エアコンプレッサーはDC12 V専用で
す。ほかの電源での使用はできません。

•エアコンプレッサーを使用するとき
は、故障を防ぐため次のことをお守
りください。
・10分以上連続して使用しない
・防水加工がされていないため、降
雨時などは水がかからないように
する

・砂やほこりなどを吸い込ませない
・使用中に動作がおそくなったり、
本体が熱くなったりしたときはす
ぐにスイッチをOFFにして、30分
以上放置する

・分解、改造などをしない
・強い衝撃や圧力を加えない

ACC

タイヤに刺さった釘やネジを抜いてし
まうと、タイヤの損傷が大きくなった
り、そこからの空気漏れで修理時の空
気充填ができなくなったりするおそれ
があります。
タイヤに刺さった釘やネジなどは抜か
ないでください。

(1)

(2)
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万一のとき/パンク

7-5

•タイヤの側面に傷(3)を受けている

82K114

•タイヤの空気がほとんど抜けた状態で
走行した

•タイヤがホイールリム（4）の外側へ
完全に外れている

82K300

•ホイールリム（4）が破損または変形
している

82K116

•タイヤが2本以上パンクしている（修
理剤はタイヤ1本分です）

■タイヤ応急修理のしかた
他車に注意をうながすため、非常点
滅表示灯を点滅させます。他車の通
行のじゃまにならず、安全に作業が
でき、地面が硬くて平らな場所に車
を移動します。

パーキングブレーキをしっかりとか
けます。
•セレクトレバーを  に入れ、エ
ンジンを止めます。

必要に応じて、停止表示板（別売
り）を置きます。

•パンクしたタイヤの状態を確認し
ます。
→　7-4ページ

（応急修理の可否判断）

同乗者がいるときや重い荷物を載せ
ているときは、車から降ろします。
タイヤパンク応急修理セットを取り
出し、注入ホースをねじ込む前に、
修理剤ボトルをよく振ります。

50M0121

(3)

(4)

(4)

1

2

P

3
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万一のとき/パンク

7-6

注入ホース（1）を修理剤ボトルに
しっかりとねじ込みます。
•ボトルの栓が破れます。

72M00184

タイヤバルブからキャップ（2）を
反時計方向にまわして外します。コ
ア回し（3）の羽根状部分の先端な
どでバルブ内のバルブコア（4）を
押し、タイヤに残った空気を完全に
抜きます。

65P70040

コア回し（3）でバルブコア（4）
を反時計方向にまわして外します。
•バルブコアは再使用します。汚れ
ないようにきれいなところへ保管
します。

65P70050

注入ホースの先端をタイヤバルブに
差し込みます。修理剤ボトルを逆さ
まにして持ち、手で何回も圧迫し、
修理剤をすべてタイヤ内に注入しま
す。
•空になったボトルは、修理剤の抜
き取りに必要なため、タイヤ交換
または修理を依頼するときにスズ
キサービス工場にお渡しくださ
い。

•こぼれた修理剤は、ふき取るかそ
のまま乾燥させてからはがしま
す。

4

(1)

5

(2)

(4)

(3)

バルブコアを外すとき、タイヤに空気
が残っているとバルブコアが飛び出す
ことがあります。慎重に外してくださ
い。

6

(3)

(4)

7
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7-7

82K121

注入ホースをタイヤバルブから引き
抜き、コア回し（3）でバルブコア
（4）をタイヤバルブにしっかりと
ねじ込みます。
•外しておいたバルブコアが汚れて
いたり紛失したりした場合は、タ
イヤパンク応急修理セット内にあ
る予備のバルブコアをご使用くだ
さい。

65P70060

エアコンプレッサーの底面から、
ホースを取り出します。

エアコンプレッサーのホース（5）
先端の口金をタイヤバルブにねじ込
みます。

72M00187

エアコンプレッサーのスイッチが
OFF になっていることを確認しま
す。電源プラグ（6）をアクセサリー
ソケット（7）に差し込み、エンジ
ンスイッチを  にします。

80P0322

•上図のインパネは代表例です。お車の
タイプにより異なります。

8

(4)

(3)

9

10

(5)

11

ACC

(7)

(6)
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7-8

エアコンプレッサーのスイッチ（8）
をONにし、空気を入れます。タイ
ヤ空気圧が指定空気圧になるまで昇
圧させます。

72M00188

•タイヤがホイールリムから外れて
いる場合は、空気が漏れないよう
にリムとタイヤのすきまをなくす
ようにしてから、コンプレッサー
を作動させます。（すきまがなく
なれば空気圧が上がります。）

•指定空気圧まで昇圧するには、約
10分程度が必要です。10分以内
に指定空気圧まで昇圧しないとき
は、タイヤがひどい損傷を受けて
いる可能性があります。この場合
は、本修理セットによる応急修理
ができません。スズキ代理店や
JAFなどのロードサービス事業者
にご連絡ください。

•空気を入れすぎたときは、コンプ
レッサーのホース先端の口金をゆ
るめて、空気を抜きます。

指定空気圧まで昇圧できたら、修理
剤をタイヤ内にゆきわたらせるた
め、コンプレッサーを収納し、ただ
ちに走行します。スピードを控えめ
にして、急加速や急ハンドル、急ブ
レーキなどはせず、慎重に運転して
ください。

•コンプレッサーを作動させていると
きは、タイヤの近くに立たないでく
ださい。万一バーストなどした場合
に、けがのおそれがあります。

•タイヤがふくらむと、タイヤがリム
部にはまり込みます。指などをはさ
まないように注意してください。

12

(8)

•コンプレッサーの起動・停止は、コ
ンプレッサー本体のスイッチで行
なってください。

•コンプレッサーは10分以上連続して
作動させないでください。故障につ
ながるおそれがあります。

タイヤの指定空気圧は、運転席ドアの
開口部に貼付してある空気圧ラベル
(９)で確認できます。

80P5007016

(9)

13
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7-9

約10分間または5 km程度走行した
ら、タイヤ空気圧をコンプレッサー
の空気圧計で確認します。空気圧が
130 kPa（1.3 kgf/cm2）以上あれ
ば、パンク応急修理の完了です。再
度、指定空気圧に調整してください。
•タイヤ空気圧を測定するときは、
コンプレッサーのホース先端の口
金をタイヤバルブにねじ込んだあ
とに電源をつなぎ、一度スイッチ
をONにしたあと、すぐにスイッ
チをOFFにして空気圧を確認しま
す。

•走行後、タイヤ空気圧が130 kPa
未満に低下していた場合は、本修
理セットによる応急修理ができて
いないことを示しています。走行
を中止して、スズキ代理店やJAF
などのロードサービス事業者にご
連絡ください。

異常がなければ、付属の速度制限
シールを運転者のよく見えるところ
に貼ります。十分注意して80 km/h
以下の速度で走行してください。

Aタイプ

65J5050

Bタイプ

82K359

タイヤを応急修理したあとは

応急修理剤を使用したタイヤは、一時的
に使用するものです。すみやかにスズキ
サービス工場で、タイヤ交換または修理
してください。
•タイヤ交換または修理を依頼するとき
は、修理剤を使用したことを知らせて
ください。また、修理剤の抜き取りに
必要なため、空になった修理剤ボトル
を渡してください。

•ホイールは、付着した修理剤をふき取
り、バルブコアを新しいものに交換す
れば再使用できます。

•タイヤを修理・再使用するときは、付
着した修理剤をふき取る必要がありま
す。ただし、タイヤの損傷の程度に
よっては、再使用できない場合があり
ます。

•新しい修理剤はスズキ販売店またはス
ズキ代理店でご購入ください。

走行後、必ず空気圧のチェックを行ない、
応急修理の完了を確認してください。

14

15

Mph

80
50
&

km/hMAX

F

I X & G

O

次のような場所には、速度制限シール
を貼らないでください。
•SRSエアバッグの収納部。万一のと
きに、エアバッグが正常にふくらま
なくなるおそれがあります。

•警告灯やスピードメーターが見えな
くなる位置
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応急用スペアタイヤ（別売り）は、標準
タイヤがパンクしたときに一時的に使用
するものです。パンクしたタイヤはただ
ちに修理または交換し、できるだけ早く
標準タイヤにもどしてください。応急用
スペアタイヤは、標準タイヤに比べて空
気圧が高く、幅が細く、直径がやや小さ
いため、次の事項を守ってください。

■定期的に点検する

■ほかの車のスペアタイヤを使
わない

■装着するときは

■装着したときの走行は

空気圧不足やタイヤが摩耗した状態で
の使用は、思わぬ事故につながるおそ
れがあります。
応急用スペアタイヤの空気圧や摩耗状
態を定期的に点検してください。
応急用スペアタイヤの指定空気圧は
420 kPa（4.2 kgf/cm2）です。

応急用スペアタイヤは、この車専用で
す。ほかの車に使用したり、ほかの車
の応急用スペアタイヤをこの車に使用
すると、思わぬ事故につながるおそれ
があります。
応急用スペアタイヤをほかの車に使用
したり、ほかの車の応急用スペアタイ
ヤをこの車に使用したりしないでくだ
さい。

応急用スペアタイヤ
（別売り）の取扱い

別売り 応急用スペアタイヤを同時に使用する
と、思わぬ事故につながるおそれがあ
ります。
２つ以上の応急用スペアタイヤを同時
に使用しないでください。

やむをえず高速走行する場合は、80
km/h 以下の速度で走行し、できるだけ
早く標準タイヤにもどしてください。
応急用スペアタイヤは、高速走行には適
していません。

•4WD車では、その性能が十分に発揮
できないばかりでなく、駆動系部品に
悪影響をあたえるおそれがあります。
できるだけ早く標準タイヤにもどし
てください。

•応急用スペアタイヤは、標準タイヤ
に比べ直径がやや小さいため、車高
が少し低くなり車体に接触するおそ
れがあります。
突起物などを乗り越えるときは、車
体を接触させないように気をつけて
ください。
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■前輪には使用しない
この車は前輪が駆動輪、または前輪が駆
動輪ベースの 4WD です。前輪がパンク
したときは、応急用スペアタイヤを後輪
に装着し、外した後輪の標準タイヤを前
輪に付けてください。

■デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡ装備車での取扱い

応急用スペアタイヤ（別売り）を使用す
る場合は、デュアルセンサーブレーキサ
ポートⅡを作動停止（OFF）にしてくださ
い。

■タイヤチェーンは装着できま
せん

タイヤチェーンを装着した前輪がパンク
したときは、応急用スペアタイヤを後輪
に使用し、外した後輪の標準タイヤを前
輪に付けてからタイヤチェーンを再装着
してください。

■ラベルは見えるように
応急用スペアタイヤを装着したときはホ
イールに貼り付けてあるラベルが見える
ようにしてください。

■ラベルは剥がさない
応急用スペアタイヤのホイールに貼り付
けてある速度制限ラベルを剥がさないで
ください。

■ラベルが剥がれたときは
応急用スペアタイヤのホイールに貼り付
けてある速度制限ラベルが剥がれたとき
は、貼り直してください。

正確なタイヤ回転速度が検出できなく
なって、次の機能が正常に作動しない
場合があります。
•ABS
•エマージェンシーストップシグナル
（ESS）

•ESP®

•スズキ セーフティ サポートの一部
機能
→　4-39ページ

（正確なタイヤ回転速度が検出
できない場合）
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お車にはスペアタイヤ、工具（ジャッキ
バー、ホイールナットレンチ）、ジャッ
キが搭載されていません。
別売りのスペアタイヤ、工具、ジャッキ
については、スズキ販売店またはスズキ
代理店にご相談ください。
応急用スペアタイヤが準備できない場合
は、タイヤパンク応急修理セットをご使
用ください。
→　7-3ページ

（タイヤパンク応急修理セット）

他車に注意をうながすため、非常点
滅表示灯を点滅させます。他車の通
行のじゃまにならず、安全に作業が
でき、地面が硬くて平らな場所に車
を移動します。

パーキングブレーキをしっかりとか
けます。
•セレクトレバーを  に入れ、エ
ンジンを止めます。

必要に応じて、停止表示板（別売
り）を置きます。

交換するタイヤ（2）と対角線の位
置にあるタイヤの前後に、輪止め
（1）（市販品）を置きます。

80J1245

工具、ジャッキ、スペアタイヤ（市
販品）を取り出します。同乗者がい
るときや重い荷物を載せているとき
は、車から降ろします。
•万一ジャッキが外れたときに足な
どをはさまないために、取り出し
たスペアタイヤは、交換するタイ
ヤの近くの車体の下に置いてくだ
さい。

80J323

フルホイールキャップ（タイプ別装
備）を外します。
•傷つき防止のため、ジャッキハン
ドル（3）の先端に布（4）をあて
がってホイールとキャップの間に
差し込み、こじって外します。

64L70260

タイヤ交換の準備

1

2

P

3

(1)
(2)

スペアタイヤ（市販品）を地面に置く
ときは、ホイール表面を上にすると傷
つきにくくなります。

4

5

フルホイールキャップ装備車

(3)

(4)
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•ハーフホイールキャップ装備車の場
合、キャップが勢いよく外れるおそれ
があるため、キャップ表面を片手で支
えながら作業をしてください。

79R030703

ホイールレンチ（6）を使用して、
ホイールナット4個を反時計方向に
まわし、手でナットが軽くまわるく
らいまでゆるめます。

80P3025

お車には工具（ジャッキハンドル、ホ
イールレンチ）、が搭載されていませ
ん。
別売りの工具については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。
ジャッキアップをする前に、パーキング
ブレーキをしっかりとかけてください。
•セレクトレバーを  に入れ、エンジ
ンを止めてください。

ハーフホイールキャップ装備車の場
合、切り欠き部（5）が下側にある
と、ジャッキハンドル（3）が使用で
きないことがあります。作業ができる
位置まで、お車を移動してください。

ハーフホイールキャップ装備車

(5)

(3)

(4)

6

(6)

万一ジャッキが外れると、身体がはさ
まれ重大な傷害を受けたり、車が動き
出して思わぬ事故につながったりする
おそれがあります。ジャッキアップす
るときは次のことをお守りください。
•地面が硬くて平らな場所でジャッキ
アップしてください。

•ジャッキは、タイヤ交換またはタイヤ
パンク修理だけに使用してください。

•ジャッキはこの車に付属のものを使
用し、ほかの車のものは使用しない
でください。また、この車のジャッキ
をほかの車に使用しないでください。

•ジャッキは必ず指定された位置にか
けてください。指定以外の位置に
ジャッキをかけると、ジャッキが外
れたり、車を損傷したりするおそれ
があります。

•ジャッキで必要以上に車を持ち上げ
ないでください。

•ジャッキで車を持ち上げているとき
は、車の下にもぐったり、エンジン
をかけたり、車をゆすったりしない
でください。

•ジャッキアップするときに、ジャッ
キの上や下にものをはさまないでく
ださい。

•複数のジャッキを使用して、複数輪
を同時にジャッキアップしないでく
ださい。

ジャッキアップ

P
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ジャッキハンドル取り付け部を手で
まわしてジャッキを広げ、ジャッキ
頭部の凹み部を車載ジャッキ指定位
置（1）に軽く接触させます。

ジャッキ頭部を軽くゆすって、
ジャッキ頭部の凹み部が指定位置
（1）にはまっているか確認します。

80P0323

ジャッキに、ジャッキハンドルとホ
イールレンチを取り付けます。
（次の図参照）
•ジャッキハンドルは次の図のよう
に、ホイールレンチの穴に差し込
みます。

ホイールレンチをまわして、タイヤ
が地面から少し離れるまで、車体を
慎重に持ち上げます。

80P0324

1

2

(1)
(1)

(2) ジャッキハンドル
(3) ホイールレンチ

3

4

(3)

(2)
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7

ガレージジャッキ（市販品）を使用するときは

ガレージジャッキおよびリジッドラック（市販品）の指定位置を次の図に示します。詳
細については、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

80P5007001

車両が損傷したり、思わぬ事故のおそれがあるため、次のことをお守りください。
•必ず図に示す指定位置を守ってください。
•ジャッキアップした車体を保持する際は、必ずリジッドラックに掛け替えてください。
•フロント側またはリヤ側のみをジャッキアップする際は、必ず接地側のタイヤの前後に
輪止め（市販品）を置いてください。

リヤ側ガレージジャッキ
指定位置（4WD車）

フック

トルクロッド
締め付けボルト

アクスルハウジング

フロント側
ガレージジャッキ指定位置

ガレージジャッキ ガレージジャッキ ガレージジャッキ

リヤ側ガレージジャッキ
指定位置（2WD車）

リヤ側リジッドラック指定位置

リジッド
ラック

リジッド
ラック

フロント側リジッドラック指定位置

 ラテラルロッド
（ジャッキ
   アップ不可）

フロント側



万一のとき/パンク

7-16

7

•サイドスカート（1）にリジッドラック（2）が接触した状態で使用すると、サイ
ド ス カ ー ト が 破 損 し た り 傷 つ い た り す る お そ れ が あ り ま す。
リジッドラックを使用するときは、サイドスカートに当たらないように位置を調
整してください。

•フロアアンダーカバー（3）にリジッドラック（2）が接触した状態で使用する
と、フロアアンダーカバーが破損したり傷ついたりするおそれがあります。
リジッドラックを使用するときは、フロアアンダーカバーに当たらないように位
置を調整してください。

80P5007020

リヤ側リジッドラック指定位置フロント側リジッドラック指定位置

(1)

(2)

(1)

(2)(3) (3)
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お車には工具（ホイールレンチ）、が搭
載されていません。
別売りの工具については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。

ホイールナットを外して、タイヤを
取り外します。外したタイヤは、車
体の下に置きます。

次の場所の汚れや異物を取り除きま
す。
•交換するホイールの
取り付け面（1）

•車体側の取り付け面（ハブ面）（2）
•ボルトやホイールナットの
ネジ部（3）

•ホイールナットのテーパー面（4）
•ホイール穴のテーパー面（5）

65J4033

•上図は代表例です。お車のタイプによ
り異なります。

•このとき、ボルトやナットのネジ
部、ホイールのボルト穴につぶれ
や亀裂などの異常がある場合は、
スズキ販売店またはスズキ代理店
で点検を受けてください。

走行直後のホイール、ホイールナッ
ト、ブレーキまわりは高温になってい
ることがあるため、やけどのおそれが
あります。
走行直後のホイール、ホイールナッ
ト、ブレーキまわりなどには触れない
でください。

タイヤを地面に置くときは、ホイール
表面を上にすると傷つきにくくなりま
す。

タイヤの取り付け・取り外し

1

2

(2)

(4)

(1)

(3)
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ホイールナットのテーパー面（4）
が、ホイール穴のテーパー面（5）
に軽く接触するまで、手で時計方向
にまわして締めます。

71L70400

71L70410

•上図は代表例です。お車のタイプによ
り異なります。

車体の下に置いたタイヤを取り出
し、タイヤが地面に接触するまで
ジャッキを下げます。

ホイールレンチを使用して、ホイー
ルナットを次の図の順序で2～3回
に分けて締め付けます。

締め付けトルク：85 N・m
（870 kgf・cm）

•ホイールレンチの柄の先端にかか
る力は354 N（36 kgf）を目安に
してください。

•すべてのホイールナットが確実に
締まっていることを確認してくだ
さい。

82K132

•前記の場所に汚れや異物、つぶれや
亀裂などの異常があると、走行中に
ホイールナットがゆるむことがあり
ます。

•ナットやボルトに、オイルやグリス
を付着させないでください。必要以
上にナットを締めすぎて、ボルトが
折れるおそれがあります。

3

スチールホイール装備車

(4)

(5)

アルミホイール装備車

(4)

(5)

•ホイールナットが確実に締まってい
ないと、ボルトやブレーキ部品を損
傷したり、ホイールが外れたりする
など、思わぬ事故につながるおそれ
があります。トルクレンチ（市販
品）を使用せずにタイヤ交換した場
合は、できるだけ早くスズキ販売店
またはスズキ代理店で締め付けトル
クの点検を受けてください。

•ホイールレンチを足で踏んだり、パ
イプや棒などを追加して締め付けた
りすると、ナットを締めすぎてボル
トが損傷し、事故につながるおそれ
があります。

4

5
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フルホイールキャップ（タイプ別装
備）を付けます。

•タイヤの空気注入口（6）とキャッ
プの切り欠き部分をあわせてか
ら、確実に押し込みます。

71L70420

•ホイールの凹部（7）とキャップ
の切り欠き部（8）をあわせてか
ら、キャップを確実に押し込みま
す。

79R030704

•工具、ジャッキは、所定の位置に収納
してください。

•タイヤを交換してしばらく走行したあ
と、ホイールナットにゆるみがないか
確認してください。

•アルミホイール装備車は、タイヤを交
換してから 1,000 km程度走行したあ
とに、ホイールナットにゆるみがない
か点検してください。

既定の締め付けトルクで締める場合
は、トルクレンチ（市販品）のご使用
をおすすめします。

6

フルホイールキャップ装備車

(6)

ハーフホイールキャップ装備車

(8)

(7)

タイヤを交換したあと、車体の振動な
どの異常を感じたときは、ただちに安
全な場所に停車し、スズキ販売店また
はスズキ代理店にご連絡ください。

タイヤを交換したあとは
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次のようなときは、鉛バッテリーがあ
がっています。
•エンジンをかけようとしてもスター
ターがまわらない。または、まわって
も回転が弱くてエンジンがかからな
い。

•ヘッドライトが極端に暗かったり、
ホーンの音が小さかったりする。

ブースターケーブルと、12 Vバッテリー
を使用しているほかのバッテリー正常車
があれば、エンジンの始動ができます。

1 本目のブースターケーブル（1）
を①→②の順序で接続します。

①バッテリーあがり車の 端子
②バッテリー正常車の 端子

80P5007014

2 本目のブースターケーブルを③→
④の順序で接続します。

③バッテリー正常車の 端子
④バッテリーあがり車のエンジンマ
ウントのボルト

80P5007015

バッテリー正常車のエンジンを始動
し、エンジンの回転を少し高めに保
ちます。

バッテリーあがり車のエンジンを始
動します。

取り付けたときと逆の順序で、ブー
スターケーブルを外します。

(1) ブースターケーブル
(2) 正常車の鉛バッテリー

バッテリーあがり

鉛バッテリーあがりとは

鉛バッテリーあがりのときは

1

12 V
(2)

(1)

(1) ブースターケーブル
(2) 正常車の鉛バッテリー
(3) エンジンマウント

2

12 V
(2)

(1)

(1)

(3)

3

4

5
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お近くのスズキ販売店またはスズキ
代理店でバッテリーを完全充電しま
す。

• 1か月に一度は連続して30分以上走行
して充電する必要があります。

•エンジンを停止したままライトをつけ
たり、長時間ナビゲーションやオー
ディオなどを使用したりしないように
しましょう。（アイドリングストップ
システム装備車によるエンジン自動停
止中を除く）

•渋滞などで長時間アイドリングを続け
ている場合は、電装品の使用を極力避
けてください。
→　2-4ページ
（鉛バッテリーの液面を点検する）

•鉛バッテリーからは水素ガスが発生
しています。水素ガスは、火気や火花
に引火すると爆発のおそれがありま
すので、次のことをお守りください。
・バッテリーを充電するときやブー
スターケーブルをつなぐときは、
必ずバッテリー液面を確認してく
ださい。バッテリー液面が下限
（2）以下のままで充電などする
と、バッテリーが発熱して爆発の
おそれがあります。また、バッテ
リーの寿命を縮めるおそれがあり
ます。
バッテリー補充液を上限（1）ま
で補充してから、充電などを行
なってください。

82K209

・充電は火気のない風通しの良いと
ころで、すべてのバッテリーキャッ
プを外して行なってください。

・④の接続のときに、バッテリーが
あがった車の  端子につながな
いでください。発生した火花が水
素ガスに引火し、爆発のおそれが
あります。バッテリーから離れた
エンジンマウントのボルトに接続
してください。

・乾いた布でバッテリーをふかない
でください。静電気が発生して引
火のおそれがあります。

6

(1)
(2)

•バッテリー液は希硫酸です。目や皮
膚につくと、失明などの重大な傷害
を受けるおそれがあります。万一、
付着したときは、すぐに多量のきれ
いな水で洗浄し、医師の診察を受け
てください。

•ブースターケーブルは確実に接続し
てください。エンジン始動時の振動
などでブースターケーブルが外れる
と、ドライブベルトや冷却ファンに
巻き込まれるおそれがあります。

•ショート防止のため、ブースター
ケーブルの 端子は、バッテリーの
端子以外の部分（ 端子、ボ

デー、ブラケットなど）と接触させ
ないでください。

• は押しがけができま
せん。
オートマチック車

バッテリーあがりを
防ぐためには
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万一のとき/ヒューズ切れ

7-22

電気装置が作動しないときや、電球が切
れていないのにランプが点灯しないとき
は、ヒューズ切れが考えられます。
•ヒューズは、エンジンルーム内と助手
席足元（インパネ内）にあります。

•装備仕様の違いにより、所定の位置に
ヒューズがない場合があります。ま
た、装備がなくてもヒューズだけがあ
る場合があります。

エンジンルーム内のヒューズ

80P5007002

■リレーボックス内のヒューズ
ヒューズの表は、ボックスのふたの裏側
にあります。

74P70160

80P0119

•次の表は、各ヒューズが受け持つ主な
装備を表しています。

(1) バッテリーヒューズボックス
(2) リレーボックス No.1
(3) リレーボックス No.2

ヒューズ切れ

ヒューズが切れたときは

(1)

(2)(3)

位置 表示 容量 接続先名称

1 RDTR 30A ラジエーター
ファン

2 ST 30A スターター

3 SUB BAT 30A サブ
バッテリー

リレーボックス No.1

USE THE DESIGNATED
FUSES AND RELAYS ONLY.

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10

12

13

14

15

16

17

18
19

20 21

11 22 23

リレーボックス No.2

2424
25
26

33
32
31
30
29
28
27
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万一のとき/ヒューズ切れ

7-23

4 ABS SOL 25A ABS
ソレノイド

5 BLW 25A ブロワー
ファン

6 H/L R 15A ヘッドライト
（右）

7 F/P 15A 燃料ポンプ

8 H/L L 15A ヘッドライト
（左）

9 A/B2 10A エアバック
コントローラー

10 CPRSR 10A コンプレッサー

11 ALT 150A オルタ
ネーター

12 ABS MOT 40A ABS
モーター

13 IGN2 40A エンジン
スイッチ

14 P/S 40A パワー
ステアリング

15 IGN 30A エンジン
スイッチ

16 BTRY 50A ジャンクション
ボックス

17 BTRY2 30A リレーボックス
No.2

18 BTRY3 40A リレーボックス
No.2

19 B/U 25A バックアップ

20 FI2 15A 燃料噴射装置

21 ST2 20A ー

22 ST SIG 5A ECM

位置 表示 容量 接続先名称

23 ST SIG2 5A ー

24 ー ー ー

25 ー ー ー

26 ー ー ー

27 H/L HI L 15A LEDヘッドライ
ト（左）

28 H/L HI R 15A LEDヘッドライ
ト（右）

29 H/L 10A
ハロゲンヘッド
ライト

（ハイビーム）

30 FOG 10A ー

31 USB 10A USB
チャージャー

32 STOP 10A ー

33 STL2 10A ステアリング
ロック

位置 表示 容量 接続先名称
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万一のとき/ヒューズ切れ

7-24

助手席足元のヒューズ

グローブボックスを外した場所にありま
す。
•グローブボックスの取り外しかたにつ
いては、5-37 ページの「エアフィル
ターの取り外し」をお読みください。

80P0184

■助手席足元のヒューズ
ヒューズの表は、ヒューズのふたにあり
ます。

80P0185

•次の表は、各ヒューズが受け持つ主な
装備を表しています。

(1) 助手席足元のヒューズ

(1)

1 2

15

28

14

27

13

26

3

16

29

4

17

30

5

18

31

6

19

32

7

20

33

8

21

34

9

22

35

10

23

36

11

24

37

12

25

38

位置 表示 容量 接続先名称

1 P/W 30A パワー
ウインドー

2 ACC 5A ラジオ

3 MTR 10A メーター

4 IG 15A イグニッション

5 IG1 SIG2 5A パワー
ステアリング

6 PSD R 20A ―

7 CONT 5A ゲートウェイ/
E-CALL ECU

8 STL 15A 電動ハンドル
ロック

9 HORN 15A ホーン

10 D/L 20A ドアロック

11 HAZ 10A ハザード

12 T/M 10A ―

13 RADIO 15A ラジオ

14 ACC2 15A アクセサリー
ソケット

15 IG1 SIG3 5A デュアルセンサー
ブレーキサポートⅡ

16 ACC3 5A ―

17 DOME2 10A 室内灯

18 DOME 5A メーター
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万一のとき/ヒューズ切れ

7-25

注）P/W Tのヒューズを外したり交換し
たりしたときは、はさみ込み防止機
構の初期設定を行なってください。
→　3-22 ページ（はさみ込み防止
機構の初期設定が必要なとき）

ヒューズの点検・交換には、ヒューズ抜
き（低背ヒューズ用、市販品）および交
換用ヒューズ（別売り）が必要となりま
す。点検・交換の際は、スズキ販売店ま
たはスズキ代理店にご相談ください。

点検・交換のしかた

エンジンスイッチを  (OFF)
にします。

エンジンルーム内のリレーボックス
では、ボックスのふたを外します。

故障の状況から、点検すべきヒュー
ズをヒューズの表で確認します。
ヒューズ抜き（市販品）をヒューズ
に差し込んで引き抜き、ヒューズが
切れていないか点検します。

切れているときは、同じ容量の
ヒューズと交換します。
•交換したヒューズがすぐに切れる
ときは、電気系統の故障が考えら
れます。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてくださ
い。

19 KEY 5A ―

20 注）
P/W T 20A パワーウインドー

タイマー機能

21 PSD L 20A ―

22 KEY 2 5A ―

23 TAIL L 5A 尾灯

24 A-STOP 5A アイドリング
ストップ

25 TAIL 10A 尾灯

26 IG1 SIG 10A BCM

27 A/B 10A エアバッグ

28 BACK 10A 後退灯

29 ABS 5A ABS/ESP®

30 MRR HTR 10A ドアミラー
ヒーター

31 RR DEF 15A リヤ
デフォッガー

32 S/H 10A シートヒーター

33 WIP 10A リヤワイパー

34 IG2 SIG 5A ブロワー
ファン

35 WASH 15A ウォッシャー
モーター

36 T/M 3 10A トランス
ミッション

37 FR WIP 20A フロント
ワイパー

位置 表示 容量 接続先名称

38 STOP 10A 制動灯

位置 表示 容量 接続先名称

ヒューズの点検と交換

1 LOCK

2

3

4
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万一のとき/電球切れ

7-26

82K208

ライトやランプ、方向指示器／非常点滅
表示灯などを点灯または点滅させて、電
球切れがないか点検してください。

ヘッドライトなどのレンズ内
面のくもり

ヘッドライトやリヤコンビネーションラ
ンプなどは、雨天走行や洗車などによ
り、レンズ内面が曇ることや結露するこ
とがあります。これは、ランプ内外の温
度差により一時的に起こる現象です。
（雨天時などに窓ガラスが曇るのと同じ
現象です。）
また、レンズの縁に水滴が付着しランプ
内に水が入っているように見えることが
あります。これは、ランプの外側に水が
付着することで一時的に起こる現象で
す。
これらは機能上の問題はありません。た
だし、ランプ内に水がたまっているとき
やレンズ内面に大粒の水滴がついている
ときは、スズキ販売店またはスズキ代理
店にご相談ください。

電球が切れているときは、ワット数およ
び型式が同一の電球と交換してください。
電球のワット数および型式は、サービス
データ（8-4ページ）をご覧ください。
•電球を交換しても点灯しない、または
すぐ切れるときは電気系統の故障が考
えられます。スズキ販売店またはスズ
キ代理店で点検を受けてください。

(1) 正常なヒューズの例
(2) 切れたヒューズの例

ヒューズは、同じサイズで同じ容量の
ものと交換してください。サイズの違
うヒューズ、容量の大きいヒューズ、
針金、銀紙などを使用すると、配線が
焼損したり火災が発生したりする原因
となります。

•制動灯はほかの人に見てもらうか、
壁などを利用して点検してください。

•メーター内の方向指示器表示灯の点
滅が異常に速くなったときは、方向
指示器／非常点滅表示灯の電球切れ
が考えられます。

(1) (2)

電球切れ

電球の点検 電球を交換するときは
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万一のとき/電球切れ

7-27

ハロゲンヘッドライト

ボンネットを開けます。
→　5-3ページ（ボンネット）

カプラー（1）は、カプラー本体を
しっかり持って車両後方へまっすぐ
引いて外します。
ゴムカバー（2）を引いて外します。

80P5007003

両側にある止め金（3）を図の矢印の
ように、中央に寄せながら手前に倒
して固定フック（4）から外します。

80P0191

電球を交換するときは、次のことをお
守りください。
•安全で平らな場所に駐車し、パーキ
ングブレーキをしっかりとかけてく
ださい。

•エンジンを止め、各ランプを消灯さ
せ、エンジンや排気管、電球などが
十分に冷えてから行なってくださ
い。やけどのおそれがあります。

•ハロゲン電球は高圧ガスを封入して
いるため、とくに慎重に扱ってくだ
さい。割れるとガラスが飛散して、
けがのおそれがあります。

•車両の部品などで手や腕などをけが
しないよう、長袖の上着と手袋を着
用してください。

51K0180

ハロゲン電球を扱うときは、油脂類が
付着していない、きれいな手袋をはめ
てください。使用時電球が高温になる
ため、素手で扱ってガラス部分に油な
どが付着すると、発熱による早期電球
切れのおそれがあります。

タイプ別装備

1

2

(1)

(2)

3

(3)

(4)(4)
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万一のとき/電球切れ

7-28

80P5007004

電球を外します。交換後は、外した
ときと逆の手順でもとにもどしま
す。

非分解式ランプ

次のランプは非分解式のため、電球のみ
の交換はできません。ランプ本体の交換
となります。点検・交換の際は、スズキ
販売店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。
• LEDヘッドライト（タイプ別装備）
• LEDヘッドライト車の車幅灯
•制動灯／尾灯
•方向指示器／非常点滅表示灯（フェン
ダーまたはドアミラー）

• LED室内灯（タイプ別装備）
•ハイマウントストップランプ

ハロゲンヘッドライト車の車
幅灯

ボンネットを開け、エンジンルーム
内から交換します。

80P5007005

助手席側の電球を交換するときはカ
プラー（2）をつめを押しながら外し
ます。

80P1079

止め金の固定状態は、電球近くの穴
（5）を通して車両前方からも確認で
きます。

(5)(5)

4
(1) 車幅灯

1

(1)

2

(2)
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万一のとき/電球切れ

7-29

電球ソケット（3）は、反時計方向に
まわして外します。

80P1080

電球は図のように抜き差しします。

77R70440

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどします。

方向指示器／非常点滅表示灯
（前面）

フェンダー内のカバーを一部外してから
交換します。

80P5007006

80P5007007

交換作業のスペースを確保します。
•エンジンをかけ、交換する電球の
側と同じ側にハンドルをいっぱい
にまわします。

エンジンを停止します。

3

(3)

4

取り外し
取り付け

5
(1) 方向指示器／非常点滅表示灯（前面）

ハロゲンヘッドライト車

(1)

LEDヘッドライト車

(1)

1

2
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万一のとき/電球切れ

7-30

フェンダー内のカバーを一部外しま
す。
•フェンダー内のカバーにあるク
リップ 3 個（2）およびバンパー
底部にあるクリップ 1 個（3）
は、マイナスドライバー（市販
品）でこじって外します。

80P3046

フェンダー側面のカバーを途中まで
外します。
•つめ（4）を4か所外します。

80P5007008

フェンダー内のカバー（5）をめ
くって内側から交換します。

80P0365

 は、カプ
ラー（6）をつめを押しながら外し
ます。

80P1054

電球ソケット（7）は、反時計方向
にまわして外します。

80P1055

3

(3)
(2)

4

(4)

5

(5)

6 ハロゲンヘッドライト車

(6)

7

ハロゲンヘッドライト車

(7)
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万一のとき/電球切れ

7-31

80P3023

電球は図のように抜き差しします。

77R70460

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどします。
•フェンダー内のカバーは、バン
パーの内側に入れます。

リヤコンビネーションランプ

バックドアを開け、ランプ全体を外
してから交換します。
•ボルト2個を外します。
•ランプ本体は、車両の後方へまっ
すぐ引いて外します。

80P0120

電球ソケット（3）は、反時計方向
にまわして外します。

80P1057

LEDヘッドライト車

(7)

8

取り外し
取り付け

9

(1) 方向指示器／非常点滅表示灯（後面）

1

(1)

(2)

2

(3)
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万一のとき/電球切れ

7-32

電球は図のように抜き差しします。

77R70460

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどしますが、次の点に注意
ください。
•ランプ本体をもとにもどすとき
は、クリップ（2）を車体側の穴
にあわせて押し込みます。

後退灯

バンパー裏側から交換します。

80P1076

カプラー（2）をつめを押しながら
外します。

80P1065

電球ソケット（3）は、反時計方向
にまわして外します。

80P1064

電球は図のように抜き差しします。

77R70460

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどします。

(1) 後退灯

3

取り外し
取り付け

4

1

(1)

2

(2)

3

(3)

4

取り外し
取り付け

5
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万一のとき/電球切れ

7-33

番号灯

レンズ（1）を反時計方向にまわし
て外してから交換します。

80P0122

電球は図のように抜き差しします。

74P1047

交換後は、外したときと逆の手順で
もとにもどします。

室内灯

先端に布をかぶせたマイナスドライ
バー（市販品）を使用してレンズを
取り外します。

59R90180

電球は図のように抜き差しします。

83S09240

交換後は外したときと逆の手順でも
とにもどします。

1

(1)

2

取り外し
取り付け

3

タイプ別装備

1

2

取り外し
取り付け

3
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万一のとき/オーバーヒート

7-34

次のようなときは、オーバーヒートです。
•エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ている

•エンジン冷却水温が異常に高くなっ
て、メーターパネル内の水温警告灯が
点滅または点灯
→　3-67ページ（水温警告灯）

水温警告灯

65P70300

メーターパネル内にあります。
•エンジン回転中に、エンジン冷却水温
が高くなったときは赤色に点滅または
点灯します。
→　1-10ページ（警告灯・表示灯）

車を安全な場所に止めます。

エンジンをかけたままでボンネット
を開けて、エンジンルーム内の風通
しをよくします。

•エンジンルームから蒸気が立ちの
ぼっているときは、ボンネットを
開けずに次の手順を行なってくだ
さい。
→　5-3ページ（ボンネット）

冷却ファンの作動を確認し、水温警
告灯が消灯するのを待ってエンジン
を止めます。
•冷却ファンが作動していないとき
や、水温警告灯が消灯しないとき
は、ただちにエンジンを止め、ス
ズキ販売店またはスズキ代理店に
ご連絡ください。

エンジンが十分に冷えてから、冷却
水の量やホースなどからの水漏れを
点検します。

オーバーヒート

オーバーヒートとは

オーバーヒートしたときは

1

2

エンジンルームから蒸気が立ちのぼっ
ているときは、ボンネットを開けない
でください。蒸気や熱湯が吹き出し
て、やけどのおそれがあります。

ラジエーターキャップは、エンジンが
十分に冷えてから外してください。エ
ンジンが熱いときは冷却水に圧力がか
かっているため、蒸気や熱湯が吹き出
してやけどのおそれがあります。

82K126

3

4
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万一のとき/そのほか

7-35

冷却水の量が不足しているときは補
充します。
•水漏れなどの異常があるときは、
スズキ販売店またはスズキ代理店
にご連絡ください。

•冷却水がなく、やむをえず水だけ
を補充したときは、できるだけ早
くスズキ販売店またはスズキ代理
店で冷却水の点検または交換をし
てください。

•発炎筒は、助手席足元の左側面のホル
ダーに取り付けています。

•点火すると約 5 分間発炎します。踏切
や高速道路などの危険な場所で故障し
たときに、非常用信号として使用しま
す。

•使用方法は発炎筒に記載されていま
す。あらかじめよく読んでおいてくだ
さい。

•発炎筒に表示されている有効期限が切
れる前に、新品と交換してください。
発炎筒はスズキ販売店またはスズキ代
理店でご購入ください。

80P0123

故障したときの連絡先は

お買い求めのスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。スズキ代理店
およびJAFの連絡先は、別冊の「スズキ
4輪車サービスネットワーク」をご覧く
ださい。

停止表示板を常備する

万一のために、停止表示板（別売り）を
車に備えてください。高速道路や自動車
専用道路では、車の後方に停止表示板を
置くことが法令で義務づけられていま
す。

(1) ホルダー (2) 発炎筒

5

そのほか

発炎筒

(1)

(2)

•お子さまにさわらせると、やけどや
火災などの思いがけない事故を起こ
すおそれがあります。
発炎筒はお子さまにはさわらせない
でください。

•.必ずホルダーに保管してください。
•やけどのおそれがあるため、点火す
るときは、筒先を顔や身体に向けな
いでください。

•.可燃物の近くで使用すると、火災の
原因となります。
ガソリンなどの可燃物の近くでは使
用しないでください。

•.トンネル内など、換気が悪い場所で
発炎筒を使用すると、煙で視界が悪
くなります。
トンネル内での合図は非常点滅表示
灯をご使用ください。

故障したときは
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路上で故障したときは

車を路肩などに止め、非常点滅表示灯を
点滅させます。必要に応じて停止表示板
（別売り）や発炎筒で他車に注意をうな
がします。

63J70501

全員車から降り、ガードレールの外など
安全な場所に、すみやかに避難してくだ
さい。

踏切内で動けなくなったときは

脱輪など、踏切内で動けなくなったとき
は、ただちに踏切の非常ボタンを押して
ください。

64L70190

踏切の非常ボタンがわからないときは、
発炎筒で列車に合図してください。

64L70200

エンストした車を少し移動さ
せるときは

踏切や交差点などでエンストして動けな
くなったときは、付近の人に押しても
らって、車を安全な場所まで移動させて
ください。
このとき、セレクトレバーを  に入れ
ます。

64L70210

•エンジンスイッチを  の位置
で保持してスターターをまわすこと
により、車を動かすことはできませ
ん。

•エンジンスイッチを  にしてブ
レーキペダルを踏んだ状態でもセレ
クトレバーを  からほかの位置へ
動かせないときは、4-19ページの手
順でシフトロックを解除してくださ
い。

N

START

ON

P
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けん引してもらうときは

• 2ＷＤ車をレッカー車でけん引してもら
うときは、4輪または駆動輪である前輪
を持ち上げてください。前輪のみ持ち
上げる場合は、パーキングブレーキを
解除してください。

67T00160

• 4WD 車をレッカー車でけん引してもら
うときは、必ず4輪を持ち上げてくださ
い。

67T00161

•故障車を移動するには、車両運搬車を
利用する方法もあります。

•エンジンがかかっていても車が動かな
かったり、いつもと違う音がしたりす
るときは、駆動装置の故障が考えられ
ます。
けん引する前に、スズキ販売店または
スズキ代理店にご連絡ください。

•デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱを作動停止（OFF）に
していないと、けん引中に急にデュ
アルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱが作動して思いがけな
い事故につながるおそれがありま
す。
けん引するときは、デュアルセン
サーブレーキサポート（DSBS）Ⅱ
OFF スイッチを操作して作動停止
（OFF）にしてください。
→　4-54ページ（デュアルセンサー

ブレーキサポート（DSBS）
Ⅱ）

•2WD車は、前輪が地面に着いた状態
でけん引すると駆動装置が破損する
おそれがあります。
2WD車は、4輪または駆動輪である
前輪を持ち上げた状態でけん引して
ください。

67T00158
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•4WD車は、前輪だけまたは後輪だけ
を台車に載せた（車輪が回転できな
い）状態でけん引すると、車が台車
から飛び出すなどの思いがけない事
故につながるおそれがあります。ま
た、駆動装置が破損する原因ともな
ります。
4WD車は、前輪だけまたは後輪だけ
を台車に載せた（車輪が回転できな
い）状態で絶対にけん引しないでく
ださい。

67T00159

図のような車体つり上げ式のレッカー
車でけん引すると、バンパーや車体が
破損するおそれがあります。
車体つり上げ式のレッカー車でけん引
しないでください。

67T00157
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ロープをかける位置は

ロープは、けん引フックにかけます。
お車には工具（ジャッキハンドル、ホ
イールレンチ）、が搭載されていませ
ん。
別売りの工具については、スズキ販売店
またはスズキ代理店にご相談ください。

工具（ジャッキハンドル、ホイール
レンチ、けん引フック）を取り出し
ます。
→　7-2ページ（工具、ジャッキ、タ

イヤパンク応急修理セットの収
納場所）

けん引フックカバー（1）の切り欠
き部に、先端に布（2）をかぶせた
ジャッキハンドル（3）を差し込
み、カバーをこじって外します。

80P5007017

80P5007009A

けん引フックを差し込めるように、
けん引フックカバーを下側に引きま
す。
•カバーには落下防止のひもがつい
ています。カバーが止まる位置ま
でいっぱいに引いてください。

ロープけん引

1

2

(3)

(2)

タイプA

(2)

(3)

(1)

タイプB

けん引フックカバーをいっぱいまで引
き下げないと、カバーがバンパーに当
たり、傷つきの原因となります。ま
た、カバーを勢いよく引いたり、ね
じったりすると、落下防止のひもが破
損するおそれがあります。

3
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けん引フック差し込み口（4）にけ
ん引フック（5）を差し込み、手で
まわせなくなる程度まで締め付けま
す。

80P5007018

80P5007010

ホイールナットレンチ（6）でけん
引フックをしっかり締め付けます。

80P5007019

80P5007011

4

(4)(5)

タイプA

(4)

(5)

タイプB

5

(6)

タイプA

(6)

タイプB
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■積載車用の取付け穴
積載車などに載せて搬送する場合は、前
輪後部および後輪前部の取り付け穴（長
穴）（7）にフックをかけます。

80P5007012

ロープなどを使用して車両を固定する場
合は、下図を参考に固定してください。

67T00163

•この車で他車をけん引することはで
きません。

•リヤ側に装備されている ※ 印のフッ
クは、船積み専用フックです。けん引
や積載車などで搬送するときには使
用しないでください。フックや車体
が破損するおそれがあります。

80P1077

ロープなどを過度に締め付けないでく
ださい。車体が破損するおそれがあり
ます。

(7)
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ロープでけん引してもらうと
きは

けん引フックにロープをかけます。
•ロープをかけるときは、できるだ
け同じ側で水平にかけてくださ
い。

ロープの中間に白い布（30cm平方
以上）を付けます。

64L70250

エンジンはかけたままにします。
•エンジンがかからないときは、エ
ンジンスイッチを （OFF）
以外の位置にします。

•ハンドルを左右にまわして、ハン
ドルロックが解除されているか確
認します。

•スズキ セーフティ サポート装備
車は、エンジンスイッチ位置が

 のときは、デュアルセンサー
ブレーキサポート（DSBS）ⅡOFF
スイッチを操作して作動停止
（OFF）にしてください。
→　4-63ページ（デュアルセン

サーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチ）

セレクトレバーを  に入れま
す。

1

2

3

LOCK

ON

•エンジンスイッチを （OFF）
の位置にしないでください。ハンドル
がロックされてまわせなくなります。

•ブレーキ倍力装置が働かないため、
いつもより強めにブレーキペダルを
踏んでください。

•パワーステアリング装置が働かない
ため、通常より大きな力をかけて操
作してください。

故障や鉛バッテリーあがりなどでハン
ドルロックが解除できないときは、
ロープでけん引しないでください。

（ニュートラル）にできないとき
は、ロープけん引できません。スズキ
代理店や JAF などのロードサービス
事業者にご連絡ください。

エンジンがかからない車の運転
LOCK

4 N

N
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けん引中はロープをたるませないよ
うにします。追突防止のため、前の
車の制動灯をよく見て運転してくだ
さい。
•後続車に注意をうながすため、け
ん引される車は非常点滅表示灯を
点滅させてください。

万一、お車が水没したときは、落ち着い
て次のように対処してください。

•まずシートベルトをはずしてくださ
い。

59S03001

•ドアを開けることができる場合、ドア
を開けて車外に出てください。

59S03002

•パワーウインドースイッチでウイン
ドーガラスを開けてください。ドアを
開けることができない場合、窓から車
外に出てください。

59S03003

故障や鉛バッテリーあがりなどで、
エンジンスイッチを  にしてブ
レーキペダルを踏んだ状態でもセレク
トレバーの位置を  からほかの位置
へ動かせないときは、4-19 ページの
手順でシフトロックを解除してくださ
い。

長い下り坂や急な下り坂があるとき
は、ロープけん引をせず、レッカー車
を依頼してください。エンジンブレー
キがまったく効かないため、下り坂で
ブレーキペダルを踏み続けるとブレー
キ装置が過熱して、ブレーキが効かな
くなるおそれがあります。

•けん引する車は、急発進などけん引
フックやロープに大きな衝撃が加わ
る運転をしないでください。けん引
フックや車体が破損するおそれがあ
ります。

•やむをえずロープでけん引してもら
うときは、トランスミッション保護
のため、速度30 km/h以下、走行距
離30 km以内にしてください。

ON

P

5

水没したときは
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•パワーウインドースイッチでウイン
ドーガラスが開けられない場合、落ち
着いて車内外の水圧差が無くなるまで
浸水するのを待ってからドアを開けて
車外に出てください。

59S03005

処置のしかた

事故の続発を防ぐため、ほかの交通
のさまたげにならない安全な場所に
車を移動し、エンジンを止めます。

負傷者がいるときは、医師、救急車
などが到着するまでの間、安全な場
所で応急手当を行ないます。ただ
し、頭部に傷があるときは、そのま
まの姿勢で動かさないようにしてく
ださい。その場合でも、後続事故の
心配があるときは、安全な場所に移
動します。

事故が発生した場所、状況、負傷者
や負傷の程度などを警察官に報告
し、指示を受けます。

相手方、事故の状況をメモします。

ご購入された販売店や保険会社へ連
絡します。

外傷がなくても医師の診断を
受けましょう

後遺症が出るおそれがあります。

車両が損傷している状態で走
行しない

車両が損傷しているときは、それが軽微
であっても走行する前にスズキ販売店ま
たはスズキ代理店に相談し、速やかに点
検、修理を受けてください。損傷の状況
によっては車両火災や故障につながるお
それがあります。

•水没した後、時間が経過するとパ
ワーウインドーが動作しなくなりま
す。

•この車のフロントドアガラス・リヤ
ドアガラス・バックドアガラスは緊
急脱出用ハンマー（別売り）で割る
ことができますが、フロントガラス
は合わせガラスのため緊急脱出用ハ
ンマー（別売り）で割ることができ
ません。

•着座位置、乗員の体格等によって
は、窓から車外に脱出できない場合
があります。

車内外の水位差に応じた方法で対処し
てください。
•水位差がある場合は窓から避難して
ください。

•水位差がない場合はドアを開けて避
難してください。

万一、事故が起きたときは

1

2

3

4

5



7

万一のとき/そのほか

7-45

スズキ緊急通報は事故などでのエアバッ
グ作動時または車両後部から大きな衝撃
があった場合に通報します。また SOS ボ
タンを押したとき、お車に関する情報
（車両の状態や位置情報等）をヘルプ
ネット®のオペレーターに送信し、緊急機
関（警察、消防、医療機関等）への連携
をサポートするサービスです。

ヘルプネット® は株式会社日本緊急通報
サービスの登録商標です。

お車に搭載された車載通信機器はフリー
／オープンソースソフトウェアを含んで
います。フリー／オープンソースソフト
ウェアのライセンス情報やソースコード
の両方またはどちらか片方は以下のURL
で入手することができます。
https://www.denso-ten.com/support/
source/oem/sg1/

スズキ緊急通報（ヘルプネッ
ト®）の使い方

スズキ緊急通報（ヘルプネット®）は先
進事故自動通報（D-Call Net® 対応）と
SOSボタン（手動通報）の２つの機能が
あります。SOSボタン(1)、マイク(2)、
カバー(5) は前席室内灯の後方にありま
す。

79R7003S

•植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型徐細動器（ICD) 、植込み型心臓
ペースメーカーおよび植込み型徐細
動器（ICD)以外の医療用電気機器を
使用している方は、スズキ緊急通報
をお使いになる前に医療用電気機器
製造業者などへ影響を確認してくだ
さい。詳しくは、スズキ販売店または
スズキ代理店にお問合せください。

•緊急通報後に救援を待つ場合は、後
続車の追突等の二次災害を防ぐ手段
を取り、全員車から降りてガードレー
ルの外など安全な場所にすみやかに
避難してください。

•スズキ緊急通報はヘルプネット ® が
行うサービスで事故や急病等の連絡
をサポートします。

•スズキ緊急通報は事前にサービスの
お申込みが完了していないと使用す
ることができません。

•お車の実際の通知地点とヘルプネッ
ト®に通報される位置情報には誤差
が生じることがあります。

スズキ緊急通報
（ヘルプネット®）

タイプ別装備

スズキ緊急通報（ヘルプネット®）を
使用するときは、安全な場所にお車を
停車してお使いください。走行中に
SOS ボタンを操作すると事故につな
がるおそれがあります。

SOS

(3) (4)

(1) (5)

(2)

https://www.denso-ten.com/support/source/oem/sg1/
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80P5007013

■先進事故自動通報（D-Call
Net®対応）

エンジンスイッチが  のときにスズ
キ緊急通報（ヘルプネット®）は利用可
能です。エアバッグが作動する衝突事故
などをお車が検知した場合、お車から
SOS信号が送信されてヘルプネット®に
接続を開始します。接続時にはお車に関
する情報（車両の状態や位置情報等）が
ヘルプネット® に送信されます。緑色イ
ンジケーター(3) が点滅状態に変わり、
マイク(2)を通してヘルプネット®のオペ
レーターに接続されて通話可能になりま
す。　　　　　　　

79R7006S

D-Call Net® は認定NPO 法人救急ヘリ
ネットワーク (HEM-Net) の登録商標で
す。

(1) SOSボタン
(2) マイク
(3) 緑色インジケーター
(4) 赤色インジケーター
(5) カバー
(6) スピーカー

(6)

ON

SOS

(3) (2)
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■ SOSボタン（手動通報）
エンジンスイッチが  のときにスズ
キ緊急通報（ヘルプネット®）は利用可
能です。事故発生や急病などの緊急時に
カバー(5) を開けてSOSボタンを押して
離します。接続時にはお車に関する情報
（車両の状態や位置情報等）がヘルプ
ネット ® に送信されます。緑色インジ
ケーター(3) が点滅状態に変わり、マイ
ク(2)を通してヘルプネット®のオペレー
ターに接続されて通話可能になります。

79R7007S

•事故発生時以外でも、エアバッグが
作動したときには自動通報します。
このようなときにはヘルプネット® の
オペレーターに通話終了を依頼して
ください。

•警察または消防への通報が必要なと
きはヘルプネット®のオペレーターが
警察または消防への連携をサポート
します。

•通話終了後は、ヘルプネット® から
電話をかけると自動的に受話して通
話を開始する呼び返し待機状態にな
ります。呼び返し待機状態が終了す
ると、緊急通報が終了します。

ON

SOS

(3)

(5)

(2)
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•緊急時以外はSOSボタンを操作しない
でください。手動通報を開始すると、
お車からの通話の終了はできません。
誤って通報してしまった場合はヘルプ
ネット® のオペレーターに通話終了を
依頼してください。

•緊急通報開始から通話終了までの間
は、緊急通報時の通話を優先する為、
自動的にオーディオやナビゲーション
の音声がミュートとなり、緊急通報の
通話が優先されます。

スズキ緊急通報（ヘルプネッ
ト®）のご注意•次のようなときは、スズキ販売店ま

たはスズキ代理店にご連絡ください。
・エンジンスイッチを  にして
もインジケーター(赤色・緑色 )が
点灯状態にならないとき

・赤色インジケーターのみ点滅して
いるとき

•赤色インジケーターが継続して点灯
している場合は、電波状況の良い場
所にお車を移動してください。お車
を移動した後に赤色インジケーター
から緑色インジケーターに変わらな
い場合はスズキ販売店またはスズキ
代理店にご連絡ください。

•SOS ボタンを使用してマイクで通話
するときはエンジンスイッチを 
にしてエンジンを始動した状態で使
用してください。エンジン停止中に
エンジンスイッチを  に長時間し
ていると鉛バッテリーあがりの原因
になるおそれがあります。

•オペレーターとの通話の音量は調整
できません。

ON

ON

ON

通信用の機器が内蔵されていますの
で、インパネ上部にアクセサリーを取
付けたりものを置かないでください。
お車の位置情報が正確に送信されな
かったり、オペレーターとの通話がつ
ながりにくくなるおそれがあります。

•SOS ボタン周辺にある内蔵のマイク
に向かって話してください。

•スズキ緊急通報は携帯電話と同様の
データ通信網を使用しています。ト
ンネル内、地下および屋内駐車場、
山間地などの電波状況が悪い場所や
電波の届きにくい場所や電話回線が
混雑している等、発信規制中のとき
は使用できない場合があります。

•緊急車両はお車の位置、車種、お車
の色、ナンバープレート等をもとに
通報車両を特定します。お車の色や
ナンバープレートを替えてしまって
いると、お車が見つけにくいなどで
緊急車両や緊急隊員の到着が遅れる
おそれがあります。オペレーターに
お車の色とナンバープレートをお知
らせください。

•手動通報を終了したときは SOS ボタ
ンのカバーをもとにもどしてくださ
い。

•サービスの契約についてはスズキ販
売店またはスズキ代理店にご相談く
ださい。

•通話終了後は、ヘルプネット®から電
話をかけると自動的に受話して通話
を開始する呼び返し待機状態になり
ます。呼び返し待機状態が終了する
と、緊急通報が終了します。
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万一のとき/そのほか
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■システム内蔵のバッテリーに
ついて

先進事故自動通報（D-Call Net® 対応）
はシステム内蔵のバッテリーを使用しま
す。SOSボタンの赤色インジケーターが
点滅した場合、内蔵バッテリーが消耗し
て交換が必要な時期の場合があります。
安全の為、内蔵バッテリーの交換をお勧
めします。内蔵バッテリーの交換につい
てはスズキ販売店またはスズキ代理店に
ご相談ください。
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7

■ SOSボタン内のインジケーターについて
SOSボタン(1)内の緑色インジケーター(3)と赤色インジケーター(4)は、スズキ緊急通
報（ヘルプネット®）の状態とオペレーターとの通話状態により下記の状態となりま
す。

※ヘルプネット®との通話が終了した後、ヘルプネット®から電話をかけると自動的に受
話して通話を開始します。

インジケーター
状態 説明

緑色 赤色

点灯 点灯 システム
起動開始

エンジンスイッチを  し、システム起動が
開始されたことをお知らせします。システム
起動開始後、約5秒間点灯します。

点灯 消灯 通報可能 システム起動が完了し、緊急通報が可能で
す。

消灯 点灯

システム
起動中 システム起動完了までに約30秒掛かります。

サービス
エリア外

電波状況が悪く緊急通報ができない状況で
す。電波状況の良い場所にお車を移動してく
ださい。

点滅
(約0.5秒
間毎)

消灯 緊急
通報中

•緊急通報しているとき
•呼び返し待機状態
•呼び返し通話をしているとき※

消灯
点滅
(約0.5秒
間毎)

システム
異常

システム異常の為、緊急通報できない状況で
す。スズキ販売店またはスズキ代理店へご相
談ください。

緊急通報
失敗時

約 10秒後に表示が変化します。再度緊急通報
してください。

消灯 消灯

サービス
未契約

スズキ緊急通報のサービスが未契約のため、
緊急通報ができない状況です。スズキ販売店
またはスズキ代理店へご相談ください。

システム
異常

システム異常の為、緊急通報できない状況で
す。スズキ販売店またはスズキ代理店へご相
談ください

赤色インジケーターのみ点滅するとき、または赤色と緑色のインジケーターがいつ
までも点灯し続けるときは、システムに異常があるおそれがあります。インジケー
ターの点滅状態については、スズキ販売店またはスズキ代理店へご相談ください。

ON
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サービスデータ
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記載の容量は目安です。交換時の量とは異なることがあります。

※1 適切なオイルのご使用方法については、2-39 ページの「エンジンオイルの規格／
粘度」をお読みください。0W-16は燃費性能に優れたオイルです。

•油脂類などの交換時期、規定の冷却水濃度は、「メンテナンスノート」をご覧ください。
•指定外のトランスミッションフルード、ブレーキ液は絶対に入れないでください。
指定外のトランスミッションフルードを使用すると、CVTが破損するおそれがあり
ます。
トランスミッションフルードの補充や交換が必要な場合は、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

燃料
使用燃料 無鉛レギュラーガソリン
タンク容量 27 L

エンジンオイル
（※1）

グレード エクスターF SN 0W-16 プラス
エクスターF SN 0W-20

容量
オイル交換時 2.2 L

オイル、オイルフィルター同時交換時 2.4 L

トランス
ミッションフルード

グレード スズキCVTF 4401

容量 5.2 L

トランスファー
オイル

（4WD車）

グレード スズキ4輪スーパーギヤオイル 75W-85

容量 0.41 L

リヤデファレン
シャルオイル
（4WD車）

グレード スズキ4輪スーパーギヤオイル 75W-85

容量 0.9 L

冷却水
グレード スズキ純正スーパーロングライフクーラント（青色）
容量 3.1 L

ウォッシャー液
グレード スズキエクスターウインドーウォッシャー液
タンク容量 1.5 L

ブレーキ液 グレード スズキ純正ブレーキフルード（DOT-3）

サービスデータ サービスデータ
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サービスデータ
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※2 リチウムイオンバッテリーの交換または廃棄については、スズキ販売店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

※3 点検して限度値に達していたら、ディスクやドラムを新品に交換してください。
なお、点検するには、ブレーキ装置の分解とマイクロメーターやキャリパーゲー
ジによる測定が必要です。スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

スパークプラグ
タイプ NGK：SILKR7M11S（イリジウム）

電極のすきま 1.0～1.1 mm

バッテリー タイプ
鉛バッテリー アイドリングストップ

システム装備車 K-42R

リチウムイオン
バッテリー 点検不要（※2）

フロント
ブレーキ

ディスク厚さ
（※3）

基準値（新品時） 10.0 mm
限度値 9.0 mm

リヤブレーキ ドラム内径
（※3）

基準値（新品時） 165 mm
限度値 166 mm

ブレーキペダル
遊び 1～8 mm

床板とのすきま 91 mm以上〔踏み込み力 300 N（31 kgf）〕
パーキング
ブレーキペダル 踏みしろ 6～8 ノッチ〔踏み込み力 300 N（31 kgf）〕
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サービスデータ
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項　　　　目 デ　　　　ー　　　　タ

ドライブベルト たわみ量 自動調整式

ハンドル 遊び 0～30 mm（ホイール外周）

タイヤ ローテーション 5,000 km走行ごと
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サービスデータ
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■電球の容量
•交換方法については、参照先の内容をお読みください。

•表に記載されている次の電球の場合、点検・交換の際はスズキ販売店またはスズキ代
理店にご相談ください。
※1 非分解式のランプのため、電球のみの交換はできません。ランプ本体の交換と

なります。

名　　　称 ワット数（型式） 参照先

ヘッドライト
ハロゲン仕様車 60/55W（H4） 7-27ページ
LED仕様車 LED ※1

車幅灯
ハロゲン仕様車 5W（W5W） 7-28ページ
LED仕様車 LED ※1

方向指示器／
非常点滅表示灯

前面 21W（WY21W） 7-29ページ

側面
フェンダー 5W ※1
ドアミラー LED ※1

後面 21W（WY21W） 7-31ページ
制動灯／尾灯 LED ※1
ハイマウントストップランプ LED ※1
後退灯 16W（W16W） 7-32ページ
番号灯 5W（W5W） 7-33ページ

室内灯
10W
LED ※1
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サービスデータ
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■タイヤ／ホイール
タイヤの指定サイズと指定空気圧は、お車のタイプにより異なります。運転席ドアの開
口部に貼付してある「空気圧ラベル」で確認してください。

タイヤの空気圧

ホイールのサイズ

タイヤチェーン
この車に適合したスズキ純正品を装着してください。適合するタイヤチェーンについて
は、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談ください。

タイヤの種類 タイヤサイズ 空気圧
標準タイヤ 155/65R14 75S 240 kPa （2.4 kgf/cm2）

タイヤ
適合ホイール

リムサイズ インセット 取り付けピッチ円直径
（PCD）

155/65R14 75S 14 × 4 1/2J 45 mm 100 mm



サービスデータ
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8

エンジンルームをのぞいて

80P5008001

太字は日常点検が必要な部品の一部です。詳しくはメンテナンスノートをご覧ください。

（1） ウォッシャータンク（※1）
（2） ブレーキフルードリザーバー

　タンク
（3） エアクリーナー
（4） バッテリーヒューズボックス
（5） リレーボックスNo.1
（6） リレーボックスNo.2
（7） エンジンオイルフィラー

　キャップ

（8） ドライブベルト
（9） エンジンオイルレベルゲージ
（10）冷却水リザーバータンク
（11）CVTフルードレベルゲージ
（12）ラジエーターキャップ
（13）鉛バッテリー

※1 ウォッシャータンクのキャップが閉めにくいときは、注入口の下に手を添えて閉
めてください。

(2)(1) (3) (4) (5)

(13)(12)(10)(9)(8)(7) (11)(6)
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次の機能は、必ず初期設定してください

こんな機能が設定切替え（カスタマイズ）できます

次の機能の設定切替えについては、スズキ販売店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
•キーレスプッシュスタートシステム
•アンサーバック機能

項目 機能 初期設定が必要なとき

パワーウインドー
→　3-19ページ

はさみ込み防止機構
→　3-21ページ

鉛バッテリー端子やヒューズ
（7-22ページ参照）を外す
などしたとき

項目 機能 初期設定
（工場出荷時） 設定切替え時

キーレスプッシュ
スタートシステム

車室内、荷室、前席／バッ
クドアにある発信機の機能
→　2-13ページ

あり なし

携帯リモコン電池消耗警告
の表示（約15秒間）
→　3-7ページ

あり なし

携帯リモコン検出範囲外警
告ブザーの吹鳴（1回）
→　4-7ページ、
　　4-10ページ

なし あり

アンサーバック機能
→　3-4ページ

非常点滅表示灯／室内灯に
よる合図

非常点滅表示灯
/室内灯 室内灯のみ

車外ブザーによる合図 あり なし
リモート格納ミラー
→　3-25ページ

ドアの施錠やエンジンス
イッチ操作による連動動作 あり なし

セッティングモード
→　3-94ページ

DSBS機能
警報タイミング設定 標準 早い

遅い
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サービスデータ
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セッティングモード
3-94ページ

LDP機能
低車速時の支援設定 あり なし

LDP機能
警報手段設定 ブザー 振動

LDP機能
警報タイミング設定 標準 早い

LDP機能
ふらつき警報設定 あり なし

標識認識機能
機能設定 あり なし

標識認識機能
制限速度変化時のお知らせ
音

あり なし

標識認識機能
その他の告知方法 表示 OFF

表示と警告
発進お知らせ機能
先行車表示設定 あり なし

発進お知らせ機能
信号機表示設定 あり なし

発進お知らせ機能
告知タイミング設定 標準 早い

遅い

車外ブザー機能 あり なし

ハイビームアシストの設定 あり なし

リヤシートリマインダ設定 表示 OFF
表示と通知音

アイドリングストップ空調
設定 標準 燃費優先

快適優先

燃費リセット方法設定 トリップA連動 給油連動
非連動

日付設定 未設定 設定

アイドリングストップ警告
表示設定 する しない

項目 機能 初期設定
（工場出荷時） 設定切替え時
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セッティングモード
→　3-94ページ

アイドリングストップ時間
／節約量表示設定 する しない

アイドリングストップ表示
設定 する しない

エコスコア設定 する しない

エコ照明設定 三色変化 青色固定

カレンダー機能設定
誕生日 未設定 設定

報知音音量設定 音量中 音量小
音量大

音声案内音量 音量中
音量OFF
音量小
音量大

キャラクター表示設定 する しない

キャラクター音声設定 タイプ1 タイプ2
タイプ3

キャラクター音量設定 音量中
音量OFF
音量小
音量大

設定のリセット －
すべての設定を
初期設定（工場
出荷時）に戻す

項目 機能 初期設定
（工場出荷時） 設定切替え時
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さくいん

9-1

4WD車の運転･･････････････････ 2-36

ABS（アンチロックブレーキシステム）
警告灯･･････････････････ 3-67、4-30
装置･････････････････････････ 4-28

DSBS（デュアルセンサーブレーキ
サポート）Ⅱ･･････････････････ 4-54

ESP®･･････････････････････････ 4-32
ESP® OFFスイッチ ･････････････ 4-34
ESP® OFF表示灯 ･･･････････････ 4-35
ESP®作動表示灯････････････････ 4-33

ISG ･･･････････････････････････ 4-13
ISOFIX ････････････････････････ 3-59
ISOFIX対応チャイルドシート
固定専用金具･････････････････ 3-59

LDP･･･････････････････････････ 4-68

R（リバース）ポジション警告ブザー
････････････････････････ 2-32、4-21

SOSボタン･････････････････････ 7-47
SRSエアバッグ警告灯
･･････････････････ 3-42、3-50、3-66

SRSエアバッグシステム ････2-33、3-43
Sモードスイッチ････････････････ 4-19

USBソケット･･･････････････････ 5-17
USB電源ソケット･･･････････････ 5-17

アームレスト（ひじ掛け）･････････ 5-19
アームレストボックス ･･･････････ 5-15
アイドリングストップシステム ･･4-120
アイドリングストップシステム
OFFスイッチ ････････････････4-127

アイドリングストップシステム
OFF表示灯 ･･･････････････････ 3-74

アイドリングストップ表示灯 ･････ 3-74
アクセサリーソケット ･･･････････ 5-18
アシストグリップ ･･･････････････ 5-19
アンサーバック機能 ･･････････････ 3-4
アンテナ ･･･････････････････････ 5-38

イモビライザー警告灯 ･･･････3-70、4-4
イモビライザーシステム ･･････････ 4-4
インパネアンダートレー（運転席）･ 5-10
インパネボックス（助手席）･･･････ 5-10

ウインドー
ウインドーロックスイッチ ･････ 3-20
パワーウインドー ･････････････ 3-19
フロントガラスの手入れ ････････ 6-5

ウォッシャー液 ･････････6-14、8-1、8-6
ウォッシャースイッチ ･･････････3-124
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数字

A

D

E

I

L

R

さくいん
さくいん

S

U

ア

イ

ウ



9

さくいん

9-2

エアコン、ヒーター
オートエアコン ･･･････････････ 5-27
吹出し口 ･････････････････････ 5-21
マニュアルエアコン ･･･････････ 5-22
リモート操作 ･････････････････ 2-18

エアフィルター ･････････････････ 5-36
エコ運転表示機能 ･･･････････････ 3-92
エコクール ････････････････････4-129
エコドライブ ･･･････････････････ 2-40
エネチャージ表示 ･･･････････････ 3-87
エネルギーフロー
インジケーター ･･･････････････ 4-13

エマージェンシー
ストップシグナル（ESS）･･･････ 4-31

エンジンオイル ･･･････ 2-39、3-69、8-1
エンジン回転計（タコメーター）･･･3-86
エンジンキー ････････････････････ 3-2
エンジン警告灯 ･････････････････ 3-68
エンジンスイッチ ････････････････ 4-2
エンジンスイッチ照明 ････････････ 4-8
エンジンスイッチもどし忘れ
警告ブザー ･･･････････････････ 4-12

エンジンのかけかた ･･････････････ 4-8
エンジンの止めかた ･････････････ 4-11
エンジンフード（ボンネット）･･････ 5-3
エンジンブレーキ ･･･････････････ 2-22
エンジンルームをのぞいて ････････ 8-6
エンジンを止めるときは ･････････ 4-11
エンスト ･･･････････････････････ 7-36

オイル（エンジンオイル）
････････････････････2-39、3-69、8-1

応急用スペアタイヤ
取扱い･･･････････････････････ 7-10

オーディオ･････････････････････ 5-39
オートエアコン･････････････････ 5-27
オートマチック車
運転･････････････････････････ 4-23
セレクトレバー･･･････････････ 4-17

オーバーヒート･････････････････ 7-34
お子さま用シートの
シートベルトによる固定･･･････ 3-57

お子さま用シートの
選択について･････････････････ 3-50

お子さまを乗せるときは･･･････････2-7
オドメーター･･･････････････････ 3-85

外気導入（エアコン、ヒーター）
････････････････････････ 5-25、5-31

外装のお手入れ･･･････････････････6-2
ガソリン（燃料）･････････････ 2-31、8-1
仮眠するときは･････････････････ 2-28
ガラスアンテナ･････････････････ 5-39
ガレージジャッキ･･･････････････ 7-15
冠水した場所･･･････････････････ 2-24
寒冷時の取扱い･････････････････ 6-14

キー･････････････････････････････3-2
キーナンバープレート･････････････3-3
キーレスエントリー･･･････････････3-3
キーレスプッシュスタート
システム･･･････････････････････4-5

キックダウン･･････････････ 4-21、4-25
給油･･･････････････････ 2-30、5-2、8-1
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空気圧･･･････････････････････････8-5
くもり取り（デフロスター）
････････････････････････ 5-21、5-33

くもり取り（リヤデフォッガー）･･･ 5-34
クリープ現象･･････････････ 2-31、4-20
車のお手入れ･････････････････････6-2
グローブボックス･･･････････････ 5-11

警告灯･････････････････････････ 1-10
警告灯・表示灯の見かた･･････････ 3-64
警告ブザー
エンジンスイッチもどし忘れ
警告ブザー･････････････････ 4-12

警告ブザーが鳴ったときは･････ 1-17
携帯リモコン検出範囲外
警告ブザー･････････････ 4-7、4-10

シートベルト警告ブザー･･･････ 3-37
パーキングブレーキ解除忘れ
警告ブザー･････････････････ 4-16

ハンドルロック未作動
警告ブザー･････････････････ 4-12

ライト消し忘れ警告ブザー････ 3-121
リクエストスイッチ未作動
警告ブザー･････････････････ 3-10

R（リバース）ポジション警告ブザー
･･････････････････････ 2-32、4-21

携帯電話･･･････････････････････ 2-21
携帯リモコン･････････････････････3-5
携帯リモコン車外持ち出し警告･････4-7
携帯リモコン電池消耗警告･････････3-7
携帯リモコン閉じ込み防止機能･･･ 3-10
携帯リモコンの電池交換･･･････････6-9
警報装置･･･････････････････････ 3-17
けん引･････････････････････････ 7-37

工具 ････････････････････････････ 7-2
光軸調整ダイヤル ･･････････････3-122
後席シート ･････････････････････ 3-31
航続可能距離 ･･･････････････････ 3-86
後退時ブレーキサポート ･････････ 4-86
後退時ブレーキサポート
作動表示灯 ･･･････････････････ 3-78

後退灯 ･････････････････････････ 7-32
後方誤発進抑制機能 ･････････････ 4-92
故障したときは ･････････････････ 7-35
誤発進抑制機能 ･････････････････ 4-64

サービスデータ ･･････････････････ 8-1
サンバイザー ････････････････････ 5-6
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シート ･････････････････････････ 3-28
シートバックアッパーポケット ･･･5-20
シートバックポケット ･･･････････ 5-19
シートヒーター ･････････････････ 3-30
シートヒータースイッチ ･････････ 3-30
シートベルト ･･･････････････････ 3-37
シートベルト可変
フォースリミッター ･･･････････ 3-42

シートベルト警告灯 ･････････････ 3-65
シートベルト警告ブザー ･････････ 3-37
シートベルトプリテンショナー ･･･3-41
事故が起きたときは ･････････････ 7-44
室内灯 ･････････････････････5-8、7-33
自動操舵作動灯 ･････････････････ 3-80
シフトロック ･････････････ 4-19、4-26
車線逸脱抑制（LDP）機能 ･････････ 4-68
車線逸脱抑制OFFスイッチ ･･･････ 4-74
車線逸脱抑制OFF表示灯 ･････････ 3-79
車線逸脱抑制作動表示灯 ･････････ 3-79
ジャッキ（収納場所）･･････････････ 7-2
ジャッキアップ
（タイヤチェーン）･････････････ 6-21
ジャッキアップ
（パンクしたとき）･････････････ 7-13
車幅灯 ･････････････････････････ 7-28
集中ドアロック
（パワードアロック）･･･････････ 3-15
充電警告灯 ･････････････････････ 3-69
樹脂部品などの手入れ ････････････ 6-6
出発の前に ･･････････････････････ 2-2
ジュニアシート ･････････････2-9、3-52
瞬間燃費 ･･･････････････････････ 3-85
照明コントロール表示 ･･･････････ 3-88
ショッピングフック ･････････････ 5-16

水温警告灯････････････････ 3-67、7-34
水没したときは･････････････････ 7-43
スズキ セーフティ サポート ･････ 4-37
スズキ緊急通報･････････････････ 7-45
スタック（立ち往生）･････････････ 2-25
ステアリングオーディオ
スイッチ･････････････････････ 5-40

ステータスインフォメーション
ランプ･････････････････3-63、4-128

スノーブレード･････････････････ 6-15
スピードメーター（速度計）･･･････ 3-63
スペアタイヤ（応急用スペアタイヤ）
取扱い･･･････････････････････ 7-10

スライドレバー･････････････････ 3-28

積算アイドリングストップ時間･･･ 3-87
積算アイドリングストップ
節約燃料･････････････････････ 3-87

セキュリティアラーム
インジケーター･･････････ 3-19、3-75

セレクトレバー
位置表示･････････････････････ 3-83
操作･････････････････････････ 4-17

洗車･････････････････････････････6-2
前照灯（ヘッドライト）
･････････････････････････ 7-26、8-4

前席シート･････････････････････ 3-28
センターミドルトレー･･･････････ 5-10
センターロアポケット･･･････････ 5-10
全方位モニター･････････････････ 4-95
設定の変更･･････････････････ 4-112

前方カメラ（DSBS Ⅱ）･･････････ 4-39
前方レーダー（DSBS Ⅱ）････････ 4-39

走行中の注意･･･････････････････ 2-20
速度計（スピードメーター）･･･････ 3-63
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タイマーロック機能･･･････････････3-5
タイヤ
応急修理したあとは･････････････7-9
応急修理のしかた･･･････････････7-5
応急用スペアタイヤ･･･････････ 7-10
空気圧･････････････････････････8-5
交換したあとは･･･････････････ 7-19
交換するときは･････････････････6-8
交換の準備･･･････････････････ 7-12
チェーン･････････････････････ 6-20
パンク応急修理セット･･･････････7-3
冬用タイヤ･･･････････････････ 6-16
ホイールサイズ･････････････････8-5
ローテーション･････････････････6-8
輪止め･･････････････････ 2-27、6-16

タイヤチェーン･････････････････ 6-20
タイヤの取り付け・取り外し･･････ 7-17
タコメーター（エンジン回転計）･･･ 3-86
立ち往生･･･････････････････････ 2-25
暖機運転･･･････････････････････ 2-41

チェーン（タイヤチェーン）･･･････ 6-20
チケットホルダー
（サンバイザー）･････････････････5-6
チャイルドシート･･･････････････ 3-51
チャイルドプルーフ･････････････ 3-16
駐車するときは
･･････････････････ 2-27、4-26、6-19

超音波センサー･････････････････ 4-39
チルトステアリング･････････････ 3-28

停止表示板 ･････････････････････ 7-35
低水温表示灯 ･･･････････････････ 3-74
低速時ブレーキサポート(前進・後退)
･････････････････････････････ 4-86

デフロスター
（エアコン、ヒーター）･･････････ 5-21
デフロスタースイッチ ･･･････････ 5-33
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ････････････････････ 4-54
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS)ⅡOFF表示灯･･････････ 3-76
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）ⅡOFFスイッチ････････ 4-63
デュアルセンサーブレーキサポート
（DSBS）Ⅱ作動表示灯 ･････････ 3-77
電球
電球の交換（ランプ類）･････････ 7-26
電球の点検 ･･･････････････････ 7-26
ワット数（ランプ類）････････････ 8-4

点検 ････････････････････････ 2-2、8-1
電源が切り替わらないときは ･･････ 4-6
電源の切替え ････････････････････ 4-6
電池交換（携帯リモコン）･･････････ 6-9

ドア ･･･････････････････････････ 3-11
ドアポケット ･･･････････････････ 5-15
ドアミラー ･････････････････････ 3-24
ドアミラー角度調節スイッチ ･････ 3-24
ドアミラー格納スイッチ ･････････ 3-25
ドアミラーヒータースイッチ ･････ 3-27
ドアロック解除機能 ･････････････ 3-16
凍結防止剤 ･････････････････････ 6-19
凍結路 ･････････････････････････ 6-18
登降坂変速制御 ･････････････････ 4-21
トランスミッション警告灯 ･･･････ 3-70
トリップメーター ･･･････････････ 3-85
ドリンクホルダー ･･･････････････ 5-12
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内気循環（エアコン、ヒーター）
･･･････････････････････ 5-25、5-31

内装のお手入れ ･･････････････････ 6-6
ナノイー X ･････････････････････ 5-34
鉛バッテリー ････････････････････ 2-4

日常点検 ････････････････････････ 2-2

燃費
瞬間燃費 ･････････････････････ 3-85
平均燃費 ･････････････････････ 3-85

燃料 ･･･････････････････････2-31、8-1
燃料給油口 ･･････････････････････ 5-2
燃料計 ･････････････････････････ 3-83
燃料残量警告灯 ･････････････････ 3-66
燃料タンク容量 ･･････････････････ 8-1

パーキングセンサー作動表示灯 ･･･3-80
パーキングセンサー ･････････････ 4-82
パーキングセンサーブザーOFFスイッチ
･････････････････････････････ 4-86

パーキングブレーキ
寒冷時の取扱い ･･･････････････ 6-19
操作 ･････････････････････････ 4-15
ブレーキ警告灯 ･･･････････････ 3-64

ハイドロプレーニング現象 ･･･････ 2-24
ハイビームアシスト ･････････････ 4-76
ハイマウントストップランプ
･････････････････････････7-28、8-4

はさみ込み防止機構 ･････････････ 3-21
発炎筒 ･････････････････････････ 7-35
バックドアガラスの
室内側の手入れ ････････････････ 6-7

バックミラー（ルームミラー）･････3-23
発進お知らせ機能 ･･･････････････ 4-74

バッテリー
鉛バッテリー･････････････ 2-4、6-15
鉛バッテリーあがり･･･････････ 7-20
バッテリーについて･････････････2-3
リチウムイオンバッテリー･･･････2-5

バッテリーあがり･･･････････････ 7-20
バニティーミラー（サンバイザー）･･･5-6
ハロゲンヘッドライト･･･････ 7-27、8-4
パワーウインドー･･･････････････ 3-19
パワーステアリング警告灯･･･････ 3-68
パワードアロック･･･････････････ 3-15
パンク
応急修理のしかた･･･････････････7-5
タイヤ交換･･･････････････････ 7-12

番号灯･････････････････････ 7-33、8-4
半ドア警告灯･･･････････････････ 3-71
ハンドルロックが
解除できないときは･････････････4-3

ハンドルロック未解除警告･････････4-3
ハンドルロック未作動
警告ブザー･･･････････････････ 4-12

ヒーター（エアコン）･････････････ 5-21
オートエアコン･･･････････････ 5-27
吹出し口･････････････････････ 5-21
マニュアルエアコン･･･････････ 5-22

非常点滅表示灯････････7-28、7-29、8-4
非常点滅表示灯スイッチ････････ 3-123
必読！･･･････････････････････････2-2
ヒューズ切れ･･･････････････････ 7-22
標識認識OFF表示灯･････････････ 3-81
標識認識機能･･･････････････････ 4-79
表示灯･････････････････････････ 1-10
日よけ（サンバイザー）･････････････5-6
ヒルホールドコントロール･･･････ 4-35
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ブースターケーブル･････････････ 7-20
フットレスト･･･････････････････ 5-18
フューエルキャップ･･･････････････5-2
フューエルリッド････････････ 5-2、5-3
ふらつき警報･･･････････････････ 4-68
フルフラットシート･････････････ 3-35
フルホイールキャップ
（取り付け）･･･････････････････ 7-19
フルホイールキャップ
（取り外し）･･･････････････････ 7-12
ブレーキ
ブレーキ液･････････････････････8-1
ブレーキ警告灯･･･････････････ 3-64
ブレーキ倍力装置･･ 2-26、4-11、7-42

フロントシート･････････････････ 3-28
フロントワイパー／
ウォッシャースイッチ････････ 3-124

平均燃費･･･････････････････････ 3-85
ヘッドライト（前照灯）
･････････････････････････ 7-26、8-4

ヘッドライト上向き（ハイビーム）
表示灯･･･････････････････････ 3-73

ヘッドレスト
後席･････････････････････････ 3-31
前席･････････････････････････ 3-30

ベビーシート･･･････････････････ 3-51

ホイールキャップ（取り付け）･････ 7-19
ホイールキャップ（取り外し）･････ 7-12
ホイールサイズ･･･････････････････8-5
方向指示器････････････7-28、7-29、8-4
方向指示器スイッチ････････････ 3-123
方向指示器表示灯･･･････････････ 3-73
ホーンスイッチ････････････････ 3-126
ボンネット･･･････････････････････5-3

マイルドハイブリッド ･･･････････ 4-13
マスターウォーニング ･･･････････ 3-72
マニュアルエアコン ･････････････ 5-22
マルチインフォメーション
ディスプレイ ･････････････････ 3-82
メッセージ ･･････････････････3-106

万一のとき ･･････････････････････ 7-1
事故が起きたとき ･････････････ 7-44

ミラー
ドアミラー ･･･････････････････ 3-24
バニティーミラー
（サンバイザー）･･････････････ 5-6
ルームミラー ･････････････････ 3-23

メーター
マルチインフォメーション
ディスプレイ ･･･････････････ 3-82

メーターの照明 ･････････････････ 3-63
メーターの見かた ･･･････････････ 3-63

油圧警告灯 ･････････････････････ 3-69
雪道を走行するとき ･････････････ 6-18

よくあるご質問 ･････････････････ 1-24
横風が強いときは ･･･････････････ 2-23
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ライト消し忘れ警告ブザー ･･････3-121
ライト自動消灯システム ････････3-120
ライトスイッチ ････････････････3-118
ライト点灯表示灯 ･･･････････････ 3-80
ラゲッジアンダーボックス ･･･････ 5-20
ラジエーターキャップ ･･･････7-34、8-6
ランプ
後退灯 ･･･････････････････････ 7-32
室内灯 ････････････････････････ 5-8
電球の交換（ランプ類）･････････ 7-26
ハイマウントストップランプ ･･･7-28
番号灯 ･･･････････････････････ 7-33
ヘッドライト ･････････････････ 7-26
方向指示器／非常点滅表示灯
･････････････････････ 7-28、7-29

リヤコンビネーションランプ ･･･7-31
ワット数（ランプ類）････････････ 8-4

リクエストスイッチ ･･････････････ 3-8
リクエストスイッチ未作動
警告ブザー ･･･････････････････ 3-10

リクライニングレバー ･･･････････ 3-29
リジッドラック ･････････････････ 7-15
リチウムイオンバッテリー ････････ 2-5
リバース（R）ポジション警告ブザー
･･･････････････････････ 2-32、4-21

リモート格納ミラー ･････････････ 3-25
リヤ（後席）シート ･･･････････････ 3-31
リヤコンビネーションランプ ･････7-31
リヤデフォッガースイッチ ･･･････ 5-34
リヤワイパー/ウォッシャー
スイッチ ････････････････････3-125

ルーフアンテナ･････････････････ 5-38
ルームミラー･･･････････････････ 3-23
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